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序一
、
曙
覧
の
研
究
を
巡
っ
て

１
、
先
行
研
究
の
歩
み

そ
も
そ
も
曙
覧
と
い
え
ば
、
ま
ず
は
明
治
三
十
二
年
（1899

）
新
聞

『
日
本
』
に
発
表
さ
れ
た
正
岡
子
規
の
「
曙
覧
の
歌
」
（
『
子
規
全
集
』

第
七
巻
所
収
、
講
談
社
、1975
年
）
が
想
起
で
き
る
だ
ろ
う
。
曙
覧
の

歌
は
、
『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
が
明
治
十
一
年
（1878

）
刊
行
さ
れ
て
以

来
、
佐
佐
木
信
綱
と
正
岡
子
規
を
は
じ
め
と
す
る
明
治
歌
壇
の
有
力
者

の
称
揚
に
よ
り
、
有
名
に
な
っ
て
き
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
曙

覧
が
一
挙
に
諸
家
に
注
目
さ
れ
、
そ
の
歌
に
対
す
る
注
釈
や
鑑
賞
、
歌

評
、
ま
た
伝
記
資
料
の
考
究
な
ど
が
次
々
と
出
た
。
例
え
ば
、
山
田
秋

甫
著
『
橘
曙
覧
傳
并
短
歌
集
』
（
福
井
市
中
村
書
店
、1926
年
）
は
、

本
の
前
半
は
曙
覧
の
伝
記
研
究
で
あ
り
、
後
半
に
は
『
志
濃
夫
廼
舎
歌

集
』
の
全
歌
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
曙
覧
研
究
の
最
初
の
詳
伝
と
さ
れ

る
。ま

た
、
曙
覧
歌
集
の
注
釈
書
は
、
藤
井
乙
男
編
『
歌
謡
俳
書
選
集
五

校
注
橘
曙
覧
歌
集
』
（
文
献
書
院
、1927

年
）
、
久
米
田
裕
『
橘
曙

覧

志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
（
柊
発
行
所
、1979

年
）
な
ど
を
経
て
、
水

島
直
文
・
橋
本
政
宣
編
注
『
橘
曙
覧
全
歌
集
』
（
岩
波
書
店
、1999

年
）

は
『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
の
全
歌
と
拾
遺
す
べ
て
、
計
千
二
百
七
十
三

首
を
集
成
し
、
注
と
索
引
を
付
し
て
お
り
、
完
全
版
と
も
い
え
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
久
保
田
啓
一
校
注
『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』

（
久
保
田
淳
監
修
『
和
歌
文
学
大
系

74

』
に
収
録
、
明
治
書
院
、2007

年
）
が
執
筆
時
点
で
の
最
新
の
も
の
で
、
同
書
に
は
、
氏
が
曙
覧
歌
の

表
現
を
分
析
し
、
そ
の
典
拠
を
考
究
し
な
が
ら
注
を
施
し
、
現
代
語
訳

を
付
す
な
ど
、
一
般
読
者
に
も
参
考
と
な
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
鑑
賞
、
歌
評
の
方
に
つ
い
て
は
、
信
綱
、
子
規
に
よ
り
先
鞭

が
つ
け
ら
れ
た
。
以
来
、
折
口
信
夫
編
『
曙
覧
の
研
究
』
（
高
遠
書
房
、

1934

年
）
、
『
橘
曙
覧
評
伝
』
（1941

年
）
（
『
折
口
信
夫
全
集
』
第
十
一

巻
所
収
、
中
央
公
論
社

、1965

年
）
、
斎
藤
茂
吉
編
『
橘
曙
覧
歌
抄
』

（
『
斎
藤
茂
吉
全
集
』
第
十
一
巻
所
収
、
岩
波
書
店
、1974

年
）
、
相

馬
御
風
著
『
曙
覧
と
愚
庵
』
（
春
秋
社
、1927

年
）
、
土
岐
善
麿
著
「
橘

曙
覧
歌
集
解
説
」
（
『
宗
武
・
曙
覧
歌
集
』
朝
日
新
聞
社
、1950

年
）
、

前
田
夕
暮
著
『
橘
曙
覧
の
歌
（
一
）
～
（
一
〇
）
』
（
『
詩
歌
』6

巻

9

号
～7

巻6

号
連
載
、1916

年9

月1

日
～1917

年6

月1

日
）
、
玉

城
徹
著
『
曙
覧
文
学
の
史
的
位
置(1

)

～(3
)

』
（
『
短
歌
』
第

28

巻

7

号
～9

号
連
載
、1981

年7

月
～9

月
）
、
奥
村
晃
作
著
『
た
だ
ご
と

歌
の
系
譜

橘
曙
覧
を
読
む(1

)

～(11
)

』
（
『
歌
壇
』(

通
号

199

～

209
)

連
載
、
本
阿
弥
書
店
、2003

年12

月
～2004

年10

月
）
、
寺
田

誠
一
「
曙
覧
の
歌
」
（
『
日
本
文
学
』1

巻6

号
、1931

年11

月
）
、
百

川
敬
仁
「
近
世
歌
文
の
位
相
－
橘
曙
覧
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
（
『
日

本
文
学
』33

巻7
号
、1984

年7

月
）
、
上
野
洋
三
「
橘
曙
覧
」
（
『
解
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釈
と
鑑
賞
』61

巻3

号
、1996

年3

月
）
な
ど
卓
説
も
少
な
く
な
い
。

な
お
、
伝
記
資
料
は
、
山
田
秋
甫
、
久
米
田
裕
の
ほ
か
、
ま
た
辻
森

秀
英
、
水
島
直
文
、
前
川
幸
雄
ら
に
よ
り
考
証
、
補
足
さ
れ
て
い
た
。

さ
て
、
こ
れ
ら
曙
覧
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
歌
風
や
調
子
、

用
語
、
題
材
、
修
辞
な
ど
に
つ
い
て
、
万
葉
・
古
今
な
ど
の
日
本
の
古

典
に
関
す
る
指
摘
が
多
く
み
ら
れ
る
。
一
方
、
漢
詩
漢
文
に
関
す
る
指

摘
は
、
信
綱
、
子
規
、
茂
吉
、
折
口
信
夫
（
『
曙
覧
の
研
究
』
前
掲
）

や
土
岐
善
麿
（
『
宗
武
・
曙
覧
歌
集
』
注
釈
・
解
説
、
前
掲
）
お
よ
び

水
島
直
文
（
『
橘
曙
覧
全
歌
集
』
前
掲
、
注
釈
）
に
よ
る
語
注
な
ど
の

注
解
、
ま
た
歌
評
の
文
章
に
断
片
的
に
み
ら
れ
る
程
度
に
と
ど
ま
り
、

学
術
的
な
論
文
は
、
近
年
で
は
、
前
川
幸
雄
「
橘
曙
覧
の
短
歌
へ
の
陶

淵
明
の
作
品
の
影
響
に
つ
い
て
」
（
『
国
学
院
中
国
学
会
報
』
第56

巻
、

国
学
院
大
学
中
国
学
会
、
平
成22

年12

月
）
、
「
橘
曙
覧
と
邵
雍
と
―

「
独
楽
吟
」
と
「
首
尾
吟
」
の
関
係
に
つ
い
て
―
」
（
『
国
語
国
文
学
』

第50

号
、
福
井
大
学
言
語
文
化
学
会
、
平
成23

年3
月
）
な
ど
が
あ

る
が
、
数
え
る
程
し
か
な
い
。

こ
れ
ら
の
研
究
は
、
曙
覧
の
漢
詩
文
摂
取
に
つ
い
て
、
多
く
は
中
国

の
古
典
籍
に
か
か
わ
る
指
摘
が
な
さ
れ
て
お
り
、
指
摘
さ
れ
る
漢
籍
は
、

時
代
と
し
て
は
先
秦
か
ら
元
ま
で
の
も
の
が
主
に
な
る
。
具
体
的
に
は
、

典
籍
で
は
『
詩
経
』
『
論
語
』
『
史
記
』
『
漢
書
』
な
ど
、
作
者
で
は
陶

淵
明
、
杜
甫
、
白
楽
天
ら
の
作
品
な
ど
、
経
・
史
・
子
・
集
す
べ
て
の

部
類
に
わ
た
っ
て
い
る
。
日
本
漢
詩
に
か
か
わ
っ
た
指
摘
も
み
ら
れ
る

が
、
菅
原
道
真
の
詩
や
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
と
ど
ま
る
。

し
か
し
、
実
際
に
は
、『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
、
及
び
岩
波
文
庫
本
『
橘

曙
覧
全
歌
集
』
に
編
集
さ
れ
た
曙
覧
の
拾
遺
歌
を
み
る
と
、
蒋
士
銓
な

ど
の
清
詩
、
ま
た
頼
山
陽
、
広
瀬
旭
荘
、
菅
茶
山
ら
江
戸
漢
詩
人
の
詩

作
の
影
響
も
見
受
け
ら
れ
る
な
ど
、
そ
の
摂
取
の
範
囲
や
関
連
す
る
漢

詩
文
の
時
代
な
ど
に
は
、
ま
だ
検
討
の
余
地
が
残
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
研
究
は
、
曙
覧
の
和
歌
の
と
り
ま
く
基
層
を
漢
詩
の
方

面
か
ら
考
察
す
る
こ
と
に
つ
と
め
た
。
そ
の
考
察
を
通
し
て
、
彼
の
和

歌
の
表
現
の
特
質
を
究
明
す
る
こ
と
に
試
み
た
い
。

２
、
曙
覧
評
価
の
軸
お
よ
び
そ
の
文
学
論
の
論
調
の
変
遷
―
戦
前
と
戦

後
―曙

覧
に
対
す
る
評
価
軸
、
文
学
論
の
論
調
に
つ
い
て
み
る
と
、
明
治

期
で
は
、
と
り
わ
け
信
綱
に
称
揚
さ
れ
た
（
『
近
世
和
歌
史
』
第
八
章

「
徳
川
末
期
」
、
博
文
館
、1923

年
）
ほ
か
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
和

歌
革
新
運
動
の
先
駆
を
な
し
た
子
規
に
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
が
、
以

降
の
論
調
の
基
盤
と
な
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
戦
前
ま
で
、

基
本
的
に
曙
覧
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
第
一
に
勤
皇
愛
国
の
国
学
者

並
び
に
歌
人
と
い
っ
た
印
象
が
強
か
っ
た
と
見
受
け
ら
れ
る
。
曙
覧
の

歌
を
論
じ
る
と
、
連
作
「
赤
心
報
国
」
「
示
人
」
な
ど
い
わ
ゆ
る
愛
国

詠
が
決
ま
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
力
点
を
お
き
な
が
ら
評
し
て
い
る
の

が
一
般
的
で
あ
る
。
中
で
も
昭
和
前
期
の
皇
国
史
観
の
影
響
下
、
曙
覧

は
勤
王
歌
人
な
ど
と
標
榜
さ
れ
、
そ
の
時
々
で
尊
皇
憂
国
と
い
っ
た
曙

覧
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
こ

れ
は
現
在
か
ら
み
る
と
、
偏
狭
的
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
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そ
し
て
、
戦
後
に
な
る
と
、
次
第
に
そ
の
愛
国
的
な
内
容
よ
り
も
、

そ
の
文
学
性
自
体
が
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
万
葉
歌
人
、

国
学
者
歌
人
ま
た
は
生
活
派
歌
人
や
、
写
生
派
歌
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

曙
覧
像
を
浮
き
彫
り
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
平
成
六
年

（1994

）
六
月
十
三
日
、
ク
リ
ン
ト
ン
米
大
統
領
が
、
日
本
の
天
皇
・

皇
后
両
陛
下
の
訪
米
歓
迎
ス
ピ
ー
チ
に
お
い
て
、
曙
覧
の
連
作
「
独
楽

吟
」
中
の
一
首
を
引
用
し
た
こ
と
に
よ
り
、
曙
覧
と
そ
の
歌
は
ま
す
ま

す
社
会
的
に
広
く
注
目
さ
れ
、
肯
綮
に
中
る
論
説
が
次
々
と
出
さ
れ
て

い
る
。

そ
う
し
た
中
で
も
、
ユ
ニ
ー
ク
な
視
点
を
備
え
た
論
説
が
い
く
つ
見

ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
ふ
れ
た
い
。
ま
ず
、
水
島
直
文
氏
が
「
国

学
者
・
万
葉
歌
人
と
し
て
の
橘
曙
覧
」
（
『
古
典
の
変
容
と
新
生
』
川

口
久
雄
編
、
明
治
書
院
、1984

年

11

月
）
に
、
曙
覧
を
国
学
者
、
草

庵
の
文
学
者
、
勤
皇
・
万
葉
・
脱
俗
・
生
活
派
歌
人
と
し
て
以
来
の
さ

ま
ざ
ま
な
評
価
を
紹
介
し
な
が
ら
、
彼
を
神
道
思
想
に
基
づ
く
皇
道
中

心
の
国
学
者
と
位
置
付
け
、
「
漢
意
」
を
排
斥
し
よ
う
と
し
な
が
ら
も

多
く
の
儒
者
を
詠
み
、
作
品
に
漢
籍
漢
詩
の
影
響
が
顕
著
に
見
ら
れ
る

と
い
っ
た
曙
覧
の
矛
盾
、
両
面
性
に
つ
い
て
の
指
摘
を
取
り
上
げ
た
点

は
注
目
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
曙
覧
が
偏
狭
な
排
他
主
義
者
で
は
な
く
、

他
の
文
化
を
摂
取
す
る
高
明
な
識
見
を
備
え
て
い
た
所
以
で
あ
る
と
氏

が
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
妥
当
な
見
解
で
あ
る
と
思
う
。

こ
の
点
を
考
え
あ
わ
せ
て
み
る
と
、
玉
城
徹
氏
の
曙
覧
の
文
学
観
に

関
す
る
指
摘
は
意
義
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
氏
は
、
『
曙
覧
文
学

の
史
的
位
置
（
一
）
～
（
三
）
』
（
前
出
）
に
お
い
て
、
曙
覧
が
広
い

文
学
的
眼
光
を
持
ち
な
が
ら
、
短
歌
を
そ
れ
ま
で
伝
統
的
・
因
習
的
な

感
情
表
現
の
支
配
か
ら
脱
出
さ
せ
よ
う
と
試
み
て
お
り
、
ま
た
短
歌
で

扱
う
こ
と
の
で
き
る
美
的
感
情
の
世
界
を
、
対
象
世
界
の
多
様
さ
に
応

じ
て
、
拡
大
せ
よ
と
呼
び
か
け
て
い
る
と
、
と
ら
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、

歌
材
が
豊
富
で
、
歌
想
が
多
様
で
あ
る
と
い
う
曙
覧
に
対
す
る
子
規
の

評
価
に
つ
い
て
は
、
子
規
が
そ
の
「
歌
材
」
と
「
歌
想
」
の
概
念
を
は

っ
き
り
と
区
別
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
そ
の
「
歌
想
」
に
つ
い
て
子
規

が
理
解
し
た
概
念
は
、
素
材
と
表
現
の
方
面
に
偏
っ
て
い
る
と
指
摘
さ

れ
た
。
ま
た
、
曙
覧
が
題
材
、
言
語
の
新
奇
性
と
多
様
性
を
目
ざ
し
て

い
る
の
で
な
く
、
感
情
世
界
の
拡
大
の
方
向
を
目
ざ
し
て
い
る
と
氏
は

強
調
し
て
い
る
。

曙
覧
の
評
価
と
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
問
題
視
さ
れ
た
久

保
田
啓
一
氏
の
指
摘
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
（
久

保
田
啓
一
校
注
、
前
出
）
「
解
説
」
に
は
、
子
規
以
降
の
曙
覧
の
評
価

は
、
曙
覧
そ
の
人
自
身
へ
の
思
い
入
れ
な
ど
に
影
響
さ
れ
、
客
観
的
な

位
置
付
け
に
な
っ
て
い
な
い
と
指
摘
し
、
ま
た
「
曙
覧
を
論
じ
て
き
た

多
く
の
研
究
者
・
歌
人
は
、
『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
と
曙
覧
の
他
の
著

作
を
通
覧
し
て
、
自
分
の
感
性
に
合
う
和
歌
を
適
宜
選
び
、
自
分
な
り

の
曙
覧
像
に
引
き
付
け
て
評
価
す
る
の
が
常
だ
っ
た
」
と
批
判
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
よ
り
正
当
に
曙
覧
の
歌
を
評
価
す
る
に
は
、
「
彼
の
学

問
の
内
実
を
可
能
な
限
り
再
現
す
る
よ
う
に
努
め
る
上
で
論
じ
る
べ
き

で
あ
る
」
と
い
う
氏
の
見
解
は
参
考
に
な
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

二
、
曙
覧
の
略
伝
お
よ
び
本
論
の
ね
ら
い
と
構
成
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１
、
曙
覧
の
略
伝
に
つ
い
て

曙
覧
の
伝
記
資
料
に
つ
い
て
は
、
明
治
の
漢
学
者
依
田
学
海
が
撰
し

た
「
井
手
曙
覧
翁
墓
碣
銘
」（
『
新
修
橘
曙
覧
全
集
』
所
収
、
桜
楓
社
、1983

年
）
、
氏
の
長
男
井
手
今
滋
が
撰
し
た
「
橘
曙
覧
小
伝
」
（
同
前
書
所

い

て

い
ま

し
げ

掲
）
が
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
山
田
秋
甫
、
久
米
田
裕
、
辻
森
秀

英
、
水
島
直
文
ら
が
考
証
・
補
足
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
を
参
考
に
、

以
下
に
、
曙
覧
の
略
伝
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
く
。

曙
覧
は
、
文
化
九
年
（1812
）
五
月
、
越
前
国
福
井
（
現
福
井
県
福

井
市
）
の
紙
商
正
玄
家
に
生
ま
れ
た
。
父
は
正
玄
五
郎
右
衛
門
、
母
は

都
留
子
と
い
っ
た
。
幼
名
は
五
三
郎
、
諱
は
茂
時
、
通
称
は
尚
事
と
い

い
、
自
ら
橘
諸
兄
三
十
九
世
の
子
孫
に
あ
た
る
と
す
る
。
曙
覧
の
名
を

襲
っ
た
の
は
安
政
元
年
（1854

）
、
四
十
三
歳
の
時
で
あ
る
。

文
化
十
年
（1813

）
、
二
歳
。
母
を
亡
い
、
そ
の
後
は
母
の
生
家
、

府
中
（
現
福
井
県
武
生
市
）
の
山
本
家
に
養
わ
れ
た
。

文
政
九
年
（1826

）
五
月
、
曙
覧
十
五
歳
。
父
五
郎
右
衛
門
が
亡
く

な
る
。
舅
の
山
本
平
三
郎
に
よ
っ
て
越
前
南
条
郡
北
日
野
村
（
現
南
条

町
）
、
日
蓮
宗
妙
泰
寺
に
納
れ
ら
れ
、
住
職
明
導
よ
り
仏
学
を
学
ん
だ
。

明
導
は
学
識
と
も
に
高
く
、
漢
籍
に
通
じ
て
詩
歌
に
堪
能
で
あ
っ
た
の

で
、
曙
覧
は
そ
の
こ
ろ
作
詩
詠
歌
の
指
導
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

天
保
三
年
（1832

）
四
月
十
日
、
曙
覧
二
十
一
歳
。
坂
井
郡
三
国
港

（
福
井
県
）
の
商
人
海
津
屋
酒
井
清
兵
衛
の
次
女
直
子
と
結
婚
。
こ
の

こ
ろ
、
曙
覧
は
ひ
そ
か
に
上
京
し
、
頼
山
陽
の
高
弟
、
旗
山
玉
三
郎
に

入
門
す
る
も
、
数
か
月
で
親
戚
の
た
め
に
福
井
に
呼
び
戻
さ
れ
た
こ
と

も
あ
っ
た
。

弘
化
元
年
（1844

）
八
月
、
曙
覧
三
十
三
歳
。
飛
弾
国
高
山
に
住
み
、

本
居
宣
長
門
の
田
中
大
秀
を
訪
ね
、
そ
の
門
人
と
な
る
。
一
か
月
滞
在

し
て
教
え
を
受
け
て
帰
る
。
こ
れ
は
曙
覧
が
歌
人
・
国
学
者
の
姿
勢
を

と
る
端
緒
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

弘
化
三
年
（1846

）
、
曙
覧
三
十
五
歳
の
時
、
家
業
の
す
べ
て
を
異

母
弟
の
宣
に
譲
り
、
正
弦
家
裏
の
足
羽
山
中
腹
の
別
宅
に
移
り
住
み
、

家
を
黄
金
舎
（
こ
が
ね
の
や
）
と
称
し
、
学
問
の
道
に
励
む
た
め
に
隠

棲
生
活
に
入
る
こ
と
と
な
る
。
嘉
永
元
年
（1848

）
、
三
橋
町
に
移
り
、

家
を
藁
屋
と
称
し
た
。
清
貧
の
生
活
に
安
ん
じ
て
和
歌
、
国
学
に
精
励

し
つ
つ
、
中
根
雪
江
、
笠
原
白
翁
ら
福
井
藩
臣
と
相
交
わ
る
。
元
治
二

年
（1865

）
二
月
二
十
六
日
、
福
井
藩
主
松
平
春
嶽
が
曙
覧
の
藁
屋
に

立
ち
寄
り
、
「
忍
ぶ
の
屋
」
の
屋
号
を
賜
う
。
慶
応
三
年
（1867

）
六

月
、
藩
主
松
平
茂
昭
よ
り
扶
持
米
十
俵
を
賜
る
。
同
年
十
月
の
大
政
奉

還
、
十
二
月
の
王
政
復
古
の
宣
言
な
ど
の
こ
と
を
喜
び
つ
つ
、
明
け
て

慶
応
四
年
（1868

）
八
月
二
十
八
日
に
死
去
、
享
年
五
十
七
歳
。

明
治
十
一
年
（1878

）
八
月
、
嗣
子
今
滋
に
よ
り
、
曙
覧
の
歌
集
が

初
め
て
上
梓
さ
れ
た
。
『
橘
曙
覧
遺
稿

志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
と
題
さ

れ
、
松
平
春
嶽
に
よ
る
「
橘
曙
覧
の
家
に
い
た
る
詞
」
、
今
滋
の
付
記

お
よ
び
近
藤
芳
樹
の
序
を
添
え
、
和
綴
じ
で
大
本
四
冊
の
歌
集
で
あ
っ

た
。
歌
集
に
は
、
曙
覧
が
生
前
自
撰
し
た
歌
集
『
松
籟
艸
』
の
二
百
四

十
三
首
、
『
襁
褓
艸
』
の
二
百
十
首
、
『
春
明
艸
』
の
百
六
十
六
首
、
『
君

来
艸
』
の
百
二
十
首
、
『
白
蛇
艸
』
四
十
七
首
、
及
び
今
滋
が
集
め
た

補
遺
『
福
寿
艸
』
の
七
十
四
首
が
収
録
さ
れ
、
歌
の
総
数
は
八
百
六
十
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首
で
あ
る
。

２
、
本
論
の
ね
ら
い
と
構
成

本
研
究
「
橘
曙
覧
の
研
究
―
漢
詩
の
摂
取
を
中
心
に
―
」
は
、
曙
覧

の
代
表
作
で
あ
る
『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』(

及
び
岩
波
文
庫
本
『
橘
曙

覧
全
歌
集
』
に
よ
る
拾
遺
歌)

所
収
の
和
歌
の
と
り
ま
く
基
層
を
漢
詩

の
方
面
か
ら
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
主
と
し
て
、
曙
覧
の
和
歌
に
つ
い
て
よ
り
深
く
理
解

す
る
た
め
に
、
彼
の
和
歌
が
漢
詩
か
ら
摂
取
さ
れ
た
こ
と
を
実
証
す
る
。

そ
の
考
察
を
通
し
て
、
彼
の
和
歌
の
表
現
の
特
質
を
究
明
す
る
こ
と
に

試
み
る
。

ま
た
、
前
節
に
は
、
水
島
直
文
、
玉
城
徹
、
久
保
田
啓
一
諸
氏
の
曙

覧
に
対
す
る
評
価
を
取
り
上
げ
た
が
、
こ
れ
ら
は
非
常
に
啓
発
さ
れ
る

指
摘
で
あ
っ
た
が
、
曙
覧
の
研
究
に
お
い
て
、
新
た
な
示
唆
を
提
示
し

て
く
れ
た
と
も
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
曙
覧
を
正
当
に
評
価
す
る
た

め
に
は
、
曙
覧
が
歌
作
に
漢
詩
文
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
焦
点
を
あ
て
て
、
さ
ら
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
曙
覧
の
中
国
文
化
へ
の
理
解
や
趣
味
的
な
次
元
に
と
ど

ま
ら
ず
、
高
い
識
見
と
深
い
文
学
的
素
養
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
、

新
趣
味
の
題
材
、
言
語
な
ど
を
摂
取
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
伝
統
的
な

和
歌
の
世
界
を
さ
ら
に
拡
大
・
深
化
さ
せ
る
こ
と
が
、
彼
の
漢
詩
文
の

摂
取
の
本
来
的
な
意
図
で
あ
っ
た
と
考
え
た
い
。

そ
こ
で
、
本
研
究
は
こ
う
し
た
考
え
方
に
基
づ
き
、
少
し
で
も
基
礎

的
研
究
に
資
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
、
曙
覧
の
和
歌
に
つ
い
て
、
そ
の

漢
詩
の
摂
取
に
力
点
を
置
い
て
考
察
を
試
み
た
。

以
下
、
本
論
文
の
構
成
に
つ
い
て
述
べ
る
。

本
論
は
六
章
に
分
け
て
考
察
を
展
開
す
る
。

第
一
章
「
邵
雍
「
首
尾
吟
」
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
―
曙
覧
「
独
楽

吟
」
の
表
現
形
式
と
漢
詩
受
容
の
可
能
性
―
」
で
は
、
曙
覧
の
五
二
首

か
ら
な
る
連
作
詠
「
独
楽
吟
」
の
、
す
べ
て
初
句
が
「
楽
し
み
は
」
、

末
句
が
「
時
」
で
揃
う
と
い
う
ス
タ
イ
ル
と
、
邵
雍
（
北
宋
）
の
連
作

「
首
尾
吟
」
の
各
詩
の
首
聯
で
の
表
現
形
式
と
の
相
似
す
る
こ
と
に
焦

点
を
あ
て
て
、
両
者
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
た
、
「
首

尾
吟
」
は
、
そ
の
内
容
に
お
い
て
も
、
自
然
や
田
園
、
生
活
や
家
庭
の

楽
な
ど
身
近
な
楽
し
み
を
詠
み
上
げ
て
い
る
が
、
曙
覧
の
「
独
楽
吟
」

に
お
い
て
も
「
首
尾
吟
」
の
発
想
や
趣
向
を
と
り
な
し
た
と
み
ら
れ
る

例
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

第
二
章
「
蒋
士
銓
及
び
山
陽
・
旭
荘
詩
と
の
関
わ
り
―
曙
覧
詠
寒
和

歌
考
―
」
で
は
、
曙
覧
の
歌
に
あ
る
、
「
寒
僕
」
「
寒
婢
」
な
ど
の
よ

う
な
、
「
寒
」
の
字
を
冠
し
た
歌
題
を
伴
う
一
群
の
連
作
が
、
清
の
蒋

士
銓
の
詩
「
消
寒
雑
詠
和
王
蔗
村
太
守
十
首
」
及
び
そ
の
影
響
を
受
け

た
頼
山
陽
、
広
瀬
旭
荘
の
詩
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
中
心
に

論
じ
な
が
ら
、
併
せ
て
「
妓
院
雪
」
「
侠
家
雪
」
「
書
中
乾
胡
蝶
」
な

ど
、
和
歌
に
お
い
て
一
般
に
は
見
ら
れ
な
い
曙
覧
の
歌
題
と
旭
荘
ま
た

茶
山
の
詩
題
と
の
関
係
も
視
野
に
入
れ
て
、
そ
の
和
歌
の
特
質
の
一
斑

を
考
察
す
る
。

第
三
章
「
漢
詩
文
摂
取
の
概
観
お
よ
び
連
作
「
擣
衣
」
」
で
は
、
曙

覧
の
歌
に
、
漢
詩
文
と
か
か
わ
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
歌
が
百
四
首
に
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つ
い
て
、
そ
の
摂
取
の
様
相
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、
典
型
例
を
あ
げ

て
具
体
的
分
析
を
試
み
る
。
中
で
も
、
二
首
か
ら
な
る
連
作
「
擣
衣
」

は
、
杜
甫
の
詩
か
ら
の
受
容
の
痕
跡
が
顕
著
に
み
ら
れ
、
ま
た
そ
の
表

現
も
個
性
的
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
考
察
に
力
点
を
置
き
た
い
。

第
四
章
「
正
岡
子
規
の
曙
覧
観
を
見
直
す
―
漢
画
詠
の
評
価
を
中
心

に
―
」
は
、
子
規
自
筆
の
「
橘
曙
覧
遺
稿
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
手
抄
」
（
国

立
国
会
図
書
館
蔵
の
子
規
の
「
和
歌
手
抄
」
所
収
）
に
収
め
ら
れ
る
二

一
一
首
に
つ
い
て
、
子
規
の
抄
出
の
状
況
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
折
口

信
夫
（
釈
迢
空
）
に
も
曙
覧
の
歌
を
抄
録
し
た
「
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
抄
」

が
あ
る
の
で
、
併
せ
て
考
察
す
る
。

第
五
章
「
係
助
詞
「
ぞ
」
と
動
詞
表
現
に
見
る
曙
覧
和
歌
の
特
異
性
」

で
は
、
『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
に
十
五
例
が
見
え
る
「
ぞ
」
の
係
り
結

び
の
表
現
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。
中
で
も
、
互
い
に
独
立
し
て
い
る

と
見
ら
れ
る
二
つ
の
動
詞
と
「
ぞ
」
と
か
か
っ
た
係
り
結
び
、
図
式
で

表
わ
す
と
、
つ
ま
り
「
動
詞
の
連
用
形
」
＋
「
ぞ
」
＋
「
動
詞
の
連
体

形
（
＋
助
動
詞
の
連
体
形
）
」
と
い
う
形
に
な
る
係
り
結
び
の
表
現
は
、

古
典
和
歌
（
『
万
葉
集
』
と
勅
撰
和
歌
集
を
中
心
に
す
る
）
お
よ
び
江

戸
時
代
の
和
歌
に
お
い
て
も
少
な
い
と
み
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
が
曙
覧

の
和
歌
表
現
の
特
徴
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
表
現
は
題

画
詠
、
特
に
漢
画
詠
に
比
較
的
に
集
中
し
て
見
ら
れ
、
ま
た
、
歌
に
お

け
る
そ
の
使
用
の
実
態
に
即
し
た
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
曙
覧
が

こ
の
表
現
の
重
要
性
を
わ
か
っ
て
、
他
の
題
画
詠
に
、
さ
ら
に
ほ
か
の

歌
へ
と
、
使
用
の
範
囲
を
広
げ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

第
六
章
「
曙
覧
の
文
事
の
一
端
―
橘
曙
覧
記
念
文
学
館
蔵
の
橘
曙
覧
遺

墨
に
つ
い
て
―
」
は
、
曙
覧
の
書
の
方
面
か
ら
、
彼
の
文
事
を
考
え
る
こ

と
を
試
み
た
い
。
具
体
的
に
は
、
曙
覧
の
遺
墨
の
和
歌
幅
「
心
な
き
云
々
」

「
を
り
を
り
の
云
々
」
二
点
と
漢
詩
幅
「
土
牀
爐
足
り
て
云
々
」
、
そ
し

て
書
簡
一
点
合
わ
せ
て
四
点
を
と
り
あ
げ
、
彼
の
伝
記
資
料
に
基
づ
く
書

風
の
変
遷
に
照
ら
し
て
考
察
す
る
。
併
せ
て
曙
覧
が
書
道
に
お
い
て
も
、

作
歌
と
同
様
に
、
和
漢
に
わ
た
っ
て
広
く
題
材
を
求
め
て
、
自
由
自
在
な

表
現
を
求
め
た
こ
と
が
伺
え
、
筆
や
紙
な
ど
に
こ
だ
わ
り
を
持
ち
、
生
活

が
不
如
意
で
あ
り
な
が
ら
も
、
文
房
具
の
購
入
に
は
お
金
を
惜
し
ま
な
い

典
型
的
文
人
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
こ
と
や
、
潤
筆
料
で
文
事
に
耽
溺

す
る
生
活
の
中
で
清
貧
の
暮
ら
し
を
詠
み
上
げ
た
側
面
が
あ
っ
た
こ
と

な
ど
に
も
ふ
れ
る
。

ま
た
、
近
年
、
中
国
に
お
い
て
は
、
「
独
楽
吟
」
の
歌
が
中
国
語
訳

さ
れ
る
な
ど
、
曙
覧
の
和
歌
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
中
国
の
日
本
文
学
の
研
究
者
・
愛
好
者
に
お
け
る
曙
覧
和
歌

の
鑑
賞
や
議
論
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
付
録
「
曙
覧
和
歌
の

中
国
語
訳
」
で
は
、
『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
か
ら
十
首
を
抄
録
し
、
中

国
語
訳
を
試
み
る
。
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第
一
章

邵
雍
「
首
尾
吟
」
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
―
曙
覧
「
独
楽
吟
」
の
表
現
形
式
と
漢
詩
受
容
の
可
能
性
―

は
じ
め
に

曙
覧
の
連
作
詠
「
独
楽
吟
」
は
、
各
歌
の
初
句
を
「
楽
し
み
は
」
と

歌
い
出
し
、
末
句
を
「
時
（
と
き
）
」
で
結
ぶ
と
い
う
、
伝
統
的
な
和

歌
の
表
現
に
は
見
ら
れ
な
い
、
独
特
な
表
現
の
形
式
を
持
っ
て
い
る
。

当
時
の
福
井
藩
主
松
平
春
嶽
を
は
じ
め
、
正
岡
子
規
や
齋
藤
茂
吉
な
ど

に
よ
っ
て
倣
っ
て
詠
じ
ら
れ
、
多
く
の
歌
人
に
影
響
を
与
え
た
。
そ
の

表
現
の
形
式
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
は
、
「
く
つ
か
む
り
」
の
方
式

な
ど
が
作
者
の
発
想
と
構
成
を
促
し
た
、
あ
る
い
は
俳
諧
歌
や
狂
歌
か

ら
影
響
を
受
け
て
い
る
な
ど
と
い
う
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
、
日
本
の
韻

文
に
関
わ
っ
て
の
指
摘
が
多
く
あ
る
が
、
十
分
に
納
得
の
い
く
具
体
的

な
説
明
は
い
ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
。

一
方
、
前
川
幸
雄
氏
が
、
論
文
「
橘
曙
覧
作
「
日
本
建
国
之
吟
」
考

[

注
一]

に
お
い
て
、
曙
覧
の
「
独
楽
吟
」
を
宋
の
邵
雍
の
詩
作
に
関
連
付
け
て

触
れ
、
さ
ら
に
、
論
文
「
橘
曙
覧
と
邵
雍
と
―
「
独
楽
吟
」
と
「
首
尾

吟
」
の
関
係
に
つ
い
て
―
」

[

注
二]

に
お
い
て
、
「
独
楽
吟
」
を
邵
雍
の
連

作
詩
「
首
尾
吟
」
と
比
べ
、
両
者
に
つ
い
て
、
作
者
の
人
生
、
処
世
観

と
作
品
の
構
成
（
形
式
）
及
び
作
品
の
思
想
上
の
類
似
性
、
共
通
性
か

ら
考
察
し
た
。
こ
れ
は
、
曙
覧
の
「
独
楽
吟
」
を
考
え
る
上
で
非
常
に

示
唆
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

「
首
尾
吟
」
と
は
、
邵
雍
の
詩
集
『
伊
川
撃
壤
集
』
巻
二
十
に
収
め

ら
れ
る
連
作
詩
で
あ
り
、
各
詩
の
初
句
と
末
句
が
「
堯
夫
非
是
愛
吟
詩
」

（
尭
夫
こ
れ
詩
を
吟
ず
る
を
愛
す
る
に
あ
ら
ず
）
と
い
う
同
じ
句
で
統
一
さ
れ
て

お
り
、
従
来
、
見
ら
れ
な
い
特
殊
な
漢
詩
の
体
裁
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
「
首
尾

吟
」
各
詩
の
首
聯
は
、
例
え
ば
「
堯
夫
非
是
愛
吟
詩
、
詩
是
閑
観
蔬
圃

時
」
（
詩
の
全
体
は
後
文
に
示
す
）
の
よ
う
に
、
初
句
が
「
堯
夫
非
是

愛
吟
詩
」
と
い
う
同
じ
句
で
統
一
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
第
二

句
「
詩
是
閑
観
蔬
圃
時
」
の
句
尾
も
「
…
…
時
」
と
い
う
詞
で
統
一
さ

れ
、
連
作
一
三
五
首
の
全
体
に
音
律
的
リ
ズ
ム
を
与
え
て
い
る
。
こ
う

し
た
首
聯
で
の
表
現
形
式
は
、
曙
覧
の
「
独
楽
吟
」
と
非
常
に
相
似
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
首
尾
吟
」
は
、
そ
の
表
現
内
容
に
お
い

て
も
、
自
然
・
田
園
・
学
問
・
生
活
・
家
庭
の
楽
な
ど
、
人
生
の
身
近

な
楽
し
み
を
詠
み
上
げ
て
い
る
が
、
曙
覧
の
「
独
楽
吟
」
に
は
「
首
尾

吟
」
の
発
想
や
趣
向
を
と
り
な
し
た
と
み
ら
れ
る
例
が
散
見
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

筆
者
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
数
度
口
頭
発
表
の
形
で
所
見
を
発

表
し
て
き
た

[

注
三]

。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
考
え
を
整
理
し
て
、
「
独

楽
吟
」
の
表
現
形
式
と
「
首
尾
吟
」
各
詩
の
首
聯
の
表
現
形
式
と
の
比

較
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
、
そ
の
受
容
の
可
能
性
を
め
ぐ
っ
て
論
じ
て
み

た
い
。

一
、
曙
覧
の
「
独
楽
吟
」
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「
独
楽
吟
」
は
、
曙
覧
の
家
集
『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
の
第
三
集
『
春

明
草
』
に
収
め
ら
れ
る
五
二
首
の
連
作
歌
で
あ
る
。
す
べ
て
に
わ
た
っ

て
初
句
を
「
楽
し
み
は
」
と
歌
い
出
し
，
末
句
を
「
時
（
と
き
）
」
で

結
ぶ
と
い
う
点
が
、
従
来
の
和
歌
に
見
ら
れ
な
い
独
特
な
表
現
形
式
と

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
学
問
、
友
人
、
家
族
、
飲
食
、
田
園
、

自
然
風
物
な
ど
か
ら
取
材
し
、
平
明
な
語
を
用
い
て
日
常
の
生
活
を
詠

み
こ
な
し
た
も
の
が
多
い
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
（
括

弧
内
の
歌
番
号
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）
。

た
の
し
み
は
草
の
い
ほ
り
の
莚
敷
き
ひ
と
り
こ
こ
ろ
を
静
め
を
る

と
き

（
五
五
三
）

た
の
し
み
は
す
び
つ
の
も
と
に
う
ち
倒
れ
ゆ
す
り
起
す
も
知
ら
で

寝
し
時

（
五
五
四
）

た
の
し
み
は
珍
し
き
書
人
に
か
り
始
め
一
ひ
ら
ひ
ろ
げ
た
る
時

（
五
五
五
）

こ
う
し
た
特
色
の
あ
る
表
現
形
式
を
持
ち
な
が
ら
、
自
然
に
流
露
す

る
感
情
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
よ
う
な
庶
民
的
な
風
格
の
歌
群
は
、
当
時

か
ら
、
福
井
藩
主
で
あ
る
松
平
春
嶽
の
歌
作
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
。

春
嶽
は
、
曙
覧
の
「
独
楽
吟
」
に
倣
っ
て
、
「
た
の
し
め
る
歌
」
と
題

し
て
、
五
〇
首
を
詠
ん
で
い
る
。
例
と
し
て
は
、

た
の
し
み
は
旱
の
後
に
雨
ふ
り
て
民
の
嬉
し
と
い
ふ
を
聞
く
時

た
の
し
み
は
人
も
と
ひ
来
ず
人
き
て
も
は
や
く
か
え
り
て
文
を
見

る
時

た
の
し
み
は
こ
こ
ろ
に
か
か
る
事
な
く
て
し
づ
け
き
窓
に
文
を
よ

む
時

と
い
う
よ
う
な
歌
が
あ
る

[

注
四]

。
そ
の
内
容
は
、
個
人
の
生
活
に
基
い

た
憂
国
愛
民
の
想
い
を
込
め
た
政
治
的
な
も
の
が
多
く
、
こ
れ
ら
は
曙

覧
の
「
独
楽
吟
」
を
、
藩
主
と
し
て
の
立
場
か
ら
詠
み
直
し
た
も
の
と

言
え
る
。

そ
れ
か
ら
、
近
代
に
な
っ
て
、
正
岡
子
規
は
、

「
独
楽
吟
」
と
題
せ
る
歌
五
十
余
首
あ
り
。
歌
と
し
て
は
秀
逸

な
ら
ね
ど
彼
の
性
質
、
生
活
、
嗜
好
な
ど
を
知
る
に
は
最
便
あ
る

歌
な
り
。

[

注
五]

と
い
う
よ
う
に
、「
独
楽
吟
」
を
取
り
上
げ
て
曙
覧
の
人
生
像
に
迫
り
、

そ
の
歌
風
を
彼
の
素
朴
で
洒
脱
な
人
格
と
か
か
わ
ら
せ
て
論
じ
て
い

る
。
さ
ら
に
そ
の
形
式
を
倣
っ
て
、
初
句
を
「
足
た
た
ば
」
と
し
た
一

組
八
首
の
歌
「
足
た
た
ば
」
や
「
鳥
に
あ
り
せ
ば
」
十
首
な
ど
の
歌
を

詠
み
あ
げ
て
い
る
。

ま
た
、
斎
藤
茂
吉
は
、

曙
覧
の
歌
は
一
般
に
軽
く
て
薄
き
も
の
が
多
い
。
「
独
楽
吟
」

の
数
十
首
も
ま
た
そ
の
数
に
漏
れ
ぬ
が
、
然
か
も
な
ほ
素
朴
で
落

著
い
て
ゐ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
口
調
が
軽
く
辷
つ
て
行
か
な
い
徳

分
を
保
有
し
て
ゐ
る
。
『
ぜ
に
』
と
云
つ
た
り
『
呉
れ
し
時
』
な

ど
の
口
語
脈
も
親
し
く
ひ
び
い
て
厭
味
に
陥
つ
て
ゐ
な
い
。

[

注
六]

と
、
曙
覧
の
歌
を
「
軽
薄
」
と
認
識
し
な
が
ら
、
「
独
楽
吟
」
に
含
ま

れ
た
淳
朴
な
風
格
と
軽
妙
な
趣
に
つ
い
て
認
め
、
そ
れ
を
評
価
し
た
。

そ
し
て
「
僕
も
亦
そ
れ
（
「
独
楽
吟
」
を
指
す
。
筆
者
註
）
を
真
似
て
「
地

獄
極
楽
図
」
な
ど
の
歌
を
作
っ
た
」
と
い
う
よ
う
に
、「
独
楽
吟
」
を
倣
っ
て
歌
を
作

っ
て
い
る
。
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さ
て
、
「
独
楽
吟
」
の
「
た
の
し
み
は
…
…
時
（
と
き
）
」
と
い
う
表

現
形
式
の
形
成
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
は
、
『
源
順
集
』
中
の
「
世

の
中
を
何
に
た
と
へ
ん
」
や
『
山
家
集
』
中
の
「
山
深
み
」
な
ど
の
連

作
詠
に
影
響
さ
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る

[

注
七]

。
た
し
か
に
、
こ

れ
ら
初
句
（
や
末
句
）
を
同
じ
形
で
そ
ろ
え
る
和
歌
連
作
の
表
現
の
形

式
か
ら
、
「
独
楽
吟
」
が
影
響
を
受
け
た
可
能
性
は
な
い
と
は
言
え
な

い
が
、
内
容
か
ら
見
れ
ば
、
影
響
関
係
は
薄
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

ま
た
、
土
岐
善
麿

[

注
八]

や
足
立
尚
計

[

注
九]

な
ど
に
よ
り
「
く
つ
か
む
り
」

の
方
式
が
作
者
の
発
想
と
構
成
に
影
響
し
て
い
る
と
い
う
説
が
あ
る
。

「
く
つ
か
む
り
」
の
方
式
は
、
あ
る
語
句
を
各
句
の
初
め
と
終
り
に
一

音
ず
つ
詠
み
込
む
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
そ
も
そ
も
、
「
独
楽
吟
」

の
「
た
の
し
み
は
…
…
時
（
と
き
）
」
と
い
う
よ
う
な
表
現
形
式
と
は

異
な
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
「
た
の
し
み
は
」
を
一
首
の
初
句
と
す
る
と
い
う
よ
う
な
形
の

先
例
は
、
早
く
『
他
阿
上
人
集
』
の
中
に
、
次
の
よ
う
な
二
首
が
見
ら

れ
る
。
（
括
弧
内
の
歌
番
号
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
）

嘉
元
三
年
、
白
幡
の
道
場
に
て
、
別
時
勤
行
の
時
読
め
る
（
そ

の
八
）

楽
し
み
は
な
げ
き
思
ひ
と
な
り
に
け
り
歎
き
の
時
は
あ
ら
ま
ほ
し

く
て

（
三
三
）

す
な
は
ち
食
時
に
な
り
ぬ
れ
ば

た
の
し
み
は
も
と
の
心
に
立
帰
り
物
く
ふ
わ
ざ
も
あ
り
と
こ
そ
き

け

（
五
〇
三
）

さ
ら
に
、
よ
く
知
ら
れ
た
歌
で
あ
る
が
、
『
醒
睡
笑
』
巻
五
、
「
人
は

そ
だ
ち
」
の
第
二
段
に
は
、

夕
顔
の
棚
の
下
な
る
ゆ
ふ
す
ず
み
男
は
て
て
ら
め
妻
は
ふ
た
の
し

て

[

注
十]

と
い
う
一
首
が
あ
る
。
ま
た
、
「
た
の
し
み
は
夕
顔
棚
の
下
涼
み
爺
は
て
て
ら
に

妻
は
ふ
た
の
し
て
」[

注
十
一]

と
い
う
同
趣
の
一
首
が
『
北
窓
瑣
談
』
に
見
ら

れ
、
こ
れ
は
、
久
隅
守
景

[

注
十
二]

の
画
作
「
夕
顔
棚
納
涼
図
」
に
お
い
て

も
そ
の
画
賛
と
し
て
添
え
ら
れ
た
一
首
と
同
一
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
曙
覧
の
随
筆
文
「
夕
が
ほ
棚
」
に
も
、

次
の
よ
う
に
触
れ
て
あ
る
。

「
楽
み
は
ゆ
ふ
が
ほ
だ
な
の
下
す
ず
み
、
男
は
て
て
ら
女
は
ふ
た

め

の
し
て
」
と
い
ふ
歌
を
、
或
人
い
た
う
か
ん
じ
て
、
こ
は
誰
も
知

た
る
ざ
れ
歌
な
る
が
、

詞

が
ら
の
優
な
ら
ぬ
は
、
う
ち
や
り
お

こ
と
ば

ゆ
う

き
て
、
心
ば
へ
の
を
か
し
さ
、
真
心
う
ち
あ
か
し
た
る
楽
み
こ
の

上
や
は
あ
る
べ
き
。
此
さ
ま
を
絵
に
か
か
せ
て
つ
ね
見
ま
ほ
し
く
、

年
ご
ろ
お
も
へ
る
も
の
か
ら
、
然
る
べ
き
絵
師
の
あ
ら
ざ
れ
ば
、

さ

思
ふ
の
み
に
て
う
ち
す
ぐ
し
け
る
を
、
此
ご
ろ
人
の
物
語
に
聞
つ

る
こ
と
こ
そ
有
れ
。
此
図
名
だ
た
る
久
隅
守
景
の
も
の
せ
し
が
、

あ

こ
の

く

す
み

も
り

か
げ

さ
る
家
に
持
伝
へ
た
る
を
見
け
り
と
謂
ふ
。
さ
て
こ
そ
我
が
思
ふ

に
か
な
へ
る
物
に
は
有
け
れ
。
（
中
略
）
ま
こ
と
に
は
、
夕
が
ほ

も

下

部
し
て
棚
か
か
せ
、
己
は
文
紗
の
て
て
ら
を
着
、
妻
に
は

し
も
べ

わ
れ

も
ん

さ

き

め

羅

の
ふ
た
の
ま
と
は
せ
て
、
下
納
涼
を
も
も
の
す
ら
む
人
に
や

う
す
も
の

し
た

す

ゞ

み

有
ら
む
と
、
腹
を
よ
り
て
笑
は
れ
け
る
か
し
。

[

注
十
三]

つ
ま
り
、
曙
覧
は
、
こ
の
「
ざ
れ
歌
」
に
人
生
の
真
の
楽
し
み
が
詠

じ
ら
れ
、
そ
れ
が
絵
で
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
深
く
共
感
し
、
久
隅

守
景
の
画
作
「
夕
顔
棚
納
涼
図
」
に
憧
れ
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
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あ
る
。
し
か
も
、
夕
顔
棚
の
下
で
納
涼
す
る
一
家
の
楽
し
み
を
描
い
た
、

守
景
の
絵
の
世
界
か
ら
は
、
「
た
の
し
み
は
妻
子
む
つ
ま
じ
く
う
ち
つ

ど
ひ
頭
な
ら
べ
て
物
を
く
ふ
時
」
な
ど
の
よ
う
に
家
族
の
愛
を
詠
じ
た

曙
覧
の
和
歌
と
相
通
ず
る
も
の
が
窺
え
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
歌
お
よ
び

絵
が
「
独
楽
吟
」
に
も
深
く
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い

だ
ろ
う
。
久
保
田
啓
一
氏
が
発
想
の
元
に
な
っ
た
と
す
る
『
万
載
狂
歌

集
』
の
「
た
の
し
み
は
春
の
桜
に
秋
の
月
夫
婦
中
よ
く
三
度
く
ふ
め
し
」

と
い
う
五
世
団
十
郎
の
狂
歌

[

注
十
四]

も
、
こ
れ
を
も
と
と
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
「
夕
顔
棚
納
涼
図
」
の
画
賛
だ
け
が
、
「
独
楽

吟
」
の
「
た
の
し
み
は
」
で
は
じ
ま
り
、
「
時
（
と
き
）
」
で
結
ぶ
と

い
う
よ
う
な
連
作
詠
の
成
立
を
決
定
付
け
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
筆

者
が
も
っ
と
も
注
目
す
る
の
は
、
や
は
り
前
川
幸
雄
氏
に
よ
る
、
中
国

の
韻
文
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
す
る
説
で
あ
る
。
前
川
幸
雄
は
論
文
「
橘

曙
覧
作
「
日
本
建
国
之
吟
」
考
」
（
前
掲
）
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う

に
指
摘
し
て
い
る
。

橋
川
時
雄
博
士
の
示
教
に
よ
れ
ば
、
曙
覧
の
和
歌
の
題
詞
な
ど
に

は
漢
詩
の
そ
れ
と
全
く
同
一
と
な
る
も
の
が
あ
り
、
内
容
や
読
み

ぶ
り
も
漢
詩
に
直
訳
し
易
く
、
五
十
二
首
か
ら
な
る
著
名
な
連
作

「
独
楽
吟
」
は
、
宋
の
邵
雍
の
詩
集
『
撃
壤
集
』
中
の
「
独
楽
吟
」

を
典
拠
と
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
（
水
島
直
文
聞
書
）

た
だ
し
、
邵
雍
の
詩
集
『
伊
川
撃
壤
集
』
に
は
、
「
独
楽
吟
」
と
い

う
詩
作
が
存
在
せ
ず
、
同
氏
は
後
に
論
文
「
橘
曙
覧
と
邵
雍
と
―
「
独

楽
吟
」
と
「
首
尾
吟
」
の
関
係
に
つ
い
て
―
」
（
前
掲
）
に
お
い
て
、

『
撃
壤
集
』
中
の
「
独
楽
吟
」
と
い
う
の
は
「
首
尾
吟
」
の
間
違
い
で

あ
る
と
訂
正
し
て
い
る

[

注
十
五]

。

前
川
氏
の
論
説
は
、
曙
覧
の
「
独
楽
吟
」
を
考
え
る
上
で
非
常
に
示

唆
的
な
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
曙
覧
が
邵
雍
の
詩
に
触
れ
え
た
こ

の
指
摘
を
基
に
、
邵
雍
の
詩
に
対
す
る
近
世
日
本
で
の
受
容
の
状
況
な

ど
を
も
概
括
的
に
論
証
し
、
「
独
楽
吟
」
の
表
現
形
式
と
「
首
尾
吟
」

各
詩
の
首
聯
の
表
現
形
式
と
の
比
較
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
、
そ
の
受
容

の
可
能
性
を
め
ぐ
っ
て
検
討
し
た
い
。

二
、
邵
雍
と
『
伊
川
撃
壤
集
』

ま
ず
、
邵
雍
と
『
伊
川
撃
壤
集
』
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た

い
。
『
伊
川
撃
壤
集
』
の
撰
者
で
あ
る
邵
雍
は
、
字
を
尭
夫
と
い
い
、

自
ら
安
楽
先
生
、
ま
た
伊
川
翁
と
号
と
し
た

[

注
十
六]

。
北
宋
真
宗
の
大
中

祥
符
四
年
（
一
〇
一
一
）
衡
漳
（
河
南
省
北
部
）
に
生
ま
れ
、
神
宗
の

熙
寧
十
年
（
一
〇
七
七
）
、
六
十
七
歳
を
以
て
、
洛
陽
で
亡
く
な
っ
た
。

哲
宗
の
元
祐
年
間
、
康
節
と
い
う
諡
を
賜
わ
っ
た
。
先
天
象
数
学
な
ど

の
易
学
を
以
て
知
ら
れ
、
宋
学
の
先
駆
の
一
人
と
さ
れ
る
。
著
書
に
は

『
皇
極
経
世
書
』
（
観
物
内
篇
・
同
外
篇
）
、
『
漁
樵
問
対
』
『
無
名
公

伝
』
な
ど
と
、
詩
集
『
伊
川
撃
壤
集
』
が
あ
る
。

『
伊
川
撃
壤
集
』
は
、
自
序
に
よ
る
と
、「
宋
治
平
丙
午
中
秋
日
」[

注
十
七]

に
「
志
士
在
二

畒
畝
一

、
則
以
二

畒
畝
一

言
。
故
其
詩
名
レ

之
曰
二

伊
川
撃

壤
集
一

」
と
あ
る
。
「
畒
畝
」
は
民
間
の
意
味
で
あ
り
、
「
伊
川
」
は
邵

雍
の
住
ん
で
い
た
地
名
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
撃
壤

と
い
う
太
平
の
世
を
表
わ
す
語
を
加
え
て
書
名
と
し
た
と
い
う
。
時
に
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邵
雍
は
五
十
六
歳
で
あ
っ
た
。
上
野
日
出
刀
氏
は
、
『
伊
川
撃
壤
集
』

の
成
立
に
つ
い
て
、
邵
雍
没
後
の
十
四
年
目
の
元
祐
六
年
（
一
〇
九

一
）
、
子
邵
伯
温

[

注
十
八]

が
、
邵
雍
自
撰
の
詩
集
に
、
後
に
集
め
た
詩
作

を
補
足
し
、
邵
雍
の
門
人
邢
恕

[

注
十
九]

か
ら
後
序
を
得
て
開
板
し
た
と
指

摘
し
て
い
る

[
注
二
十]

。
ま
た
、
現
存
の
詩
集
に
所
収
し
た
詩
の
数
に
つ
い

て
は
、
版
に
よ
り
異
同
が
あ
り
、
お
よ
そ
千
五
百
首
で
あ
る
と
し
て
い

る
。
さ
ら
に
同
氏
は
、
所
収
し
た
作
品
は
邵
雍
四
十
一
歳
よ
り
六
十
七

歳
に
い
た
る
ま
で
ほ
ぼ
年
代
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た

[

注
二
十
一]

。

版
本
の
中
で
は
、
一
九
七
五
年
、
中
国
江
西
省
星
子
県
の
宋
墓
か
ら

出
土
し
た
『
邵
堯
夫
先
生
詩
全
集
』
（
五
三
二
首
所
収
）
が
最
も
古
い

版
本
と
さ
れ
る
。
ほ
か
に
は
、
明
の
隆
慶
元
年
（
一
五
六
七
）
黄
吉
甫

の
刻
本
の
「
黄
本
」
（
巻
数
未
詳
）
、
明
の
成
化
本
即
ち
「
四
部
叢
刊

本
」
（
二
〇
巻
）
、
明
の
万
暦
年
間
の
徐
必
達
の
校
・
編
「
邵
子
全
書

本
」
（
七
巻
）
、
明
の
蔡
弼
の
重
編
『
重
刊
邵
堯
夫
撃
壤
集
』
（
い
わ
ゆ

る
「
蔡
本
」
、
六
巻
）
、
明
の
呉
瀚
摘
註
・
呉
泰
増
註
、
康
煕
八
年
重

刻
の
「
康
煕
本
」
（
一
〇
巻
）
、
清
の
賀
瑞
麟
校
訂
「
光
緒
本
」
（
二
〇

巻
）
な
ど
が
あ
り
、
和
刻
本
に
は
、
邵
子
全
書
本
に
山
脇
重
顕

[

注
二
十
二]

の
訓
点
を
附
し
、
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
京
都
で
開
板
さ
れ
、
そ
の

後
重
版
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
内
閣
文
庫
に
は
林
羅
山
の
手
跋
の
あ
る

朝
鮮
本
四
冊
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
和
刻
本
（
寛
文
九
年

版
邵
子
全
書
本
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）
を
テ
キ
ス
ト
に
し
、
「
四

部
叢
刊
本
」
（
上
海
涵
芳
楼
借
江
南
図
書
館
蔵
明
成
化
十
一
年
畢
享
刊

本
景
印
）
を
参
考
に
し
た
。

『
伊
川
撃
壤
集
』
の
内
容
は
、
そ
の
自
序
に
「
撃
壤
集
伊
川
翁
自
楽

之
詩
也
」
と
い
う
よ
う
に
、
「
喜
楽
吟
」
「
歓
喜
吟
」
「
楽
楽
吟
」
な
ど

人
生
の
楽
し
み
を
詠
み
あ
げ
た
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
数

の
上
で
は
、
巻
頭
の
「
観
棋
大
吟
」
を
は
じ
め
、
「
観
物
吟
」
「
観
易

吟
」
「
観
性
吟
」
「
天
道
吟
」
な
ど
、
理
境
を
詠
む
、
い
わ
ゆ
る
理
学

詩
が
最
も
多
く
、
全
集
の
半
分
以
上
を
占
め
る
。
ほ
か
に
は
、
「
小
圃

逢
春
」
「
安
楽
窩
中
吟
」
「
懶
起
吟
」
な
ど
、
自
然
と
生
活
を
詠
じ
た

も
の
が
多
く
見
ら
れ
、
ま
た
富
弼
、
司
馬
光
、
二
程
（
程
顥
・
程
頤
）
、

張
載
な
ど
宋
の
名
士
と
の
贈
答
の
詩
も
散
見
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
「
蛇

蠍
吟
」
「
毛
頭
吟
」
な
ど
社
会
詠
、
「
過
宜
陽
城
」
「
読
張
子
房
伝
吟
」

な
ど
、
詠
史
詩
も
見
ら
れ
る
。
体
裁
と
し
て
は
、
五
言
・
七
言
の
古
体

詩
、
律
詩
、
絶
句
、
排
律
の
ほ
か
、
三
言
、
四
言
、
六
言
、
雑
言
詩
な

ど
も
あ
る
。

邵
雍
の
詩
は
題
材
が
広
い
一
方
、
作
詩
の
旨
趣
に
つ
い
て
、
「
所
レ

作

不
レ

限
二

声
律
一

、
不
レ

沿
二

愛
悪
一
、

不
レ

立
二

固
必
一
、

不
レ

希
二

名
誉
一

」（
自

序
）
と
主
張
し
て
お
り
、
形
式
に
お
い
て
は
伝
統
の
声
律
を
墨
守
せ
ず
、

表
現
に
お
い
て
は
物
事
に
拘
泥
せ
ず
、
よ
り
自
由
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

詩
語
の
用
例
も
あ
ま
り
拘
ら
ず
に
、
日
常
語
や
俗
語
ま
で
使
い
こ
な
す

こ
と
も
彼
の
詩
風
の
特
徴
で
あ
る
。
例
え
ば
「
不
知
何
鉄
打
成
針
、
一

打
成
針
只
刺
心
、
料
得
人
心
不
過
寸
、
刺
時
須
刺
十
分
深
」
（
詩
題
『
傷

心
行
』
、
巻
六
）
と
、
「
傷
心
」
の
こ
と
を
表
現
す
る
の
に
、
心
に
針

を
刺
す
と
い
う
よ
う
な
、
身
近
な
た
と
え
を
使
う
よ
う
な
も
の
も
あ
り
、

こ
の
類
の
詩
作
は
調
子
が
軽
く
て
わ
か
り
や
す
く
、
民
間
の
庶
民
に
よ

り
広
く
伝
わ
っ
た
。
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邵
雍
の
詩
は
、
宋
以
来
の
詩
壇
、
特
に
理
学
者
の
詩
人
に
与
え
た
影

響
が
著
し
く
、
当
時
、
邵
詩
は
儒
学
者
の
呂
大
臨

[

注
二
十
三]

に
よ
っ
て
理

学
詩
の
類
型
の
一
つ
、
い
わ
ゆ
る
「
尭
夫
体
」
と
さ
れ
た

[

注
二
十
四]

。
そ

の
後
、
南
宋
の
厳
羽
が
『
滄
浪
詩
話
』
に
お
い
て
、
宋
詩
に
対
し
て
そ

の
作
者
た
ち
を
論
じ
、
そ
れ
を
七
つ
の
詩
体

[

注
二
十
五]

に
ま
と
め
た
が
、

そ
の
中
の
一
つ
を
邵
雍
の
諡
を
と
っ
て
「
邵
康
節
体
」
と
し
て
い
る
。

同
じ
く
南
宋
の
辛
棄
疾
は
「
飲
酒
已
輸
陶
靖
節
、
作
詩
猶
愛
邵
堯
夫
」

[

注
二
十
六]

「
学
作
堯
夫
自
在
詩
、
何
曾
因
物
説
天
機
」

[

注
二
十
七]

と
述
べ
た
よ

う
に
、
邵
雍
の
詩
風
を
慕
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
宋
の
末
、
元
の
初
め

の
頃
「
撃
壤
派
」
と
い
う
理
学
詩
派
が
形
成
さ
れ
、
清
の
初
め
頃
ま
で

存
続
し
て
い
た

[

注
二
十
八]

。

一
方
、
邵
雍
の
詩
に
は
、
上
述
の
よ
う
な
、
形
式
や
表
現
な
ど
に
お

い
て
伝
統
か
ら
外
れ
、
自
由
放
恣
と
言
え
る
ほ
ど
の
も
の
が
多
く
含
ま

れ
て
お
り
、
当
時
以
降
は
異
色
な
風
格
と
見
な
さ
れ
、
正
格
の
詩
体
と

し
て
は
容
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
歴
代
の
宋
詩
に
関
係
あ
る
芸
文
総
集
類

の
書
籍
に
お
け
る
邵
雍
の
詩
の
集
輯
の
状
況
を
み
る
と
、
南
宋
の
呂
祖

謙
編
『
皇
朝
文
鑑
』
、
明
の
李
衮
編
『
宋
芸
圃
集
』
、
曹
学
佺
編
『
石

倉
歴
代
詩
選
』
、
清
の
康
煕
御
纂
『
四
朝
詩
』
な
ど
に
は
採
ら
れ
る
一

方
、
宋
詩
の
総
集
、
例
え
ば
清
の
厲
鶚
編
『
宋
詩
紀
事
』
や
呉
之
振
編

『
宋
詩
鈔
』
な
ど
に
は
採
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
多

く
の
文
学
通
史
や
時
代
文
学
史
に
お
い
て
も
、
邵
雍
の
詩
に
関
す
る
研

究
の
痕
跡
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。

し
か
し
、
日
本
と
朝
鮮
の
文
壇
に
お
い
て
邵
雍
の
詩
が
受
け
入
れ
ら

れ
て
い
た
こ
と
は
厳
然
た
る
事
実
で
あ
る
。
日
本
で
は
特
に
、
近
世
初

期
の
漢
文
巨
擘
で
も
あ
る
林
羅
山
・
鵞
峯
父
子
、
さ
ら
に
そ
の
代
々
に

重
視
さ
れ
て
い
た
。
羅
山
は
「
吟
風
弄
月
論
」

[

注
二
十
九]

に
お
い
て
「
梧

桐
月
向
懐
中
照
、
楊
柳
風
来
水
面
吹
。
亦
此
非
邵
康
節
之
詩
乎
。
鳴
呼

二
老
風
流
之
人
豪
哉
。
」
（
二
老
と
は
邵
雍
と
程
顥
の
こ
と
。
筆
者
注
）

と
い
う
よ
う
に
邵
雍
の
詩
に
つ
い
て
賞
賛
し
、
朝
鮮
本
『
伊
川
撃
壤
集
』

を
校
読
し
て
跋
文
を
添
え
て
い
る
。
鵞
峯
は
和
刻
本
『
伊
川
撃
壤
集
』

を
細
か
く
校
正
し
、
書
き
添
え
た
跋
文
に
、
「
康
節
先
生
道
徳
学
術
高

明
、
不
可
窺
測
焉
、
先
読
撃
壤
集
、
慕
其
風
流
、
仰
其
人
豪
、
則
庶
幾

乎
、
想
夫
風
雅
以
来
可
無
此
作
、
豈
其
唐
宋
他
人
詠
吟
之
比
哉
」

[

注
三
十]

と
い
う
よ
う
に
邵
雍
の
学
識
、
人
柄
も
含
め
、
そ
の
詩
に
つ
い
て
賛
美

を
惜
し
ま
な
い
。
ま
た
、
内
閣
文
庫
蔵
和
刻
本
『
伊
川
撃
壤
集
』
に
も
、

林
家
五
代
目
に
あ
た
る
信
言
が
「
有
宋
名
儒
通
古
今
、
心
中
自
楽
在
呻

吟
、
欲
知
康
節
先
生
意
、
撃
壤
詩
篇
精
力
深
」
と
書
き
添
え
た
手
跋
が

あ
る
。

そ
し
て
、
邵
雍
の
詩
作
は
村
田
匏
庵
著
『
詩
林
良
材
』
な
ど
の
漢
詩

の
入
門
書
に
載
せ
ら
れ
た
ほ
か
、
近
世
後
期
に
至
る
と
、
「
安
楽
窩
」

「
行
窩
」
な
ど
邵
雍
と
か
か
わ
る
詞
が
『
宋
詩
礎
』
『
宋
詩
語
』
な
ど

の
類
書
に
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
漢
詩
作
品
に
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

「
安
楽
窩
」
は
、
広
瀬
淡
窓
の
「
衾
爐
烘
足
油
然
臥
、
便
是
吾
生
安
楽

窩
」

[

注
三
十
一]

と
、
広
瀬
旭
荘
の
「
豈
労
輪
奐
襲
陳
語
、
即
是
當
年
安
楽

窩
」

[
注
三
十
二]

な
ど
、
「
行
窩
」
は
、
六
如
の
「
喚
起
園
丁
督
秋
課
、
荒
畦

一
稜
是
行
窩
」

[

注
三
十
三]

と
、
頼
杏
坪
の
「
料
識
行
窩
宜
雪
月
、
若
非
安

楽
即
東
坡
」

[
注
三
十
四]

な
ど
の
詩
句
に
見
え
る
。
右
の
「
若
非
安
楽
即
東

坡
」
一
句
の
中
に
、
「
安
楽
」
と
あ
る
の
は
、
即
ち
安
楽
先
生
と
号
し
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た
邵
雍
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
朝
鮮
で
は
、
李
朝
時
代
の

儒
学
者
宋
時
烈

[

注
三
十
五]

が
、
邵
雍
の
『
首
尾
吟
』
に
倣
っ
て
『
次
康
節

首
尾
吟
韻
』
一
三
四
の
連
作
詩
を
詠
じ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
節

に
述
べ
る
。

さ
ら
に
、
『
聯
珠
詩
格
』
に
は
、
邵
雍
の
詩
が
一
四
首
載
せ
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
二
首
目
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

天
津
感
事

水
流
従
急
境
常
静
、
花
落
雖
頻
意
自
閑
。
〈
動
中
有
静
意
〉

不
似
世
人
忙
里
老
、
生
平
未
始
得
開
顔
。
〈
言
人
世
擾
擾
不
若
水
静

花
閑
也
〉

一
首
は
、
世
の
中
の
人
た
ち
が
多
忙
の
中
に
一
生
を
暮
れ
て
し
ま
っ
た

が
、
心
を
自
然
に
の
ど
か
に
な
る
の
は
大
切
だ
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
曙
覧
の
次
の
歌
、

（
詞
書
略
）

世
の
人
の
花
見
る
春
の
す
く
な
さ
に
お
も
ひ
く
ら
ぶ
る
我
が
月
日

か
な
（
二
五
六
）

は
、
世
間
の
人
が
忙
し
く
て
、
そ
れ
に
比
べ
て
の
ど
か
に
暮
ら
す
自
分

の
生
活
が
あ
り
が
た
い
と
感
じ
て
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
、

古
今
集
の
「
い
た
づ
ら
に
過
ぐ
す
月
日
は
お
も
ほ
え
で
花
見
て
暮
ら
す

春
ぞ
す
く
な
き
」
と
い
う
古
歌
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
詠
ん
だ
の
で
あ

ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
古
歌
に
表
れ
た
物
寂
し
い
趣
に
対
し
て
、
曙
覧

は
そ
れ
を
逆
転
さ
せ
て
詠
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
右
記
し
た
邵

雍
の
詩
を
媒
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
趣
向
を
逆
転
さ
せ
た
こ
と
が
で

き
た
と
考
え
ら
れ
な
か
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
曙
覧
は
『
聯
珠
詩
格
』

所
収
の
詩
を
材
料
と
し
て
書
幅
を
書
い
て
お
り

[

注
三
十
六]

、
『
聯
珠
詩
格
』

を
愛
読
し
た
と
み
ら
れ
る
。

三
、
「
首
尾
吟
」
に
つ
い
て

さ
て
、
「
首
尾
吟
」
と
は
、
邵
雍
の
詩
集
『
伊
川
撃
壤
集
』
の
巻
二

〇
に
収
め
ら
れ
た
七
律
連
作
の
こ
と
で
あ
る
。
詩
の
数
に
つ
い
て
、
現

存
す
る
各
版
本
で
は
「
首
尾
吟

一
百
三
十
五
首
」
と
記
し
て
い
る
が
、

実
は
一
首
が
欠
け
て
お
り
、
百
三
十
四
首
で
あ
る
。
『
朱
子
語
類
』
（
巻

百
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
連
作
詩
は
邵
雍
が
六
十
歳
か
ら
六
十
七
歳
ま
で

の
作
と
さ
れ
る
。
「
首
尾
吟
」
に
つ
い
て
、
明
の
徐
師
曾
撰
『
文
體
明

辯
』
附
録
巻
一
の
中
に
、
「
雑
体
詩
」
と
い
う
項
目
の
第
六
目
「
首
尾

吟
体
」
と
分
類
さ
れ
、
「
首
尾
吟
者
、
一
句
而
首
尾
皆
用
之
也
、
此
体

他
集
不
載
、
唯
宋
邵
雍
有
之
」
（
首
尾
吟
は
一
句
に
し
て
首
尾
み
な
之

れ
を
も
ち
ゆ
、
此
体
他
集
に
載
せ
ず
、
唯
宋
の
邵
雍
之
れ
有
り
）
と
記

載
さ
れ
て
い
る
。

例
と
し
て
、
「
首
尾
吟
」
第
六
五
首
の
も
の
を
あ
げ
る
。
書
き
下
し

は
上
野
日
出
刀
編
著
『
伊
川
撃
壤
集
』
（
中
国
古
典
新
書

）

[

注
三
十
七]

に

拠
っ
た
。
た
だ
し
一
部
表
現
を
改
め
た
。

堯
夫
非
是
愛
吟
詩

尭
夫
こ
れ
詩
を
吟
ず
る
を
愛
す
る
に
あ
ら
ず
、

詩
是
閑
観
蔬
圃
時

詩
は
こ
れ

閑

に
蔬
圃
を
観
る
時
。

そ
ぞ
ろ

暖
地
春
初
纔
欝
欝

暖
地
は
春
初
、
纔
め
て
欝
欝
、

宿
根
秋
末
却
披
披

宿
根
は
秋
末
、
却
つ
て
披
披
。

ひ

ひ

韮
葱
蒜
薤
青
遮
隴

韮
・
葱
・
蒜
・
薤
青
く
、
隴
を
遮
る
、

ろ
う

蕷
芋
薑
蘘
緑
満
畦

蕷
・
芋
・
薑
・
蘘
緑
に
し
て
、
畦
に
満
つ
。

け
い
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時
到
皆
能
弄
精
彩

時
到
れ
ば
皆
能
く
精
彩
を
弄
す
、

な

堯
夫
非
是
愛
吟
詩

尭
夫
こ
れ
詩
を
吟
ず
る
を
愛
す
る
に
あ
ら

ず
。

こ
の
例
の
よ
う
に
、
各
首
の
詩
の
首
句
（
初
句
）
と
尾
句
（
末
句
）
が

「
堯
夫
非
是
愛
吟
詩
」
（
尭
夫
こ
れ
詩
を
吟
ず
る
を
愛
す
る
に
あ
ら
ず
）

と
い
う
同
じ
句
で
統
一
さ
れ
て
い
る
の
が
、
こ
の
連
作
詩
の
特
徴
で
あ

る
。
ゆ
え
に
「
首
尾
吟
」
と
名
付
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
、

例
え
ば
右
に
掲
げ
た
一
首
の
中
に
あ
る
「
詩
是
閑
観
蔬
圃
時
」
の
よ
う

に
、
「
首
尾
吟
」
の
全
体
に
お
い
て
、
各
首
の
第
二
句
の
句
末
が
す
べ

て
「
…
…
時
」
（
…
…
時
に
）
と
い
う
字
で
統
一
さ
れ
、
こ
れ
を
百
三

五
首
並
べ
て
繰
り
返
し
の
リ
ズ
ム
を
な
し
て
お
り
、
中
に
は
、
「
詩
是

堯
夫
…
…
時
」
（
詩
は
こ
れ
尭
夫
…
…
時
に
）
と
い
う
よ
う
な
定
形
も

百
二
五
首
あ
る
。
こ
れ
も
そ
の
一
つ
の
特
徴
と
言
え
よ
う
。

「
堯
夫
非
是
愛
吟
詩
」
と
は
、
首
句
の
範
囲
で
は
、
私
（
尭
夫
）
は

作
詩
の
こ
と
を
愛
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
一

首
の
全
体
の
首
尾
句
と
し
て
は
、
私
（
尭
夫
）
は
作
詩
の
こ
と
を
愛
す

る
が
た
め
に
、
苦
心
し
て
作
り
あ
げ
た
も
の
で
は
な
く
、
興
に
乗
じ
て

自
然
に
で
き
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
な
ろ
う
。
つ
ま
り
、
そ
れ

は
私
（
尭
夫
）
が
閑
に
蔬
圃
を
観
る
時
、
安
楽
窩
の
中
に
坐
し
て
看
る

時
（
「
首
尾
吟
」
第
二
首
）
、
或
は
尭
夫
の
私
が
寐
ら
れ
な
い
時
（
「
首

尾
吟
」
第
七
首
）
な
ど
の
時
に
、
興
に
乗
じ
て
詠
み
あ
げ
た
も
の
だ
と

い
う
。
「
首
尾
吟
」
で
は
、
事
物
を
観
察
し
て
そ
の
道
理
を
解
説
す
る

よ
う
な
内
容
な
ど
、
理
学
的
な
傾
向
の
強
い
詩
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

そ
の
一
方
、
邵
雍
が
『
伊
川
撃
壤
集
』
自
序
の
冒
頭
に
お
い
て
、
「
撃

壤
集
伊
川
翁
自
楽
之
詩
也
。
非
唯
自
楽
、
又
能
楽
時
與
万
物
之
自
得
也
」

（
撃
壤
集
は
、
伊
川
翁
自
ら
楽
し
む
の
詩
な
り
。
唯
だ
自
ら
楽
し
む
の

み
に
あ
ら
ず
、
ま
た
能
く
時
と
万
物
の
自
得
と
を
楽
し
む
な
り
）
と
記

し
た
よ
う
に
、
四
季
お
り
お
り
万
物
に
満
足
す
る
状
態
を
楽
し
む
こ
と

な
ど
を
表
現
し
た
詩
も
多
く
見
ら
れ
る
。

中
国
で
は
、
「
首
尾
吟
」
は
漢
詩
の
一
体
裁
と
さ
れ
、
邵
雍
以
降
、

宋
の
楊
公
遠

[

注
三
十
八]

『
次
黄
山
中
首
尾
吟
』
（
一
首
）
や
明
の
蓮
池
大
師

[

注
三
十
九]

『
擬
首
尾
吟
』
（
四
首
）
な
ど
に
よ
り
倣
っ
て
採
ら
れ
て
い
た
。

日
本
の
詩
壇
に
お
い
て
も
、
邵
雍
の
「
首
尾
吟
」
に
擬
え
て
詩
作
し
た

例
が
散
見
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
『
羅
山
林
先
生
詩
集
』
巻
十
二
に
、
「
又

首
尾
吟

」
と
題
し
た
「
三
十
六
峯
延
幾
年
、
春
風
遅
日
似
長
年
。
嵩
呼

一
響
君
聞
否
、
三
十
六
峯
延
幾
年
。
来
詩
有
六
六
年
之

語

寛

永

三

年

」
と
い
う
七
絶
が
見
ら

れ
る
。
こ
の
詩
で
は
、
首
句
と
尾
句
が
「
三
十
六
峯
延
幾
年
」
と
い
う

同
じ
句
で
揃
え
ら
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
、
『
新
編
覆
醤
集
』
巻
三
に
、

「
重
陽
値
風
雨
戯
作
首
尾
吟

」
と
題
し
た
「
満
城
風
雨
起
重
陽
、
詩
眼

改
来
成
一
章
。
妄
犯
清
吟
謝
邠
老
、
満
城
風
雨
起
重
陽
」
と
い
う
七
絶

も
見
ら
れ
、
中
に
は
、
首
句
と
尾
句
が
「
満
城
風
雨
起
重
陽
」
と
い
う

同
一
の
句
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。

朝
鮮
の
詩
壇
で
も
採
ら
れ
た
例
が
見
ら
れ
、
李
朝
時
代
の
儒
学
者
宋

時
烈
、
号
尤
庵
が
、
『
次
康
節
首
尾
吟
韻
』
と
題
し
て
、
一
三
四
首
の

七
律
連
作
を
詠
じ
た
。
そ
の
内
容
は
自
ら
戒
め
る
こ
と
や
中
国
の
歴
史

お
よ
び
理
学
者
朱
熹
に
対
す
る
評
価
な
ど
に
わ
た
っ
て
い
る
。
こ
こ
に

は
、
そ
の
冒
頭
の
一
首
を
掲
げ
て
お
く
。

尤
翁
非
是
愛
吟
詩

尤
翁
こ
れ
詩
を
吟
ず
る
を
愛
す
る
に
あ
ら
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ず
、

詩
是
尤
翁
慕
古
時

詩
は
こ
れ
尤
翁
、
古
を
慕
ふ
時
。

堯
舜
羲
軒
雖
邈
矣

尭
舜
羲
軒
は
雖
だ
邈
に
な
り
、

禹
湯
文
武
却
承
之

禹
湯
文
武
は
却
っ
て
之
を
承
く
。

詩
書
禮
樂
無
非
教

詩
書
礼
楽
は
教
に
非
ざ
れ
ば
こ
れ
無
し
、

神
聖
仁
賢
儘
著
題

神
聖
仁
賢
を
儘
く
題
に
著
す
。

千
萬
年
人
都
一
箇

千
万
年
人
す
べ
て
一
箇
な
り
、

尤
翁
非
是
愛
吟
詩

[

注
四
十]
尤
翁
こ
れ
詩
を
吟
ず
る
を
愛
す
る
に
あ
ら

ず
。

宋
時
烈
の
号
は
尤
庵
と
い
い
、
こ
こ
で
は
、
邵
雍
の
「
首
尾
吟
」
を

襲
っ
て
、
「
尭
夫
」
を
「
尤
翁
」
に
取
り
換
え
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
首
句
（
初
句
）
と
尾
句
（
末
句
）
と
に
同
一
の
句
を

用
い
る
と
い
う
漢
詩
の
体
裁
の
先
例
に
つ
い
て
は
、
『
日
本
国
語
大
辞

典
』
の
中
、
「
首
尾
吟
」
と
い
う
項
目
に
、
「
宋
の
邵
雍
が
こ
の
体
の
詩

一
三
五
首
を
つ
く
り
、
首
尾
吟
と
名
付
け
た
の
に
よ
る
が
、
唐
の
白
居
易
の
「
達

哉
楽
天
行
」[

注
四
十
一]

に
す
で
に
例
が
み
ら
れ
る
」
と
い
う
よ
う
な
記
述
が

み
え
る
。
こ
れ
は
国
語
辞
典
と
は
い
え
、
非
常
に
示
唆
的
な
説
明
で
あ

る
。
た
だ
し
、
「
堯
夫
非
是
愛
吟
詩
、
詩
是
堯
夫
…
…
時
」
と
い
う
よ

う
に
、
連
作
詩
の
各
首
の
首
句
を
す
べ
て
同
一
の
句
で
統
一
す
る
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、
第
二
句
の
句
末
も
す
べ
て
同
じ
詞
で
揃
え
る
と
い
う
、

邵
雍
が
愛
用
し
た
表
現
の
形
を
含
め
て
考
え
る
と
、
こ
れ
は
、
『
白
氏

文
集
』
巻
五
六
に
載
る
「
和
春
深
二
十
首
」
と
何
か
関
係
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

「
和
春
深
二
十
首
」
と
は
、
白
居
易
が
元
稹
の
「
春
深
し
」
の
詩
に

和
し
た
五
律
連
作
で
あ
る
（
元
稹
の
原
詩
は
失
わ
れ
て
い
る
）
。
そ
の

一
首
を
あ
げ
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
（
書
き
下
し
は
岡
村
繁
編
著
『
白

氏
文
集
（
九
）
』
（
新
釈
漢
文
大
系
第
一
〇
五
巻
、
二
〇
〇
五
年
）
に

拠
っ
た
）
。

何
処
春
深
好

何
れ
の
処
か
春
深
く
し
て
好
き
、

春
深
富
貴
家

春
深
し
、
富
貴
の
家
。

馬
為
中
路
鳥

馬
は
中
路
の
鳥
と
為
り
、

妓
作
後
庭
花

妓
は
後
庭
の
花
と
作
る
。

羅
綺
駆
論
隊

羅
綺
は
駆
り
て
隊
を
論
じ
、

金
銀
用
断
車

金
銀
用
ひ
て
車
を
断
ず
。

眼
前
何
所
苦

眼
前
何
ぞ
苦
し
む
所
ぞ
、

唯
苦
日
西
斜

唯
だ
日
の
西
に
斜
め
な
る
を
苦
し
む
。

こ
の
連
作
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
各
首
の
首
句
す
べ
て
が
「
何
処
春
深
好
」

と
い
う
一
句
で
統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
第
二
句
の
「
春
深
…
…
家
」

の
よ
う
に
、
句
末
を
す
べ
て
「
家
」
で
統
一
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し

た
い
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
邵
雍
「
首
尾
吟
」
の
表
現
形
式
と
か
な
り
相

似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
邵
雍
が
白
居
易
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
日
本
漢
詩
に
お
い
て
、
こ
の
白
氏
の
「
和
春
深
二
十
首
」
の

体
裁
に
倣
っ
た
例
は
、
早
く
菅
原
道
真
の
「
寒
早
十
首
」
に
見
ら
れ
る

ほ
か
、
江
戸
時
代
以
降
の
漢
詩
人
の
作
品
に
も
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち

菅
茶
山
の
『
黄
葉
詩
遺
稿
』
巻
七
に
「
春
詞
十
一
首
」
と
題
す
る
一
組

の
連
作
が
あ
る
。
そ
の
詞
書
に
、

邇
者
諸
友
同
以
十
一
題
作
春
詞
、
余
亦
見
徴
。
然
衰
耄
力
退
不
能
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副
急
、
沈
吟
数
日
、
聞
各
人
既
成
体
、
限
七
絶
。
余
作
勉
出
、
恐

其
雷
同
、
而
不
慣
奇
捜
僻
求
、
乃
別
俲
白
傳
何
処
春
深
好
体
。
固

分
拙
陋
特
、
愧
失
体
録
、
呈
乞
刪
云

と
あ
る
よ
う
に
、
白
氏
の
「
白
伝
何
処
春
深
好
体
（
和
春
深
二
十
首
）
」

の
体
裁
を
ま
ね
る
目
的
を
説
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
茶
山
は
友
人
た

ち
と
付
和
雷
同
す
る
こ
と
を
恐
れ
、
奇
僻
に
陥
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、

白
楽
天
の
詩
の
体
裁
、
即
ち
「
何
処
春
深
好
体
」
を
ま
ね
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
首
句
（
初
句
）
若
し
く
は
尾
句
（
末
句
）
に
同
じ
の

句
を
用
い
る
と
い
う
よ
う
な
独
特
な
表
現
形
式
を
と
る
例
は
、
菅
茶
山

だ
け
で
は
な
く
、
頼
春
水
や
良
寛
な
ど
の
詩
作
に
も
見
え
る
。
『
春
水

遺
稿
』
巻
首
に
載
せ
る
「
南
軒
吾
所
愛
五
首
」
と
題
す
る
連
作
に
お
け

る
各
詩
の
首
句
（
初
句
）
は
、
す
べ
て
「
南
軒
吾
所
愛
」
と
い
う
同
じ

句
で
あ
る
。
ま
た
、
良
寛
の
「
病
中
吟
」
二
首
も
、
各
詩
の
首
句
（
初

句
）
は
「
蒼
顔
不
照
鏡
」
と
、
第
二
句
は
「
白
髪
稍
欲
綰
」
と
い
う
同

じ
の
句
で
揃
え
て
お
り
、
ま
た
、
「
我
見
世
間
人
」
と
い
う
句
を
同
じ

く
一
首
の
首
句
（
初
句
）
と
し
た
詩
も
二
首
見
ら
れ
る
。
果
た
し
て
こ

れ
ら
は
邵
雍
と
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
。
少
な
く
と
も
、
頼
春
水
の
「
南

軒
吾
所
愛
五
首
」
の
内
容
を
見
る
と
、
そ
れ
は
邵
雍
の
「
安
楽
窩
中
吟
」

な
ど
と
同
じ
よ
う
な
、
悠
々
自
適
な
生
活
を
詠
じ
た
安
楽
の
詩
で
あ
る

こ
と
が
共
通
し
て
い
る
。

こ
こ
で
ま
た
、
曙
覧
が
「
首
尾
吟
」
に
触
れ
る
き
っ
か
け
に
つ
い
て

少
し
言
及
し
て
お
き
た
い
。
曙
覧
の
旅
行
記
「
榊
の
薫
」
に
は
、
次
の

よ
う
な
一
段
が
あ
る
。

か
の
探
幽
の
か
け
り
と
い
ふ
詩
仙
の
が
く
詩
は
丈
山
翁
の
か
け
り

し
な
り
と
い
ふ
。
い
と
ふ
る
び
て
見
ゆ
。
こ
こ
か
し
こ
に
か
か
り

た
る
が
く
ど
も
皆
こ
の
お
き
な
の
も
の
せ
る
な
り
。
い
づ
れ
も
心

た
か
き
筆
の
あ
と
、
た
だ
人
な
ら
ぬ
ひ
と
ざ
ま
思
ひ
や
ら
る
。

[

注
四
十
二]

こ
れ
は
、
文
久
元
年
九
月
二
十
九
日
、
曙
覧
が
石
川
丈
山
の
詩
仙
堂

を
訪
れ
、
丈
山
の
手
跡
を
鑑
賞
し
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
寛
政
九
年
、

詩
仙
堂
蔵
版
『
詩
仙
堂
誌
』
に
は
、
次
の
図
の
よ
う
に
、
邵
雍
の
画
像

を
載
せ
て
お
り
、
そ
の
題
詩
は
即
ち
「
首
尾
吟
」
の
第
九
首
の
も
の
で

あ

る

。

こ

れ

が

、

曙

覧

が

「

首

尾

吟

」

に

触

れ

る

き

っ

か

け

に

な

っ

た

可

能

性

は

低

く
な
い
と
思
わ
れ
る
。

三橋成烈『詩仙堂志』（ル 04

03364）早稲田大学図書館蔵
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四
、
「
首
尾
吟
」
の
影
響

さ
て
、
前
節
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
首
尾
吟
」
各
詩
の
首
句
（
初
句
）

と
尾
句
（
末
句
）
が
「
堯
夫
非
是
愛
吟
詩
」
と
い
う
同
じ
句
で
統
一
さ

れ
て
い
る
の
が
こ
の
連
作
詩
の
特
徴
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
い

ま
ひ
と
つ
の
特
徴
と
も
言
え
る
各
詩
の
首
聯
の
表
現
形
式
、
す
な
わ
ち
、

初
句
が
同
じ
句
で
統
一
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
第
二
句
の
句
尾

も
「
…
…
時
」
と
い
う
詞
で
統
一
さ
れ
て
い
る
と
い
う
形
に
注
目
し
た

い
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
定
形
は
、
す
べ
て
が
初
句
を
「
楽
し
み
は
」

で
、
末
句
を
「
時
（
と
き
）
」
で
揃
え
る
曙
覧
の
「
独
楽
吟
」
の
形
式

と
非
常
に
相
似
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
「
独
楽
吟
」
と
「
首

尾
吟
」
の
構
成
に
つ
い
て
、
前
川
氏
も
前
掲
し
た
論
文
「
橘
曙
覧
と
邵

雍
と
―
「
独
楽
吟
」
と
「
首
尾
吟
」
の
関
係
に
つ
い
て
―
」
に
お
い
て
、

形
式
上
の
類
似
性
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

次
に
、
内
容
に
つ
い
て
両
者
を
比
較
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
「
首

尾
吟
」
に
多
く
見
ら
れ
る
、
学
問
や
生
活
な
ど
に
お
け
る
人
生
の
楽
し

み
を
詠
み
上
げ
、
自
然
や
四
季
お
り
お
り
の
万
物
に
満
足
す
る
心
境
な

ど
が
最
も
表
わ
れ
る
も
の
は
、
曙
覧
「
独
楽
吟
」
の
主
な
内
容
と
よ
く

響
き
あ
う
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
「
首
尾
吟
」
各
詩
の

首
聯
の
意
味
、
つ
ま
り
「
私
（
尭
夫
）
は
作
詩
の
こ
と
を
愛
す
る
が
た

め
に
、
苦
心
し
て
作
り
あ
げ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
私
が
例
え
ば
、

閑
に
蔬
圃
を
観
る
時
や
、
安
楽
窩
の
中
に
坐
し
て
看
る
時
（
「
首
尾
吟
」

第
二
首
）
な
ど
、
或
は
半
酔
す
る
時
（
「
首
尾
吟
」
第
四
首
）
や
、
寐

ら
れ
な
い
時
（
「
首
尾
吟
」
第
七
首
）
な
ど
に
、
興
に
乗
じ
て
詠
み
あ

げ
、
自
然
に
で
き
た
も
の
だ
」
と
い
う
表
現
を
取
り
出
し
て
、
曙
覧
の

「
独
楽
吟
」
と
比
較
す
る
と
、
さ
ら
に
発
想
や
趣
向
の
と
り
な
し
に
お

い
て
共
通
す
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

以
下
、
具
体
的
な
例
を
三
つ
の
組
に
分
け
て
挙
げ
て
、
比
較
し
て
み

た
い
。
こ
こ
で
は
、
比
較
効
果
が
よ
り
は
っ
き
り
と
見
え
る
よ
う
に
、

「
首
尾
吟
」
各
例
の
詩
は
首
聯
の
み
を
掲
げ
る
。
詩
の
全
体
に
つ
い
て

は
、
末
尾
に
参
考
と
し
て
掲
げ
る
。
な
お
、
詩
の
番
号
は
『
伊
川
撃
壤

集
』
中
の
「
首
尾
吟
」
各
首
に
仮
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

①
「
首
尾
吟
」

堯
夫
非
是
愛
吟
詩
、
詩
是
堯
夫
筆
逸
時

（
一
九
）

（
尭
夫
こ
れ
詩
を
吟
ず
る
を
愛
す
る
に
あ
ら
ず
、
詩
は
こ
れ
尭
夫
、

筆
逸
す
る
時
）

は

堯
夫
非
是
愛
吟
詩
、
詩
是
堯
夫
試
筆
時

（
二
二
）

（
尭
夫
こ
れ
詩
を
吟
ず
る
を
愛
す
る
に
あ
ら
ず
、
詩
は
こ
れ
尭
夫
、

試
筆
す
る
時
）

堯
夫
非
是
愛
吟
詩
、
詩
是
堯
夫
試
墨
時

（
二
三
）

（
尭
夫
こ
れ
詩
を
吟
ず
る
を
愛
す
る
に
あ
ら
ず
、
詩
は
こ
れ
尭
夫
、

墨
を
試
す
時
）

「
独
楽
吟
」

た
の
し
み
は
紙
を
ひ
ろ
げ
て
と
る
筆
の
思
ひ
の
外
に
能
く
か
け
し

時

（
五
五
六
）

た
の
し
み
は
百
日
ひ
ね
れ
ど
成
ら
ぬ
歌
の
ふ
と
お
も
し
ろ
く
出
で

き
ぬ
る
時

（
五
五
七
）

た
の
し
み
は
わ
ら
は
墨
す
る
か
た
は
ら
に
筆
の
運
び
を
思
ひ
を
る

時

（
五
九
四
）
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た
の
し
み
は
好
き
筆
を
え
て
先
水
に
ひ
た
し
ね
ぶ
り
て
試
る
と
き

（
五
九
五
）

「
首
尾
吟
」
の
「
筆
逸
」
の
語
は
、
詩
作
の
際
に
構
想
が
自
由
開
闊

で
あ
る
と
い
う
意
味
、
も
し
く
は
筆
が
意
の
ま
ま
に
動
く
意
味
を
も
表

わ
し
て
お
り
、
「
首
尾
吟
」
の
詩
は
「
独
楽
吟
」
の
歌
と
対
応
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

②
「
首
尾
吟
」

堯
夫
非
是
愛
吟
詩
、
詩
是
堯
夫
春
出
時

（
四
四
）

（
尭
夫
こ
れ
詩
を
吟
ず
る
を
愛
す
る
に
あ
ら
ず
、
詩
は
こ
れ
尭
夫
、

春
に
出
る
時
）

堯
夫
非
是
愛
吟
詩
、
詩
是
堯
夫
秋
出
時

（
四
六
）

（
尭
夫
こ
れ
詩
を
吟
ず
る
を
愛
す
る
に
あ
ら
ず
、
詩
は
こ
れ
尭
夫
、

秋
に
出
る
時
）

堯
夫
非
是
愛
吟
詩
、
詩
是
堯
夫
信
脚
時

（
八
七
）

（
尭
夫
こ
れ
詩
を
吟
ず
る
を
愛
す
る
に
あ
ら
ず
、
詩
は
こ
れ
尭
夫
、

脚
を
信
せ
る
時
）

「
独
楽
吟
」

た
の
し
み
は
空
暖
か
に
う
ち
晴
れ
し
春
秋
の
日
に
出
で
あ
り
く
時

（
五
六
〇
）

た
の
し
み
は
意
に
か
な
ふ
山
水
の
あ
た
り
し
づ
か
に
見
て
あ
り
く

と
き

（
五
六
三
）

「
春
」
「
秋
」
と
い
う
好
ま
し
い
時
節
に
「
脚
を
ま
か
せ
」
て
歩
き

ま
わ
る
時
に
邵
雍
が
感
じ
た
自
然
の
楽
し
み
に
、
曙
覧
も
「
春
秋
の
日

に
出
で
あ
り
く
時
」
と
共
感
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

③
「
首
尾
吟
」

堯
夫
非
是
愛
吟
詩
、
詩
是
堯
夫
睡
覚
時

（
九
二
）

（
尭
夫
こ
れ
詩
を
吟
ず
る
を
愛
す
る
に
あ
ら
ず
、
詩
は
こ
れ
尭
夫
、

睡
の
覚
む
る
時
）

堯
夫
非
是
愛
吟
詩
、
詩
是
堯
夫
談
笑
時

（
一
二
一
）

（
尭
夫
こ
れ
詩
を
吟
ず
る
を
愛
す
る
に
あ
ら
ず
、
詩
は
こ
れ
尭
夫
、

談
笑
す
る
時
）

「
独
楽
吟
」

た
の
し
み
は
す
び
つ
の
も
と
に
う
ち
倒
れ
ゆ
す
り
起
す
も
知
ら
で

寝
し
時

（
五
五
四
）

た
の
し
み
は
心
を
お
か
ぬ
友
ど
ち
と
笑
ひ
か
た
り
て
腹
を
よ
る
時

（
五
七
六
）

こ
の
「
詩
是
堯
夫
睡
覚
時
」
「
詩
是
堯
夫
談
笑
時
」
と
い
う
よ
う
な

詠
み
方
は
、
ま
さ
に
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
邵
雍
が
正
格
の
詩
体
や

詩
語
か
ら
は
ず
れ
て
も
敢
え
て
表
現
し
よ
う
と
し
た
、
自
由
な
境
地
で

あ
り
、
自
分
の
作
詩
の
詩
趣
を
一
貫
す
る
も
の
で
あ
る
。

曙
覧
は
、
同
じ
く
日
常
生
活
や
友
情
な
ど
に
よ
り
感
じ
た
楽
し
み
を

詠
み
あ
げ
る
際
に
、
単
に
趣
向
を
と
り
な
す
だ
け
で
は
な
く
、
「
ゆ
す

り
起
す
も
知
ら
で
寝
し
」
「
腹
を
よ
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
邵
雍
の
「
首

尾
吟
」
に
よ
り
、
さ
ら
に
平
俗
的
表
現
に
よ
っ
て
描
写
し
て
い
る
。
以

上
の
よ
う
に
「
首
尾
吟
」
を
「
独
楽
吟
」
と
比
較
し
て
み
る
と
、
表
現

の
形
式
に
お
い
て
は
、
両
者
が
非
常
に
似
て
い
る
ほ
か
、
発
想
や
趣
向

の
と
り
な
し
に
お
い
て
も
共
通
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

曙
覧
の
歌
は
、
早
く
正
岡
子
規
に
「
歌
は
捉
へ
ど
こ
ろ
さ
へ
極
ま
れ



[

注
一]

「
橘
曙
覧
作
「
日
本
建
国
之
吟
」
考
」
（
『
福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要
』
第
五
二
号
、
二
〇
〇
一
年
十
二
月
）
。

[

注
二]

「
橘
曙
覧
と
邵
雍
と
―
「
独
楽
吟
」
と
「
首
尾
吟
」
の
関
係
に
つ
い
て
―
」
（
『
国
語
国
文
学
』
第
五
〇
号
、
福
井
大
学
言
語
文
化
学
会
編
、
二
〇
一
一
年
三

月
）
。

[

注
三]

発
表
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
筆
者
が
前
川
幸
雄
氏
の
論
文
「
橘
曙
覧
作
「
日
本
建
国
之
吟
」
考
」
に
示
唆
を
受
け
、
曙
覧
の
「
独
楽
吟
」
と
邵
雍
の
「
首
尾

吟
」
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
考
察
し
、
二
〇
〇
九
年
十
一
月
、
国
文
学
研
究
資
料
館
第
三
三
回
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
に
お
い
て
口
頭
発
表
を
行
っ
た
。
発
表
の
タ
イ

ト
ル
は
「
橘
曙
覧
「
独
楽
吟
」
と
邵
雍
「
首
尾
吟
」
―
漢
詩
受
容
と
表
現
形
式
を
中
心
に
―
」
と
い
う
で
あ
り
、
内
容
は
当
学
会
誌
『
第
三
三
回
国
際
日
本
文
学
研
究

集
会
会
議
録
』
（
二
〇
一
〇
年
三
月
）
に
収
録
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
さ
ら
な
る
考
察
を
行
い
、
「
橘
曙
覧
「
独
楽
吟
」
の
表
現
形
式
に
お
け
る
漢
詩
受
容
の
可
能
性
―

邵
雍
「
首
尾
吟
」
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
―
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
二
〇
一
〇
年
十
一
月
、
第
一
一
九
回
日
本
近
世
文
学
会
秋
季
大
会
に
お
い
て
口
頭
発
表
を
行
っ

た
。
一
方
、
二
〇
一
一
年
三
月
、
前
川
氏
の
論
文
「
橘
曙
覧
と
邵
雍
と
―
「
独
楽
吟
」
と
「
首
尾
吟
」
の
関
係
に
つ
い
て
―
」
が
『
国
語
国
文
学
』
第
五
〇
号
に
掲
載

さ
れ
た
。
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ば
ど
ん
な
に
も
楽
に
詠
め
る
も
の
だ
」
と
評
論
さ
れ
、
そ
し
て
斎
藤
茂

吉
に
「
曙
覧
は
作
歌
に
就
い
て
は
、
大
体
万
葉
の
心
持
を
根
底
に
し
て
、

あ
と
は
自
分
勝
手
に
振
舞
っ
て
居
る
」
と
い
わ
れ
た
と
お
り
に
、
非
常

に
自
由
な
風
格
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
と

い
わ
れ
る
「
独
楽
吟
」
に
つ
い
て
、
前
掲
し
た
茂
吉
の
文
章
の
よ
う
に
、

曙
覧
の
歌
を
「
軽
薄
」
と
認
識
し
て
い
な
が
ら
、
「
独
楽
吟
」
に
含
ま

れ
た
淳
朴
な
風
格
と
軽
妙
な
趣
に
つ
い
て
は
評
価
し
て
い
た
。
そ
し
て
、

こ
の
点
こ
そ
、
ま
さ
に
邵
雍
の
「
首
尾
吟
」
の
も
っ
て
い
る
性
格
と
相

通
ず
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
言
え
よ
う
。

前
節
に
述
べ
た
如
く
、
邵
雍
の
詩
は
近
世
で
は
、
特
に
初
期
か
ら
林

羅
山
・
鵞
峯
父
子
に
よ
り
重
視
さ
れ
、
江
戸
時
代
の
詩
歌
壇
に
お
い
て

享
受
さ
れ
て
い
た
。
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
に
は
『
伊
川
撃
壤
集
』

の
和
刻
本
が
出
さ
れ
、
そ
の
重
刻
本
も
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
詩
や

故
事
は
『
聯
珠
詩
格
』
『
詩
林
良
材
』
『
童
蒙
訓
』
『
五
雑
俎
』
な
ど
の

入
門
書
に
も
載
せ
ら
れ
、
一
般
の
目
に
も
ふ
れ
ら
れ
易
か
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
中
村
幸
彦
氏
は
、
日
常
身
辺
の
生
活
や
自
然
風
物
な
ど
を
題
材

と
し
、
感
情
に
こ
と
よ
せ
、
細
緻
に
描
写
す
る
な
ど
の
特
徴
を
持
つ
宋

詩
は
幕
末
の
人
々
に
好
ま
れ
、
宋
詩
の
受
容
は
漢
詩
壇
の
み
で
は
な
く
、

日
本
の
文
章
の
全
体
の
趨
勢
に
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る

[

注
四
十
三]

。
こ
の
よ
う
な
文
化
の
環
境
の
も
と
に
い
た
曙
覧
は
、
当
然
、

邵
雍
の
詩
に
触
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
こ
と
を
含
め
て
、
「
独
楽
吟
」
と
「
首
尾
吟
」
と
の
比
較
と
考
察
を

通
し
て
み
る
と
、
「
独
楽
吟
」
の
形
成
に
は
、
形
式
、
内
容
と
も
に
「
首

尾
吟
」
か
ら
の
影
響
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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[

注
四]

『
独
楽
吟

橘
曙
覧

ひ
と
り
た
の
し
め
る
う
た
』
足
立
尚
計
訳
註
、
福
井
市
、
一
九
九
五
年
九
月
。

[
注
五]

「
曙
覧
の
歌
」
（
明
治
三
十
二
年
「
日
本
」
発
表
）
、
『
子
規
全
集
』
第
七
巻
所
収
、
講
談
社
、
一
九
七
五

年
七
月
。

[

注
六]

「
橘
曙
覧
歌
抄
」
（
大
正
九
年
「
紅
毛
船
」
発
表
）
、
『
斎
藤
茂
吉
全
集
』
第
一
一
巻
所
収
、
岩
波
書
店
、

一
九
七
四
年
九
月
。

[

注
七]

「
併
し
、
か
う
い
ふ
試
み
は
、
中
古
以
来
の
諸
家
集
に
散
見
す
る
。
譬
へ
ば
、
源
順
集
の
「
あ
め
つ
ち
の
歌
」
四
十
八
首
の
様
な
の
は
別
と
し
て
も
、
「
世
の

中
を
何
に
譬
へ
む
」
を
歌
の
上
二
句
に
据
ゑ
た
十
首
を
初
め
と
し
、
山
家
集
の
「
山
深
み
」
十
首
、
拾
玉
集
の
「
見
せ
ば
や
な
…
…
春
の
景
色
を
」
、
「
我
が
思
ふ
…

…
春
の
景
色
に
」
の
各
十
首
等
、
皆
同
形
態
の
歌
で
あ
る
。
」
（
『
曙
覧
の
研
究
』
折
口
信
夫
編
、
高
遠
書
房
、
一
九
三
四
年
一
月
）
。

[

注
八]

「
れ
い
の
「
く
つ
か
む
り
」
の
方
式
な
ど
が
、
作
者
の
発
想
と
構
成
を
う
な
が
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
」
（
日

本
古
典
全
書
『
宗
武
・
曙
覧
歌
集
』
「
橘
曙
覧
歌
集
解
説
」
土
岐
善
麿
校
註
、
朝
日
新
聞
社
一
九
五
〇
年
六
月
）
。

[

注
九]

「
こ
の
「
独
楽
吟
」
は
、
曙
覧
が
と
き
ど
き
楽
し
み
と
思
う
こ
と
を
ま
る
で
独
楽
を
回
す
よ
う
に
繰
返
し
の
沓
冠
形
式
で
、
詠
み
集
め
た
も
の
と
み
ら
れ
る
」

（
「
松
平
春
嶽
と
橘
曙
覧
―
松
平
春
嶽
の
対
人
物
観
を
め
ぐ
る
一
視
座
」
『
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
八
号
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
）
。

[

注
十]

『
醒
睡
笑
』
鈴
木
棠
三
校
注
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
二
月
。

[

注
十
一]

『
北
窓
瑣
談

後
編
』
巻
四
、
日
本
随
筆
大
成
編
集
部
編
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
四
年
八
月
。

[

注
十
二]

久
隅
守
景
、
生
没
年
未
詳
。
江
戸
初
期
の
画
家
。
号
は
無
下
（
無
礙
）
斎
・
一
陳
翁
。
狩
野
探
幽
に
学
び
、
桃
田
柳
栄
・
神
足
高
雲
・
尾
形
幽
元
と
と
も
に

探
幽
門
四
天
王
と
称
さ
れ
る
。
の
ち
狩
野
派
を
離
れ
る
と
さ
れ
る
。
「
夕
顔
棚
納
涼
図
」
「
耕
作
図
」
が
著
名
で
あ
る
。

[

注
十
三]

『
新
修
橘
曙
覧
全
集
』
井
手
今
滋
編
、
辻
森
秀
英
増
補
、
桜
楓
社
、
一
九
八
三
年
五
月
。

[

注
十
四]

『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
久
保
田
啓
一
校
注
、
明
治
書
院
、
二
〇
〇
七
年
四
月
。

[

注
十
五]

な
お
、
前
川
氏
は
こ
の
論
文
で
、
曙
覧
の
「
独
楽
吟
」
を
邵
雍
の
連
作
詩
「
首
尾
吟
」
と
比
較
し
、
両
者
に
つ
い
て
、
①
作
者
の
人
生
、
処
世
観
、
②
作
品

の
構
成
、
形
式
、
③
作
品
の
思
想
と
い
う
よ
う
に
項
目
を
わ
け
て
考
察
を
加
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
①
に
つ
い
て
は
、
作
者
は
と
も
に
処
士
で
あ
り
、
人
生
を
楽
し
む

と
い
う
態
度
が
共
通
し
、
両
方
と
も
比
較
的
晩
年
の
作
で
あ
る
な
ど
の
こ
と
で
「
類
似
・
共
通
性
」
が
あ
る
と
す
る
。
②
に
つ
い
て
は
、
題
名
の
つ
け
方
が
似
て
お
り
、

形
式
が
連
作
で
、
句
頭
と
句
末
の
構
成
と
し
て
、
初
句
と
末
句
に
決
ま
っ
た
形
を
取
る
こ
と
で
「
類
似
・
共
通
性
」
が
あ
る
と
す
る
。
③
に
つ
い
て
は
、
自
然
に
遊
ぶ

楽
し
み
を
述
べ
る
と
い
う
自
作
品
の
特
質
を
表
現
す
る
境
地
、
思
想
に
「
類
似
・
共
通
性
」
が
あ
る
と
結
論
し
た
。

[

注
十
六]

雍
歳
時
耕
稼
、
僅
給
衣
食
。
名
其
居
曰
「
安
楽
窩
」
、
因
自
号
安
楽
先
生
。
（
『
宋
史
』
列
伝
一
八
六
・
道
学
一
「
邵
雍
伝
」
）
。

[

注
十
七]

北
宋
英
宗
の
治
平
三
年
（
一
〇
六
六
）
陰
暦
八
月
十
五
日
。
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[

注
十
八]

邵
雍
の
子
。
字
は
子
文
。
洛
陽
の
人
。
一
〇
五
七
年
生
れ
、
一
一
三
四
年
死
去
、
七
十
八
歳
。
著
書
に
は
『
易
学
辨
惑
』
『
聞
見
前
録
』
『
皇
極
経
世
序
』

『
観
物
内
外
篇
解
』
な
ど
が
あ
る
。

[

注
十
九]

字
は
和
叔
。
鄭
州
原
武
（
現
在
の
河
南
省
原
陽
）
の
人
。

[

注
二
十]
『
伊
川
撃
壤
集
』
（
中
国
古
典
新
書

）
上
野
日
出
刀
「
解
説
」
、
明
徳
出
版
社
、
一
九
七
九
年
六
月
。

[

注
二
十
一]
注
二
十
に
同
じ
。

[

注
二
十
二]

字
は
士
晦
、
通
称
道
円
。
山
崎
闇
斎
の
門
人
。

[

注
二
十
三]

呂
大
臨
（
一
〇
四
〇
―
一
〇
九
二
）
北
宋
時
代
の
儒
学
者
。
字
は
與
叔
。
は
じ
め
は
張
載
に
師
事
し
、
一
〇
七
七
年
に
張
載
が
没
す
る
と
程
頤
の
も
と
に

入
門
し
、
謝
良
佐
、
游
酢
、
楊
時
と
と
も
に
程
門
の
四
先
生
と
称
せ
ら
れ
る
。
著
書
に
は
『
玉
溪
集
』
『
考
古
図
』
が
あ
る
。

[

注
二
十
四]

『
全
宋
詩
』
巻
一
〇
三
〇
、
「
効
堯
夫
体
寄
仲
兄
」
。

[

注
二
十
五]

即
ち
「
東
坡
体
」
「
山
谷
体
」
「
後
山
体
」
「
王
荊
公
体
」
「
邵
康
節
体
」
「
陳
簡
斎
体
」
「
楊
誠
斎
体
」
。

[

注
二
十
六]

「
読
邵
堯
夫
詩
」
（
『
辛
稼
軒
詩
文
鈔
存
』
辛
棄
疾
撰
、
鄧
広
銘
輯
校
、
新
華
書
店
上
海
発
行
所
、
一
九
五
七
年
五
月
）
。

[

注
二
十
七]

「
書
停
雲
壁
」
其
の
二
（
右
と
同
じ
）
。

[

注
二
十
八]

祝
尚
書
著
『
論
「
撃
壤
派
」
』
（
『
文
学
遺
産
』
二
〇
〇
一
年
二
期
）
。

[

注
二
十
九]

『
羅
山
林
先
生
文
集
』
巻
二
四
、
「
論
上
」
。

[

注
三
十]

『
鵞
峰
先
生
林
学
士
文
集
』
巻
九
九
。

[

注
三
十
一]

『
遠
思
楼
詩
鈔
二
編
』
巻
上
、
「
舟
来
宿
妹
夫
彦
国
宅
」
。

[

注
三
十
二]

『
梅
墩
詩
鈔
二
編
』
巻
一
、
「
蒲
君
逸
為
尊
公
築
室
請
余
以
落
四
首
」
（
其
一
）
。

[

注
三
十
三]

『
六
如
遺
編
』
巻
中
、
「
秋
居
無
聊
戯
作
俳
諧
体
自
遣
」
。

[

注
三
十
四]

『
春
草
堂
詩
抄
』
巻
八
、
「
寄
岡
田
士
享
」
。

[

注
三
十
五]

宋
時
烈
（
一
六
〇
七
―
一
六
八
九
）
、
字
は
英
甫
、
号
は
尤
庵
と
い
う
。
朝
鮮
李
朝
時
代
の
儒
学
者
。
著
作
は
す
べ
て
『
宋
子
大
全
』
（
二
五
十
巻
）
に

収
め
る
。

[

注
三
十
六]

た
と
え
ば
、
福
井
市
橘
曙
覧
記
念
文
学
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
曙
覧
筆
の
書
幅
に
、
「
土
牀
煙
足
紬
衾
煖
、
瓦
釜
泉
甘
豆
粥
新
。
萬
事
不
求
温
飽
外
、
漫

然
清
世
一
閑
人
」
と
い
う
詩
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
『
聯
珠
詩
格
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
「
土
牀
」
と
い
う
題
で
、
張
横
渠
（
北
宋
の
儒
者
の
張
載
）
作
と

し
て
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

[

注
三
十
七]

『
伊
川
撃
壤
集
』
（
中
国
古
典
新
書

）
上
野
日
出
刀
編
著
。
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[

注
三
十
八]

楊
公
遠
（
一
二
二
七
―
？
）
字
は
叔
明
、
号
は
野
趣
居
士
。
歙
（
今
安
徽
省
歙
县
）
の
人
。
詩
、
画
に
善
く
す
る
。
著
書
に
は
『
野
趣
有
声
画
』
二
巻
が

あ
る
。

[

注
三
十
九]

蓮
池
大
師
（
一
五
三
五
―
一
六
一
五
）
明
の
高
僧
、
中
国
浄
土
宗
八
代
目
の
祖
師
で
あ
る
。
俗
姓
は
瀋
、
名
は
袾
宏
、
字
は
仏
慧
、
別
号
は
蓮
池
。

[

注
四
十]
『
宋
子
大
全
』
宋
時
烈
（
李
朝
）
著
、
權
五
惇
訳
、
大
洋
書
籍
、
一
九
七
三
年
十
二
月
。

[

注
四
十
一]
『
全
唐
詩
』
巻
四
五
九
。

[

注
四
十
二]

注
十
三
に
同
じ
。

[

注
四
十
三]

「
幕
末
漢
詩
壇
の
動
向
」
（
『
國
文
學

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
十
七
巻
第
三
号
、
學
燈
社
編
、
一
九
七
二
年
三
月
）
。

「
参
考
」
（
「
四
部
叢
刊
本
」
〈
上
海
涵
芳
楼
借
江
南
図
書
館
蔵
明
成
化
十
一
年
畢
享
刊
本
景
印
〉
『
伊
川
撃
壤
集
』
に
よ
る
）

（19

）

（22

）

堯
夫
非
是
愛
吟
詩

詩
是
堯
夫
筆
逸
時

堯
夫
非
是
愛
吟
詩

詩
是
堯
夫
試
筆
時

蒼
海
有
神
捜
鯨
鲵

陸
沉
無
水
蔵
蛟
螭

以
至
死
生
猶
処
了

自
余
栄
辱
可
知
之

岌
嶲
五
千
仞
華
岳

汪
洋
十
万
頃
黄
陂

適
居
堂
上
行
堂
上

或
在
水
湄
言
水
湄

都
与
收
来
入
近
題

堯
夫
非
是
愛
吟
詩

不
止
省
心
兼
省
力

堯
夫
非
是
愛
吟
詩

（23

）

（44
）

堯
夫
非
是
愛
吟
詩

詩
是
堯
夫
試
墨
時

堯
夫
非
是
愛
吟
詩

詩
是
堯
夫
春
出
時

十
室
邑
中
須
有
信

三
人
行
処
岂
無
師

一
点
両
点
小
雨
過

三
声
五
声
流
鶯
啼

謀
謨
不
講
遠
疏
略

思
慮
傷
多
又
忸
怩

杯
深
似
錦
花
間
酔

車
穏
如
茵
草
上
帰

機
会
失
時
尋
不
得

堯
夫
非
是
愛
吟
詩

更
在
太
平
無
事
日

堯
夫
非
是
愛
吟
詩

（46

）

（87

）

堯
夫
非
是
愛
吟
詩

詩
是
堯
夫
秋
出
時

堯
夫
非
是
愛
吟
詩

詩
是
堯
夫
信
脚
時

楼
上
清
風
猶
足
喜

水
辺
芳
草
未
全
衰

高
祖
宅
前
花
似
錦

魏
王
堤
畔
柳
如
糸

才
涼
便
可
停
新
酒

薄
暮
初
能
著
夹
衣

因
閑
看
水
行
来
遠

就
便
遊
園
帰
去
遅

都
没
人
間
浪
憂
事

堯
夫
非
是
愛
吟
詩

毎
遇
好
風
還
眷
眷

堯
夫
非
是
愛
吟
詩

（92

）

（121

）
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堯
夫
非
是
愛
吟
詩

詩
是
堯
夫
睡
覚
時

堯
夫
非
是
愛
吟
詩

詩
是
堯
夫
談
笑
時

夢
後
旧
歓
初
仿
佛

酒
醒
前
事
略
依
稀

国
士
待
人
能
尽
意

山
翁
道
我
会
開
眉

任
経
生
死
心
無
異

虽
隔
江
湖
路
不
迷

盏
随
酒
量
徐
徐
飲

榻
逐
花
陰
旋
旋
移

因
向
此
中
観
至
理

堯
夫
非
是
愛
吟
詩

此
楽
再
尋
非
易
得

堯
夫
非
是
愛
吟
詩
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第
二
章

蒋
士
銓
及
び
山
陽
・
旭
荘
詩
と
の
関
わ
り
―
曙
覧
詠
寒
和
歌
考
―

は
じ
め
に

近
世
後
末
期
の
歌
人
橘
曙
覧
の
歌
に
は
、
出
典
や
趣
向
の
と
り
な
し

な
ど
、
漢
詩
文
と
関
わ
り
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。

先
行
文
献
で
は
、
例
え
ば
折
口
信
夫
編
の
『
曙
覧
の
研
究
』
（
東
京
高

遠
書
房
、
昭
和
九
年
）
に
、
曙
覧
の
漢
詩
文
の
摂
取
に
つ
い
て
指
摘
し

た
箇
所
が
多
く
見
ら
れ
、
土
岐
善
麿
校
注
『
宗
武
・
曙
覧
歌
集
』
（
朝

日
新
聞
社
、
昭
和
二
十
五
年
）
に
も
、
曙
覧
の
歌
を
漢
文
典
籍
と
関
わ

ら
せ
た
注
釈
が
多
く
見
え
る
。
さ
ら
に
、
水
島
直
文
・
橋
本
政
宣
編
注

『
橘
曙
覧
全
歌
集
』
（
岩
波
書
店
、
平
成
十
一
年
）
に
は
、
曙
覧
の
歌

を
漢
詩
文
と
関
わ
ら
せ
た
注
釈
が
最
も
ま
と
ま
っ
て
み
ら
れ
る
。
ま
た
、

近
年
で
は
、
前
川
幸
雄
「
橘
曙
覧
の
短
歌
へ
の
陶
淵
明
の
作
品
の
影
響

に
つ
い
て
」
注
一

、
「
橘
曙
覧
と
邵
雍
と
―
「
独
楽
吟
」
と
「
首
尾
吟
」

の
関
係
に
つ
い
て
―
」
注
二

、
及
び
拙
稿
「
橘
曙
覧
「
独
楽
吟
」
の
表
現

形
式
と
漢
詩
受
容
の
可
能
性
―
邵
雍
「
首
尾
吟
」
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ

て
―
」
注
三

、
な
ど
の
研
究
論
文
が
、
曙
覧
の
漢
詩
文
摂
取
に
つ
い
て
論

じ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
は
、
曙
覧
の
漢
詩
文
摂
取
に
つ
い
て
、
多
く
は
中
国

の
古
典
籍
と
関
わ
ら
せ
て
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
の
関
連
の
漢
籍
は
、

時
代
と
し
て
は
先
秦
か
ら
元
ま
で
わ
た
っ
て
お
り
、
摂
取
の
範
囲
、
対

象
と
し
て
は
、
『
詩
経
』
『
論
語
』
『
史
記
』
『
漢
書
』
な
ど
の
典
籍
や
、

陶
淵
明
、
杜
甫
、
白
楽
天
ら
漢
詩
人
の
作
品
な
ど
、
経
・
史
・
子
・
集

の
す
べ
て
の
部
類
に
渡
っ
て
い
る
。
一
方
、
日
本
漢
詩
と
関
わ
ら
せ
た

指
摘
も
み
ら
れ
る
が
、
た
だ
し
菅
原
道
真
の
詩
や
『
和
漢
朗
詠
集
』
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
実
際
に
、
曙
覧
の
家
集
『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
、

及
び
岩
波
文
庫
本
『
橘
曙
覧
全
歌
集
』
に
編
集
さ
れ
た
曙
覧
の
拾
遺
歌

か
ら
み
れ
ば
、
そ
の
摂
取
の
範
囲
や
関
連
す
る
漢
詩
文
の
時
代
な
ど
に

つ
い
て
、
ま
だ
検
討
す
る
余
地
が
残
っ
て
い
る
。

特
に
本
稿
で
は
、
曙
覧
の
「
寒
僕
」
な
ど
、
「
寒
」
の
字
を
冠
し
た

歌
題
に
す
る
一
群
の
題
詠
が
、
清
の
蒋
士
銓
の
詩
「
消
寒
雑
詠
和
王
蔗

村
太
守
十
首
」
及
び
そ
の
影
響
を
受
け
た
頼
山
陽
、
広
瀬
旭
荘
の
詩
と

深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
点
を
中
心
に
述
べ
る
。
併
せ
て
、
「
妓
院
雪
」

「
侠
家
雪
」
「
書
中
乾
胡
蝶
」
な
ど
、
和
歌
に
お
い
て
一
般
に
は
見
ら

れ
な
い
曙
覧
の
歌
題
と
旭
荘
、
茶
山
の
詩
題
と
の
関
係
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
、
そ
の
摂
取
の
様
相
を
考
察
す
る
。

一
、
曙
覧
の
詠
寒
和
歌

『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
、
及
び
岩
波
文
庫
本
『
橘
曙
覧
全
歌
集
』
に

載
る
拾
遺
歌
（
以
下
は
簡
略
に
拾
遺
歌
と
称
す
）
に
は
次
の
よ
う
な
詠
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寒
の
歌
が
あ
る
。

寒
僕

な
り
ひ
さ
ご
市
よ
り
取
て
く
る
酒
も
お
の
が
夜
さ
む
は
温
め
ぬ
な

り

（
二
〇
九
）

降
た
ま
る
霙
の
中
に
足
い
れ
て
ふ
る
ふ
ふ
る
ふ
も
人
の
し
り
ゆ
く

（
二
一
〇
）

寒
婢

鶏
の
音
に
よ
び
お
こ
さ
れ
て
う
つ
石
も
と
る
手
わ
な
な
く
暁
の
霜

（
二
一
一
）

寒
灯

と
も
す
れ
ば
沈
む
灯
火
か
き
か
き
て
苧
を
う
む
窓
に
霰
う
つ
こ
ゑ

（
二
一
二
）

寒
猫

埋
火
に
夜
が
れ
せ
ず
な
る
老
ね
こ
ま
霙
に
ぬ
る
る
妻
ご
ひ
は
せ
で

（
二
一
三
）

寒
枕

冷
い
ら
む
夜
を
も
い
と
は
で
う
れ
し
き
は
さ
し
の
べ
た
り
し
妹
が

手
ま
く
ら

（
二
一
四
）

寒
樵

霜
の
枝
拾
ふ
わ
ら
は
の
山
か
せ
ぎ
母
も
門
に
や
こ
ご
え
ま
つ
ら
む

（
九
九
二
）

寒
猫

埋
火
の
も
と
た
ち
さ
ら
ぬ
此
猫
よ
夜
が
れ
わ
ぶ
ら
む
妻
も
思
は
で

（
一
〇
四
七
）

（
歌
番
号
は
岩
波
文
庫
本
『
橘
曙
覧
全
歌
集
』
に
よ
る
。
以
下
同
）

こ
れ
ら
は
、
二
〇
九
番
歌
か
ら
二
一
四
番
歌
ま
で
の
六
首
は
『
志
濃

夫
廼
舎
歌
集
』
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
連
作
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

九
九
二
番
歌
と
一
〇
四
七
番
歌
は
拾
遺
歌
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
こ
れ
も
、

二
〇
九
番
以
下
の
六
首
の
連
作
と
同
じ
時
期
に
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
一
群
の
歌
の
内
容
を
見
て
み
れ
ば
、
「
寒
僕
」
と
題

す
る
冒
頭
二
首
と
「
寒
婢
」
一
首
は
、
冬
の
寒
さ
に
、
主
人
に
酒
を
買

う
た
め
に
市
に
通
う
下
僕
の
こ
と
と
、
早
朝
の
厳
し
い
寒
さ
に
耐
え
な

が
ら
仕
事
を
始
め
る
婢
女
の
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。
そ
の
次
の
一
首
「
寒

灯
」
は
、
対
象
が
特
定
で
き
な
い
が
、
こ
れ
は
九
九
二
番
歌
「
寒
樵
」

と
同
じ
く
、
社
会
の
下
層
の
人
々
が
、
厳
し
い
寒
さ
の
中
で
過
酷
な
労

働
を
し
て
い
る
有
様
を
写
し
取
っ
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し

て
、
二
一
三
番
歌
「
寒
猫
」
と
二
一
四
番
歌
「
寒
枕
」
、
及
び
一
〇
四

七
番
の
拾
遺
歌
「
寒
猫
」
は
、
曙
覧
が
身
辺
の
実
在
す
る
物
事
を
写
し

取
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
中
に
、
一
〇
四
七
番
の
拾
遺
歌
は
二
一
三
番

歌
と
同
じ
く
猫
の
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
が
、
恐
ら
く
、
曙
覧
が
自
か
ら
、

出
来
が
あ
ま
り
良
く
な
い
と
い
う
判
断
で
、
『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
に

取
り
入
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

次
に
、
こ
の
一
群
の
歌
題
に
注
目
し
た
い
。
「
寒
僕
」
を
初
め
、
「
寒

婢
」
「
寒
猫
」
「
寒
樵
」
な
ど
、
す
べ
て
が
「
寒
」
の
字
を
冠
し
て
、

連
作
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
寒
」
の
字
を
冠
し

た
二
字
の
歌
題
は
、
当
時
の
和
歌
に
お
い
て
い
か
な
る
状
況
で
あ
っ
た
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か
に
つ
い
て
調
べ
て
み
よ
う
。
例
え
ば
『
類
題
鰒
玉
集
』
注
四

及
び
『
類

題
和
歌
鴨
川
集
』
注
五

の
場
合
で
は
、
表
１
に
示
し
た
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。歌

集

部
立

歌
題

『
類
題
鰒
玉
集
』
初
編

冬

寒
雁
・
寒
蘆
・
寒
樹

同

二
編

冬

寒
草
・
寒
蘆
・
寒
松

同

三
編

冬

寒
草
・
寒
蘆
・
寒
樹

同

四
編

冬

寒
草
・
寒
蘆
・
寒
樹
・
寒
松

同

五
編

冬

寒
蘆
・
寒
樹

雑

寒
泉

同

六
編

冬

寒
草
・
寒
蘆
・
寒
樹
・
寒
松
・
寒
月

同

七
編

冬

寒
草
・
寒
蘆
・
寒
樹
・
寒
松
・
寒
月

雑

寒
水

『

類

題

和

歌

鴨

川

集

』

初

冬

寒
草
・
寒
蘆
・
寒
松

編
同

次
郎
集

冬

寒
草
・
寒
蘆
・
寒
樹
・
寒
松
・
寒
雁

同

三
郎
集

冬

寒
草
・
寒
蘆
・
寒
松

同

四
郎
集

冬

寒
草
・
寒
蘆
・
寒
樹
・
寒
松
・
寒
林

同

五
郎
集

冬

寒
草
・
寒
蘆
・
寒
樹
・
寒
松

表
１

つ
ま
り
、
当
時
の
和
歌
で
は
、
表
１
の
よ
う
に
、
「
寒
草
」
「
寒
蘆
」

「
寒
松
」
「
寒
樹
」
「
寒
月
」
「
寒
水
」
な
ど
、
草
、
蘆
、
松
、
樹
木
と

い
う
植
物
、
そ
し
て
雁
、
月
、
水
な
ど
を
取
り
入
れ
て
「
寒
」
の
字
を

冠
し
た
歌
題
は
一
般
的
に
見
ら
れ
る
が
、
曙
覧
の
「
寒
僕
」
「
寒
婢
」

「
寒
猫
」
の
よ
う
な
歌
題
は
見
ら
れ
な
い
。

二
、
頼
山
陽
の
「
四
寒
詠
」

さ
て
、
こ
れ
ら
『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
に
収
め
ら
れ
た
「
寒
僕
」
か

ら
「
寒
猫
」
ま
で
の
一
群
の
歌
の
よ
う
に
、
連
作
の
各
首
の
歌
題
す
べ

て
が
「
寒
」
の
字
を
冠
し
た
例
は
、
普
通
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
も

の
と
思
わ
れ
る
。
事
実
、
『
新
編
国
歌
大
観
』C

D
-R

O
M

版
な
ど
で
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
和
歌
に
お
い
て
は
、
曙
覧
の
例
の
み
で
あ
り
、
ほ
か

に
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
そ
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
漢
詩
か
ら
の

受
容
が
考
え
ら
れ
、
中
で
も
、
頼
山
陽
の
「
四
寒
詠
」
と
の
か
か
わ
り

が
も
っ
と
も
深
い
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
「
四
寒
詠
」
の
内
容
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
寒
犬
」
一
首
は
本
稿
の
論
旨
と
か
か
わ

ら
な
い
た
め
、
詩
の
内
容
を
省
略
し
た
。

四
寒
詠

四
寒
詠

か
ん

え
い

蔣
蔵
園
有
二

十
寒
詠
一

。

蔣

蔵
園
に
十
寒
詠
あ
り
。

し
ょ
う
ぞ
う
え
ん

か
ん

え
い

大
抵
係
二

無
情
物
一

。

大
抵
無
情
物
に
係
る
。

だ
い
て
い

む
じ
ょ
う
ぶ
つ

か
か

余
就
二

有
情
中
一

余
有
情
中
に
就
い
て

よ

う
じ
ょ
う
ち
ゅ
う

抜
二

痛
痒
最
相
関
者
一

、

痛
痒
最
も
相
関
す
る
者
を
抜
き
、

つ
う
よ
う

そ
う
か
ん

作
二

四
寒
詩
一

四
寒
詩
を
作
る

か
ん

し

寒
僕

寒
僕

か
ん

ぼ
く

渠
亦
人
児
語
惻
然

渠
も
亦
人
の
児
、
語
惻
然
。

か
れ

こ

ご

そ
く

ぜ
ん

胼
胝
此
際
最
堪
レ

憐

胼
胝
こ
の
際
、
最
も
憐
れ
む
に
堪
へ
た
り
。

へ

ん

ち

た
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雪
郊
尋
レ

路
随
二

驢
後
一

雪
郊
路
を
尋
ね
て
、
驢
の

後

に
随
ひ
、

せ
つ
こ
う

み
ち

ろ

し
り
え

霜
暁
開
レ

門
趁
二

狗
先
一

霜

暁

門
を
開
い
て
、
狗
の
先
を
趁
ふ
。

そ
う

ぎ
ょ
う

く

お

氷
結
二

長
鬚
一

汲
レ

泉
夕

氷
は
長

鬚
に
結
ぶ
、
泉
を
汲
む
の
夕
。

ち
ょ
う
し
ゅ

風
吹
二

禿
髪
一

送
レ

窮
天

風
は
禿
髪
を
吹
く
、

窮

を
送
る
の
天
。

と
く

は
つ

き
ゅ
う

防
レ

寒
瓢
酒
分
二

餘
瀝
一

寒
を
防
ぐ

瓢

酒
、
餘
瀝
を
分
か
た
ん
。

ひ
ょ
う

し
ゅ

よ

れ

き

豈
可
三

終
朝
労
二

汝
肩
一

豈
に
終

朝
、
汝

が
肩
を
労
す
べ
け
ん
や
。

し
ゅ
う
ち
ょ
う

な
ん
じ

寒
婢

寒
婢

か

ん

ぴ

破
屋
猶
従
旧
主
人

破
屋
猶
ほ
従
ふ
、
旧
主
人
。

履
レ

霜
赤
脚
太
酸
辛

霜
を
履
む
赤
脚
、

太

だ
酸
辛
。

は
な
は

景
忙
寧
暇
眉
成
レ

繭

景
忙
し
く
寧
に
暇
あ
ら
ん
や
、
眉
繭
を

ま
ゆ

成
す
に
、

水
凍
無
レ

論
手
欲
レ

亀

水
凍
つ
て
論
な
し
、
手
亀
せ
ん
と
欲
す
。

早
起
擷
レ

蔬
遭
二

雪
没
一

早
起
、
蔬
を
擷
つ
て
雪
の
没
す
る
に
遭
ひ
、

そ

と

遅
眠
補
レ

綻
与
レ

燈
親

遅
眠
、

綻

び
を
補
つ
て
燈
と
親
し
む
。

ほ
こ
ろ

註
レ

詩
鄭
叟
還
呵
レ

筆

詩
に
註
す
る
鄭
叟
、
還
筆
を
呵
す
。

て
い
そ
う

ま
た

か

何
忍
泥
中
肆
二

怒
瞋
一

何
ぞ
忍
び
ん
、
泥
中
怒
瞋
を

肆

ど

し

ん

ほ
し
い
ま
ま

に
す
る
に
。

寒
犬

（
略
）

寒
猫

寒

猫

か
ん
び
ょ
う

冬
烘
瑟
縮
愛
二

吾
廬
一

冬

烘

瑟

縮
、
吾
が
廬
を
愛
す
。

と
う
き
ゅ
う

し
つ
し
ゅ
く

自
咲
疎
慵
酷
類
レ

渠

自
ら
咲
ふ
疎
慵
、
酷

だ
渠
に
類
す
る
を
。

み

ず

か

わ
ら

そ
し
ょ
う

は
な
は

か
れ

矮
室
既
熏
寧
有
レ

鼠

矮
室
既
に
熏
ず
、
寧
鼠
有
ら
ん
や
、

あ
い
し
つ

く
ん

あ
に

貧
廚
経
レ

凍
最
無
レ

魚

貧

廚
凍
を
経
て
、
最
も
魚
な
し
。

ひ
ん
ち
ゅ
う
と
う

へ

う
お

宵
長
衾
角
眠
分
レ

半

宵
長
く
し
て
、
衾
角
眠
る
に
半
ば
を
分

よ
る

き
ん
か
く

な
か

か
ち
、

午
暖
爐
辺
坐
借
餘

午
暖
く
爐
辺
に
坐
し
て
、
餘
を
借
る
。

ひ
ま

卻
是
咿
咿
呼
レ

儷
去

卻

て
是
咿
咿
と
、
儷
を
呼
び
て
去
る
、

か
え
つ

こ
れ

い

い

つ
ま

鄰
檐
梅
影
月
昇
初

鄰
檐
の
梅
影
、
月
昇
り
初
め
た
り
。

り
ん
え
ん

ば
い

え
い

こ
の
「
四
寒
詠
」
は
、
天
保
四
年
刊
『
山
陽
詩
鈔
』
に
収
め
ら
れ
る
、

頼
山
陽
が
文
政
四
年
に
作
っ
た
連
作
で
あ
る
注
六

。

例
の
如
く
、
山
陽

の
「
四
寒
詠
」
は
、
「
寒
僕
」
「
寒
婢
」
「
寒
犬
」
「
寒
猫
」
の
四
つ
の

題
を
詠
ん
だ
も
の
で
、
曙
覧
の
詠
寒
和
歌
の
歌
題
「
寒
僕
」
「
寒
婢
」

「
寒
猫
」
が
こ
れ
に
一
致
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
内
容
に
お
い
て
両
者

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
以
下
、
山
陽
詩
と
曙
覧
歌
を
対

照
的
に
見
て
み
た
い
。

ま
ず
、
山
陽
の
連
作
の
冒
頭
一
首
「
寒
僕
」
は
、
寒
中
に
働
く
下
僕

の
苦
労
に
同
情
し
て
詠
じ
た
も
の
で
あ
り
、
二
〇
九
番
と
二
一
〇
番
二

首
の
曙
覧
歌
「
寒
僕
」
は
こ
れ
と
同
じ
趣
で
詠
じ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
山
陽
の
詩
で
は
、
「
寒
を
防
ぐ
瓢
酒
餘
瀝
を
分
か
た
ん
、
豈
に

終
朝
汝
が
肩
を
労
す
べ
け
ん
や
」
と
、
下
僕
の
こ
と
を
憫
察
し
、
瓢
箪

の
底
に
残
っ
た
酒
を
彼
に
あ
げ
て
や
ろ
う
と
詠
じ
た
の
に
対
し
、
曙
覧

の
歌
は
、
寒
さ
に
耐
え
て
市
か
ら
買
っ
て
き
た
酒
も
、
お
の
れ
の
夜
さ

む
は
温
め
て
く
れ
な
い
の
だ
と
、
下
僕
に
同
情
し
て
詠
ん
で
い
る
。
ま

た
、
山
陽
詩
の
「
雪
郊
路
を
尋
ね
て
驢
の
後
に
随
ひ
」
と
い
う
一
句
、

つ
ま
り
下
僕
が
ロ
バ
の
後
ろ
に
随
っ
て
歩
く
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
に

対
し
て
、
曙
覧
は
、
し
も
べ
が
「
ふ
る
ふ
ふ
る
ふ
も
人
の
し
り
ゆ
く
」

と
、
つ
ま
り
身
を
震
わ
せ
な
が
ら
人
の
後
に
つ
い
て
行
く
と
詠
じ
て
い

る
。
そ
こ
に
山
陽
詩
の
趣
向
を
や
や
転
じ
て
取
り
込
ん
だ
面
白
さ
も
感
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じ
と
れ
る
。

山
陽
詩
「
寒
婢
」
は
、
寒
中
の
下
女
の
働
き
を
詠
じ
た
も
の
で
、
二

一
一
番
の
曙
覧
歌
「
寒
婢
」
も
こ
れ
と
同
じ
趣
向
で
詠
ん
だ
も
の
。
中

で
も
山
陽
詩
の
第
六
句
「
早
起
蔬
を
擷
っ
て
雪
の
没
す
る
に
遭
ひ
」
と

い
う
表
現
を
曙
覧
は
意
識
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
曙
覧

が
「
寒
婢
」
の
下
の
句
に
「
と
る
手
わ
な
な
く
暁
の
霜
」
と
詠
ん
だ
の

は
、
こ
の
山
陽
の
詩
句
に
お
け
る
、
冬
日
の
早
朝
の
厳
し
い
寒
さ
に
、

下
女
が
雪
に
没
し
た
野
菜
「
蔬
」
を
手
に
取
っ
た
と
た
ん
の
感
覚
と
、

下
女
の
手
が
霜
が
つ
い
た
火
打
石
（
曙
覧
歌
の
場
合
）
に
触
っ
た
瞬
間

の
感
触
を
巧
み
に
統
合
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
山
陽
詩
「
寒
猫
」
で
は
、
暖
爐
か
ら
離
れ
な
い
猫
の
こ
と
を

詠
じ
た
の
に
対
し
て
、
曙
覧
が
同
じ
く
「
寒
猫
」
と
い
う
歌
題
を
用
い

て
、
灰
の
中
に
埋
め
た
炭
火
を
目
指
し
て
毎
晩
必
ず
や
っ
て
く
る
老
い

猫
の
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。
中
で
も
、
山
陽
の
詩
が
「
卻
て
是
れ
咿
咿

と
、
儷
を
呼
び
て
去
る
」
と
、
つ
れ
あ
い
と
と
も
に
去
っ
て
ゆ
く
猫
の

こ
と
を
詠
じ
て
い
る
の
に
対
し
、
曙
覧
は
二
一
三
番
歌
に
「
夜
が
れ
せ

ず
な
る
」
、
一
〇
四
七
番
歌
に
「
夜
が
れ
わ
ぶ
ら
む
」
と
、
妻
の
夜
離

れ
る
こ
と
を
つ
ら
く
思
う
猫
の
こ
と
を
詠
じ
て
お
り
、
山
陽
詩
の
趣
を

転
じ
て
詠
み
込
ん
だ
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
曙
覧
の
詠
寒
和
歌
の
歌
題
「
寒
僕
」
「
寒
婢
」

と
「
寒
猫
」
は
、
題
、
内
容
と
も
に
山
陽
の
「
四
寒
詠
」
に
由
来
し
た

も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
「
寒
僕
」
と
「
寒
婢
」
に
お
い
て
は
、

山
陽
の
詠
み
ぶ
り
に
強
い
刺
戟
を
受
け
て
、
同
じ
題
で
詠
作
に
及
ん
だ

も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
も
そ
も
、
曙
覧
と
山
陽
と
の
ゆ
か
り
に
は
浅
か
ら
ぬ
も
の
が
見
受

け
ら
れ
る
。
ま
ず
、
曙
覧
の
長
男
井
手
今
滋
の
求
め
に
よ
っ
て
、
依
田

学
海
が
撰
し
た
「
井
手
曙
覧
翁
墓
碣
銘
」
に
よ
れ
ば
、
曙
覧
は
二
十
一

歳
の
こ
ろ
、
京
都
に
上
り
、
頼
山
陽
門
下
の
児
玉
旗
山
の
塾
に
学
ん
で

い
た
と
い
う
。

甫
二
歳
喪
妣
、
十
五
喪
考
、
哀
痛
欲
帰
佛
、
為
親
戚
所
沮
止
、
乃

遊
京
師
、
就
児
玉
士
敬
修
学
、
未
幾
而
帰
、
天
保
十
年
遊
江
戸
、

既
而
意
有
所
決
、
譲
産
於
弟
、
専
従
文
学
、
研
究
国
典
、
傍
善
和

歌
、
甞
景
慕
本
居
宣
長
、
倣
万
葉
集
体
、
然
磨
練
出
新
、
不
必
踏

襲
也
注
七

（
甫
二
歳
に
し
て
妣
を
喪
ひ
、
十
五
歳
に
し
て
考
を
喪
ふ
。
哀
痛

し
て
佛
に
帰
さ
ん
と
欲
し
、
親
戚
の
沮
止
す
る
所
と
為
る
。
乃
ち

そ

し

京
師
に
遊
び
、
児
玉
士
敬
に
就
き
て
学
を
修
め
、
未
だ
幾
ば
く
な

ら
ず
し
て
帰
る
。
天
保
十
年
江
戸
に
遊
ぶ
。
既
に
し
て
意
に
決
す

る
所
有
り
。
産
を
弟
に
譲
り
、
文
学
に
専
従
し
、
国
典
を
研
究
し
、

傍
ら
和
歌
を
善
く
す
。
嘗
に
本
居
宣
長
を
景
慕
し
、
万
葉
集
の
体

つ
ね

け

い

ぼ

に
倣
ふ
。
然
れ
ど
も
磨
練
し
て
新
し
き
を
出
し
、
必
ず
し
も
踏
襲

せ
ざ
る
な
り
）

傍
線
部
「
乃
ち
京
師
に
遊
び
、
児
玉
士
敬
に
就
き
て
学
を
修
め
、
未

だ
幾
ば
く
な
ら
ず
し
て
帰
る
」
は
、
曙
覧
が
児
玉
旗
山
に
つ
い
て
学
ん

だ
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
児
玉
士
敬
は
、
号
旗
山
、
通
称
三
郎
、
字
は

士
敬
と
い
い
、
頼
山
陽
に
師
事
し
た
。

ま
た
、
今
滋
自
身
が
撰
し
た
「
橘
曙
覧
小
伝
」
に
も
、
「
後
遂
に
窃

に
京
師
に
赴
き
、
故
頼
山
陽
翁
の
高
弟
児
玉
三
郎
の
塾
に
入
る
」
注
八

と
、



- 29 -

や
は
り
曙
覧
が
児
玉
旗
山
に
学
ん
だ
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

ま
た
、
曙
覧
の
歌
や
文
章
の
中
に
も
、
山
陽
の
こ
と
に
つ
い
て
触
れ

る
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
曙
覧
五
十
歳
の
時
、
頼
山
陽
の
旧

居
「
山
紫
水
明
処
」
を
訪
れ
て
宿
泊
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
曙
覧
は
旅

行
記
『
榊
の
薫
』
の
中
に
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
た
。

や
や
時
う
つ
る
ま
で
物
が
た
り
し
、
い
ま
は
か
へ
り
な
ん
と
い
ふ

に
、
み
や
ど
り
は
い
づ
こ
に
か
し
給
へ
る
と
問
へ
ば
室
ま
ち
な
る

安
藤
氏
に
今
日
も
の
し
侍
り
つ
る
が
明
日
よ
り
三
ぽ
ん
木
な
る
山

紫
水
明
処
と
か
い
へ
る
に
、
か
り
居
し
侍
ら
ん
と
す
と
こ
た
ふ
。

山
紫
水
明
処
は
、
も
と
頼
山
陽
の
幽
居
な
り
け
る
が
山
陽
な
く
な
り
て
の
ち
、
安
藤
氏
か
ひ
と
り
て
、
今
は
此
家
の
別
業
に
せ
ら
れ

た
る
な
り
。
お
の
が
此
度
に
物
し
け
る
、
同
じ
く
は
静
な
る
と
こ
ろ
よ
か
め
り
と
て
安
藤
氏
、
こ
の
別
業
を
し
ば
ら
く
か
し
く
れ
た

るな
（
中
略
）

む
ら
さ
き
に
匂
へ
る
山
よ
す
き
と
ほ
る
水
の
な
が
れ
よ
見
あ

く
時
な
き

こ
よ
な
う
を
か
し
き
山
紫
水
明
処
や
、
頼
山
陽
が
あ
り
し
昔
思
ひ

や
ら
る
。
此
人
な
く
な
り
て
今
は
三
十
と
せ
ば
か
り
に
な
り
ぬ
ら

む
を
、
こ
こ
の
け
し
き
の
、
さ
り
げ
な
う
な
が
く
つ
た
は
り
、
あ

は
れ
と
見
ら
ん
人
の
目
を
た
の
し
ま
し
む
る
、
山
水
無
当
主

山

属
愛
山
人
と
い
へ
る
古
し
へ
の
人
の
言
の
は
、
そ
ぞ
ろ
に
思
ひ
出
ら
れ

人
の
よ
の
う
つ
り
行
あ
は
れ
さ
涙
さ
し
ぐ
ま
れ
て
か
な
し
う
覚
ゆ
。
注
九

右
は
、
文
久
元
年
九
月
二
十
六
日
、
曙
覧
が
大
田
垣
蓮
月
の
も
と
を

訪
れ
、
別
れ
る
際
、
蓮
月
に
泊
ま
る
場
所
に
つ
い
て
た
ず
ね
ら
れ
た
の

に
対
し
、
室
町
の
安
藤
氏
注
十

の
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
が
、
明
日
か
ら

は
「
山
紫
水
明
処
」
に
泊
ま
る
予
定
と
答
え
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

曙
覧
は
、
「
山
紫
水
明
処
」
が
頼
山
陽
の
旧
居
で
あ
り
、
安
藤
氏
に
よ

っ
て
し
ば
ら
く
居
住
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
割
注
で
説
明
し
て
い
る
。
ま

た
、
別
段
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
「
山
紫
水
明
処
」
を
詠
じ
、
山
陽
の
こ

と
を
偲
ん
で
い
た
。

こ
う
し
た
山
陽
と
曙
覧
の
ゆ
か
り
を
考
え
併
せ
る
と
、
曙
覧
が
山
陽

の
詩
に
親
し
ん
で
い
た
と
い
う
推
定
も
首
肯
さ
れ
よ
う
。
よ
っ
て
、
曙

覧
の
詠
寒
和
歌
の
う
ち
、
「
寒
僕
」
「
寒
婢
」
「
寒
猫
」
と
い
う
歌
題
は
、

山
陽
の
詩
に
よ
り
発
想
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

三
、
曙
覧
の
「
寒
樵
」
歌
と
蒋
士
銓
の
「
寒
樵
」
詩

さ
て
、
前
掲
の
曙
覧
の
詠
寒
和
歌
の
う
ち
、
「
寒
灯
」
「
寒
枕
」
「
寒

樵
」
の
題
は
山
陽
詩
に
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
山
陽
の
「
四
寒
詠
」

の
序
に
、
「
蔣
蔵
園
に
十
寒
詠
あ
り
。
大
抵
無
情
物
に
係
る
。
余
有
情

中
に
就
い
て
痛
痒
最
も
相
関
す
る
者
を
抜
き
、
四
寒
詩
を
作
る
」
と
あ

る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
つ
ま
り
、
山
陽
は
蒋
蔵
園
の
『
十
寒
詠
』
を

参
考
に
し
て
「
四
寒
詠
」
を
作
っ
た
と
自
ら
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

蒋
蔵
園
「
十
寒
詠
」
と
は
、
清
の
蒋
士
銓
の
七
律
連
作
「
消
寒
雑
詠
和

王
蔗
村
太
守
十
首
」
を
さ
し
て
い
る
注
十
一

。

蒋
士
銓
は
、
清
代
の
詩
人
、
劇
作
家
で
あ
り
、
字
は
心
余
・
苕
生
、

号
は
清
容
・
蔵
園
、
晩
年
は
ま
た
定
甫
と
号
し
た
。
江
西
省
鉛
山
県
の

人
。
雍
正
三
年
（1725

）
生
、
乾
隆
五
十
年
（1785

）
没
、
享
年
は
六

十
一
歳
。
乾
隆
二
十
二
年
（1757

）
に
進
士
に
選
ば
れ
、
翰
林
院
編
修
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を
授
け
ら
れ
た
。
素
直
な
性
格
の
た
め
、
官
界
の
慣
習
に
馴
染
め
な
い

と
自
覚
し
、
在
官
八
年
に
し
て
、
母
を
携
え
て
郷
里
に
帰
る
。
し
か
し
、

忠
君
愛
国
と
い
う
信
念
を
抱
え
つ
つ
、
晩
年
の
五
十
四
歳
の
時
、
再
び

朝
廷
の
召
請
に
応
じ
て
上
京
し
、
国
史
館
の
纂
修
官
と
な
る
が
、
五
十

九
歳
で
病
気
の
た
め
暇
を
請
う
て
帰
り
、
遂
に
仕
官
の
途
を
終
え
る

注
十
二

。
蒋
士
銓
の
詩
は
乾
隆
・
嘉
靖
年
間
の
詩
壇
に
お
い
て
大
い
に
評
価
さ

れ
、
袁
枚
、
趙
翼
と
と
も
に
、
乾
隆
朝
の
三
大
家
と
称
さ
れ
て
い
る
。

袁
枚
は
蒋
士
銓
の
詩
風
に
つ
い
て
、
「
蒋
苕
生
与
余
互
相
推
許
、
惟
論

詩
不
合
、
余
不
喜
黄
山
谷
而
喜
楊
誠
斎
、
蒋
不
喜
楊
而
喜
黄
、
可
謂
和

而
不
同
」
（
蒋
苕
生
は
余
と
互
ひ
に
推
許
し
、
た
だ
詩
を
論
ず
る
こ
と

に
合
は
ず
。
余
は
黄
山
谷
を
喜
ば
ず
、
而
し
て
楊
誠
斎
を
喜
ぶ
、
蒋
は

楊
を
喜
ば
ず
、
而
し
て
黄
を
喜
ぶ
、
和
し
て
同
ぜ
ず
と
謂
ふ
べ
し
）
注
十
三

と
述
べ
て
い
る
。
袁
枚
が
楊
万
里
の
風
格
を
推
称
す
る
の
に
対
し
、
蒋
士
銓
は

黄
庭
堅
の
風
格
を
推
重
し
て
い
る
と
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。

作
詩
の
態
度
に
お
い
て
は
、
蒋
士
銓
は
、
第
一
に
踏
襲
を
戒
め
、
唐

宋
の
詩
を
模
倣
す
る
の
で
は
な
く
、
自
己
の
風
格
を
持
つ
こ
と
を
理
想

と
す
る
。
ま
た
、
形
式
や
技
巧
の
工
夫
に
こ
だ
わ
る
こ
と
に
反
対
し
、

自
分
の
真
実
の
感
情
を
率
直
に
表
現
す
る
こ
と
も
主
張
し
て
い
る
。
中

で
も
、
蒋
士
銓
が
作
詩
に
お
い
て
、
性
情
を
重
ん
じ
、
し
か
も
そ
れ
は

「
忠
孝
義
烈
之
心
、
温
柔
敦
厚
之
旨
」
注
十
四

に
帰
着
す
べ
き
で
あ
る
と

述
べ
、
即
ち
儒
家
の
倫
理
と
道
徳
か
ら
逸
脱
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
。

実
際
、
彼
の
詩
に
は
、
自
然
風
物
や
山
水
な
ど
を
詠
じ
た
秀
作
が
多
く

見
ら
れ
る
一
方
で
、
忠
孝
節
烈
と
い
っ
た
も
の
を
称
揚
し
た
作
品
も
多

い
。詩

集
に
は
、
約
二
千
五
百
首
を
収
め
る
刊
本
『
忠
雅
堂
詩
集
』
の
他
、

手
稿
本
が
あ
り
、
『
喩
義
斎
少
作
稿
』
『
寿
萱
堂
詩
鈔
』
『
蔵
園
詩
鈔
』

の
三
つ
か
ら
な
る
。
こ
ち
ら
は
詩
の
総
数
は
四
千
九
百
首
ほ
ど
。
和
刻

本
に
『
忠
雅
堂
詩
集
』
の
抄
録
本
、
平
井
翰
編
、
琴
希
声
序
、
文
化
十

二
年
刊
『
忠
雅
堂
詩
鈔
』
三
卷
本
が
あ
り
、
後
に
梁
川
星
巌
序
の
安
政

五
年
後
修
本
も
出
さ
れ
た
。
な
お
、
唐
本
に
つ
い
て
、
渡
来
本
と
し
て

は
、
大
庭
脩
著
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
研
究
』
注
十
五

に

載
る
「
商
舶
載
来
書
目
」
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
に
、
享
和
二
年
に

渡
来
し
た
『
忠
雅
堂
集
』
の
例
が
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
曙
覧
が

見
た
可
能
性
が
あ
る
も
の
に
は
、
和
刻
本
の
文
化
十
二
年
刊
『
忠
雅
堂

詩
鈔
』
の
ほ
か
、
渡
来
し
た
唐
本
の
『
忠
雅
堂
集
』
も
あ
る
が
、
本
稿

で
は
和
刻
本
『
忠
雅
堂
詩
鈔
』
に
よ
る
『
和
刻
本
漢
詩
集
成
』
第
二
十

輯
補
篇
四
（
古
典
研
究
会
、
昭
和
四
十
九
年
）
の
影
印
よ
り
翻
字
し
た

（
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
よ
っ
た
。
以
下
同
）
。

さ
て
、
和
刻
本
『
忠
雅
堂
詩
鈔
』
中
巻
十
四
・
十
五
丁
に
、
総
題
を

「
消
寒
雑
詠
和
二

王
蔗
村
太
守
ニ

一

十
首
」
と
す
る
七
律
の
連
作
が
あ
る
。

各
首
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
寒
鐘
」
「
寒
岫
」
「
寒
樵
」
「
寒
潮
」
「
寒
罾
」
「
寒

帆
」
「
寒
吠
」
「
寒
鑢
」
「
寒
蔬
」
「
寒
硯
」
と
い
う
詩
題
が
つ
け
ら
れ

る
が
、
こ
れ
ら
が
即
ち
頼
山
陽
の
「
四
寒
詠
」
詩
序
に
見
え
る
『
十
寒

詠
』
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

試
み
に
、
三
首
目
の
「
寒
樵
」
詩
の
み
を
掲
げ
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
本
詩
を
以
下
に
示
す
。



- 31 -

寒
樵

寒
樵

雪
満
峯
腰
細
路
危

雪
満
つ
る
峯
腰
、
細
路
危
ふ
く
、

堕
樵
何
籍
二

斧
斤
一

施
メ

堕
樵
何
に
斧
斤
を
籍
り
て
施
し
て
。

か

湿
薪
氷
重
難
レ

為
レ

束

湿
薪
、
氷
重
う
し
て
束
と
為
し
難
く
、

冷
竃
人
飢
正
待
レ

炊

冷
竃
、
人
飢
ゑ
て
正
に
炊
を
待
つ
。

荷
レ

蕢
行
来
霜
満
レ

担

蕢
を
荷
ひ
て
行
来
す
れ
ば
霜
担
に
満
つ
、

き

こ
う
ら
い

誦
レ

経
帰
去
凍
横
レ

髭

経
を
誦
み
て
帰
へ
り
な
ん
と
す
れ
ば
凍
ほ

り
髭
に
横
た
ふ
。

よ
こ

観
レ

碁
莫
レ

等
終
二

残
局
一

碁
を
観
る
に
、
残
局
を
終
ふ
る
こ
と
を

等
つ
莫
れ
、

ま

な
か

呵
レ

手
愁
他
落
レ

子
遅
キ
ヲ

手
を
呵
し
つ
つ
愁

ふ
、
他
の
子
を
落
と

う
れ

か
れ

す
こ
と
の
遅
き
を
。

詩
題
は
、
曙
覧
の
九
九
二
番
歌
の
歌
題
と
同
じ
く
「
寒
樵
」
で
あ
る
。

樵
夫
の
帰
り
の
遅
さ
を
詠
じ
た
詩
の
趣
が
、
曙
覧
の
「
寒
樵
」
歌
に
通

じ
、
特
に
、
曙
覧
歌
の
初
句
「
霜
の
枝
」
と
、
蒋
詩
の
第
三
句
「
湿
薪
、

氷
重
う
し
て
束
と
為
し
難
く
」
と
第
五
句
「
蕢
を
荷
ひ
て
行
来
す
れ
ば

霜
担
に
満
つ
」
と
は
、
同
じ
く
霜
が
つ
い
て
い
る
薪
を
詠
じ
る
こ
と
で
、

厳
し
い
寒
さ
と
労
作
の
辛
さ
を
表
し
て
い
る
。

第
二
句
に
、
「
堕
樵
」
は
、
地
面
に
落
ち
て
い
る
木
、
枝
な
ど
の
意

味
で
、
一
句
は
、
地
面
に
落
ち
て
い
る
樵
（
薪
の
意
味
）
は
斧
で
切
る

ま
で
も
な
く
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
曙
覧
歌
「
霜
の
枝
拾
ふ
わ
ら
は
の
」
は
、
薪
と
す
る
枝
を
拾
う
意

で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
両
者
に
お
い
て
は
、
薪
を
拾
う
と
い
う
行
為
が
共

通
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
山
陽
の
「
四
寒
詠
」
の
「
蔣
蔵
園
に
十

寒
詠
あ
り
」
と
い
う
序
に
よ
っ
て
、
曙
覧
は
蒋
士
銓
の
詩
集
を
求
め
、

そ
の
中
か
ら
連
作
「
消
寒
雑
詠
和
王
蔗
村
太
守
十
首
」
を
参
考
に
し
、

「
寒
樵
」
と
い
う
歌
題
を
考
え
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

四
、
旭
荘
の
「
寒
樵
」
詩

曙
覧
の
「
寒
樵
」
と
い
う
歌
題
に
影
響
を
与
え
た
も
の
と
し
て
考
え

ら
れ
る
の
は
、
広
瀬
旭
荘
の
七
律
連
作
「
銷
寒
十
詠
用
蒋
士
銓
韻
」
で

あ
る
。
こ
の
連
作
は
嘉
永
元
年
刊
『
梅
墩
詩
鈔
二
編
』
第
二
巻
に
収
め

ら
れ
て
お
り
、
連
作
の
総
題
「
銷
寒
十
詠
。
用
二

蒋
士
銓
韻
一

録
レ
八

」

に
よ
れ
ば
、
旭
荘
が
蒋
士
銓
の
詩
に
よ
っ
て
十
首
を
詠
じ
、
そ
の
内
の

八
首
か
ら
採
っ
た
も
の
と
わ
か
る
。
連
作
の
八
首
の
詩
題
は
「
寒
鐘
」

「
寒
岫
」
「
寒
樵
」
「
寒
帆
」
「
寒
鑢
」
「
寒
吠
」
「
寒
蔬
」
「
寒
硯
」
と

付
け
ら
れ
て
お
り
、
ほ
ぼ
蒋
士
銓
の
原
詩
を
踏
ま
え
て
い
る
注
十
六

。
三

首
目
の
「
寒
樵
」
詩
は
次
の
と
お
り
。

寒
樵

寒
樵

人
跡
依
微
石
径
危

人
跡
依
微
と
し
て
石
径
危
ふ
く
、

い

び

我
斤
将
下

向
二

彼
林
一

施
上

我
が
斤
将
に
彼
の
林
に
向
ひ
て

施

さ

ほ
ど
こ

ん
と
す
。

前
途
雪
満
猶
晨
往

前
途
に
雪
満
つ
れ
ば
、
猶
晨
往
す
る

な
お

こ
と
が
ご
と
く
、

幽
処
雲
生
此
午
炊

幽
処
に
雲
生
づ
れ
ば
、
こ
れ
午
炊
な

ら
ん
。
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凍
桟
中
崩
逢
二

虎
口
一

凍
桟
中
ば
崩
れ
て
虎
口
に
逢
ふ
も
、

風
松
杪
折
得
二

龍
髭
一

風
松
の
杪
折
れ
て
龍
髭
を
得
た
り
。

莫
下

留
二

山
館
一

観
中

棋
局
上

山
館
に
留
ま
り
て
棋
局
を
観
る
こ
と

莫
れ
、

な
か

日
夕
妻
孥
恨
二

汝
遅
一

日
夕
に
は
、
妻
孥
の
汝
が
遅
き
を
恨

ま
ん
。
注
十
七

こ
の
一
首
は
蒋
詩
と
同
じ
く
「
寒
樵
」
と
い
う
詩
題
に
な
っ
て
お
り
、

厳
冬
の
山
中
で
働
く
樵
夫
の
こ
と
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。
尾
句
「
日

夕
に
は
、
妻
孥
の
汝
が
遅
き
を
恨
ま
ん
」
の
、
帰
り
が
遅
い
樵
を
、
家

族
が
心
配
し
て
待
っ
て
い
る
と
い
う
趣
が
、
曙
覧
歌
の
下
の
句
「
母
も

門
に
や
こ
ご
え
ま
つ
ら
む
」
と
相
通
じ
る
。
た
だ
し
、
旭
荘
詩
で
は
、

家
で
待
つ
の
は
妻
と
子
供
で
あ
り
、
曙
覧
の
歌
で
は
、
そ
れ
が
母
親
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
曙
覧
の
「
寒
樵
」
歌
は
、
上
の
句
の
薪

の
わ
ら
は
を
拾
う
の
素
材
を
蒋
士
銓
の
詩
に
と
り
、
下
の
句
の
子
を
待

つ
母
の
姿
を
旭
荘
の
詩
か
ら
構
想
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
曙
覧
と
旭
荘
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、
曙
覧
の
随
筆
の

「
蘆
庵
翁
の
哥
」
一
文
に
、
「
近
き
こ
ろ
、
広
瀬
旭
荘
と
い
ふ
人
が
、

享
保
元
禄
の
こ
ろ
ほ
ひ
の
詩
人
の
、
琴
柱
に

膠

す
と
い
ふ
や
う
な
る
、

に
か
は

風
体
を
あ
ざ
け
り
て
、
白
雲
明
月
の

句
、
多
二

於
魚
卵
の

繁
一

と
い
ひ
た

ふ
う
て
い

り
し
も
、
蘆
庵
翁
の
い
き
ど
ほ
り
に
ひ
と
し
き
心
ば
へ
と
見
え
た
り
」

注
十
八

と
い
う
一
段
が
あ
り
、
規
範
に
と
ら
わ
れ
ず
に
詠
作
し
よ
う
と
い

っ
た
旭
荘
の
態
度
を
、
曙
覧
が
敬
慕
し
た
蘆
庵
に
な
ぞ
ら
え
て
称
賛
し

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
は
旭
荘
の
詩
に
親
し
ん
だ
可
能
性
は
充
分

に
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
「
寒
樵
」
の
よ
う
な
、
題
詠
連
作
の
各
首
の
詩
題
す
べ

て
が
「
寒
」
の
字
を
冠
し
た
例
に
つ
い
て
は
、
蒋
士
銓
の
連
作
が
初
出

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
蒋
士
銓
の
連
作
の
総
題
「
消
寒

雑
詠
」
中
の
「
消
寒
」
は
、
明
末
清
初
の
銭
謙
益
注
十
九

の
七
律
連
作
「
病

榻
消
寒
雑
詠
四
十
六
首
」
の
序
に
「
昇
平
之
日
、
長
安
冬
至
後
内
家
戚

里
競
伝
九
九
消
寒
図
、
取
以
銘
詩
」
注
二
十

（
昇
平
の
日
、
長
安
の
冬
至

後
、
内
家
戚
里
競
っ
て
九
九
消
寒
図
を
伝
う
、
取
り
て
以
っ
て
詩
を
銘
ず
）
と
い
う

一
段
を
想
起
さ
せ
る
。

「
九
九
消
寒
図
」
と
は
、
中
国
の
昔
か
ら
伝
わ
る
風
習
の
一
つ
で
、

冬
至
の
日
か
ら
八
十
一
日
間
を
、
白
抜
き
の
花
を
塗
り
つ
ぶ
し
た
り
、

九
画
の
漢
字
九
文
字
を
一
画
ず
つ
数
え
、
な
ぞ
っ
て
春
を
待
つ
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
こ
の
銭
謙
益
の
「
消
寒
雑
詠
」
は
、
主
に
自
分
の
老
い

や
病
い
、
そ
し
て
懐
旧
な
ど
を
う
た
っ
た
叙
情
的
な
内
容
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
対
し
て
蒋
士
銓
の
詩
は
、
冬
の
日
に
寒
さ
を
し
の
び
な
が
ら
、

漫
ろ
に
詠
じ
た
詠
物
詩
で
あ
る
。
な
お
、
旭
荘
の
連
作
も
同
じ
く
詠
物

詩
で
あ
り
、
総
題
「
銷
寒
十
詠
用
蒋
士
銓
韻
」
の
「
銷
」
の
一
字
は
「
消
」

の
異
体
字
で
あ
る
。

な
お
、
曙
覧
の
詠
寒
和
歌
の
二
一
四
番
歌
の
歌
題
「
寒
枕
」
に
つ
い

て
補
足
す
れ
ば
、
こ
れ
は
蒋
士
銓
の
連
作
に
は
含
ま
れ
ず
、
ま
た
山
陽
、

旭
荘
の
詩
に
も
こ
の
よ
う
な
題
は
見
ら
れ
な
い
。
管
見
の
か
ぎ
り
、
そ

の
他
の
漢
詩
や
和
歌
に
も
見
ら
れ
な
い
題
で
あ
り
、
曙
覧
が
蒋
士
銓
の

十
首
を
も
と
に
、
独
自
に
案
出
し
た
も
の
と
い
え
る
と
思
わ
れ
る
。
そ

こ
に
、
原
典
の
漢
詩
世
界
か
ら
、
更
に
一
歩
広
げ
よ
う
と
す
る
曙
覧
の
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意
図
が
感
じ
ら
れ
よ
う
。

ま
た
、
曙
覧
の
歌
に
は
、
前
節
に
取
り
上
げ
た
詠
寒
の
連
作
の
ほ
か

に
、
ま
た
旭
荘
詩
の
影
響
と
み
ら
れ
る
節
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
な
歌
が
挙
げ
ら
れ
る
。

妓
院
雪

庭
の
雪
た
は
れ
ま
ろ
が
す
少
女
ど
も
其
手
は
誰
に
ぬ
く
め
さ
す
ら

む

（
三
〇
三
）

侠
家
雪

真
荒
男
が
手
ど
り
に
し
つ
る
虎
の
血
の
た
ば
し
り
赤
し
門
の
し
ら

雪

（
三
〇
四
）

ま
れ
人
を
屋
所
に
の
こ
し
て
鳥
う
ち
に
我
は
出
ゆ
く
た
そ
が
れ
の

ゆ
き

（
三
〇
五
）

書
中
乾
胡
蝶

か
ら
に
な
る
蝶
に
は
大
和
魂
を
招
き
よ
す
べ
き
す
べ
も
あ
ら
じ
か

し

（
六
一
）

書
中
乾
胡
蝶

蝶
と
見
て
は
ら
ふ
も
あ
は
れ
こ
れ
や
こ
の
も
ろ
こ
し
人
の
な
れ
る

身
の
は
て

（
一
〇
五
一
）

ま
ず
は
、
三
〇
三
番
歌
と
三
〇
四
、
三
〇
五
番
歌
を
見
て
み
よ
う
。

三
〇
三
番
歌
の
歌
題
は
「
妓
院
雪
」
と
な
っ
て
お
り
、
遊
女
屋
で
禿
た

ち
が
雪
で
戯
れ
て
い
る
様
子
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
三
〇
四
、
三
〇
五

番
歌
二
首
が
と
も
に
「
侠
家
雪
」
と
い
う
歌
題
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

「
侠
家
」
と
は
侠
客
の
家
と
い
う
意
味
で
、
前
者
は
強
勇
な
男
の
こ
と
、

後
者
は
豪
放
な
猟
師
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
三
〇
四
番

歌
に
つ
い
て
は
、
辻
森
秀
英
氏
は
題
画
の
歌
と
評
し
注
二
十
一

、
久
保
田
啓

一
氏
は
、
水
滸
伝
で
虎
を
撲
殺
す
る
武
松
あ
た
り
を
念
頭
に
し
て
詠
ん

だ
も
の
と
指
摘
し
て
い
る
注
二
十
二

が
、
確
か
に
実
際
の
景
を
詠
ん
だ
も
の

と
は
思
わ
れ
ず
、
こ
こ
で
は
、
両
氏
の
意
見
に
賛
同
し
た
い
。
こ
の
「
妓

院
雪
」
「
侠
家
雪
」
と
い
う
歌
題
は
和
歌
に
お
い
て
先
例
が
見
ら
れ
な

い
が
、
『
梅
墩
詩
鈔
二
編
』
第
二
巻
に
所
収
す
る
旭
荘
の
連
作
「
詠
雪

十
首
」
（
録
七
首
）
の
冒
頭
二
首
の
詩
題
が
そ
れ
ぞ
れ
「
妓
院
雪
」
「
侠

家
雪
」
と
な
っ
て
い
る
注
二
十
三

。
内
容
と
し
て
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い

な
い
が
、
題
そ
の
も
の
は
、
曙
覧
が
旭
荘
詩
の
詩
題
か
ら
摂
取
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
六
一
番
歌
と
一
〇
五
一
番
歌
は
歌
題
が
同
じ
く
「
書
中
乾
胡

蝶
」
と
な
っ
て
い
る
。
一
〇
五
一
番
歌
は
拾
遺
歌
で
あ
り
、
恐
ら
く
こ

れ
も
一
〇
四
七
番
歌
「
寒
猫
」
と
同
じ
く
、
不
出
来
な
も
の
と
し
て
『
志

濃
夫
廼
舎
歌
集
』
に
採
録
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
或
い

は
、
六
一
番
歌
の
、
「
か
ら
」
は
死
骸
の
か
ら
と
い
う
意
味
で
、
「
唐
」

に
掛
け
て
、
書
籍
の
丁
の
間
に
挟
ま
れ
て
い
た
ひ
か
ら
び
た
蝶
に
は
、

た
く
ま
し
い
大
和
魂
を
招
き
寄
せ
る
べ
き
す
べ
も
な
い
と
い
う
、
曙
覧

が
国
学
者
と
し
て
の
自
覚
を
強
く
表
し
た
た
め
、
同
題
の
一
〇
五
一
番

歌
よ
り
こ
の
歌
が
上
位
の
も
の
と
い
う
判
断
で
、
歌
集
に
選
び
入
れ
た

と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
「
大
和
魂
」
（
和
魂
）
は
、
曙
覧
が
歌
の

み
で
は
な
く
、
自
作
の
漢
詩
に
も
よ
く
用
い
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
現
存
す
る
曙
覧
の
漢
詩
九
首
の
う
ち
、
三
首
の
中
に
「
和
魂
」
が

見
ら
れ
、
例
え
ば
「
賦
和
魂
」
と
題
し
た
一
首
「
和
魂
和
字
対
唐
言
、

彼
土
蒼
生
乏
此
魂
、
潔
白
貫
天
心
不
怎
、
至
誠
載
上
斥
空
論
（
和
魂
和



注
一
『
国
学
院
中
国
学
会
報
』
第
五
十
六
巻
、
国
学
院
大
学
中
国
学
会
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
。
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字
唐
言
に
対
す
、
彼
土
の
蒼
生
、
此
の
魂
に
乏
し
、
潔
白
し
て
天
を
貫

く
、
心
は
怎
じ
ず
、
至
誠
上
に
載
せ
、
空
論
を
斥
く
）
」
注
二
十
四

が
、
空

理
空
論
の
唐
の
学
問
に
対
す
る
和
の
学
問
の
精
神
を
尊
尚
す
べ
き
と
詠

ん
で
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
出
典
、
趣
向
を
漢
詩
漢
文
に
求
め
な
が
ら

も
、
儒
学
よ
り
国
学
を
重
ん
ず
べ
き
と
い
う
曙
覧
の
学
問
の
態
度
が
伺

え
る
。

さ
て
、
こ
の
「
書
中
乾
胡
蝶
」
と
い
う
歌
題
も
ま
た
、
和
歌
に
お
い

て
は
先
例
が
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
漢
詩
に
お
い
て
は
、
旭
荘
詩

「
和
二

茶
山
先
生
書
中
乾
胡
蝶
一

」
注
二
十
五

と
そ
の
原
拠
と
な
っ
た
、
菅
茶

山
詩
「
僧
虎
人
示
二

書
中
乾
胡
蝶
詩
一

戯
倣
」
注
二
十
六

の
二
例
が
見
ら
れ
る
。

内
容
的
な
か
か
わ
り
は
薄
い
が
、
題
と
し
て
は
、
曙
覧
が
旭
荘
詩
と
茶

山
詩
の
詩
題
を
参
考
に
し
て
考
案
し
た
も
の
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
の
刊
行
以
来
、
曙
覧
の
歌
は
正
岡
子
規
を
初

め
と
し
て
諸
家
か
ら
好
評
を
博
し
て
き
た
。
中
で
も
、
子
規
は
「
曙
覧

の
歌
」
注
二
十
七

と
題
し
た
一
文
に
お
い
て
、
「
侠
家
雪
」
「
妓
院
雪
」
「
書

中
乾
胡
蝶
」
な
ど
の
歌
を
含
め
て
、
歌
の
材
料
や
趣
味
の
新
鮮
さ
な
ど

に
つ
い
て
高
く
評
価
し
て
い
た
。
そ
の
ほ
か
、
「
寒
僕
」
「
寒
婢
」
な

ど
詠
寒
歌
や
、
「
妓
院
雪
」
「
侠
家
雪
」
「
書
中
乾
胡
蝶
」
な
ど
の
歌
が

し
ば
し
ば
研
究
者
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
斎
藤
茂
吉
編
「
橘
曙
覧
歌
抄
」

（
『
斎
藤
茂
吉
全
集
』
第
十
一
巻
所
収
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
九
年
）
、

折
口
信
夫
編
『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
抄
』（『
折
口
信
夫
全
集
』
第
十
一
巻
、
中
央
公
論
社

、

昭
和
四
〇
年
）
な
ど
の
、
曙
覧
和
歌
の
選
集
に
入
れ
ら
れ
た
。

す
で
に
中
村
幸
彦
氏
ら
に
よ
っ
て
、
幕
末
の
漢
詩
壇
で
は
、
宋
詩
が

人
々
に
好
ま
れ
、
日
常
身
辺
や
自
然
を
題
材
と
し
て
、
細
緻
に
描
写
す

る
と
い
う
風
格
が
流
行
し
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
注
二
十
八

、
そ
の

影
響
を
受
け
た
も
の
か
、
曙
覧
の
歌
に
も
、
邵
雍
、
蘇
軾
の
詩
な
ど
、

宋
詩
と
か
か
わ
る
も
の
が
散
見
さ
れ
る
。
即
ち
、
曙
覧
は
漢
詩
文
の
摂

取
に
お
い
て
、
漢
魏
六
朝
や
唐
宋
の
詩
文
に
と
ど
ま
ら
ず
、
蒋
士
銓
な

ど
の
清
詩
、
及
び
そ
れ
に
近
い
時
代
の
旭
荘
や
茶
山
な
ど
日
本
漢
詩
人

の
詩
作
ま
で
も
視
野
を
広
げ
、
斬
新
な
題
材
や
感
覚
的
な
着
想
を
自
分

の
歌
に
取
り
入
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
漢
詩
漢
文
を
積
極
的

に
摂
取
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
そ
れ
を
媒
介
に
し
て
、
身
辺
の
生
活
や

自
然
風
物
な
ど
を
歌
に
取
り
入
れ
、
自
分
の
歌
風
を
広
げ
る
の
に
成
功
し

て
い
た
。
そ
の
点
を
正
岡
子
規
ら
が
評
価
し
た
の
は
、
そ
う
し
た
曙
覧
の

識
見
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
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注
二
『
国
語
国
文
学
』
第
五
十
号
、
福
井
大
学
言
語
文
化
学
会
、
平
成
二
十
三
年
三
月
。

注
三
『
総
研
大
文
化
科
学
研
究
』
第
八
号
、
総
研
大
文
化
科
学
研
究
科
編
集
委
員
会
、
平
成
二
十
四
年
三
月
。

注
四
加
納
諸
平
編
『
類
題
鰒
玉
集
』
、
中
澤
伸
弘
・
宮
崎
和
廣
編
・
解
題
、
ク
レ
ス
出
版

、
平
成
十
八
年
。

注
五
長
澤
伴
雄
編
『
類
題
和
歌
鴨
川
集
』
、
中
澤
伸
弘
・
宮
崎
和
廣
編
・
解
題
、
ク
レ
ス
出
版

、
平
成
十
八
年
。

注
六
本
稿
で
は
、
詩
序
と
「
寒
僕
」
「
寒
婢
」
二
首
の
本
文
及
び
詩
の
訓
読
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
菅
茶
山
頼
山
陽
詩
集
』
（
水
田
紀
久
、
頼
惟
勤
、
直
井

文
子
校
注
、
岩
波
書
店
、
平
成
八
年
）
二
三
二
～
二
三
四
頁
に
よ
り
、
「
寒
猫
」
一
首
の
本
文
及
び
詩
の
訓
読
は
『
山
陽
詩
鈔
新
釈
』
（
伊
藤
靄
谿
著
、
山
陽
詩

註
刊
行
会
、
昭
和
十
七
年
）
二
七
四
頁
に
よ
る
。
た
だ
し
、
詩
の
訓
読
に
つ
い
て
は
、
読
点
を
加
え
、
一
部
表
記
を
改
め
た
。
な
お
、
詩
の
六
句
目
つ
い
て
は
、

伊
藤
氏
が
「
午
暖
爐
辺
坐
供
餘
」
と
す
る
が
、
本
稿
で
は
、
『
山
陽
詩
鈔
』
巻
六
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
、
天
保
三
年
序
、
同
四
年
刊
）
に
よ
っ
て
、
「
供
」

を
「
借
」
に
改
め
た
。

注
七
依
田
百
川
撰
「
井
手
曙
覧
翁
墓
碣
銘
」
、
『
新
修
橘
曙
覧
全
集
』
（
桜
楓
社
、
昭
和
五
十
八
年
、
以
下
同
）
所
収
（
三
三
頁
）
。

注
八
井
手
今
滋
撰
「
橘
曙
覧
小
伝
」
、
『
新
修
橘
曙
覧
全
集
』
所
収
（
三
五
頁
）
。

注
九
「
榊
の
薫
」
、
『
新
修
橘
曙
覧
全
集
』
所
収
（
二
二
三
～
二
二
六
頁
）
。

注
十
安
藤
氏
と
は
、
室
町
在
住
の
福
井
出
身
の
医
者
安
藤
精
軒
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
曙
覧
が
京
都
に
訪
れ
た
際
に
、
宿
泊
の
こ
と
な
ど
世
話
を
し
た
。

注
十
一
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
菅
茶
山
頼
山
陽
詩
集
』
の
注
解
に
よ
る
（
二
三
二
頁
）
。

注
十
二
『
忠
雅
堂
集
校
箋
』
「
前
言
」
（
解
説
）
（
卲
海
清
校
、
李
夢
生
箋
、
上
海
古
籍
出
版
社
、1993

年
）
に
よ
る
。

注
十
三
『
随
園
詩
話
』
巻
八
、
『
随
園
詩
話
』
（
顧
学
頡
校
点
、
人
民
文
学
出
版
社
、1982

年
）
所
収
（
二
八
一
～
二
八
二
頁
）
。

注
十
四
「
鐘
叔
梧
秀
才
詩
序
」
、
『
忠
雅
堂
文
集
』
巻
一
、
『
忠
雅
堂
集
校
箋
』
所
収
（
二
〇
一
三
頁
）
。

注
十
五
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
研
究
』
、
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
、
昭
和
四
十
二
年
（
六
七
二
頁
）
。

注
十
六
和
刻
本
『
忠
雅
堂
詩
鈔
』
に
所
収
さ
れ
る
蒋
士
銓
の
原
詩
と
比
較
し
て
み
る
と
、
旭
荘
の
連
作
で
は
「
寒
潮
」
「
寒
罾
」
二
首
が
欠
け
て
お
り
、
「
寒

鑢
」
と
「
寒
吠
」
二
首
の
位
置
が
前
後
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

注
十
七
『
梅
墩
詩
鈔
二
編
』
嘉
永
元
年
刊
本
、
『
詩
集
日
本
漢
詩
』
第
十
一
巻
（
汲
古
書
院
、
昭
和
六
十
年
）
の
影
印
に
よ
っ
て
翻
字
。
板
本
の
傍
注
と
批
語

な
ど
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
論
旨
と
か
か
わ
ら
な
い
と
い
う
判
断
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

注
十
八
曙
覧
の
随
筆
集
『
囲
炉
裏
譚
』
（
『
新
修
橘
曙
覧
全
集
』
所
収
、
二
七
九
頁
）
に
よ
る
。

注
十
九

銭
謙
益
（1582

年
～

1664

年
）
は
、
字
を
受
之
と
い
い
、
号
は
牧
齊
、
後
牧
翁
、
蒙
叟
、
絳
雲
老
人
な
ど
と
自
称
す
る
。
江
蘇
省
常
熟
県
の
人
。
明

万
暦
三
十
八
年
（1610

年
）
の
進
士
、
翰
林
院
編
修
を
授
け
ら
れ
、
礼
部
尚
書
ま
で
任
ぜ
ら
れ
た
。
明
の
滅
亡
後
、
清
に
仕
え
、
『
列
朝
詩
集
』
な
ど
の
明
詩



注
二
十
『
牧
斎
有
学
集
』
巻
十
三
所
収
。
長
文
の
詩
序
が
付
け
る
四
十
六
首
か
ら
な
る
七
律
の
連
作
で
あ
る
。
た
だ
、
詩
の
内
容
な
ど
は
、
本
稿
に
取
り
上
げ

た
蒋
士
銓
、
旭
荘
詩
と
は
関
係
が
薄
い
と
判
断
で
き
る
。

注
二
十
一
『
完
本
橘
曙
覧
歌
集
評
釈
』
辻
森
秀
英
著
、
明
治
書
院
、
平
成
七
年
（
一
一
七
頁
）
。

注
二
十
二
久
保
田
啓
一
校
注
『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
、
久
保
田
淳
監
修
『
和
歌
文
学
大
系74

』
（
明
治
書
院
、
平
成
十
九
年
）
所
収
（
二
九
一
頁
）
。

注
二
十
三
ほ
か
五
首
の
詩
題
は
そ
れ
ぞ
れ
「
道
家
雪
」
「
深
山
雪
」
「
渓
橋
雪
」
「
官
橋
雪
」
「
村
橋
雪
」
と
な
っ
て
い
る
。

注
二
十
四
詩
、
訓
読
の
引
用
は
前
川
幸
雄
著
『
橘
曙
覧
の
漢
詩
入
門
』
（
以
文
会
友
書
屋
、
平
成
二
十
一
年
）
に
よ
る
（
五
六
頁
）
。

注
二
十
五
嘉
永
元
年
刊
『
梅
墩
詩
鈔
二
編
』
第
二
巻
所
収
す
る
。

注
二
十
六
天
保
三
年
刊
『
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
』
遺
稿
第
五
巻
所
収
す
る
。

注
二
十
七
明
治
三
十
二
年
「
日
本
」
発
表
、
『
子
規
全
集
』
第
七
巻
（
講
談
社
、
昭
和
五
十
年
）
所
収
（
一
五
一
～
一
五
二
頁
）
。

注
二
十
八
「
幕
末
漢
詩
壇
の
動
向
」
（
『
國
文
學

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
十
七
巻
第
三
号
、
學
燈
社
編
、
昭
和
四
十
七
年
三
月
）
。
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の
編
集
や
『
明
史
』
の
編
纂
に
従
っ
た
。
詩
文
集
に
『
牧
齊
初
学
集
』
『
牧
齊
有
学
集
』
な
ど
が
あ
る
。
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第
三
章

漢
詩
文
摂
取
の
概
観
お
よ
び
連
作
「
擣
衣
」

は
じ
め
に

曙
覧
が
漢
詩
文
か
ら
の
取
材
・
摂
取
な
ど
に
よ
っ
て
題
材
を
広
げ
る

な
ど
、
彼
の
詠
歌
の
傾
向
に
つ
い
て
は
、
つ
と
に
正
岡
子
規
、
斎
藤
茂

吉
、
釈
迢
空
ら
が
高
く
評
価
し
て
い
た
。
特
に
、
迢
空
は
「
短
歌
の
歴

史
を
通
じ
、
又
近
く
江
戸
時
代
の
歌
人
の
作
物
を
見
渡
し
て
も
、
彼
ほ

ど
漢
文
学
の
味
ひ
、
漢
詩
文
の
格
調
の
よ
さ
を
活
し
て
来
た
者
は
少
い

の
で
あ
る
」
（
「
橘
曙
覧
評
伝
」
『
折
口
信
夫
全
集
』
第
十
一
巻
所
収
、

中
央
公
論
社
、
昭
和
三
十
一
年
）
と
、
歌
作
に
漢
詩
漢
文
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
る
曙
覧
の
詠
歌
を
彼
の
特
色
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

曙
覧
の
漢
詩
文
の
摂
取
に
つ
い
て
、
先
行
文
献
で
は
主
に
、
叙
上
の

先
学
ら
の
歌
評
、
ま
た
曙
覧
の
歌
集
の
注
釈
な
ど
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ

た
。
ま
た
、
近
年
で
は
、
前
川
幸
雄
ら
の
研
究
論
文
注
一

が
、
こ
れ
に
つ

い
て
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
参
考
に
し
て
み
れ
ば
、
『
志
濃
夫
廼
舎

歌
集
』
（
『
新
修
橘
曙
覧
全
集
』
所
収
、
桜
楓
社
、
昭
和
五
十
八
年
）
、

及
び
岩
波
文
庫
本
『
橘
曙
覧
全
歌
集
』
（
水
島
直
文
・
橋
本
政
宣
編
注
、

平
成
十
一
年
）
に
編
集
さ
れ
た
曙
覧
の
拾
遺
歌
の
中
に
は
、
出
典
、
そ

の
趣
向
の
と
り
な
し
な
ど
、
漢
文
漢
籍
と
か
か
わ
っ
て
い
る
と
見
ら
れ

る
歌
が
三
十
七
例
指
摘
で
き
る
。

ま
た
、
稿
者
に
よ
る
考
察
で
は
、
他
に
連
作
「
独
楽
吟
」
の
五
十
二

首
、
詠
寒
和
歌
の
連
作
八
首
お
よ
び
「
妓
院
雪
」
「
侠
家
雪
」
（
連
作

二
首
）
「
書
中
乾
胡
蝶
」
（
同
題
二
首
）
、
「
敗
荷
」
、
「
揩
痒
虎
図
」
合
計

六
十
七
首
も
漢
詩
に
関
わ
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
全
体
百
四
首
の
漢
詩
文
の
摂
取
歌
に
つ
い
て
、
そ
の
摂

取
の
対
象
と
範
囲
を
概
観
し
な
が
ら
、
一
部
の
歌
を
対
象
に
し
て
、
そ

の
摂
取
の
方
法
と
表
現
の
方
法
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。
中
に
、
二

首
か
ら
な
る
連
作
「
擣
衣
」
は
、
後
一
首
は
特
に
杜
甫
の
詩
か
ら
受
容

し
た
痕
跡
が
顕
著
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
表
現
も
個
性
的
に
み
ら
れ
る
た

め
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
考
察
に
力
点
を
置
き
た
い
。

一
、
摂
取
の
対
象
・
範
囲

こ
こ
で
は
、
漢
詩
文
の
摂
取
歌
の
概
観
を
把
握
す
る
た
め
に
、
先
行

文
献
注
二

の
注
解
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
歌
を
取
り
出
し
、

そ
れ
ぞ
れ
が
本
説
と
し
て
示
し
た
典
籍
名
を
経
・
史
・
子
・
集
お
よ
び

日
本
漢
詩
と
い
う
五
つ
の
項
目
に
分
け
て
整
理
し
て
み
る
と
、
次
の
よ

う
で
あ
る
（
典
拠
は
作
品
名
、
漢
詩
作
者
の
名
の
み
を
掲
げ
る
、
括
弧

内
の
数
字
は
曙
覧
の
歌
の
歌
番
号
で
あ
る
）
。

１
経①

詩
経

豳
風
・
七
月
（252

）

召
南
（310

）

②
孝
経
（292
）
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２
史①

史
記
・
李
将
軍
伝
論
賛
（158

）

・
陳
渉
世
家
（715

）

②
戦
国
策
・
楚
策
（493

）

③
漢
書
（74

）
（102

）

・
蘇
武
伝
（337

）

④
蜀
志
（783
）

⑤
晋
書
・
王
徴
之
伝
（638

）

⑥
五
代
史
（780

）

⑦
十
八
史
略
・
五
帝
（179
）

３
子①

列
子
・
湯
問
（704

）

②
韓
非
子
・
喩
老
（504

）

４
集①

辞
賦

「
帰
去
来
辞
」
陶
淵
明
（187

）
（329
）
（755

）

「
鳳
為
王
賦
」
賈
嵩
（259

）

②
詩

陶
淵
明
「
四
時
」
（522

）

「
飲
酒
」
（976
）

杜
甫
「
擣
衣
」
（269

）

「
戯
題
王
宰
画
山
水
図
」
（498

）

王
維
「
竹
里
館
」
（255

）

「
春
日
与
裴
迪
過
新
昌
里
訪
呂

逸
人
不
遇
」
（484

）

柳
宗
元
「
江
雪
」
（220

）

白
楽
天
「
牡
丹
芳
」
（102

）

「
江
楼
夕
望
招
客
」
（
『
白
氏

文
集
』
）
（431

）

張
継
「
楓
橋
夜
泊
」
（995

）

賈
島
「
尋
隠
者
不
遇
」
（770

）

干
良
史
「
春
山
夜
月
」
（356

）

陸
亀
蒙
「
離
別
」
（73

）

杜
牧
「
山
行
」
（548

）

李
商
隠
「
宿
駱
氏
亭
、
寄
懐
崔
蕹
崔
兗
」
（470

）

邵
雍
「
首
尾
吟
」
（553

）
～
（604

）

蘇
軾
「
此
君
亭
」
（742

）

黄
庭
堅
「
題
伯
時
画
揩
痒
虎
」
（473

）

梅
堯
臣
「
七
品
茶
」
（499

）

蒋
士
銓
「
消
寒
雑
詠
和
王
蔗
村
太
守
十
首
」
（992

）

③
記

「
岳
陽
楼
記
」
（52

）

５
日
本
の
漢
詩

①
和
漢
朗
詠
集
・
雑
・
閑
居
・
菅
原
道
真
（119

）

②
和
漢
朗
詠
集
・
春
・
早
春
・
小
野
篁
（178

）

③
頼
山
陽
・
四
寒
詠
（209

）
～
（211

）
（213

）
（1047

）

④
菅
茶
山
・
（61

）
（1051

）

⑤
広
瀬
旭
荘
・
（61

）
（303

）
（304

）
（305

）
（992

）
（1051

）

以
上
の
よ
う
な
漢
詩
文
の
摂
取
歌
百
二
首
を
通
し
て
見
る
と
、
摂
取

対
象
は
「
筆
」
に
お
い
て
は
、「
孝
経
」「
史
記
」「
列
子
」
な
ど
、「
文
」

に
お
い
て
は
、
辞
、
賦
、
詩
な
ど
範
囲
が
広
く
渡
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

菅
原
道
真
の
詩
な
ど
日
本
漢
詩
ま
で
も
及
ぶ
。
そ
こ
に
は
、
曙
覧
の
漢

文
学
に
対
す
る
広
い
趣
味
が
み
ら
れ
る
。

一
方
、
上
の
整
理
に
よ
り
、
歴
史
題
材
の
漢
籍
か
ら
摂
取
さ
れ
る
歌

の
割
合
が
高
く
み
え
、
十
首
が
数
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
曙
覧
が
詠
史
の

歌
を
詠
む
の
を
好
む
こ
と
と
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
『
志
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濃
夫
廼
舎
歌
集
』
に
は
、
日
本
の
歴
史
か
ら
取
材
し
た
詠
史
歌
が
四
十

首
余
り
散
見
さ
れ
る
。

以
上
、
曙
覧
の
和
歌
に
お
け
る
漢
詩
文
摂
取
と
か
か
わ
っ
て
い
る
と

見
ら
れ
る
歌
を
整
理
し
、
そ
の
摂
取
の
対
象
と
範
囲
に
つ
い
て
考
察
し

て
み
た
。
次
の
段
階
と
し
て
は
、
そ
れ
ら
の
漢
詩
文
の
摂
取
歌
に
は
ど

の
よ
う
な
摂
取
の
方
法
が
と
ら
れ
て
、
い
か
な
る
表
現
が
あ
ら
わ
れ
て

い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

二
、
摂
取
の
方
法
と
表
現

こ
こ
に
、
曙
覧
の
漢
詩
文
摂
取
歌
に
つ
い
て
、
そ
の
摂
取
実
態
に
よ

り
、
本
説
を
踏
ま
え
て
詠
む
と
本
説
の
中
身
を
改
変
し
て
詠
み
込
む
と

い
う
よ
う
な
二
つ
の
場
合
に
分
け
て
、
さ
ら
に
前
者
の
場
合
に
つ
い
て
、

（
ア
）
発
想
を
漢
詩
文
か
ら
摂
取
す
る
（
イ
）
漢
詩
句
を
踏
ま
え
て
詠

む
と
い
う
よ
う
な
二
つ
の
項
目
に
分
化
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
数
例
の
歌

を
取
り
上
げ
て
考
察
を
行
う
。

１
、
本
説
を
踏
ま
え
て
詠
む

（
ア
）
発
想
を
漢
詩
文
か
ら
摂
取
す
る

牡
丹

目
を
う
ば
ふ
さ
か
り
は
二
十
日
ば
か
り
な
り
国
傾
け
の
花
の
色
香

も

（102

）

一
首
の
「
二
十
日
」
と
は
、
白
楽
天
の
詩
「
牡
丹
芳
」
中
の
「
花
開

花
落
二
十
日
、
一
城
之
人
皆
若
狂
」
よ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
漢

書
の
孝
武
李
夫
人
伝
の
故
事
「
北
方
有
美
人
、
絶
世
而
独
立
、
一
顧
傾

人
城
、
再
顧
傾
人
国
」
か
ら
も
発
想
を
撮
っ
て
牡
丹
の
花
を
傾
国
の
美

人
に
た
と
え
、
そ
の
艶
さ
、
そ
し
て
そ
の
か
お
る
こ
と
を
巧
み
に
詠
み

出
し
た
。
同
じ
く
、
傾
国
の
美
人
に
牡
丹
を
た
と
え
た
歌
は
、
上
田
秋

成
『
藤
簍
冊
子
』
に
次
の
一
首
が
見
え
る
。

牡
丹
を
人
々
と
よ
め
る

色
に
こ
そ
物
お
も
は
す
れ
お
ほ
け
な
く
国
傾
け
に
咲
る
花
か
は

（194

）

し
か
し
、
曙
覧
が
た
と
え
た
の
は
「
李
夫
人
」
と
い
う
よ
う
な
美
人

で
あ
り
、
上
田
秋
成
が
た
と
え
た
の
は
「
妲
己
」
「
褒
姒
」
と
い
う
よ

う
な
国
を
滅
ぼ
し
た
美
人
で
あ
ろ
う
。

菅
原
の
神

鐘
の
声
瓦
の
色
も
御
涙
も
つ
く
し
の
空
の
う
さ
を
そ
へ
つ
つ（119

）

こ
の
歌
は
菅
原
道
真
の
詩
「
都
府
楼
纔
看
瓦
色
、
観
音
寺
只
聴
鐘
声
」

よ
る
句
題
和
歌
で
あ
る
。「
観
音
寺
の
鐘
の
声
も
都
府
楼
の
瓦
の
色
も
、

た
だ
筑
紫
の
生
活
の
辛
さ
を
増
や
し
つ
つ
の
で
」
と
、
左
遷
さ
れ
た
道

真
の
境
遇
を
巧
み
に
提
示
し
て
詠
ん
だ
で
あ
る
。

（
イ
）
漢
詩
句
を
踏
ま
え
て
詠
む

雪
江
晩
釣

島
山
の
色
に
つ
づ
き
て
釣
夫
の
着
る
笠
白
し
た
そ
が
れ
の
雪（220

）

秋
夜

菊
か
を
る
ま
が
き
の
も
と
に
酔
ひ
た
ふ
れ
南
の
山
の
詩
う
た
ふ

（976

）
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（220

）
番
歌
は
柳
宗
元
の
絶
句
「
江
雪
」
中
の
「
孤
舟
蓑
笠
翁
、

独
釣
寒
江
雪
」
よ
り
、
（976

）
番
歌
は
陶
淵
明
の
五
言
詩
「
飲
酒
」
中

の
「
采
菊
東
籬
下
、
悠
然
見
南
山
」
を
踏
ま
え
て
詠
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
二
首
の
歌
は
一
見
し
て
た
だ
漢
詩
句
を
踏
ま
え
て
読
ん
だ
も
の
に

見
え
る
が
、
曙
覧
の
工
夫
し
た
表
現
が
あ
る
。
（220

）
番
歌
に
は
、
本

説
に
「
晩
」
も
し
く
は
「
夕
方
」
と
い
う
意
味
が
は
い
っ
て
な
い
が
、

曙
覧
は
特
に
歌
に
お
い
て
「
た
そ
が
れ
」
を
入
れ
て
、
「
寒
江
」
「
雪
」

「
孤
舟
」
「
独
釣
」
と
あ
わ
せ
、
寂
し
い
雰
囲
気
を
一
層
深
め
、
元
作

者
の
柳
宗
元
が
貶
遷
さ
れ
、
不
遭
・
孤
独
な
心
境
を
表
し
た
と
考
え
る
。

（976

）
番
歌
は
、
同
じ
く
、
元
の
詩
に
は
、
題
が
「
飲
酒
」
と
い
う

だ
が
、
中
身
に
は
「
酔
」
の
字
が
は
い
っ
て
な
い
。
し
か
し
曙
覧
が
歌

に
お
い
て
「
酔
ひ
た
ふ
れ
」
と
い
う
一
句
を
い
れ
て
、
淵
明
の
酒
好
き

の
性
格
を
提
示
し
、
そ
し
て
隠
遁
の
小
宇
宙
に
お
い
て
自
適
・
逍
遥
す

る
淵
明
の
様
子
を
表
し
た
。

２
、
本
説
の
中
身
を
改
変
し
て
詠
み
込
む

次
の
一
群
の
歌
は
、
歌
に
漢
詩
文
の
本
説
を
取
り
入
れ
る
際
に
、
そ

の
ま
ま
読
み
込
む
で
は
な
く
、
本
説
の
状
況
を
反
転
し
て
、
も
し
く
は

ず
ら
し
て
読
み
込
ん
で
、
作
品
に
趣
を
添
え
、
自
分
な
り
の
歌
を
詠
め

る
よ
う
に
曙
覧
が
も
っ
と
も
力
を
注
い
た
と
思
わ
れ
る
。

南
部
広
矛
が
吾
嬬
へ
ゆ
く
に

わ
か
れ
に
は
涙
ぞ
出
づ
る
丈
夫
も
人
に
こ
と
な
る
こ
こ
ろ
も
た
ね

ば

（73

）

こ
れ
は
福
井
の
藩
士
南
部
広
矛
が
江
戸
に
行
く
際
の
送
別
歌
で
あ

る
。
別
れ
る
時
に
涙
が
出
て
き
た
。
「
丈
夫
」
で
あ
る
私
も
人
と
異
な

る
心
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
歌
に
は
、
陸
亀
蒙
の
五
言
古
詩

「
離
別
」
中
の
「
丈
夫
非
無
涙
、
不
灑
別
離
間
」
の
意
を
ず
ら
し
て
引

い
た
と
思
わ
れ
る
。

梅
子

雨
つ
つ
み
日
を
経
て
あ
み
戸
あ
け
見
れ
ば
摽
ち
て
梅
あ
り
そ
の
実

三
四

（310

）

こ
の
歌
は
一
見
し
て
、
詩
経
・
召
南
「
摽
有
梅
、
其
実
七
兮
、
求
我

庶
士
、
迨
其
吉
兮
、
摽
有
梅
、
其
実
三
兮
、
求
我
庶
士
、
迨
其
今
兮
」

よ
っ
て
詠
ん
だ
と
見
え
る
が
、
実
は
意
味
が
異
な
る
。

ま
ず
、
詩
経
の
詩
に
は
、
梅
の
実
が
木
に
残
っ
て
い
る
数
を
言
っ
て

い
る
。
曙
覧
は
地
面
に
落
ち
て
い
る
梅
の
実
の
数
を
言
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
詩
経
の
詩
は
、
既
に
結
婚
に
適
当
な
年
頃
に
な
っ
た
が
未

だ
に
求
婚
さ
れ
て
い
な
い
少
女
の
焦
が
れ
る
気
持
ち
を
読
ん
で
い
る
。

曙
覧
の
ほ
う
は
、
数
日
の
雨
ご
も
り
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
網
戸
を
あ
け

て
見
る
と
、
梅
の
実
が
三
つ
四
つ
落
ち
っ
て
い
る
こ
と
が
目
に
し
た
こ

と
を
詠
ん
で
い
る
。
一
種
の
清
新
な
気
分
が
感
じ
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

三
、
連
作
「
擣
衣
」
に
つ
い
て

前
節
の
第
一
の
項
目
「
本
説
を
踏
ま
え
て
詠
む
」
（
ア
）
に
あ
げ
た
、

「
擣
衣
」
と
題
す
る
（269

）
番
歌
に
は
、
曙
覧
の
独
自
の
表
現
が
見

受
け
ら
れ
る
。
こ
こ
に
、
そ
れ
に
つ
い
て
具
体
的
考
察
を
行
い
た
い
。

そ
の
ま
え
に
、
「
擣
衣
」
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
み
る
。
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堀
河
百
首
題
の
「
擣
衣
」
は
、
勅
撰
和
歌
集
に
お
け
る
初
出
は
『
拾

遺
和
歌
集
』
で
あ
り
、
歌
題
と
し
て
明
示
さ
れ
た
歌
は
、
『
後
拾
遺
和

歌
集
』
で
あ
る
。
初
見
は
次
の
よ
う
な
一
首
で
あ
る
。

永
承
四
年
内
裏
歌
合
に
擣
衣
を
よ
み
侍
り
け
る

中
納
言
資

綱

唐
衣
な
が
き
夜
す
が
ら
打
つ
声
に
わ
れ
さ
へ
寝
で
も
あ
か
し
つ
る
か

な

（
後
拾
遺
和
歌
集

巻
五

秋
下

335

）

「
擣
衣
」
は
つ
と
に
、
『
文
選
』
所
収
の
南
朝
宋
の
謝
恵
連
の
五
言

詩
「
擣
衣
」
に
見
え
る
。
そ
し
て
沈
佺
期
「
古
意
」
、
張
若
虚
「
春
江

花
月
夜
」
、
李
白
「
子
夜
呉
歌
」
、
白
楽
天
「
聞
夜
砧
」
な
ど
の
唐
詩

に
お
い
て
、
「
擣
衣
」
を
詠
じ
た
詩
が
一
般
的
に
見
ら
れ
る
。
日
本
漢

詩
に
お
い
て
は
、
『
文
華
秀
麗
集
』
『
経
国
集
』
に
見
え
、
『
和
漢
朗
詠

集
』
の
部
立
に
も
な
っ
て
い
る
。
「
擣
衣
」
は
漢
詩
文
に
お
い
て
は
、

出
征
し
た
夫
の
こ
と
を
思
う
妻
の
切
な
さ
を
詠
む
の
が
六
朝
以
来
の
本

意
と
な
っ
て
お
り
、
空
閨
を
独
り
守
る
女
の
悲
愁
を
題
材
に
し
た
作
が

多
か
っ
た
。
例
え
ば
、
李
白
の
「
子
夜
呉
歌
」
一
首
で
は
次
の
よ
う
に

孤
閨
を
守
る
夫
を
思
う
婦
人
の
嘆
き
を
訴
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

子
夜
呉
歌

長
安
一
片
月

長
安
一
片
の
月

萬
戸
擣
衣
聲

萬
戸
衣
を
擣
つ
の
聲

秋
風
吹
不
盡

秋
風
吹
い
て
盡
き
ず

總
是
玉
関
情

總
て
是
れ
玉
関
の
情

何
日
平
胡
虜

何
れ
の
日
か
胡
虜
を
平
げ
て

良
人
罷
遠
征

良
人
遠
征
を
罷
め
ん
注
三

「
擣
衣
」
が
和
歌
に
取
り
入
れ
た
当
初
は
、
前
掲
し
た
中
納
言
資
綱

の
歌
の
よ
う
に
、
漢
詩
の
本
意
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、

『
和
漢
朗
詠
集
』
の
部
立
と
な
り
、
『
内
裏
歌
合
』
『
堀
河
百
首
』
の

歌
題
と
な
っ
て
多
く
詠
ま
れ
、
し
だ
い
に
砧
の
音
そ
の
も
の
を
聞
く
詠

風
へ
推
移
し
、
新
古
今
時
代
に
、
衣
打
つ
音
を
聞
い
て
秋
の
夜
の
悽
愴

な
心
情
を
喚
起
す
る
と
い
う
よ
う
な
「
擣
衣
」
歌
の
本
意
が
確
立
し
た

注
四

。そ
し
て
、
『
類
題
和
歌
集
』
注
五

所
収
の
「
擣
衣
」
と
い
う
題
の
歌
を

通
し
て
、
歴
代
の
擣
衣
歌
の
概
観
を
し
て
み
る
と
、
歌
調
は
だ
い
た
い

次
の
四
つ
に
分
け
ら
れ
る
（
例
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
二
首
を
あ
げ
る
）
。

（
ア
）
漢
詩
文
の
世
界
を
踏
ま
え
、
夫
の
帰
り
を
待
つ
閨
を
独
り
守
る

妻
の
打
つ
砧
の
音
、
そ
の
嘆
き
を
詠
む
。

永
承
四
年
内
裏
歌
合
に
擣
衣
を
よ
み
侍
り
け
る

中
納
言
資

綱

唐
衣
な
が
き
夜
す
が
ら
打
つ
声
に
わ
れ
さ
へ
寝
で
も
あ
か
し
つ
る
か

な
（
前
掲
）

（
後
拾
遺
和
歌
集

巻
五

秋
下

335

）

堀
川
院
御
時
、
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
時
、
擣
衣
の
心
を

よ
み
侍
け
る

大
納
言
公
実

恋
ひ
つ
つ
や
妹
が
う
つ
ら
ん
か
ら
ご
ろ
も
き
ぬ
た
の
音
の
そ
ら
に

な
る
ま
で

（
千
載
和
歌
集

巻
五

秋
歌
下339

）

（
イ
）
衣
打
つ
音
、
砧
の
音
を
聞
い
て
、
ま
た
は
晩
秋
の
風
物
を
配
し

て
、
秋
の
哀
れ
、
秋
夜
の
悲
愁
を
詠
む
。

擣
衣
の
心
を

藤
原
雅
経

み
吉
野
の
山
の
秋
風
さ
よ
ふ
け
て
ふ
る
さ
と
寒
く
衣
う
つ
な
り
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（
新
古
今
和
歌
集

巻
五

秋
歌
下483

）

擣
衣
の
心
を
よ
み
侍
り
け
る

曾
禰
好
忠

衣
う
つ
き
ぬ
た
の
お
と
を
き
く
な
へ
に
き
り
た
つ
そ
ら
に
か
り
ぞ

な
く
な
る

（
新
勅
撰
和
歌
集

巻
五

秋
歌
下322

）

（
ウ
）
夜
は
寝
ら
れ
ず
に
、
砧
の
音
を
聞
い
て
、
ふ
る
さ
と
の
妻
を

偲
び
、
秋
の
冷
や
か
さ
を
感
ず
る
こ
と
な
ど
を
詠
む
。

秋
の
歌
の
中
に

平
重
時
朝
臣

は
つ
し
も
の
ふ
る
さ
と
さ
む
き
秋
風
に
た
ゆ
む
時
な
く
う
つ
こ
ろ

も
か
な

（
続
後
撰
和
歌
集

巻
七

秋
歌
下400

）

擣
衣
を
よ
め
る

小
弁

さ
よ
ふ
け
て
衣
う
つ
な
り
わ
れ
な
ら
で
ま
だ
ね
ぬ
人
は
あ
ら
じ
と

お
も
ふ
に

（
玉
葉
和
歌
集

巻
五

秋
歌
下757

）

（
エ
）
擣
衣
の
人
の
心
を
哀
れ
と
想
像
し
、
同
情
し
て
詠
む
。

永
徳
御
百
首

前
内
大
臣
公
忠
公

夜
さ
む
な
る
さ
さ
の
し
の
や
の
秋
風
に
さ
ぞ
ふ
し
わ
び
て
衣
う
つ

ら
ん

（
題
林
愚
抄

第
十
一

秋
部
四

4440

）

康
暦
二
内
廿
首

為
遠
卿

霜
の
う
へ
に
お
き
ゐ
る
し
づ
や
夜
さ
む
を
も
我
の
み
し
る
と
衣
う

つ
ら
ん

（
題
林
愚
抄

第
十
一

秋
部
四

4442

）

『
類
題
和
歌
集
』
に
収
め
ら
れ
た
「
擣
衣
」
の
歌
の
大
半
は
、
衣
打

つ
音
、
砧
の
音
に
よ
る
、
ま
た
は
月
・
風
な
ど
晩
秋
の
風
物
を
配
し
て
、

秋
の
も
の
悲
し
い
心
情
を
詠
む
と
い
う
よ
う
な
「
擣
衣
」
歌
の
本
意
に

近
い
。
（
イ
）
の
冒
頭
の
一
首
は
定
家
が
雅
経
の
代
表
作
と
し
て
『
百

人
一
首
』
に
選
び
入
れ
、
為
家
も
こ
れ
を
「
擣
衣
」
の
歌
の
典
型
と
意

識
し
て
い
る
。

で
は
、
曙
覧
の
「
擣
衣
」
の
歌
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
実
は
、
こ

れ
は
同
題
二
首
の
連
作
で
あ
り
、
前
一
首
の
歌
は
漢
詩
文
と
の
関
わ
り

が
薄
い
と
み
ら
れ
る
の
で
、
前
節
に
は
掲
げ
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
に
は

二
首
を
揃
っ
て
取
り
上
げ
る
。
歌
は
次
の
と
お
り
。

擣
衣

槌
を
だ
に
と
る
手
た
ゆ
げ
に
す
る
子
ら
も
衣
う
ち
な
ら
ふ
里
の
な

ら
は
し

（268

）

と
ほ
つ
人
思
ふ
心
を
手
力
の
か
ぎ
り
に
こ
め
て
う
つ
や
さ
ご
ろ
も

（269

）

こ
の
二
首
は
、
曙
覧
が
目
に
し
た
実
景
を
写
し
取
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

特
に
、
（268

）
番
歌
の
、
衣
打
つ
の
を
習
う
子
供
の
だ
る
そ
う
に
打
つ

様
と
、
（269

）
番
歌
の
婦
人
が
力
を
こ
め
て
打
つ
様
子
と
対
照
的
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
そ
の
働
き
の
場
面
が
い
き
い
き
と
再
現
さ
れ
た
よ
う
に

感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
、
前
者
の
力
の
弱
さ
と
後
者
の
力
の
強
さ
と
を

対
蹠
的
表
す
点
が
非
常
に
面
白
く
、
そ
こ
に
曙
覧
の
詠
歌
の
工
夫
お
よ

び
軽
妙
な
趣
が
見
受
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
連
作
で
は
、
母
と
子
供
と
と
も
に
組
み
合
わ
せ
て
取
り

上
げ
た
点
と
、
（268

）
番
歌
に
力
の
弱
さ
を
表
し
た
こ
と
と
併
せ
て
考

え
る
と
、
曙
覧
が
、
母
親
に
杖
で
打
た
れ
、
そ
の
打
ち
方
が
弱
く
な
っ

た
と
い
っ
て
泣
く
と
い
う
「
伯
瑜
泣
杖
」
の
故
事
を
連
想
さ
せ
る
。
そ

し
て
、
『
蒙
求
和
歌
』
の
「
秋
部
」
「
伯
瑜
泣
杖

擣
衣

」
に
添
え
た
源

光
行
の
歌
「
秋
の
夜
の
老
の
寝
覚
に
擣
つ
衣
よ
わ
る
響
は
い
か
が
か
な

し
き
」
の
中
の
、
「
よ
わ
る
響
」
と
い
う
表
現
を
意
識
し
て
詠
ん
だ
の



- 43 -

か
と
思
わ
れ
る
。

（269

）
番
歌
は
、
岩
波
文
庫
本
『
橘
曙
覧
全
歌
集
』
で
は
、
李
白

「
長
安
一
片
月
、
万
戸
擣
衣
聲
」
と
杜
甫
「
用
尽
閨
中
力
、
君
聴
空
外

音
」
と
い
う
句
を
も
と
に
し
た
と
注
釈
さ
れ
て
い
る
。
久
保
田
啓
一
校

注
『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
（
既
述
）
で
は
、
前
者
の
李
白
の
詩
の
影
響

が
特
に
強
い
と
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、
杜
甫
の
詩
を
踏
ま
え
て
詠
ん

だ
も
の
と
考
え
た
い
。

杜
甫
の
五
言
律
詩
「
擣
衣
」
は
次
の
と
お
り
。

擣
衣

亦
知
戍
不
返

亦
知
る

戍
し
て
返
ら
ざ
る
を

秋
至
拭
清
砧

秋
至
り
て
清
砧
を
拭
う

已
近
苦
寒
月

已
に
近
し

苦
寒
の
月

況
経
長
別
心

況
ん
や
長
別
の
心
を
経
た
る
を
や

寧
辞
擣
衣
倦

寧
ぞ
辞
せ
ん

擣
衣
の
倦
む
こ
と
を

一
寄
塞
垣
深

一
に
塞
垣
の
深
き
に
寄
す

用
尽
閨
中
力

用
い
尽
く
す

閨
中
の
力

君
聴
空
外
音

君
聴
け

空
外
の
音
を
注
六

杜
甫
の
詩
集
が
い
つ
ご
ろ
伝
来
し
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
少
な

く
も
平
安
末
ま
で
に
は
伝
わ
っ
て
い
た
。
し
か
し
杜
詩
は
王
朝
人
の
好

み
に
合
わ
な
か
っ
た
た
め
、
そ
れ
ほ
ど
歓
迎
さ
れ
な
か
っ
た
。
南
北
朝

以
後
、
五
山
の
詩
僧
に
再
発
見
さ
れ
、
虎
関
・
義
堂
・
絶
海
な
ど
に
愛

誦
さ
れ
、
五
山
版
の
杜
工
部
集
が
続
々
と
開
版
さ
れ
た
。
江
戸
時
代
に

入
り
、
林
羅
山
・
石
川
丈
山
な
ど
に
尊
崇
さ
れ
、
そ
の
詩
集
が
多
く
刊

行
さ
れ
た
注
七

。
黒
川
洋
一
氏
は
、
江
戸
後
期
に
お
け
る
杜
詩
の
享
受

に
は
二
つ
の
山
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
十
七
世
紀
後

半
、
寛
文
か
ら
延
宝
、
天
和
、
貞
享
を
経
て
元
禄
末
年
に
い
た
る
ま
で

の
時
期
で
あ
り
、
今
一
つ
は
十
九
世
紀
前
半
、
享
和
か
ら
文
化
、
文
政

を
経
て
天
保
末
年
に
至
る
時
期
で
あ
る
注
八

。

前
掲
の
「
擣
衣
」
一
首
は
、
元
禄
六
年
京
都
洛
陽
堂
唐
本
屋
又
兵
衛

刊
本
『
（
辟
疆
園
）
杜
詩
註
解
』
、
元
禄
九
年
美
濃
屋
彦
兵
衛
刊
本
『
杜

律
集
解
（
鼇
頭
増
廣
本
）
』
、
明
暦
二
年
京
都
刊
本
『
杜
少
陵
先
生
詩

分
類
集
註
』
と
も
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
後
印
本
も

多
く
出
さ
れ
、
当
時
は
一
般
的
に
読
ま
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
杜
甫
の
一
首
は
、
漢
詩
の
「
擣
衣
」
の
本
意
を
踏
ま
え
、

空
閨
を
守
り
、
兵
役
に
出
て
帰
ら
ぬ
夫
の
こ
と
を
偲
ぶ
女
の
悲
愁
を
詠

ん
だ
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
た
だ
し
尾
聯
「
用
尽
閨
中
力
、
君
聴
空
外

音
」
が
、
「
こ
の
私
は
力
を
尽
し
て
衣
を
打
つ
の
で
あ
る
が
、
あ
な
た

は
空
に
伝
わ
る
そ
の
音
を
心
と
め
て
聞
い
て
く
だ
さ
い
」
と
、
衣
を
う

つ
音
に
よ
っ
て
気
持
ち
を
夫
に
伝
え
よ
う
と
す
る
擣
衣
の
女
の
心
情
を

表
わ
し
、
特
徴
的
な
表
現
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

曙
覧
の
（269

）
番
歌
を
ふ
り
か
え
て
み
る
と
、
「
遠
方
に
い
る
人
を

偲
び
心
を
腕
の
力
い
っ
ぱ
い
に
こ
め
て
衣
を
打
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
」

と
歌
が
詠
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
衣
を
打
つ
「
音
」
を
遠
く
に
い
る
人

に
聞
か
せ
る
た
め
に
（
ま
た
は
あ
の
人
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
）
、
「
手

力
の
か
ぎ
り
に
こ
め
て
」
打
つ
の
か
、
と
い
う
よ
う
な
余
情
が
生
み
出

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
杜
詩
「
擣
衣
」
と
対
照
し
て
み
る
と
、
曙
覧

が
特
に
、
そ
の
尾
聯
「
用
尽
閨
中
力
、
君
聴
空
外
音
」
の
、
「
衣
う
つ
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音
」
の
特
徴
的
表
現
を
会
得
し
て
自
分
の
歌
に
詠
み
込
ん
で
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

曙
覧
の
こ
の
よ
う
な
表
現
は
、
前
掲
の
『
類
題
和
歌
集
』
所
収
の
「
擣

衣
」
の
歌
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
一
方
、
近
世
に
お
い
て
、
特
に
曙
覧

が
私
淑
し
た
真
淵
、
宣
長
、
師
事
し
た
田
中
大
秀
、
そ
し
て
彼
と
同
時

代
の
言
道
、
文
雄
、
蓮
月
な
ど
の
歌
人
が
と
の
よ
う
な
基
調
を
も
っ
て
、

「
擣
衣
」
の
歌
を
詠
ん
で
い
た
の
か
に
つ
い
て
ふ
れ
る
と
、
次
の
よ
う

な
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。

あ
る
人
の
十
七
年
の
忌
に
、
か
の
よ
み
た
る
歌
を
句
の
上
に

分
ち
置
き
て
、
三
十
一
人
に
歌
も
と
め
け
る
に
、
て
を
か
み

に
て
か
な
し
み
の
こ
こ
ろ
し
ら
び
し
て
、
遠
擣
衣
と
い
ふ
事

よ
め
と
あ
る
に

照
る
月
に
こ
ろ
も
う
つ
な
る
里
遠
み
天
が
け
る
ら
ん
こ
ゑ
か
と
ぞ

き
く

（
賀
茂
翁
家
集
・296

）

擣
衣

浅
茅
生
や
た
が
秋
風
を
身
に
し
め
て
ひ
と
り
夜
寒
の
衣
う
つ
ら
む

（
鈴
屋
集
・805
）

擣
衣

よ
も
す
か
ら
衣
し
て
う
つ
こ
ゑ
す
な
り
た
れ
を
か
松
の
木
隠
の
宿

（
荏
野
集
）

旅
中
擣
衣

い
へ
に
て
も
い
も
が
う
ち
て
し
麻
衣
こ
と
も
の
の
ご
と
き
く
旅
路

か
な

（
草
径
集
・285

）

夜
擣
衣

賤
の
め
は
よ
さ
む
も
い
は
で
緑
子
を
ふ
と
こ
ろ
に
し
て
衣
う
つ
な

り

（
調
鶴
集
・355

）

擣
衣

か
ら
衣
う
つ
お
と
聞
け
ば
袖
の
つ
ゆ
く
だ
け
て
も
の
の
お
も
は
る

る
か
な

（
海
人
の
か
る
藻
・146

）

上
記
の
よ
う
な
歌
に
は
、
真
淵
詠
は
秋
夜
の
擣
衣
の
音
に
、
ふ
る
さ

と
を
偲
ぶ
気
持
ち
が
喚
起
さ
れ
る
こ
と
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
詠
み
、
宣

長
詠
、
大
秀
詠
、
文
雄
詠
、
蓮
月
詠
は
秋
夜
の
孤
寒
の
状
況
を
推
量
し
、

衣
を
打
つ
人
の
心
情
を
哀
れ
と
想
像
し
、
そ
れ
を
同
情
し
て
詠
ん
で
い

る
。
言
道
詠
は
、
衣
を
打
つ
音
を
聞
い
て
一
種
の
も
の
さ
び
し
い
・
も

の
悲
し
い
心
情
を
喚
起
し
た
モ
チ
ー
フ
を
詠
ん
で
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
掲
げ
た
歌
を
含
め
、
『
類
題
和
歌
集
』
に
収
め
ら
れ

た
「
擣
衣
」
の
歌
お
よ
び
近
世
の
主
な
歌
人
の
「
擣
衣
」
歌
を
通
し
て

み
た
と
こ
ろ
、
歌
の
基
調
は
お
お
む
ね
前
述
し
た
よ
う
な
四
つ
の
類
型

に
分
け
ら
れ
る
。
即
ち
空
閨
を
独
り
守
る
妻
の
嘆
き
を
詠
む
・
衣
打
つ

音
を
聞
い
て
、
ま
た
は
晩
秋
の
風
物
を
配
し
て
、
秋
の
哀
れ
を
詠
む
・

砧
の
音
を
聞
い
て
寝
ら
れ
ず
、
郷
を
偲
び
、
秋
冷
を
感
ず
る
こ
と
な
ど

を
詠
む
・
擣
衣
の
人
の
心
を
哀
れ
と
想
像
し
、
同
情
し
て
詠
む
と
い
う

よ
う
な
四
つ
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
そ
し
て
大
半
の
「
擣
衣
」
歌
は
衣

打
つ
音
を
聞
い
て
秋
夜
の
悲
愁
を
喚
起
す
る
と
い
う
よ
う
な
「
擣
衣
」

歌
の
本
意
に
接
近
し
て
お
り
、
詠
風
は
新
古
今
風
に
近
い
。

曙
覧
の
（269

）
番
歌
の
基
調
は
新
古
今
時
代
か
ら
伝
え
て
ら
れ
た

「
擣
衣
」
歌
の
本
意
と
幽
玄
の
詠
風
と
は
ず
れ
、
兵
役
に
出
て
帰
ら
ぬ

夫
の
こ
と
を
思
う
妻
の
悲
愁
を
詠
む
と
い
う
よ
う
な
漢
詩
の
「
擣
衣
」
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の
本
意
に
接
近
し
て
い
る
。
無
論
、
以
上
の
類
歌
の
中
に
、
中
納
言
資

綱
、
大
納
言
公
実
、
文
雄
、
蓮
月
な
ど
の
歌
も
こ
れ
と
近
い
が
、
た
だ

し
、
前
述
し
た
曙
覧
が
杜
詩
の
尾
聯
「
用
尽
閨
中
力
、
君
聴
空
外
音
」

を
読
み
な
お
し
た
表
現
は
、
こ
れ
ら
歌
人
の
歌
集
に
は
見
当
た
ら
な
い
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
表
現
に
つ
い
て
は
、
『
新
編
国
歌
大
観
』C

D
-R

O
M

版
な
ど
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
曙
覧
の
こ
の
例
の
ほ
か
に
見
ら
れ
て
い
な

い
。
そ
こ
に
、
曙
覧
の
漢
詩
摂
取
の
特
徴
と
表
現
の
独
自
性
が
う
か
が

え
る
。

ま
と
め

叙
上
の
如
く
、
曙
覧
の
和
歌
に
お
い
て
漢
詩
文
を
摂
取
し
た
も
の
と

見
ら
れ
る
百
二
首
を
整
理
し
て
概
観
し
、
そ
の
一
部
を
取
り
上
げ
て
、

摂
取
の
様
相
を
考
察
し
て
み
た
。

摂
取
対
象
や
範
囲
と
し
て
は
、
「
孝
経
」
「
史
記
」
「
漢
書
」
な
ど
の

儒
学
典
籍
、
詩
経
、
辞
、
賦
、
詩
な
ど
に
広
く
わ
た
っ
て
お
り
、
さ
ら

に
菅
原
道
真
・
頼
山
陽
の
詩
な
ど
日
本
漢
詩
に
も
及
ん
で
い
る
。
そ
こ

に
、
曙
覧
の
漢
文
学
に
対
す
る
広
い
趣
味
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
歴
史

題
材
の
漢
籍
か
ら
摂
取
さ
れ
る
歌
の
割
合
が
高
く
み
え
、
曙
覧
が
詠
史

の
歌
を
詠
む
の
を
好
む
こ
と
と
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

摂
取
の
方
法
・
表
現
と
し
て
は
、
曙
覧
が
漢
詩
句
を
単
な
る
翻
案
、

解
釈
す
る
、
も
し
く
は
本
説
を
そ
の
ま
ま
踏
ま
え
て
詠
む
の
で
は
な
く
、

い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
こ
ら
し
て
自
分
な
り
の
歌
を
詠
み
だ
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
説
の
中
身
を
反
転
し
た
り
、
も
し
く
は
ず
ら
し
た
り
し
て
詠

み
込
ん
で
、
作
品
に
趣
を
添
え
、
感
情
を
込
め
て
詠
ん
だ
和
歌
に
は
も

っ
と
も
曙
覧
の
詠
歌
の
力
量
が
見
ら
れ
る
。
例
と
し
て
は
、
（73

）
番
、

（310

）
番
歌
な
ど
の
歌
が
あ
げ
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
本
説
を
踏
ま
え
て
詠
ん
だ
歌
の
中
で
、
（269

）
番
歌
「
擣

衣
」
の
表
現
に
は
曙
覧
の
独
特
性
が
み
え
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
特
に

力
点
を
置
き
な
が
ら
考
察
を
こ
こ
ろ
み
た
。

こ
の
「
擣
衣
」
と
い
う
伝
統
な
詠
題
に
対
し
て
、
曙
覧
は
新
古
今
時

代
か
ら
伝
え
て
ら
れ
た
「
擣
衣
」
題
の
歌
の
伝
統
的
本
意
や
幽
玄
の
詠

風
に
は
従
わ
ず
に
、
杜
甫
の
詩
「
擣
衣
」
の
「
用
尽
閨
中
力
、
君
聴
空

外
音
」
の
特
徴
的
表
現
を
吟
味
し
、
趣
向
を
凝
ら
し
な
が
ら
詠
じ
て
い

る
。
特
に
「
あ
の
人
に
聞
か
せ
る
た
め
に
（
ま
た
は
あ
の
人
が
聞
こ
え

る
よ
う
に
）
力
一
杯
に
こ
め
て
衣
を
打
っ
て
い
る
」
と
い
う
よ
う
な
表

現
か
ら
、
彼
の
漢
詩
摂
取
の
特
徴
と
表
現
の
独
自
性
が
現
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
（269

）
番
歌
は
（268

）
番
歌
と
同
題
（
「
擣
衣
」
）
の

連
作
に
組
ま
れ
、
里
の
婦
人
と
子
供
の
働
き
実
景
を
活
写
し
、
衣
打
つ

の
を
習
う
子
供
の
手
の
力
弱
さ
と
母
の
力
の
強
さ
と
を
対
蹠
的
に
捉
え

て
お
り
、
そ
こ
に
は
曙
覧
の
詠
歌
の
機
智
が
み
え
る
。

子
規
が
曙
覧
の
歌
に
つ
い
て
、
「
曙
覧
が
新
言
語
を
用
い
新
趣
味
を

詠
じ
毫
も
古
格
旧
例
に
拘
泥
せ
ざ
り
し
は
、
な
か
な
か
に
『
万
葉
』
の

ご
う

精
神
を
得
た
る
も
の
に
し
て
、
『
古
今
集
』
以
下
の
自
ら
画
し
て
小
区

域
に
局

促
た
り
し
と
同
日
に
語
る
べ
き
に
あ
ら
ず
」
と
述
べ
、
そ
の

き
ょ
く
そ
く

創
意
と
無
碍
自
在
な
詠
風
を
称
揚
し
て
い
た
。
こ
の
（268

）
番
、（269

）

番
二
首
か
ら
な
る
連
作
は
、
伝
統
な
詠
題
「
擣
衣
」
を
も
ち
い
な
が
ら

も
、
新
奇
な
趣
と
ユ
ニ
ー
ク
な
表
現
が
み
ら
れ
る
の
は
、
子
規
が
評
価



注
一

例
え
ば
、
前
川
幸
雄
「
橘
曙
覧
の
短
歌
へ
の
陶
淵
明
の
作
品
の
影
響
に
つ
い
て
」
（
『
国
学
院
中
国
学
会
報
』
第
五
十
六
巻
、
国
学
院
大
学
中
国
学
会
、
平
成

二
十
二
年
十
二
月
）
、
「
橘
曙
覧
と
邵
雍
と
―
「
独
楽
吟
」
と
「
首
尾
吟
」
の
関
係
に
つ
い
て
―
」
（
『
国
語
国
文
学
』
第
五
十
号
、
福
井
大
学
言
語
文
化
学
会
、
平
成

二
十
三
年
三
月
）
、
及
び
拙
稿
「
橘
曙
覧
「
独
楽
吟
」
の
表
現
形
式
と
漢
詩
受
容
の
可
能
性
―
邵
雍
「
首
尾
吟
」
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
―
」
（
『
総
研
大
文
化
科
学
研

究
』
第
八
号
、
総
研
大
文
化
科
学
研
究
科
編
集
委
員
会
、
平
成
二
十
四
年
三
月
）
、
な
ど
の
研
究
論
文
が
、
曙
覧
の
漢
詩
文
摂
取
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

注
二

先
行
文
献
は
、
主
に
以
下
の
も
の
を
参
考
に
し
た
。

『
曙
覧
の
研
究
』
折
口
信
夫
編
、
東
京
高
遠
書
房
、
昭
和
九
年
。

日
本
古
典
全
書
・
『
宗
武
・
曙
覧
歌
集
』
土
岐
善
麿
校
注
、
朝
日
新
聞
社
、
昭
和
三
十
五
年
。

日
本
古
典
文
学
大
系
・
『
近
世
和
歌
集
』
高
木
市
之
助
・
久
松
潜
一
校
注
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
一
年
。

『
橘
曙
覧
全
歌
集
』
水
島
直
文
・
橋
本
政
宣
編
注
、
岩
波
書
店
、
平
成
十
一
年
。

『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
久
保
田
啓
一
校
注
、
明
治
書
院
、
平
成
十
九
年
。

注
三

新
釈
漢
文
大
系
『
唐
詩
選
』
目
加
田
誠
著
、
明
治
書
院
、
平
成
十
六
年
。

注
四

『
新
古
今
和
歌
集
入
門
』
上
條
彰
次
・
片
山
亨
・
佐
藤
恒
雄
著
、
有
斐
閣
、
昭
和
五
十
三
年
。

佐
藤
恒
雄
「
衣
を
擣
つ
女
―
続
後
撰
集
の
一
考
察
―
」
（
『
解
釈
と
鑑
賞
』
昭
和
三
十
八
年
五
月
号
所
収
）
。

注
五

『
類
題
和
歌
集
』
巻
十
四
秋
の
部
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
の
紙
焼
写
真
資
料

Ｃ
９
７
６
９
よ
る
。

注
六

『
杜
詩
講
義
』
森

槐
南
著
、
松
岡
秀
明
校
訂
、
平
凡
社
、
平
成
五
年
。

注
七

『
日
本
漢
文
学
大
事
典
』
近
藤
春
雄
著
、
明
治
書
院
、
昭
和
六
十
年
。

和
田
利
男
「
一
休
と
杜
詩
」
（
『
滋
賀
大
国
文
』
第
八
号
、
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
。

注
八

黒
川
洋
一
氏
「
江
戸
後
期
に
お
け
る
杜
詩
の
享
受
に
つ
い
て
―
六
如
上
人
を
中
心
に
し
て
―
」
（
『
東
方
学
』
平
成
二
年
一
月
号
）
。
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し
た
好
例
と
い
え
よ
う
。
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第
四
章

正
岡
子
規
の
曙
覧
観
を
見
直
す
―
漢
画
詠
の
評
価
を
中
心
に
―

は
じ
め
に

曙
覧
は
、
万
葉
・
古
今
・
新
古
今
な
ど
古
典
和
歌
や
漢
詩
漢
文
な
ど
に
、

幅
広
く
題
材
を
求
め
、
自
在
無
碍
な
詠
風
で
詠
ま
れ
た
多
彩
な
歌
が
、
明

治
以
降
、
独
自
な
歌
風
と
し
て
評
価
さ
れ
て
き
た
。
作
歌
態
度
や
傾
向
に

つ
い
て
は
、
曙
覧
の
随
筆
文
「
題
詠
」
「
粗
句
」
「
蘆
庵
翁
の
歌
」
な
ど
に

拠
る
指
摘
が
先
行
研
究
に
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
曙
覧
の
随

筆
集
『
囲
炉
裏

譚

』
に
「
仮
山
」
と
題
す
る
一
文
が
あ
り
、
そ
こ
に
も
曙

い

ろ

り

が
た
り

覧
の
作
歌
指
向
が
端
的
に
表
わ
れ
て
い
る
。
全
文
を
掲
げ
て
お
く
。

五
雑
爼
に
仮
山
の
事
を
い
へ
る
所
に
、
工
者
ハ

事
々
有
レ

致
、
景
不
二

重

畳
一

、
石
不
二

反
背
一

、
踈
密
得
レ

宜
、
高
下
合
作
、
人
工
之
中
、
不
レ

失

二

天
然
一

、
偪
側
之
地
、
又
含
二

野
意
一

、
勿
二

瑣
砕
ニ
シ
テ

而
可
一
レ

厭
、
勿
二

整
斎
一
ニ
シ
テ

而
近
一
レ

俗
、
勿
二

誇
レ

多
闘
一
レ

麗
、
勿
二

大
巧
ニ
シ
テ

喪
一
レ

真
、
令

二
レ

人
終
歳
游
息
シ
テ

而
不
一
レ

厭
、
斯
得
レ

之
矣
、
大
率
石
易
レ

得
、
水
難
レ

得
、
古
木
大
樹
尤
難
レ

得
也
、
こ
の
語
と
も
、
歌
よ
む
人
の
雅
趣
を
え

と
ら
へ
さ
さ
む
に
は
い
と
よ
き
教
な
り
、
心
を
と
め
て
、
翫
味
す
べ

き
事
な
り
。
注
一

「
五
雑
爼
」
と
は
、
明
の
謝
肇
淛
（
し
ゃ
ち
ょ
う
せ
い
）
著
の
随
筆
集

『
五
雑
爼
』
を
指
し
て
い
る
。
全
十
六
巻
で
、
自
然
や
社
会
の
様
々
な
こ

と
を
天
・
地
・
人
・
物
・
事
の
五
類
に
分
け
て
記
し
た
も
の
で
、
明
代
の

政
治
・
経
済
・
社
会
を
知
る
格
好
の
資
料
に
な
っ
て
い
る
。
引
用
部
は
、

巻
三
「
地
部
一
」
の
「
築
山
」
五
の
一
部
で
あ
り
、
仮
山
（
日
本
の
築
山

の
こ
と
）
造
型
の
意
匠
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
曙
覧
は
こ
れ
を
引
用
し

な
が
ら
、
傍
線
部
の
よ
う
に
自
分
の
歌
を
つ
く
る
指
向
お
よ
び
心
得
を
具

体
に
示
し
た
。
そ
こ
か
ら
は
、
彼
が
日
々
和
歌
の
創
作
に
苦
心
研
鑽
し
て

い
た
こ
と
が
推
知
さ
れ
る
。

正
岡
子
規
は
、
明
治
三
十
二
年
（1899

）
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、

新
聞
「
日
本
」
に
「
曙
覧
の
歌
」
を
連
載
し
、
曙
覧
の
詠
歌
を
高
く
評
価

し
た
。
そ
れ
以
来
、
曙
覧
は
明
治
の
歌
壇
に
注
目
さ
れ
、
評
価
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
で
は
、
子
規
は
、
曙
覧
の
ど
う
い
っ
た
歌
作
を
選
ん
で
、

吟
味
・
評
価
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
「
曙
覧
の
歌
」
に

取
り
上
げ
ら
れ
た
数
十
例
の
曙
覧
の
歌
を
考
察
す
る
の
が
有
効
で
あ
ろ
う
。

そ
の
た
め
に
国
立
国
会
図
書
館
蔵
の
子
規
自
筆
の
「
和
歌
手
抄
」
に
収
め

ら
れ
る
「
橘
曙
覧
遺
稿
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
手
抄
」
を
素
材
に
検
討
し
た
い
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
よ
り
客
観
的
な
理
解
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え
る
か

ら
で
あ
る
。

併
せ
て
、
折
口
信
夫
（
釈
迢
空
）
も
曙
覧
の
歌
を
抄
録
し
て
い
た
の
で
、

以
下
、
両
者
に
よ
る
曙
覧
歌
抄
を
対
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、
彼
ら
の
取
材

傾
向
と
評
価
に
つ
い
て
分
析
し
た
い
。
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一
、
「
橘
曙
覧
遺
稿
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
手
抄
」
に
つ
い
て

こ
の
子
規
の
自
筆
稿
の
「
和
歌
手
抄
」
と
い
う
題
名
は
、
昭
和
五
十
一

年
講
談
社
版
『
子
規
全
集
』
第
二
十
巻
の
解
題
に
よ
る
と
後
人
の
命
名
で

あ
る
と
い
う
。
書
誌
な
ど
の
情
報
は
、
同
解
題
に
詳
し
く
説
明
し
て
い
る

の
で
、
こ
こ
で
は
贅
述
し
な
い
が
、
同
解
題
に
よ
り
推
定
さ
れ
る
、
子
規

が
抄
出
に
用
い
た
も
の
と
す
る
明
治
十
一
年
（1878

）
八
月
二
十
九
日
刊

『
橘
曙
覧
遺
稿
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
）
を
参
照

す
る
と
、
子
規
は
曙
覧
の
原
本
か
ら
数
多
く
の
古
体
、
異
体
の
字
を
そ
の

ま
ま
に
写
し
、
ま
た
巻
毎
の
名
に
表
紙
に
記
さ
れ
た
朱
色
の
篆
書
の
題
辞

ま
で
も
、
同
様
に
朱
色
で
そ
の
ま
ま
引
き
写
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
例
え

ば
、
図

は
子
規
自
筆
の
「
橘
曙
覧
遺
稿
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
手
抄
」
の
中

1

の
朱
色
の
篆
書
「
松
嵐
艸
」
は
、
図

の
『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
巻
一
の

2

朱
刷
の
篆
書
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。

『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
第
二
、
三
、
四
、
五
集
の
巻
名
は
そ
れ
ぞ
れ
「
襁

褓
艸
」
「
春
明
艸
」
「
君
来
艸
」
「
白
蛇
艸
」
で
、
同
様
に
朱
色
の
篆
書
で

記
さ
れ
て
い
る
。
曙
覧
の
嗣
子
井
手
今
滋
の
「
例
言
」
に
よ
る
と
、
巻
名

は
各
巻
の
冒
頭
歌
中
の
詞
に
因
ん
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
巻
名
を
表
わ
す

朱
色
の
篆
書
は
曙
覧
の
手
沢
の
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
と
い
う
。
子
規
が
抄

録
し
た
の
は
第
一
、
二
、
三
集
で
、
同
様
に
朱
色
で
引
き
写
さ
れ
て
い
た
。

そ
こ
か
ら
は
、
子
規
が
曙
覧
の
歌
に
い
か
に
愛
着
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が

よ
く
わ
か
る
。

以
下
に
、
「
橘
曙
覧
遺
稿
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
手
抄
」
に
収
め
ら
れ
る
曙
覧

の
歌
、
合
計
二
一
一
首
に
つ
い
て
、
『
新
編
国
歌
大
観
』
の
歌
番
号
を
示

図 1 子規自筆「橘曙覧遺稿志濃夫 図 2 明治十一年八月二十九日刊

廼舎歌集手抄」（WB12-56） 『橘曙覧遺稿志濃夫廼舎歌集』

国立国会図書館蔵 （文庫 17 W0048）早稲田大学

図書館蔵
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す
こ
と
に
よ
り
、
子
規
の
抄
出
状
況
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
具
体
的
に

は
表
１
の
通
り
で
あ
る
。

表
１

第一集「松籟艸」(243)

第二集「襁褓艸」(210)

図３

第三集「春明艸」(166)
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表
１
で
示
し
た
よ
う
に
、
『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
の
第
一
集
「
松
籟
艸
」

二
四
三
首
か
ら
は
九
二
首
、
第
二
集
「
襁
褓
艸
」
二
一
〇
首
か
ら
は
八
一

首
、
第
三
集
「
春
明
艸
」
一
六
六
首
か
ら
は
三
八
首
が
抄
出
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
視
点
で
見
る
と
、
前
述
の
講
談
社
版

『
子
規
全
集
』
第
二
十
巻
の
解
題
で
は
、
子
規
の
抄
出
状
況
に
つ
い
て
、

三
首
に
一
首
強
を
抜
い
て
い
る
と
い
う
が
、
そ
の
説
明
は
や
や
大
ざ
っ
ぱ

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
見
え
て
く
る
。

例
え
ば
、
（143

）
番
か
ら
（159

）
番
へ
、
（197

）
番
か
ら
（211

）
番

へ
、
（409

）
番
か
ら
（422

）
番
へ
、
さ
ら
に
（433

）
番
へ
と
跳
び
な
が

ら
選
ん
だ
例
が
見
ら
れ
る
一
方
、
（211
）
番
か
ら
（214

）
番
ま
で
の
四
首

の
よ
う
に
、
数
首
が
連
続
的
に
抄
録
さ
れ
た
例
や
、（184

）
番
か
ら
（192

）

番
ま
で
の
八
首
の
よ
う
に
、
ほ
ぼ
連
続
的
に
抄
録
さ
れ
て
い
た
例
も
あ
る
。

さ
て
、
こ
う
し
た
連
続
し
て
抄
録
さ
れ
た
歌
に
は
、
連
作
の
も
の
も
あ

れ
ば
、
そ
う
で
は
な
い
も
の
も
あ
る
。
そ
の
点
に
着
目
し
て
、
子
規
が
特

に
興
味
を
持
っ
て
お
り
、
意
識
的
に
連
続
し
て
抄
録
し
た
か
ど
う
か
を
示

し
て
考
え
て
み
た
い
。
具
体
的
に
は
表
１
の
中
に
、
傍
線
を
引
い
た
部
分

が
そ
れ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
抄
録
歌
の
連
続
状
況
を
図
式
化
し
て
み
る
と
、
図
3

の
よ
う
で
あ
る
。

図

で
は
、
緑
色
の
棒
は
『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
に
お
け
る
子
規
の
抄

3

出
歌
の
位
置
を
示
し
、
赤
色
の
部
分
は
連
続
的
に
抄
出
し
た
と
思
わ
れ
る

歌
の
位
置
を
示
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
赤
色
の
部
分
の
歌
に
着

目
し
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
曙
覧
の
歌
に
対
す
る
子
規
の
好
尚
を

よ
り
具
体
的
に
捉
え
て
み
た
い
。

二
、
抄
出
さ
れ
た
漢
画
詠

こ
こ
で
は
、
前
節
の
図

を
参
考
し
な
が
ら
、
同
じ
く
前
節
の
表
１
に

3

傍
線
を
引
い
た
歌
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
も
っ
と
も
目
立
つ
の
は
、
第
三
集
「
春
明
艸
」
一
六
六
首
か
ら

の
抄
出
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
子
規
が
抄
出
し
た
三
八
首
の
中
の
、
（468

）

番
か
ら
（502

）
番
ま
で
の
二
一
首
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
ほ
ぼ
連
続
的
に
抄

録
さ
れ
て
お
り
、
第
三
集
「
春
明
艸
」
の
抄
出
歌
の
半
数
以
上
を
占
め
て

い
る
。
そ
こ
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
歌
に
対
し
て
子
規
が
特
別
な
感
興
を
抱

い
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
の
第
三
集
「
春
明
艸
」
に
は
、
十
二
首
目
か
ら
、

四
十
四
首
が
数
え
ら
れ
る
画
賛
ま
た
は
題
画
の
も
の
と
み
ら
れ
る
歌
が
連

綿
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
歌
は
い
ず
れ
も
漢
風
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
も

の
か
、
も
し
く
は
漢
画
の
内
容
を
表
現
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
が
、
こ
こ

で
は
、
漢
画
詠
と
称
し
た
い
。
子
規
が
連
続
し
て
抄
出
し
た
も
の
は
、
中

の
一
部
で
あ
る
。
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

美
人
撲
蝶
図
（
其
二
）

蝶
う
つ
と
せ
し
手
は
づ
れ
て
御
園
生
の
花
う
ち
こ
ぼ
し
立
つ
少
女
哉

て
ふ

て

み

そ

の

ふ

は

な

う

ち

た

つ

を

と

め

か
な

（468

）

敗
荷

は
い

か

茎
折
れ
て
水
に
う
つ
ぶ
す
枯

蓮
の
葉
う
ら
た
た
き
て
秋

雨
ふ
る

く
き

か
れ
は
す

あ
き
の
あ
め

（470

）

揩
痒
虎
図

寐
ま
ど
ひ
て
胸
か
く
虎
の
身
ぶ
る
ひ
に
小
篠
風
も
つ
岨
の
岩
か
げ

ね

む
ね

と
ら

み

を

ざ

さ

か
ぜ

そ
ば

い
わ
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（473

）

（
水
島
直
文
・
橋
本
政
宣
編
注
『
橘
曙
覧
全
歌
集
』（
岩
波
書
店
、1999

年
）
よ
る
、
以
下
同
）

（468
）
番
歌
は
、
蝶
を
捕
ま
え
る
少
女
を
描
い
た
絵
を
詠
ず
る
も
の
で

あ
る
。
歌
に
は
、
「
う
つ
」
「
は
づ
れ
」
「
う
ち
こ
ぼ
し
」
「
立
つ
」
な
ど
、

一
連
の
動
詞
を
使
っ
て
、
少
女
が
蝶
を
叩
い
で
捕
ろ
う
と
す
る
が
、
手
が

は
ず
れ
て
花
を
う
ち
散
ら
し
た
と
い
う
よ
う
な
場
面
が
活
写
さ
れ
て
い
る
。

（470

）
番
歌
は
雨
に
枯
れ
た
蓮
の
絵
を
表
わ
し
て
お
り
、
や
は
り
「
折

れ
」
「
う
つ
ぶ
す
」
「
た
た
き
」
「
ふ
る
」
な
ど
一
連
の
動
詞
の
使
用
に
よ

っ
て
、
枯
れ
た
蓮
の
葉
が
雨
の
粒
に
た
た
か
れ
た
音
を
言
外
に
匂
わ
せ
、

索
漠
た
る
晩
秋
の
情
景
が
リ
ア
ル
に
再
現
さ
れ
て
、
秋
冷
の
わ
び
し
さ
を

際
立
た
せ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
は
次
の
李
商
隠
の
詩
が
表
現
し
た
境
地
も

想
起
さ
れ
る
。

宿
二

駱
氏
亭
一

、
寄
二-

懐
崔
蕹
崔
兗
一

、

竹
塢
無
レ

塵
水
檻
清
。

相
思
迢
逓
隔
二

重
城
一

。

秋
陰
不
レ

散
霜
飛
晩
。

留
二-

得
枯
荷
一

聴
二

雨
聲
一

。
注
二

転
句
と
結
句
「
秋
陰
散
ぜ
ず
霜
飛
ぶ
こ
と
晩
く
、
枯
荷
を
留
得
し
て
雨
声

を
聴
く
」
は
こ
の
詩
の
眼
目
と
な
っ
て
お
り
、
詩
の
趣
旨
「
寄
懐
」
に
ふ

さ
わ
し
い
晩
秋
の
愁
い
詩
境
が
点
出
さ
れ
て
い
る
。
特
に
結
句
「
枯
荷
を

留
得
し
て
雨
声
を
聴
く
」
で
演
出
さ
れ
る
、
枯
れ
た
蓮
の
葉
が
雨
に
打
た

れ
て
音
が
す
る
と
い
う
よ
う
な
一
駒
は
、
曙
覧
の
歌
に
再
び
浮
か
び
上
が

っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
よ
う
。
つ
ま
り
、
曙
覧
歌
の
「
雨
の
音
」

は
李
商
隠
詩
の
「
雨
声
」
と
は
、
両
者
の
相
似
る
表
現
の
手
法
に
よ
っ
て
、

響
き
合
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（473

）
番
歌
は
、
胸
を
搔
く
虎
を
描
い
た
絵
を
題
し
た
も
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
「
揩
痒
虎
」
は
唐
画
の
画
題
と
久
保
田
啓
一
氏
に
指
摘
さ
れ
る

が
注
三

、
首
肯
で
き
よ
う
。
ま
た
、
歌
に
「
寐
ま
ど
ひ
て
」
と
い
う
表
現
は
、

い
か
に
も
曙
覧
の
ユ
ー
モ
ア
と
想
像
力
が
現
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
同

時
に
、
虎
が
寝
ぼ
け
て
胸
を
搔
い
て
、
風
も
立
つ
と
い
う
表
現
は
、
黄
庭

堅
の
詩
に
「
題
伯
時
画
揩
痒
虎
」
の
起
句
と
承
句
に
符
合
し
、
そ
れ
ら
を

ふ
ま
え
た
可
能
性
が
高
い
。
詩
は
以
下
の
と
お
り
。

題
伯
時
画
揩
痒
虎

猛
虎
肉
醉
初
醒
時
、
揩
磨
苛
痒
風
助
威
。

枯
楠
未
覚
草
先
低
、
木
末
應
有
行
人
知
。

こ
れ
ら
曙
覧
の
漢
画
詠
に
は
、
い
ず
れ
も
動
詞
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
表
現
さ
れ
た
絵
は
生
き
生
き
と
し
た
動
き
が
現
出

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
曙
覧
の
題
画
歌
の
特
徴
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
右
の
三
首
の
以
外
に
も
、
子
規
が
連
続
的
に
抄
出
し
た
も
の
も

あ
る
が
、
論
旨
の
繁
雑
さ
を
避
け
る
た
め
に
も
、
こ
れ
ら
の
歌
題
の
み
を

掲
げ
て
お
く
。
具
体
的
は
、
左
の
と
お
り
（
括
弧
内
の
算
数
字
は
歌
番
号
）
。

「
漁
楽
図
」
（472

）

「
雲
荘
畊
隠
図
」
（474

）
（475

）
（
二
首
連
作
）

「
升
龍
図
」
（476
）
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「
老
檜
図
」
（477

）

「
青
松
白
鶴
」
（478

）
（479

）
（
二
首
連
作
）

「
万
竹
図
」
（483

）
（
四
首
連
作
の
四
首
目
）

「
疎
竹
三
禽
図
」
（485

）
（486

）
（487

）
（488

）
（
四
首
連
作
）

そ

ち

く

「
臨
水
梅
」
（489

）

「
山
中
」
（490
）

「
煮
泉
図
」
（499
）
（500

）
（
二
首
連
作
）

し
ゃ
せ
ん

「
歳
寒
三
友
図
」
（501
）

「
松
風
酔
帰
図
」
（502

）
（
二
首
連
作
の
一
首
目
）

そ
も
そ
も
子
規
も
自
身
で
題
画
詩
を
多
く
作
っ
て
い
た
。
和
田
利
男
氏

は
「
題
画
詩
の
多
い
の
は
晩
年
に
至
る
ま
で
変
わ
ら
な
か
っ
た
特
色
で
あ

る
」
と
言
っ
て
お
り
、
ま
た
、
子
規
の
漢
詩
で
は
題
画
詩
、
覊
旅
詩
、
病

中
詩
が
そ
の
大
半
を
占
め
る
と
も
指
摘
し
て
い
る
注
四

。
実
際
に
、
講
談
社

版
『
子
規
全
集
』
第
八
巻
に
収
め
る
漢
詩
の
部
に
は
、
題
画
詩
が
多
数
見

ら
れ
る
。
な
お
渡
部
勝
己
氏
が
整
理
し
た
発
表
さ
れ
な
か
っ
た
子
規
の
漢

詩
百
四
首
注
五

に
も
、
題
画
詩
が
十
六
首
数
え
ら
れ
る
。
子
規
が
こ
れ
だ
け

題
画
詩
を
熱
心
に
詠
ん
で
い
た
か
ら
こ
そ
、
曙
覧
の
漢
風
的
な
画
賛
歌
、

即
ち
漢
画
詠
の
歌
群
に
対
し
て
も
相
当
な
愛
着
を
持
ち
、
割
愛
で
き
ず
に

二
〇
余
首
を
連
続
的
に
写
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

三
、
他
の
連
続
抄
出
歌

さ
て
、
連
続
の
抄
出
歌
を
反
映
す
る
図

の
中
の
赤
色
の
部
分
に
は
、

3

前
節
に
述
べ
た
曙
覧
の
漢
画
詠
を
除
い
て
、
ほ
か
に
も
何
か
所
が
見
え
る

が
、
そ
れ
に
対
応
し
て
、
表
１
の
中
に
傍
線
で
引
か
れ
る
部
分
の
歌
の
特

徴
を
見
て
み
た
い
。
例
え
ば
（81

）
番
か
ら
（86

）
番
ま
で
六
首
の
歌
を

と
り
あ
げ
て
み
る
。

咏
十
二
首

内
六
首

辰た
つ

や
や
た
く
る
野
べ
の
朝
日
を
よ
ろ
こ
び
て
そ
ぞ
ろ
飛
び
た
つ
い
な

ご
ま
ろ
か
な

（81

）

巳み

う
つ
ろ
ひ
て
南
に
か
か
る
日
の
影
に
な
ま
が
わ
き
す
る
花
の
上
の

へ

露

（82

）

午う
ま

目
に
あ
ま
る
菜
の
葉
の
露
の
ひ
る
さ
び
し
機
お
る
音
も
里
に
と
絶

は
た

だ

え
て

（83

）

申さ
る

あ
さ
り
あ
り
く
鶏
も

塒

に
か
へ
り
き
ぬ
夕
食
の
妻
木
を
り
に
か

と
り

と
ぐ
ら

ゆ

ふ

げ

つ

ま

ぎ

か
ら
む

（84

）

酉と
り

夕
貌
の
花
し
ら
じ
ら
と
咲
き
め
ぐ
る
賤
が
伏
せ
屋
に
馬
洗
ひ
を
り

ゆ
ふ
が
ほ

は
な

し
づ

（85

）

戌い
ぬ

長
し
と
は
誰
が
こ
と
な
ら
む
秋
の
夜
も
く
る
れ
ば
は
や
く
そ
や
の

た

あ
き

よ

鐘
の
音

（86

）

か

ね

ね

こ
れ
ら
は
曙
覧
が
十
二
支
で
現
わ
れ
る
時
刻
を
詠
ん
だ
十
二
首
か
ら
六

首
を
自
撰
し
た
も
の
で
、
物
名
歌
と
思
わ
れ
る
。

十
二
支
を
詠
み
込
ん
だ
物
名
歌
の
先
例
と
し
て
は
、
『
拾
遺
和
歌
集
』
に
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は
、
「
一
夜
寝
て
憂
し
と
ら
こ
そ
は
思
ひ
け
め
浮
き
名
立
つ
身
ぞ
わ
び
し

か
り
け
る
」
（
四
二
九
、
読
人
知
ら
ず
）
と
、
十
二
支
の
前
半
の
「
子
・

丑
・
寅
・
卯
・
辰
・
巳
」
の
名
を
詠
み
込
ん
だ
例
が
あ
り
、
ま
た
、
十
二

支
全
部
を
一
首
に
詠
み
込
ん
だ
例
は
荷
田
春
満
の
歌
「
尋
ね
と
ひ
辻
に
往

ぬ
る
道
は
悟
り
得
と
も
生
ま
れ
居
る
世
を
悟
ら
ざ
る
憂
し
」
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。

な
お
、
こ
の
物
名
を
題
と
す
る
も
の
は
、
「
我
が
庵
は
都
の
辰
巳
午
未
申

酉
戌
亥
子
丑
寅
宇
治
」
と
い
う
狂
歌
の
例
が
太
田
南
畝
の
『
狂
歌
百
人
一

首
』
に
見
ら
れ
る
ほ
か
、
ま
た
怪
文
師
の
栗
田
彌
超(

生
年
不
明)

に
よ
る

「
馬
逝
ぬ
日
辻
立
つ
憂
し
と
雷
雨
峰
」
と
い
う
「
午
・
戌
・
未
・
辰
・
丑

・
寅
・
亥
・
卯
・
巳
・
子
」
を
詠
み
込
ん
だ
川
柳
の
例
も
見
ら
れ
る
。

以
上
の
物
名
の
各
例
は
、
い
ず
れ
も
遊
戯
性
が
高
く
、
ま
た
は
技
巧
的

に
見
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
曙
覧
の
歌
は
、
朝
日
が
次
第
に
高
く
な
る

野
辺
で
飛
ぶ
い
な
ご
、
機
を
織
る
音
も
聞
こ
え
な
く
な
る
昼
休
み
の
里
、

ま
た
巣
に
戻
っ
て
く
る
鶏
や
、
夕
刻
、
仕
事
を
終
わ
っ
て
馬
を
洗
っ
て
い

る
労
働
者
な
ど
、
各
時
刻
で
の
田
園
郷
里
の
実
風
景
が
活
写
さ
れ
、
和
歌

ら
し
い
叙
情
が
満
ち
て
い
る
と
見
受
け
ら
れ
よ
う
。
こ
う
し
た
物
名
の
題

で
あ
り
な
が
ら
、
日
常
身
辺
が
実
写
さ
れ
る
優
れ
た
詠
み
ぶ
り
に
な
っ
て

い
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
連
作
は
子
規
の
目
に
と
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（93

）
番
、
（94

）
番
、
（95

）
番
の
三
首
の
「
虱
」
題
の
連
作
と
、
（168

）

番
か
ら
（175

）
番
ま
で
八
首
の
歌
は
「
人
あ
ま
た
あ
り
て
、
此
の
わ
ざ
物

し
を
る
と
こ
ろ
、
見
め
ぐ
り
あ
り
き
て
」
と
い
う
詞
書
き
が
添
え
ら
れ
る
、

銀
鉱
の
採
掘
作
業
を
詠
ん
だ
二
つ
の
連
作
は
、
そ
の
機
知
的
趣
向
お
よ
び

写
実
的
な
風
格
に
よ
り
、
子
規
の
ほ
か
、
茂
吉
、
迢
空
ら
に
も
高
評
を
得

て
お
り
、
以
来
、
大
方
の
評
価
も
そ
れ
に
倣
っ
て
て
い
る
。

（184

）
番
か
ら
（192

）
番
ま
で
の
八
首
も
、
ほ
ぼ
連
続
的
に
抄
録
さ

れ
て
お
り
、
中
に
は
、
例
を
あ
げ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
歌
が
あ
る
。

田
家
煙

山
ぞ
ひ
の
鹿
猪
田
に
つ
づ
く
は
な
れ
邨
家
な
み
ま
ば
ら
に
立
つ
煙

し

し

だ

む
ら

や

か
な

（189

）

漁
村

家
々
の
窓
の
火
あ
か
し
網
む
す
ぶ
手
わ
ざ
に
夜
を
や
ふ
か
す
な
る

い
へ
い
へ

よ

ら
む

（190

）

行
路
雨

雨
ふ
れ
ば
泥
踏
み
な
づ
む
大
津
道
我
に
馬
あ
り
め
さ
ね
旅
び
と

ひ
ぢ

ふ

お

ほ

つ

み
ち

（191

）

こ
の
三
例
の
歌
も
や
は
り
、
煙
も
疎
ら
に
た
つ
「
田
家
」
や
家
々
の
窓

に
と
も
る
火
が
明
る
い
「
漁
邨
」
、
ま
た
雨
で
ぬ
か
る
み
と
な
っ
た
大
津

道
な
ど
里
の
実
景
と
そ
の
人
々
の
実
情
を
そ
の
ま
ま
描
い
た
。
子
規
が
「
曙

覧

が

歌

の

材

料

と

し

て

取

り

来

る

も

の

は

多

く

自

己

周

囲

の

活

人

事

き
た

か

つ

じ

ん

じ

活
風
光
に
し
て
、
題
を
設
け
て
詠
み
し
腐
れ
花
、
腐
れ
月
に
非
ず
」
注
六

と
、

か
つ
ふ
う
こ
う

曙
覧
の
機
知
に
溺
れ
て
い
な
い
詠
み
ぶ
り
を
評
価
し
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
（211

）
番
か
ら
（214

）
番
ま
で
の
四
首
は
、
そ
れ
ぞ
れ

が
「
寒
婢
」
「
寒
灯
」
「
寒
猫
」
「
寒
枕
」
と
い
う
「
寒
」
が
つ
く
歌
題
を

持
つ
も
の
は
、
（303

）
番
歌
「
妓
院
雪
」
、
（304

）
、
（305

）
番
歌
「
侠
家

雪
」
と
同
じ
く
、
歌
題
や
題
材
に
新
奇
な
趣
が
あ
り
、
そ
こ
に
子
規
は
目

が
引
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

寒
婢

鶏
の
音
に
よ
び
お
こ
さ
れ
て
う
つ
石
も
と
る
手
わ
な
な
く
暁
の
霜

と
り

ね

（211

）
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寒
灯

と
も
す
れ
ば
沈
む
灯
火
か
き
か
き
て
苧
を
う
む
窓
に

霰

う
つ
こ

と
も
し
び

を

あ
ら
れ

ゑ

（212

）

寒
猫

埋
み
火
に
夜
が
れ
せ
ず
な
る
老
ね
こ
ま

霙

に
ぬ
る
る
妻
ご
ひ
は

う
づ

び

み
ぞ
れ

せ
で

（213

）

寒
枕

冷
え
い
ら
む
夜
を
も
い
と
は
で
う
れ
し
き
は
さ
し
の
べ
た
り
し
妹

ひ
が
手
ま
く
ら

（214

）

た

「
寒
」
の
字
を
冠
し
た
一
連
の
歌
題
は
、
五
言
古
詩
の
「
寒
園
」「
寒
廬
」

「
寒
厨
」
、
い
わ
ゆ
る
「
三
寒
」
の
詩
を
創
作
し
た
子
規
に
は
特
に
興
味

を
惹
か
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
子
規
の
「
三
寒
」
の
詩
に
つ
い

て
は
、
渡
部
勝
己
氏
に
よ
る
、
講
談
社
版
『
子
規
全
集
』
第
八
巻
、
漢
詩

の
部
の
解
題
に
、
杜
甫
の
三
吏
三
別
の
影
響
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
が
、

こ
こ
で
は
、
「
寒
」
の
字
を
冠
し
た
一
連
の
詩
題
に
、
頼
山
陽
の
連
作
詩

「
四
寒
詠
」
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
と
思
う
。
山
陽
の
「
四
寒
詠
」
は
そ

れ
ぞ
れ
「
寒
僕
」
「
寒
婢
」
「
寒
犬
」
「
寒
猫
」
と
題
し
た
四
首
の
七
言
律

詩
の
連
作
で
あ
る
。
前
述
の
曙
覧
歌
「
寒
婢
」
「
寒
猫
」
、
そ
れ
と
子
規
の

未
抄
録
の
「
寒
僕
」
二
首
は
、
歌
題
と
内
容
と
と
も
に
山
陽
詩
か
ら
の
受

容
が
考
え
ら
れ
る
。
少
年
時
代
か
ら
山
陽
の
詩
を
愛
読
し
た
子
規
は
無
論
、

そ
の
影
響
を
多
大
に
受
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
子
規
詩
「
寒
厨
」

に
、
「
小
盤
稀
有
魚
」
「
猫
鼠
飢
不
耐
」
な
ど
の
句
か
ら
、
山
陽
詩
「
寒
猫
」

の
頷
聯
「
矮
室
既
熏
寧
有
鼠
、
貧
廚
経
凍
最
無
魚
」
の
趣
が
容
易
に
連
想

で
き
る
。

さ
て
、
（364

）
番
か
ら
（367

）
番
ま
で
の
四
首
い
ず
れ
も
長
文
の
詞
書

き
を
持
つ
連
作
で
あ
り
、
例
え
ば
（364

）
番
歌
の
詞
書
き
が
三
十
七
行
も

わ
た
っ
て
い
る
。
ま
た
、
（544

）
番
、
（545

）
、
（546

）
番
と
（547

）
番

歌
も
同
じ
く
長
い
詞
書
き
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
曙
覧
の
詠
歌
の

特
徴
で
も
あ
る
。
子
規
が
こ
れ
に
つ
い
て
も
相
当
好
き
だ
っ
た
よ
う
で
、

煩
を
い
と
わ
ず
、
そ
れ
ら
長
文
の
詞
書
き
を
一
々
書
写
し
て
い
る
。

四
、
折
口
信
夫
の
「
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
抄
」

子
規
に
続
い
て
、
斎
藤
茂
吉
、
折
口
信
夫
（
釈
迢
空
）
ら
も
積
極
的
に

曙
覧
に
つ
い
て
評
論
し
た
り
、
そ
の
歌
を
評
釈
し
た
り
し
て
、
曙
覧
の
研

究
史
に
顕
著
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
特
に
折
口
信
夫
は
、
昭
和
十
六
年

に
著
し
た
『
橘
曙
覧
評
伝
』
注
七

に
お
い
て
、
「
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
抄
」
と

題
し
、
『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
か
ら
百
七
十
首
、
「
山
田
秋
甫
編
纂
橘
曙
覧

全
集
拾
遺
」
か
ら
四
首
を
そ
れ
ぞ
れ
抄
出
し
、
歌
の
下
部
に
◎
○
●
﹆
﹆

（
二
重
ゴ
マ
）
﹅
の
順
位
で
圏
点
を
付
け
て
評
点
を
付
し
た
。
『
新
編
国

歌
大
観
』
の
歌
番
号
に
よ
り
示
し
て
み
る
と
、
表

の
と
お
り
。

2

表
２
よ
り
、
折
口
信
夫
の
抄
出
状
況
を
見
て
み
る
と
、
『
志
濃
夫
廼
舎

歌
集
』
の
第
一
集
「
松
籟
艸
」
か
ら
は
六
十
首
、
第
二
集
「
襁
褓
艸
」
か

ら
は
三
三
首
、
第
三
集
「
春
明
艸
」
か
ら
は
三
九
首
、
第
四
集
「
君
来
艸
」

か
ら
は
一
七
首
、
第
五
集
「
白
蛇
艸
」
か
ら
は
八
首
、
そ
し
て
補
遺
「
福

壽
艸
」
か
ら
は
一
三
首
が
抄
出
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
山
田
秋
甫
編
纂
橘

曙
覧
全
集
拾
遺
か
ら
も
四
首
抄
出
さ
れ
て
い
る
。
全
体
と
し
て
、
『
志
濃

夫
廼
舎
歌
集
』
か
ら
は
抄
出
し
た
歌
数
が
一
七
〇
首
で
、
子
規
の
二
一
一
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首
よ
り
少
な
い
が
、
子
規
の
抄
出
が
第
三
集
「
春
明
艸
」
ま
で
に
止
ま
る

表
２

の
に
対
し
て
、
折
口
信
夫
は
『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
の
全
歌
集
に
わ
た
っ

て
抄
録
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
子
規
の
体
調
も
影
響
に
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。

折
口
信
夫
の
抄
出
歌
を
前
節
の
子
規
の
も
の
と
比
べ
て
み
る
と
、
共
感

を
も
つ
も
の
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
、
『
志

濃
夫
廼
舎
歌
集
』
の
第
一
集
「
松
籟
艸
」
に
、
傍
線
を
引
い
た
（81

）
番

か
ら
（85

）
番
ま
で
五
首
の
歌
は
、
曙
覧
が
自
撰
し
た
「
詠
十
二
時

内
六

首
」
か
ら
選
ら
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
子
規
と
同
じ
く
曙
覧
が
活
写
し
た
各

時
刻
で
の
田
園
郷
里
の
実
風
景
に
目
を
惹
か
れ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
も
折

口
信
夫
が
、
こ
の
群
作
の
中
、
（83

）
番
と
（85

）
番
二
首
の
下
部
に
、
彼

の
評
点
基
準
の
二
等
に
あ
た
る
○
を
つ
け
た
。
こ
こ
に
そ
の
二
首
の
歌
の

本
文
を
あ
げ
る
と
、
「
目
に
あ
ま
る
菜
の
葉
の
露
の
ひ
る
さ
び
し
機
お
る

は
た

音
も
里
に
と
絶
え
て
」
「
夕
貌
の
花
し
ら
じ
ら
と
咲
き
め
ぐ
る
賤
が
伏
せ

だ

ゆ
ふ
が
ほ

し
づ

屋
に
馬
洗
ひ
を
り
」
の
と
お
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
折
口
信
夫
が
そ
の
農

村
の
働
き
者
の
要
素
を
含
ま
れ
る
生
活
味
を
際
立
た
せ
た
曙
覧
歌
に
、
な

お
い
っ
そ
う
感
興
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
第
二
集
「
襁
褓
艸
」
に
傍
線
部
の
よ
う
に
、
折
口
信
夫
が
子
規

に
同
じ
く
、
（303

）
番
歌
「
妓
院
雪
」
、
（304

）
、
（305

）
番
歌
「
侠
家
雪
」

を
連
続
し
て
抄
出
し
、
や
は
り
そ
の
歌
題
、
題
材
の
新
奇
さ
に
目
が
引
か

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
第
三
集
「
春
明
艸
」
に
は
、
（553

）
番
か

ら
（598

）
番
ま
で
十
二
首
の
「
独
楽
吟
」
を
除
け
ば
、
傍
線
を
引
い
た
（467

）

番
か
ら
（498

）
番
ま
で
十
五
首
は
、
抄
出
歌
の
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
十
五
首
は
子
規
が
ほ
ぼ
連
続
し
て
抄
出
し
た
二
十
一
首
の
漢
風
的

画
賛
歌
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
、
子
規
と
同
様
に
、
折
口

信
夫
も
曙
覧
の
漢
風
的
画
賛
歌
に
特
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
見
受
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け
ら
れ
よ
う
。

実
は
、
折
口
信
夫
の
抄
出
歌
の
全
体
を
通
し
て
み
れ
ば
、
曙
覧
の
漢
風

的
な
歌
の
例
が
以
上
の
画
賛
歌
の
ほ
か
に
も
見
え
る
。
例
え
ば
、

雪
江
晩
釣

ば
ん

て
う

島
山
の
色
に
つ
づ
き
て
釣
夫
の
着
る
笠
白
し
た
そ
が
れ
の
雪

（220

）

い
さ
り
を

し
ろ

薔
薇

さ

う

び

羽
な
ら
す
蜂
あ
た
た
か
に
見
な
さ
る
る
窓
を
う
づ
め
て
咲
く
さ
う
び

は
ね

は
ち

か
な

（308

）

春
水
満
四
沢

道
の
辺
の
桑
の
立
木
も
沢
水
の
中
に
な
り
た
り
春
の
雪
解

（522

）

べ

た

ち

き

さ
わ

み
づ

ゆ
き
ど
け

な
ど
が
あ
り
、
こ
う
し
た
曙
覧
歌
の
漢
風
的
感
覚
に
つ
い
て
は
、
「
漢
文

学
の
影
響
ら
し
い
澄
ん
だ
響
き
、
爽
や
か
な
音
覚
が
、
続
い
て
感
じ
ら
れ

る
の
で
あ
る
」
と
い
う
折
口
信
夫
の
評
語
は
、
も
っ
と
も
適
切
で
あ
る
と

言
え
よ
う
。

こ
の
評
語
は
、
折
口
信
夫
が
「
橘
曙
覧
評
伝
」
に
、
曙
覧
が
詠
ん
だ
剣

に
関
す
る
十
数
首
の
歌
に
つ
い
て
の
も
の
で
、
抄
出
歌
の
（740
）
番
歌
「
詠

剣
」
は
そ
の
中
の
一
首
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
稿
者
は
、
第
五
集
「
白
蛇

艸
」
の
抄
出
歌
に
、
こ
の
（740

）
番
歌
「
詠
剣
」
の
後
に
継
ぐ
（741
）

番
か
ら
（747

）
番
ま
で
八
首
の
連
作
「
破
研
」
が
、
漢
風
的
感
覚
な
詠
と

し
て
連
続
的
に
抄
録
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
こ

の
連
作
も
如
上
の
折
口
信
夫
の
評
に
当
て
は
ま
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
折
口
信
夫
は
、
例
え
ば
「
父
の
十
七
年
忌
に
」
の
題
を
付
け
ら

れ
た
連
作
で
あ
る
（24

）
番
、
（25

）
番
歌
や
、
（35

）
番
歌
「
母
の
三
十

七
年
忌
に
」
、
ま
た
（278

）
番
、
（293

）
番
歌
（
題
は
省
く
）
な
ど
、
親

の
こ
と
を
偲
ん
で
、
感
情
を
吐
露
す
る
曙
覧
歌
に
対
し
て
、
子
規
よ
り
も

関
心
を
持
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
中
で
も
、
（400

）
番
と
（405

）
番
歌

は
、
そ
れ
ぞ
れ
連
作
の
一
首
目
と
二
首
目
と
な
っ
て
お
り
、
（400

）
番
歌

に
は
母
の
こ
と
を
詠
み
、
（405

）
番
歌
に
は
父
の
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。

折
口
信
夫
は
意
識
的
に
抄
出
し
、
対
照
さ
せ
て
並
べ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
測
さ
れ
る
。
そ
こ
か
ら
は
、
折
口
信
夫
が
、
父
と
母
の
こ
と
を
詠
み
込

ん
だ
曙
覧
の
気
持
ち
に
強
く
共
感
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
伺
え
る
。

ち
な
み
に
、
二
つ
の
連
作
は
次
の
よ
う
で
、
傍
線
を
引
い
た
の
は
折
口
信

夫
が
抄
出
し
た
歌
で
あ
る
。

佐
野
君
の
も
と
に

君
は
や
く
帰
れ
を
と
の
み
思
は
れ
つ
み
母
の
み
顔
見
る
た
び
ご
と
に

（400

）

荒
波
に
た
だ
よ
ひ
ぬ
れ
ど
つ
つ
が
な
く
舟
つ
き
た
り
と
聞
く
ぞ
う
れ

あ
ら
な
み

し
き

（401

）

畑
中
君
の
も
と
に

大
か
た
の
旅
だ
に
あ
る
を
い
か
に
し
て
と
ほ
き
舟
路
に
君
を
や
り
け

お
ほ

ふ
な

ぢ

む

（404

）

髪
白
き

翁

に
て
ま
す
父
君
を
お
き
て
行
き
つ
る
こ
こ
ろ
い
か
な
ら
む

か
み

お
き
な

（405

）

ま
と
め

叙
上
の
考
察
を
簡
単
に
ま
と
め
て
み
る
と
、
正
岡
子
規
は
曙
覧
の
実
景

と
実
情
を
活
写
し
た
歌
を
多
く
選
ん
で
抄
出
し
た
ほ
か
、
曙
覧
の
歌
に
、

新
奇
な
歌
題
や
題
材
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
た
も
の
、
長
文
の
詞
書
き
が
添
え

ら
れ
た
も
の
に
対
し
て
特
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

曙
覧
の
漢
風
的
な
画
賛
歌
に
も
大
い
に
感
興
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
見
受



注
一

『
新
修
橘
曙
覧
全
集
』
所
収
、
桜
楓
社
、
昭
和58
年
。

注
二

『
李
義
山
詩
集
』
第
一
卷
所
収
。
こ
こ
で
は
、
森
槐
南
著
『
李
義
山
詩
講
義
』
上
巻
（
文
会
堂
書
店
、
大
正
三
年
）
よ
る
。

注
三
久
保
田
啓
一
校
注
『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
、
久
保
田
淳
監
修
『
和
歌
文
学
大
系74

』
（
明
治
書
院
、
平
成
十
九
年
）
所
収
。

注
四

「
正
岡
子
規
の
漢
詩
」
『
語
学
と
文
学
』
第
六
・
七
号
、
群
馬
大
学
語
文
学
会
編
、
昭
和38

年8

月
。

注
五

「
発
表
さ
れ
な
か
っ
た
正
岡
子
規
の
漢
詩
と
聯
句
と
に
つ
い
て
―
自
筆
稿
本
か
ら
全
集
逸
詩
と
抹
消
詩
と
（
新
資
料
）
の
発
掘
―
」
『
愛
媛
大
学
教
育
学
部
紀

要
』
第
四
巻
第
一
号
、
昭
和47

年3

月
。

注
六

「
曙
覧
の
歌
」
『
子
規
全
集
』
第
二
十
巻
所
収
、
講
談
社
、
昭
和
五
十
一
年
。

注
七

『
折
口
信
夫
全
集
』
第
十
一
巻
所
収
、
中
央
公
論
社
、
昭
和
三
十
一
年
初
版
発
行
。

注
八

「
橘
曙
覧
評
伝
」
前
掲
書
。

注
九

「
曙
覧
の
歌
」
、
明
治
三
十
二
年
「
日
本
」
発
表
、
『
子
規
全
集
』
第
七
巻
所
収
、
講
談
社
、
昭
和50

年
。
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け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
子
規
の
曙
覧
に
対
す
る
評
価
を
理
解
す
る
点
に
お
い

て
も
、
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
折
口
信
夫
の
ほ
う
は
、
子
規
と
同
様
に
、
実
景
・
実
情
を
活
写

し
た
も
の
や
、
新
奇
な
歌
題
や
題
材
に
よ
っ
て
詠
ん
だ
も
の
な
ど
の
よ
う

な
曙
覧
歌
に
注
目
す
る
一
方
で
、
父
と
母
の
こ
と
を
詠
み
込
ん
だ
曙
覧
歌

つ
い
て
は
、
特
に
感
興
を
持
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
子
規
と
と
も
に
、
折
口
信
夫
も
曙
覧
の
漢
風
的
画
賛
歌
や
、

漢
詩
風
の
歌
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
こ
れ
は
ま
さ
に
、
彼
が
「
曙

覧
の
持
つ
よ
さ
に
は
、
こ
う
し
た
和
漢
両
様
の
古
典
の
よ
い
響
き
を
、
極

度
に
と
り
入
れ
て
居
る
点
が
あ
る
の
で
あ
つ
た
」
注
八

と
い
っ
た
よ
う
に
、

漢
詩
文
の
摂
取
に
よ
っ
て
題
材
と
感
覚
の
拓
新
を
求
め
る
曙
覧
の
作
歌
の

識
見
を
早
く
も
認
識
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
子
規
も
「
詩
ま
た
は
俳
句

に
は
用
う
れ
ど
、
歌
に
は
い
ま
だ
用
い
ざ
る
新
句
法
を
も
用
い
た
る
は
そ

の
見
識
の
凡
な
ら
ぬ
を
見
る
べ
し
」
注
九

と
言
っ
て
、
曙
覧
が
漢
詩
な
ど
に

ぼ
ん

用
い
ら
れ
る
作
り
方
を
大
胆
に
摂
取
す
る
意
識
に
つ
い
て
評
価
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
曙
覧
が
漢
詩
題
ま
た
は
漢
詩
格
調
を
も
っ
て
詠
歌
し
、
そ
れ
に

よ
っ
て
従
来
和
歌
の
表
現
を
増
強
し
よ
う
と
し
て
い
た
意
図
は
、
両
名
と

も
に
承
服
さ
れ
、
そ
し
て
曙
覧
の
こ
う
し
た
指
向
を
抱
い
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
伺
え
る
。
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第
五
章

係
助
詞
「
ぞ
」
と
動
詞
表
現
に
見
る
曙
覧
和
歌
の
特
異
性

は
じ
め
に

『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
に
は
、
語
彙
、
本
歌
取
り
ま
た
は
そ
の
趣
向

の
と
り
な
し
な
ど
、
古
典
和
歌
と
か
か
わ
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
歌
が

数
多
く
見
え
る
。
中
で
も
、
係
助
詞
「
ぞ
」
の
使
用
が
全
八
百
六
十
首

の
中
、
六
十
五
例
が
数
え
ら
れ
、
曙
覧
歌
を
特
徴
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、

そ
の
う
ち
、
係
り
結
び
の
形
を
と
る
も
の
は
十
五
例
が
確
認
で
き
る
。

特
に
、
画
賛
ま
た
は
題
画
の
も
の
と
み
ら
れ
る
歌
（
行
文
の
便
宜
を
図
り
、

以
下
は
題
画
詠
と
称
す
）
に
お
い
て
は
、
そ
の
用
例
が
顕
著
に
見
え
、
と

り
わ
け
、
第
三
集
「
春
明
艸
」
に
載
る
四
十
余
首
の
漢
画
詠
の
歌
群
に
集

中
的
に
見
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
「
ぞ
」
の
係
り
結
び
に
着
目
し
、
こ
の
語
法
に
よ

る
表
現
を
め
ぐ
る
曙
覧
の
題
画
詠
に
お
け
る
使
用
例
に
つ
い
て
中
心
に

検
討
し
、
そ
し
て
、
曙
覧
の
歌
と
古
典
和
歌
、
特
に
『
万
葉
集
』
と
八

代
集
を
中
心
に
し
て
、
そ
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

具
体
的
に
は
、
『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
に
見
え
る
動
詞
の
連
用
形
と
動

詞
の
連
体
形
ま
た
は
形
容
詞
を
「
ぞ
」
で
結
ぶ
係
り
結
び
に
つ
い
て
、

次
の
四
つ
の
場
合
に
分
け
て
考
察
し
、
古
典
和
歌
と
対
照
し
た
分
析
を

行
う
。

１
、
独
立
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
二
つ
の
動
詞
を
「
ぞ
」
で
結
ぶ
場

合
２
、
複
合
す
べ
き
二
つ
の
動
詞
の
中
に
「
ぞ
」
を
い
れ
る
場
合

３
、
動
詞
と
補
助
動
詞
の
間
に
「
ぞ
」
を
い
れ
る
場
合

４
、
動
詞
と
形
容
詞
を
「
ぞ
」
で
結
ぶ
場
合

中
に
、
互
い
に
独
立
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
二
つ
の
動
詞
を
「
ぞ
」

に
よ
っ
て
つ
な
げ
る
係
り
結
び
、
つ
ま
り
、
歌
の
一
句
の
中
で
、
一
つ

の
動
詞
の
連
用
形
に
係
助
詞
「
ぞ
」
を
付
け
て
、
さ
ら
に
後
ろ
に
も
う

一
つ
の
動
詞
の
連
体
形
（
ま
た
は
そ
れ
に
接
続
す
る
助
動
詞
の
連
体
形
）

と
結
ぶ
形
の
係
り
結
び
表
現
の
用
例
は
、
『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
に
九

首
も
現
れ
る
一
方
、
古
典
和
歌
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
用
例
は
わ
ず

か
し
か
見
え
な
い
。
和
歌
の
全
体
に
及
ぶ
も
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は

精
査
を
要
す
る
が
、
『
新
編
国
歌
大
観
』
所
収
歌
に
よ
る
調
査
の
範
囲

で
は
、
江
戸
時
代
か
ら
近
世
末
期
に
か
け
る
和
歌
に
お
い
て
も
こ
の
よ

う
な
表
現
が
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
が
曙
覧
の
和
歌
の

特
徴
一
つ
と
考
え
た
い
。

一
、
曙
覧
の
題
画
詠
に
見
え
る
「
ぞ
」
の
係
り
結
び
と
動
詞
表
現

曙
覧
が
和
歌
と
国
学
に
精
励
す
る
一
方
、
書
画
に
お
い
て
も
浅
か
ら

ぬ
趣
味
を
示
し
た
。
書
に
お
い
て
は
、
明
治
時
代
の
学
者
重
野
安
繹
、
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仙
石
亮
ら
に
「
近
世
草
書
の
三
絶
」
の
一
人
注
一

な
ど
と
評
さ
れ
た
ほ
ど

の
造
詣
が
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
画
に
お
い
て
は
、

曙
覧
の
画
業
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
が
、
『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』

に
は
五
〇
首
余
り
の
題
画
詠
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
曙
覧
が
画
に
対
す

る
相
当
な
鑑
賞
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
推
知
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
題
画
詠
は
、
動
物
・
植
物
・
人
物
・
自
然
・
風
物
な
ど
の

広
い
題
材
に
渡
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
画
に
対
し
て
描
写
が
真
に
迫
っ

て
い
る
。
中
で
も
、
『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
の
第
三
集
「
春
明
艸
」
に
、

４
６
５
番
歌
か
ら
５
０
９
番
歌
に
か
け
て
連
続
し
て
い
る
四
十
四
首
は
、

い
ず
れ
も
漢
風
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
か
、
も
し
く
は
漢
画
の
内
容
を
表

現
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
も
の
で
、
漢
画
詠
と
称
し
て
も
よ
い
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
前
章
で
す
で
に
ふ
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
、

動
詞
を
多
用
す
る
題
画
の
歌
の
中
に
、
さ
ら
に
係
助
詞
「
ぞ
」
で
動
詞

と
動
詞
を
結
ぶ
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
た
い
。
例

え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
あ
る
。

万
竹
図
（
其
二
）

河
隈
の
巌
に
根
は
ふ
竹
と
竹
な
び
き
ぞ
回
る
水
を
狭
め
て
（481
）

牡
丹

置
き
あ
ま
る
露
の
匂
ひ
も
深
見
草
花
お
も
り
か
に
立
ち
ぞ
ふ
り
ま

ふ

（511

）

二
首
と
も
漢
画
詠
と
思
わ
れ
る
。
動
詞
を
二
重
傍
線
で
示
し
た
が
、

囲
み
線
で
示
し
た
部
分
は
、
前
後
二
つ
の
動
詞
が
太
字
で
示
さ
れ
た
「
ぞ
」

で
結
ば
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
な
び
き
ぞ
回
る
」
と
「
立
ち
ぞ
ふ
り
ま
ふ
」

と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
表
現
が
歌
に
お
い
て
い
か
な
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の

か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
、
（481

）
番
歌
で
は
、
題
さ
れ
る

画
の
中
に
、
河
の
折
れ
曲
が
る
と
こ
ろ
の
岩
に
根
を
張
っ
た
竹
と
竹
が
、

枝
の
先
端
が
水
面
に
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

「
根
は
ふ
」
「
な
び
き
」
「
回
る
」
「
狭
め
て
」
と
一
連
の
動
詞
が
使
用
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
画
中
の
竹
が
動
き
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
描

出
さ
れ
、
視
覚
化
さ
れ
て
い
る
。
動
詞
「
な
び
く
」
と
「
回
る
」
は
「
ぞ
」

で
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
で
、
水
を
狭
め
る
よ
う
に
、
竹
の
枝
が
あ
た
か

も
水
面
を
侵
食
し
て
、
河
の
流
れ
に
そ
っ
て
め
ぐ
っ
て
い
る
か
の
よ
う

な
様
子
を
強
調
し
、
画
面
に
躍
動
感
を
添
え
て
い
る
。

（511

）
番
歌
は
、
露
に
濡
れ
ら
れ
た
牡
丹
を
描
い
た
画
に
題
す
る
も
の

で
、
「
置
き
あ
ま
る
」
「
立
ち
」
「
ふ
り
ま
ふ
」
と
、
連
続
し
て
使
わ
れ
る

動
詞
に
よ
っ
て
、
露
が
い
っ
ぱ
い
た
ま
っ
た
重
々
し
い
花
を
持
つ
牡
丹
を

擬
人
化
し
て
、
あ
た
か
も
花
が
立
ち
振
舞
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
姿
を
彷

彿
さ
せ
て
い
る
。
加
え
て
、
「
ぞ
」
で
結
ば
れ
る
「
立
ち
ぞ
ふ
り
ま
ふ
」

は
、
牡
丹
の
立
ち
振
舞
っ
て
い
る
動
作
を
強
調
し
て
、
重
力
に
抵
抗
す
る

よ
う
と
す
る
牡
丹
の
姿
勢
と
強
い
生
命
力
を
生
き
生
き
と
表
現
し
て
い

る
。ま

た
、
こ
の
二
首
の
囲
み
線
で
示
し
た
部
分
は
、
係
助
詞
「
ぞ
」
に
よ

っ
て
強
調
さ
れ
て
、
擬
人
化
さ
れ
た
性
格
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ

に
曙
覧
の
意
欲
が
感
じ
ら
れ
、
い
ず
れ
も
一
首
に
お
け
る
表
現
に
、
こ

う
し
た
「
ぞ
」
の
動
詞
表
現
が
い
か
に
重
要
な
働
き
を
示
し
て
い
た
か

が
よ
く
わ
か
る
。

『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
に
は
、
係
助
詞
と
し
て
使
わ
れ
る
「
ぞ
」
が
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六
十
五
例
見
え
、
う
ち
、
前
述
の
係
助
詞
「
ぞ
」
と
か
か
わ
る
動
詞
表

現
は
十
四
例
が
見
ら
れ
る
。
整
理
し
て
示
し
て
お
く
（
こ
こ
で
は
、
一

覧
に
し
て
参
照
す
る
に
便
宜
を
図
る
た
め
、
長
文
の
詞
書
き
な
ど
を
含

む
歌
の
題
を
省
く
）
。

雪
ふ
り
て
拾
ふ
落
葉
の
乏
し
さ
に
朝
け
の
煙
た
て
ぞ
お
く
る
る

（129

）

比
叡
山
ふ
も
と
の
里
に
門
と
ぢ
て
剣
を
筆
に
と
り
ぞ
換
へ
つ
る

(149
)

隙
あ
ら
く
見
し
枝
枝
も
花
と
花
か
ら
ま
り
あ
ひ
て
咲
き
ぞ
う
め
け

る

（246

）

こ
こ
ろ
せ
よ
と
い
ひ
し
一
言
い
つ
も
い
つ
も
お
も
ひ
ぞ
わ
た
る
よ

し
の
せ
の
橋

（300

）

ち
は
や
ぶ
る
神
の
御
ま
へ
に
匂
ひ
あ
ひ
て
斎
垣
桜
咲
き
ぞ
出
で
に

け
る

（438

）

お
ち
か
か
る
山
辺
の
月
を
を
し
み
余
り
暁
露
に
立
ち
ぞ
ぬ
れ
け
る

（442

）
【
題
画
詠
】

河
隈
の
巌
に
根
は
ふ
竹
と
竹
な
び
き
ぞ
回
る
水
を
狭
め
て

（481

）
【
題
画
詠
】

み
額
の
ひ
か
り
こ
な
た
に
さ
す
ご
あ
ら
ば
其
暁
も
ま
ち
ぞ
遂
ぐ
べ

き

（496

）
【
題
画
詠
】

置
き
あ
ま
る
露
の
匂
ひ
も
深
見
草
花
お
も
り
か
に
立
ち
ぞ
ふ
り
ま

ふ

（511

）
【
題
画
詠
】

老
が
手
に
え
と
ら
へ
か
ね
て
は
ね
め
ぐ
る
藻
臥
束
鮒
見
ぞ
お
ど
ろ

き
し

（513

）

風
の
う
め
斜
に
ふ
き
て
ち
り
ぞ
入
る
藁
う
つ
戸
口
牛
吼
ゆ
る
窓

（528

）

戸
を
あ
け
て
還
る
人
人
雪
し
ろ
く
た
ま
れ
り
と
い
ひ
て
わ
び
わ
び

ぞ
行
く

（660

）

う
め
の
み
の
い
と
す
き
人
と
い
は
ば
い
へ
え
な
ら
ぬ
味
に
酔
ひ
ぞ

狂
へ
る

（758

）

見
し
富
士
の
画
そ
ら
ご
と
と
は
な
し
は
て
ぬ
心
の
曇
り
去
り
ぞ
尽

せ
る

（782

）
【
題
画
詠
】

以
上
各
歌
の
傍
線
部
に
注
目
す
る
と
、
こ
の
一
四
首
に
共
通
し
た
特

徴
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
い
ず
れ
も
動
詞
の
連
用
形
に
係
助
詞
「
ぞ
」

を
付
け
て
、
後
ろ
に
も
う
一
つ
の
動
詞
の
連
体
形
、
ま
た
は
そ
れ
に
接

続
す
る
助
動
詞
の
連
体
形
を
付
け
る
と
い
う
形
が
採
ら
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
例
え
ば
、（481

）
番
歌
の
傍
線
部
「
な
び
き
ぞ
回
る
」
と
（129

）

番
歌
の
傍
線
部
「
た
て
ぞ
お
く
る
る
」
を
図
式
で
表
示
す
る
と
、

動
詞
の
連
用
形
＋
ぞ
＋
動
詞
の
連
体
形
（
＋
助
動
詞
の
連
体
形
）

と
い
う
形
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
動
詞
の
表
現
で
歌
の
一
句
に

成
し
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
は
歌
の
末
句
で
あ
る
が
、
（528

）
番
歌
で
は

第
三
句
で
、
（481

）
番
歌
で
は
第
四
句
に
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
動
詞
の
表
現
に
つ
い
て
、

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
注
二

に
は
、

主
に
文
語
で
、
文
中
に
係
助
詞
が
使
用
さ
れ
た
時
、
そ
れ
が
文

末
の
陳
述
に
影
響
を
及
ぼ
す
呼
応
関
係
。「
ぞ
」「
な
む
」「
や
」「
か
」

「
こ
そ
」
（
係
り
）
に
呼
応
し
て
、
そ
の
文
を
終
止
す
る
述
語
で

あ
る
活
用
語
が
、
そ
れ
ぞ
れ
連
体
、
已
然
の
各
活
用
形
を
と
る
（
結
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び
）
現
象
を
さ
す

と
「
か
か
り
む
す
び
」
に
つ
い
て
の
解
釈
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
は

「
ぞ
」
の
係
り
結
び
表
現
の
一
種
で
あ
る
。

な
お
、
「
荒
波
に
た
だ
よ
ひ
ぬ
れ
ど
つ
つ
が
な
く
舟
つ
き
た
り
と
聞

く
ぞ
う
れ
し
き
」
（401

）
の
よ
う
に
、
係
助
詞
「
ぞ
」
で
動
詞
と
形
容

詞
を
結
ば
れ
て
い
る
用
例
も
『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
に
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
一
四
首
の
中
、
題
画
詠
の
も
の
が
五
例
あ
り
、
し
か
も
（481

）

番
、（496

）
番
、（511

）
番
の
三
首
は
漢
画
詠
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
「
ぞ
」

の
係
り
結
び
表
現
は
、
題
画
詠
、
特
に
漢
画
詠
の
も
の
に
比
較
的
に
集

中
し
て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
で
は
、
こ
の
「
ぞ
」
の
係
り
結
び
が
、

曙
覧
の
歌
に
お
い
て
い
か
な
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て

検
討
し
て
み
た
い
。

二
、
歌
に
お
け
る
「
ぞ
」
の
係
り
結
び
の
役
割

曙
覧
歌
に
お
け
る
「
ぞ
」
の
係
り
結
び
の
役
割
に
つ
い
て
、
そ
れ
が

使
用
さ
れ
る
実
態
に
よ
り
、
四
つ
の
場
合
に
分
け
て
考
え
る
。

１
、
独
立
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
二
つ
の
動
詞
を
「
ぞ
」
で
結
ぶ
場

合

２
、
複
合
す
べ
き
二
つ
の
動
詞
の
中
に
「
ぞ
」
を
い
れ
る
場
合

３
、
動
詞
と
補
助
動
詞
の
間
に
「
ぞ
」
を
い
れ
る
場
合

４
、
動
詞
と
形
容
詞
を
「
ぞ
」
で
結
ぶ
場
合

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
古
典
和
歌
と
対
照
し
な
が
ら
分
析
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
『
万
葉
集
』
と
八
代
集
と
の
か
か
わ
り
を
中
心
に
考
察
し

た
い
。
な
お
、
参
照
上
の
便
宜
を
図
る
た
め
、
煩
を
い
と
わ
ず
前
文
に

掲
げ
た
曙
覧
歌
を
重
複
し
て
引
用
し
、
歌
意
の
理
解
を
助
け
る
た
め
に
、

歌
題
も
あ
わ
せ
て
掲
げ
た
。

１
、
独
立
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
二
つ
の
動
詞
を
「
ぞ
」
で
結
ぶ
場
合

こ
の
場
合
は
、
互
い
に
独
立
し
て
い
る
と
見
え
る
二
つ
の
動
詞
が
係

助
詞
「
ぞ
」
で
結
ば
れ
、
前
後
の
動
詞
そ
れ
ぞ
れ
が
よ
り
密
接
し
て
表

現
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
、
も
っ
と
も
曙
覧
の
表
現
の
特
徴

を
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
歌
と
し
て
、
第
一
節
で
既
述
し
た

漢
画
詠
の
（481

）
番
歌
「
河
隈
の
巌
に
根
は
ふ
竹
と
竹
な
び
き
ぞ
回

る
水
を
狭
め
て
」
と
（511

）
番
歌
「
置
き
あ
ま
る
露
の
匂
ひ
も
深
見

草
花
お
も
り
か
に
立
ち
ぞ
ふ
り
ま
ふ
」
の
ほ
か
、
題
画
詠
と
し
て
は

（422

）
番
歌
と
（782

）
番
歌
二
首
が
、
（129

）
番
歌
、
（246

）
番
歌
、

（660

）
番
歌
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
ず
は
、
（422

）
番
歌
見
て
み
た
い
。
歌
は
次
の
と
お
り
。

翠
眉
山
落
月

お
ち
か
か
る
山
辺
の
月
を
を
し
み
余
り
暁
露
に
立
ち
ぞ
ぬ
れ
け
る

（442

）

こ
の
歌
は
、
『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
第
二
集
「
襁
褓
艸
」
に
収
め
ら

れ
、
「
加
賀
国
打
越
村
某
寺
の
こ
ひ
に
よ
り
て
よ
め
る
」
と
い
う
詞
書
き

と
「
弓
波
山
十
勝
」
と
い
う
総
題
が
付
け
ら
れ
た
題
画
の
連
作
十
首
の

中
の
一
首
で
あ
る
。
一
首
に
は
、
「
お
ち
か
か
る
」
「
を
し
み
」
「
立
ち
」

「
ぬ
れ
け
る
」
と
動
詞
を
多
用
す
る
曙
覧
の
題
画
詠
の
特
徴
が
見
ら
れ

る
ほ
か
、『
万
葉
集
』
歌
を
本
歌
と
す
る
本
歌
取
り
の
技
法
も
伺
え
る
。
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そ
の
本
歌
は
次
の
と
お
り
。

大
津
皇
子
の
窃
か
に
伊
勢
神
宮
に
下
り
て
上
り
来
た
り
し
時

に
、
大
伯
皇
女
の
御
作
り
た
ま
ひ
し
歌

わ
が
背
子
を
大
和
へ
遣
る
と
さ
夜
ふ
け
て
暁
露
に
我
が
立
ち
濡
れ

し

（105

）

（442

）
番
歌
で
は
、
本
歌
の
「
立
ち
ぬ
れ
し
」
の
意
を
強
め
て
、
二

つ
の
動
詞
「
立
つ
」
「
濡
れ
る
」
の
間
に
「
ぞ
」
を
入
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
「
立
ち
ぞ
ぬ
れ
け
る
」
と
係
り
結
び
を
構
成
し
て
い
る
。
「
濡

れ
る
の
も
嫌
わ
ず
立
ち
続
け
て
い
た
」
と
い
う
意
が
一
層
強
め
ら
れ
、

山
辺
に
沈
む
月
が
な
ご
り
惜
し
い
と
い
う
感
情
が
強
め
て
表
現
さ
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
表
現
に
よ
っ
て
、
濡
れ
る
の
も
い
と
わ
ず
、
「
お
ち

か
か
る
山
辺
の
月
」
と
い
う
よ
う
な
美
景
を
愛
惜
す
る
気
持
ち
が
強
調

さ
れ
た
。
ま
た
、
「
立
ち
ぞ
ぬ
れ
け
る
」
に
よ
っ
て
、
本
歌
の
「
我
が

立
ち
濡
れ
し
」
に
よ
り
想
起
で
き
る
悲
愴
・
不
安
な
雰
囲
気
が
転
じ
ら

れ
、
い
わ
ゆ
る
「
や
つ
し
」
の
美
意
識
が
感
じ
ら
れ
よ
う
。

そ
し
て
、
題
画
詠
以
外
の
も
の
に
目
を
転
じ
て
み
る
と
、
（129

）
番

歌
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

雪
朝

雪
ふ
り
て
拾
ふ
落
葉
の
乏
し
さ
に
朝
け
の
煙
た
て
ぞ
お
く
る
る

（129

）

一
首
に
は
、
「
ぞ
」
が
「
立
つ
」
と
「
遅
る
」
の
中
間
に
き
て
、
「
立

ち
遅
る
」
の
意
が
強
め
ら
れ
、
朝
食
を
つ
く
る
時
節
が
遅
れ
た
こ
と
が

強
調
さ
れ
て
い
る
。
炊
煙
の
立
つ
の
が
遅
れ
た
原
因
は
「
雪
ふ
り
て
」
、

薪
と
し
た
「
拾
ふ
落
葉
」
が
少
な
い
た
め
だ
と
、
山
で
の
生
活
の
つ
ら

さ
も
強
調
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
前
述
の
（442

）
番

歌
中
の
「
ぞ
」
の
係
り
結
び
表
現
で
も
感
じ
取
ら
れ
、
一
種
の
お
か
し

み
ま
た
は
諧
謔
的
な
趣
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
そ
こ
に
擬
古
的
で
衒
学

的
な
曙
覧
の
詠
歌
の
傾
向
が
伺
え
る
。

こ
う
し
た
「
ぞ
」
の
係
り
結
び
に
よ
っ
て
原
因
を
提
示
す
る
例
は
、

『
金
葉
和
歌
集
』
に
も
見
え
る
。
例
え
ば
次
の
一
首
が
あ
る
。

心
地
例
な
ら
ぬ
こ
ろ
、
人
の
も
と
よ
り
い
か
が
な
ど

申
た
り
け
れ
ば
よ
め
る

読
人
不
知

呉
竹
の
ふ
し
し
づ
み
ぬ
る
露
の
身
も
と
ふ
言
の
葉
に
お
き
ぞ
ゐ
ら

る
る

（
金
葉
和
歌
集

巻
十

雑
部
下

613

）

こ
の
歌
に
は
、
「
ぞ
」
に
よ
り
、
病
で
伏
せ
て
い
た
私
は
、
あ
な
た

の
お
こ
と
ば
で
身
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
た
よ
と
い
う
意
を
強
め
ら
れ

た
。以

上
で
考
察
し
た
も
の
を
含
め
、
「
独
立
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
二

つ
の
動
詞
を
「
ぞ
」
で
結
ぶ
場
合
」
に
該
当
す
る
例
歌
は
九
例
が
見
ら

れ
る
。
一
方
、
古
典
和
歌
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
『
万
葉
集
』
で
は
四

例
、
『
後
撰
和
歌
集
』
『
拾
遺
和
歌
集
』
『
千
載
和
歌
集
』
『
新
古
今
和

歌
集
』
で
は
そ
れ
ぞ
れ
二
例
、
『
金
葉
和
歌
集
』
で
は
四
例
、
『
後
拾

遺
和
歌
集
』
で
は
一
例
と
見
ら
れ
る
が
、
『
古
今
和
歌
集
』
と
『
詞
花

和
歌
集
』
で
は
見
ら
れ
な
い
。

２
、
複
合
す
べ
き
二
つ
の
動
詞
の
中
に
「
ぞ
」
を
い
れ
る
場
合

こ
の
場
合
の
「
ぞ
」
の
係
り
結
び
と
し
て
は
、
第
一
節
で
述
べ
た
漢

画
詠
の

（511
）
番
歌
「
置
き
あ
ま
る
露
の
匂
ひ
も
深
見
草
花
お
も
り
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か
に
立
ち
ぞ
ふ
り
ま
ふ
」
の
ほ
か
に
、
ま
た
次
の
三
首
が
該
当
す
る
。

石
川
丈
山
翁

比
叡
山
ふ
も
と
の
里
に
門
と
ぢ
て
剣
を
筆
に
と
り
ぞ
換
へ
つ
る

(149
)

菅
神
祠
桜
花

ち
は
や
ぶ
る
神
の
御
ま
へ
に
匂
ひ
あ
ひ
て
斎
垣
桜
咲
き
ぞ
出
で
に

け
る

（438

）

背
面
美
人
図

（
其
三
）

み
額
の
ひ
か
り
こ
な
た
に
さ
す
ご
あ
ら
ば
其
暁
も
ま
ち
ぞ
遂
ぐ
べ

き

（496

）

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
歌
の
傍
線
部
の
よ
う
に
、「
立
ち
ふ
り
ま
ふ
」「
と

り
換
ふ
」
「
咲
き
出
づ
」
「
待
ち
遂
ぐ
」
と
い
う
よ
う
な
複
合
動
詞
の

中
に
、
「
ぞ
」
を
挟
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
複
合
さ
れ
た
動
詞
の
意

味
が
強
め
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
（149

）
番
歌
を
例
と
し
て
見
て
み

た
い
。

（149

）
番
歌
で
は
、
「
ぞ
」
を
複
合
動
詞
「
と
り
換
ふ
」
の
中
間
に

入
れ
、
後
に
助
動
詞
「
つ
」
の
連
体
形
で
句
を
結
ん
で
い
る
。
剣
を
手

に
と
る
か
わ
り
に
筆
を
と
っ
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
曙
覧
の
強
い
意
志

が
感
じ
ら
れ
る
。

歌
題
の
石
川
丈
山
（
天
正

年

月
～
寛
文

年

月
、
江
戸
初
期

11

10

12

5

の
漢
詩
人
）
は
、
徳
川
家
康
に
仕
え
、
大
阪
夏
の
陣
に
功
を
遂
げ
、
晩

年
は
京
都
で
詩
仙
堂
を
築
い
て
閑
居
し
、
文
学
を
も
っ
て
余
生
を
過
ご

し
た
。
曙
覧
も
元
の
紙
商
の
家
業
を
捨
て
て
、
筆
を
と
っ
て
和
歌
と
揮

毫
で
生
き
て
お
り
、
そ
こ
に
共
感
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
人
生
の
転
換

点
が
こ
の
表
現
に
よ
っ
て
よ
り
強
調
さ
れ
て
い
る
。

同
様
に
、
こ
う
し
た
複
合
動
詞
の
中
に
「
ぞ
」
を
い
れ
て
強
調
す
る

表
現
は
、
『
古
今
和
歌
集
』
の
中
に
典
型
例
が
見
え
る
（
「
ぞ
」
の
係

り
結
び
を
傍
線
部
で
示
す
）
。

題
し
ら
ず

読
人
し
ら
ず

あ
し
ひ
き
の
山
し
た
水
の
木
隠
れ
て
た
ぎ
つ
心
を
せ
き
ぞ
か
ね
つ

る

（
古
今
和
歌
集

巻
十
一

恋
歌
一491

）

題
し
ら
ず

凡
河
内
躬
恒

長
し
と
も
思
ぞ
は
て
ぬ
昔
よ
り
逢
ふ
人
か
ら
の
秋
の
夜
な
れ
ば

（
古
今
和
歌
集

巻
十
三

恋
歌
三

636

）

３
、
動
詞
と
補
助
動
詞
の
間
に
「
ぞ
」
を
い
れ
る
場
合

こ
の
場
合
の
「
ぞ
」
の
係
り
結
び
に
つ
い
て
は
、
次
の
（300

）
番

歌
を
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
。

い
ま
は
な
き
人
と
な
り
に
た
り
、
府
中
の
山
本
の
叔
父
が
、

お
の
れ
本
保
の
里
に
も
の
す
と
い
ひ
け
る
を
り
、
か
し
こ
に

は
吉
野
瀬
の
橋
い
と
あ
や
ふ
き
と
こ
ろ
な
り
、
い
た
く
心
づ

か
ひ
せ
よ
と
い
ひ
さ
と
さ
れ
け
る
を
、
此
は
し
わ
た
る
た
び

ご
と
に
、
老
人
の
せ
ち
に
い
た
は
り
給
へ
り
し
こ
こ
ろ
の
ほ

ど
、
身
に
し
む
ば
か
り
ぞ
思
ひ
い
だ
さ
る
る
、
今
日
ま
た
こ

こ
に
来
か
か
り
て

こ
こ
ろ
せ
よ
と
い
ひ
し
一
言
い
つ
も
い
つ
も
お
も
ひ
ぞ
わ
た
る
よ

し
の
せ
の
橋

（300

）

こ
の
歌
に
は
、
補
助
動
詞
「
わ
た
る
」
は
動
詞
「
思
ふ
」
の
連
用
形
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に
つ
い
て
、
そ
の
動
作
が
時
間
的
に
長
く
続
く
意
を
表
す
一
方
、
橋
を

「
渡
る
」
意
味
も
掛
け
て
い
る
。
「
ぞ
」
が
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
語

調
が
整
え
ら
れ
、
思
い
続
け
る
意
味
が
強
め
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、

歌
に
は
作
者
が
「
よ
し
の
せ
の
橋
」
を
渡
る
時
は
い
つ
も
「
危
な
い
橋

な
の
で
気
を
つ
け
て
よ
」
と
い
う
、
今
は
亡
き
山
本
叔
父
の
丁
寧
な
気

遣
い
が
思
い
出
さ
れ
る
情
景
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。

古
典
和
歌
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
表
現
が
、
『
新
古
今
和
歌
集
』

で
詠
ま
れ
た
万
葉
歌
に
見
え
る
。

題
知
ら
ず

八
代
女
王

み
そ
ぎ
す
る
な
ら
の
小
河
の
河
風
に
祈
り
ぞ
わ
た
る
下
に
絶
え
じ

と

（
新
古
今
和
歌
集

巻
十
五

恋
歌
五

1376

）

４
、
動
詞
と
形
容
詞
を
「
ぞ
」
で
結
ぶ
場
合

こ
の
場
合
の
例
歌
と
し
て
は
、
第
一
節
で
も
触
れ
た
（401

）
番
歌

が
あ
る
。

佐
野
君
の
も
と
に
（
其
二
）

荒
波
に
た
だ
よ
ひ
ぬ
れ
ど
つ
つ
が
な
く
舟
つ
き
た
り
と
聞
く
ぞ
う

れ
し
き

（401
）

こ
の
歌
に
は
、
動
詞
「
聞
く
」
と
形
容
詞
「
う
れ
し
き
」
を
「
ぞ
」

で
結
び
、
門
人
の
佐
野
君
が
荒
海
を
渡
っ
て
、
舟
が
無
事
に
目
的
地
に

つ
い
た
と
聞
い
た
の
で
う
れ
し
い
と
い
う
気
持
ち
を
強
め
て
い
る
。

な
お
、
こ
う
し
た
「
動
詞
＋
ぞ
＋
形
容
詞
」
の
係
り
結
び
表
現
は
、

『
万
葉
集
』
の
中
に
は
見
当
ら
な
い
が
、
例
え
ば
、

唐
萩

よ
み
人
し
ら
ず

空
蝉
の
か
ら
は
木
ご
と
に
と
ど
む
れ
ど
魂
の
行
ゑ
を
見
ぬ
ぞ
か
な

し
き

（
古
今
和
歌
集

巻
十

物
名

448

）

山
へ
入
る
と
て

増
基
法
師

神
な
月
時
雨
許
を
身
に
そ
へ
て
知
ら
ぬ
山
地
に
入
る
ぞ
か
な
し
き

（
後
撰
和
歌
集

巻
八

冬

453

）

な
ど
の
よ
う
に
、
勅
撰
和
歌
集
に
普
遍
的
に
見
ら
れ
る
。

三
、
曙
覧
と
古
体
歌
（
古
典
和
歌
）
の
つ
な
が
り

さ
て
、
正
岡
子
規
が
「
曙
覧
の
歌
は
比
較
的
に
何
集
の
歌
に
最
も
似

た
り
や
と
問
は
ゞ
我
れ
も
人
も
一
斉
に
万
葉
に
似
た
り
と
答
へ
ん
」
、

「
彼
が
古
今
、
新
古
今
を
学
ば
ず
し
て
万
葉
を
学
び
た
る
卓
見
は
我
第

一
賞
揚
せ
ん
と
す
る
所
な
り
。
彼
が
万
葉
を
学
ん
で
比
較
的
善
く
之
を

模
し
て
得
た
る
伎
倆
は
我
第
二
に
賞
揚
せ
ん
と
す
る
所
な
り
」
注
三

と
の

よ
う
に
、
曙
覧
を
『
万
葉
集
』
の
精
神
を
会
得
し
た
歌
人
と
し
て
称
賛

し
て
以
来
、
曙
覧
の
歌
を
『
万
葉
集
』
と
関
わ
ら
せ
た
指
摘
は
多
い
。

一
方
、
曙
覧
に
は
、
『
万
葉
集
』
『
古
今
和
歌
集
』
を
は
じ
め
と
す
る

十
八
種
の
歌
集
な
ど
か
ら
三
七
八
首
の
歌
を
抄
出
し
た
『
花
廼
沙
久
等
』

（
は
な
の
さ
く
ら
）
注
四

が
あ
り
、
曙
覧
の
嗣
子
、
井
手
今
滋
が
撰
し
た

序
文
に
、
「
先
子
つ
ね
に
い
ひ
給
ひ
け
ら
く
、
歌
を
学
ば
も
に
は
万
葉

集
中
の
新
体
な
る
、
古
今
集
中
の
古
体
な
る
歌
に
着
眼
し
、
こ
れ
を
模

範
と
し
な
ば
は
じ
め
て
よ
き
う
た
を
よ
み
得
べ
し
と
」
と
あ
り
、
つ
ま

り
、
曙
覧
が
『
万
葉
集
』
の
新
体
の
歌
と
、
『
古
今
集
』
の
古
体
の
歌
、

す
な
わ
ち
奈
良
時
代
の
歌
を
作
歌
の
手
本
に
せ
よ
と
主
張
し
て
い
た
こ



注
一
幕
末
・
明
治
時
代
の
歴
史
学
者
重
野
安
繹
（1827

―1910

）
が
曙
覧
の
書
道
に
つ
い
て
「
越
後
の
良
寛
禅
師
と
、
江
戸
の
亀
田
鵬
斎
と
、
越
前
の
曙
覧
は
、
恐

ら
く
近
世
の
草
書
三
絶
な
ら
む
」
と
評
し
た
こ
と
が
あ
る
。
〈
山
田
秋
甫
氏
著
『
曙
覧
伝
并
短
歌
集
』
（
中
村
書
店
、
大
正
十
五
年
）
〉
参
照
。

注
二

小
学
館
、1973

年7

月
。

注
三
「
曙
覧
の
歌
」
、
明
治
三
十
二
年
「
日
本
」
発
表
、
『
子
規
全
集
』
第
七
巻
所
収
、
講
談
社
、
昭
和
五
十
年
。

- 65 -

と
で
あ
る
。

実
際
に
、
『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
で
は
、
語
彙
、
本
歌
取
り
ま
た
は

そ
の
趣
向
の
と
り
な
し
な
ど
で
、
『
万
葉
集
』
『
古
今
和
歌
集
』
を
は

じ
め
、
古
典
和
歌
と
か
か
わ
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
歌
が
数
多
く
見
ら

れ
る
。
例
え
ば
、
『
万
葉
集
』
と
、
勅
撰
和
歌
集
の
歌
と
関
連
す
る
と

見
ら
れ
る
歌
を
、
先
行
文
献
注
五

の
語
注
な
ど
に
お
い
て
語
彙
や
本
歌
の

指
摘
が
見
ら
れ
る
も
の
を
抽
出
し
て
整
理
し
て
み
る
と
、
文
末
の
付
表

の
よ
う
で
あ
る
（
括
弧
内
の
数
字
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
歌

1番
号
で
あ
る
。
以
下
は
同
じ
）
。

一
見
し
て
、
曙
覧
の
和
歌
に
は
『
万
葉
集
』
と
の
つ
な
が
り
が
最
も

強
い
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
「
ぞ
」
の
係
り
結
び
に
つ
い
て
い
え

ば
、
曙
覧
の
歌
に
あ
る
、
動
詞
と
形
容
詞
を
「
ぞ
」
で
結
ぶ
と
い
う
係

り
結
び
は
、
『
万
葉
集
』
に
は
見
当
た
ら
ず
、
勅
撰
和
歌
集
に
は
多
く

見
ら
れ
る
。
ま
た
、
複
合
す
べ
き
二
つ
の
動
詞
が
「
ぞ
」
で
結
ば
れ
る

表
現
は
、『
古
今
和
歌
集
』
に
典
型
例
（
『
古
今
和
歌
集
』491
番
歌
、636

番
歌
）
が
見
ら
れ
る
。

曙
覧
の
「
ぞ
」
の
係
り
結
び
表
現
に
よ
っ
て
醸
し
出
さ
れ
る
軽
妙
な
お

か
し
み
や
諧
謔
的
な
趣
か
ら
は
、
彼
の
擬
古
的
、
ま
た
は
衒
学
的
な
詠
歌

傾
向
が
伺
え
る
。
無
論
、
こ
れ
は
、
子
規
が
『
万
葉
集
』
の
精
神
を
会
得

し
た
と
か
、
彼
が
絶
賛
す
る
曙
覧
の
素
朴
な
詠
歌
の
風
格
と
は
質
の
違
う

も
の
で
あ
る
。

な
お
、
曙
覧
の
（442

）
番
歌
の
「
立
ち
ぞ
ぬ
れ
け
る
」
と
い
う
よ

う
な
、
「
立
つ
」
と
「
濡
れ
る
」
の
間
に
「
ぞ
」
を
入
れ
て
係
り
結
び

を
構
成
し
た
強
調
表
現
は
、
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る

藤
原
基
俊
の
歌
「
山
ざ
く
ら
そ
で
に
に
ほ
ひ
や
う
つ
る
と
て
花
の
し
づ

く
に
た
ち
ぞ
ぬ
れ
ぬ
る
」
（87

）
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
表
現
が
基
俊

に
影
響
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
も
注
意
す
べ
き
か
と
思
い
、
「
ぞ
」

の
係
り
結
び
表
現
に
お
い
て
藤
原
基
俊
ら
平
安
後
期
の
歌
を
今
後
は
考

察
し
た
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
勅
撰
集
と
い
う
性
格
上
、
『
新
古
今
和

歌
集
』
の
よ
う
に
万
葉
時
代
の
よ
み
人
知
ら
ず
歌
が
採
ら
れ
た
も
の
や
、

古
体
の
歌
が
収
録
さ
れ
た
が
姿
を
変
え
て
収
め
ら
れ
た
も
の
も
少
な
く

な
い
。
そ
の
点
に
お
い
て
は
今
後
の
精
査
も
必
要
が
あ
ろ
う
が
、
本
稿

の
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
に
は
大
差
は
な
か
ろ
う
。
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注
四
井
手
今
滋
編
、
辻
森
秀
英
増
補
『
新
修
橘
曙
覧
全
集
』
所
収
、
桜
楓
社
、
昭
和
五
十
八
年
。

注
五
先
行
文
献
と
し
て
参
考
し
た
の
は
、
主
に
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

『
宗
武
・
曙
覧
歌
集
』
（
日
本
古
典
全
書
）
土
岐
善
麿
校
注
、
朝
日
新
聞
社
、
昭
和
二
十
五
年
。

『
近
世
和
歌
集
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
高
木
市
之
助
・
久
松
潜
一
校
注
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
一
年
。

『
橘
曙
覧
全
歌
集
』
水
島
直
文
・
橋
本
政
宣
編
注
、
岩
波
書
店
、
平
成
十
一
年
。

久
保
田
啓
一
校
注
『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
（
久
保
田
淳
監
修
『
和
歌
文
学
大
系

』
）
明
治
書
院
、
平
成
十
九
年
。

74



 

古典和歌歌集 『志濃夫廼舎歌集』の歌番号 

万葉集 （29）(35)（37）（43）（48）（90）（91）（94）（106）（165）（172）

（174）（192）（194）（197）（208）（214）（219）（234）（245）（270）

（303）（314）（328）（335）（369）（411）（419）（422）（442）（450）

（457）（471）（478）（481）（513）（620）（621）（630）（642）（665）

（668）（669）（675）（678）（683）（724）（739）（757）（787）（788）

（800）（803）（810）（816）（842）（843）（855） （計 58首） 

古今和歌集序 （517） 

古今和歌集 （18）（27）（38）（107）（109）（122）（153）（197）（199）（201）

（203）（206）（218）（234）（241）（250）（256）（264）（293）（332）

（337）（363）（368）（370）（382）（383）（402）（412）（421）（423）

（498）（510）（517）（525）（532）（538）（543）（625）（628）（645）

（709）（778）（784）（786）（790）（818）（835） （計 47首） 

拾遺和歌集 （24）（42）（130）（132）（204）（205）（261）（343）（361）（403）

（765）（計 11首） 

後拾遺和歌集 （33）（361）（503）（784） 

金葉和歌集 （256）（435） 

詞花和歌集 （102） 

千載和歌集 （361）（628） 

新古今和歌集 （41）（118）（198）（228）（235）（239）（245）（360）（391）（416）

（431）（441）（472）（475）（542）（629）（761）（785）（計 18首） 

新勅撰和歌集 （322）（330）（369） 

続古今和歌集 （43） 

玉葉和歌集 （289）（483）（606） 

続千載和歌集 （628） 

風雅和歌集 （32）（251） 

                付表 1 
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第
六
章

曙
覧
の
文
事
の
一
端
―
橘
曙
覧
記
念
文
学
館
蔵
の
橘
曙
覧
遺
墨
に
つ
い
て
―

は
じ
め
に

曙
覧
の
生
涯
は
和
歌
の
道
に
精
励
し
、
和
漢
に
渡
っ
て
広
く
出
典
や

題
材
を
求
め
て
、
自
在
無
碍
な
個
性
的
歌
風
を
確
立
し
つ
つ
あ
る
傍
ら
、

書
に
お
い
て
も
深
い
素
養
を
示
し
て
き
た
。
彼
は
王
羲
之
風
、
亀
田
鵬

斎
流
な
ど
の
書
体
を
会
得
し
、
自
由
闊
達
な
風
格
と
浅
か
ら
ぬ
造
詣
を

抱
い
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

曙
覧
真
筆
の
詩
幅
、
短
冊
、
和
歌
幅
、
書
簡
、
画
賛
な
ど
十
点
及
び

曙
覧
関
係
の
資
料
を
所
蔵
し
て
い
る
福
井
市
橘
曙
覧
記
念
文
学
館
（
以

下
に
橘
曙
覧
記
念
文
学
館
と
称
す
る
）
は
、
平
成
十
二
年
四
月
に
、
福

井
市
足
羽
一
丁
目
の
足
羽
山
の
中
腹
に
あ
る
曙
覧
の
故
居
「
黄
金
舎
（
こ

が
ね
の
や
）
」
跡
に
開
館
し
た
。

こ
こ
で
は
、
平
成
十
九
年
六
月
に
橘
曙
覧
記
念
文
学
館
で
調
査
、
採

録
し
た
曙
覧
の
遺
墨
資
料
及
び
関
連
資
料
の
九
点
の
書
誌
情
報
を
紹
介

し
、
和
歌
幅
「
心
な
き
云
々
」
「
を
り
を
り
の
云
々
」
二
点
と
漢
詩
幅

「
土
牀
爐
足
り
て
云
々
」
と
、
書
簡
一
点
合
わ
せ
て
四
点
を
取
り
上
げ

て
考
察
を
試
み
、
曙
覧
の
文
事
の
一
端
を
考
え
て
み
た
い
。

一
、
曙
覧
が
書
写
し
た
漢
詩
幅

ま
ず
曙
覧
が
書
写
し
た
漢
詩
の
書
幅
「
土
牀
爐
足
り
て
云
々
」
（
図

）
を
見
て
み
た
い
。

1
こ
の
漢
詩
幅
の
本
紙
の
大
き
さ
は
、
縦

135

セ
ン
チ
、
横

21

セ
ン

チ
。
肉
太
い
書
体
で
、
自
由
で
大
ぶ
り
な
力
量
感
が
溢
れ
て
い
る
。
ま

た
、
内
容
が
漢
詩
だ
っ
た
た
め
か
、
字
間
が
区
切
ら
れ
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
が
、
連
綿
と
し
た
筆
ぶ
り
が
感
じ
ら
れ
る
。
中
で
も
、
結
句
「
一

閑
人
」
の
三
文
字
の
勢
い
は
豪
放
で
、
「
一
」
の
字
は
ま
さ
に
飛
ば
さ

れ
る
よ
う
に
、
誇
張
さ
れ
た
筆
勢
で
書
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
は
懐

素
（
七
二
五
年
～
七
八
五
年
）
の
千
字
文
（
図

）
の
筆
法
に
も
相
似

2

て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
。

こ
の
漢
詩
幅
は
曙
覧
が
『
聯
珠
詩
格
』
所
収
の
詩
を
材
料
に
書
い
た
も

の
で
あ
る
。
詩
は
次
の
と
お
り
。

土
牀

土
牀
煙
足
紬
衾
煖
、

土
牀
、
煙
足
り
て
紬
衾
暖
か
に
、

瓦
釜
泉
甘
豆
粥
新
。

瓦
釜
、
泉
甘
に
し
て
豆
粥
新
な
り
。

萬
事
不
求
温
飽
外
、

万
事
求
め
ず
、
温
飽
の
外
、

漫
然
清
世
一
閑
人
。

漫
然
た
る
清
世
の
一
閑
人
。

落
款
「
霊
隠
」
が
曙
覧
の
漢
号
で
あ
る
。
詩
は
張
横
渠
（
北
宋
の
儒
者

張
載
）
作
と
さ
れ
る
七
言
絶
句
で
あ
り
、
『
聯
珠
詩
格
』
で
は
、
「
土
牀
」

と
い
う
詩
題
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
曙
覧
の
書
幅
で
は
省
か
れ
て
い
る
。
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ま
た
、
『
精
刊
唐
宋
千
家
聯
珠
詩
格
』
（
大
窪
行
校
訂
、
二
十
卷
、
文
化
元

年
）
、
起
承
句
に
注
「
二
句
言
人
生
衣
衾
温
飽
而
已
富
貴
何
足
多
道
（
二

句
の
言
は
、
人
生
は
衣
衾
温
飽
の
み
な
り
、
富
貴
何
ぞ
多
く
道
ふ
に
足
ら

ん
）
」
と
あ
り
、
転
結
句
の
注
に
は
「
此
非
安
貧
楽
道
者
不
能
道
（
此
れ

貧
に
安
ん
じ
、
道
を
楽
し
む
者
に
非
ざ
れ
ば
、
道
ふ
こ
と
能
は
ず
）
」
と
、

詩
の
趣
旨
を
評
述
し
て
い
る
。
こ
れ
は
家
産
を
譲
っ
て
隠
居
し
、
貧
に
安

ず
る
曙
覧
の
生
活
ぶ
り
に
も
暗
合
す
る
。

そ
し
て
、
「
た
の
し
み
は
艸
の
い
ほ
り
の
莚
敷
き
ひ
と
り
こ
こ
ろ
を
静
め

を
る
と
き
」
（553

）
（
歌
番
号
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
。
以
下

は
同
じ
）
、
「
た
の
し
み
は
す
び
つ
の
も
と
に
う
ち
倒
れ
ゆ
す
り
起
す
も
知

ら
で
寐
し
時
」
（554

）
な
ど
「
独
楽
吟
」
の
歌
に
詠
ま
れ
た
彼
の
、
貧
に

安
ん
じ
な
が
ら
も
歌
道
に
専
念
す
る
境
地
は
、
こ
の
詩
の
「
安
貧
楽
道
」

と
い
う
趣
旨
と
一
致
す
る
。

な
お
、
詩
の
中
の
「
土
牀
」
に
つ
い
て
は
、
『
聯
珠
詩
格
』
増
注
に

「
性
理
群
書
の
註
に
土
を
累
て
牀
を
地
爐
中
に
為
る
、
煙
火
常
に
足
る

又
紬
有
り
、
被
と
為
以
て
体
を
暖
ず
べ
し
」
と
あ
る
が
、
曙
覧
の
歌
に

も
「
山
家
床
」
と
題
す
る
一
首
「
土

牀
む
し
ろ
の
上
に
き
し
か
た
も

つ
ち
の
ゆ
か

図
１

曙
覧
自
筆
（
福
井
市
橘
曙
覧
記
念
文
学
館
蔵
）

行
ゆ
く
末
も
な
く
い
び
き
か
く
ら
む
」
（263

）
と
、
「
土
牀
」
と
あ
る

の
が
面
白
い
。
日
本
に
は
「
土
牀
」
（
オ
ン
ド
ル
）
は
存
在
せ
ず
、
曙

覧
は
「
土
牀
」
の
実
態
を
知
ら
ず
に
、
そ
の
言
葉
の
面
白
さ
だ
け
で
使

っ
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
歌
は
「
土
牀
」
の
上
に
横
に
な
っ
て
、
過
去
の
こ
と
も
、
未

来
の
こ
と
も
忘
れ
て
安
楽
に
熟
睡
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
意
味
で

あ
る
が
、
そ
れ
を
詠
ん
だ
曙
覧
は
、
「
土
牀
」
に
の
ん
び
り
す
る
「
漫

然
た
る
清
世
の
一
閑
人
」
と
い
う
詩
境
に
共
鳴
し
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

図２ 西安碑林博物館蔵懐素千字文碑の拓本
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二
、
曙
覧
四
十
三
歳
以
後
の
書
風

次
は
、
和
歌
幅
「
を
り
を
り
の
云
々
」
（
図

）
と
「
心
な
き
云

3

々
」
（
図

）
二
点
の
遺
墨
資
料
を
取
り
上
げ
た
い
。

4

一
点
目
の
和
歌
幅
「
心
な
き
云
々
」
は
、
縦

132

セ
ン
チ
、
横

47

セ
ン
チ
の
大
き
さ
で
、
内
容
は
「
心
な
き
身
に
も
あ
は
れ
と
泣
す
が
る

児
に
は
涙
の
か
ゝ
ら
ざ
り
き
や

西
行
法
師

曙
覧
」
、
「
西
行
法
師
」

は
歌
題
で
あ
る
。
前
述
の
漢
詩
幅
「
土
牀
爐
足
り
て
云
々
」
と
比
べ
る

と
、
よ
り
連
綿
、
流
暢
で
奔
放
な
筆
ぶ
り
で
あ
る
。

二
点
目
の
和
歌
幅
「
を
り
を
り
の
云
々
」
は
、
縦

102.5

セ
ン
チ
、

横27.5

セ
ン
チ
の
大
き
さ
で
あ
る
。
内
容
は
「
を
り
を
り
の
夜
か
れ
い

か
に
と
あ
や
ぶ
み
し
早
あ
ら
は
し
て
つ
れ
な
か
る
也

絶
久
恋

曙

覧
」
注
一

で
あ
る
。
「
絶
久
恋
」
が
歌
題
で
、
一
点
目
の
和
歌
幅
と
同
様

に
、
署
名
の
前
に
歌
題
を
置
く
と
こ
ろ
に
特
色
が
見
ら
れ
る
。
書
体
が

肉
太
く
、
自
由
な
大
ぶ
り
で
雄
渾
、
闊
達
な
書
風
が
現
れ
る
。

和
歌
幅
は
二
つ
と
も
署
名
が
「
曙
覧
」
と
記
さ
れ
る
。
曙
覧
の
嗣
子

図
３

曙
覧
自
筆
（
福
井
市
橘
曙
覧
記
念
文
学
館
蔵
）

井
手
今
滋
著
『
橘
曙
覧
小
伝
』
注
二

に
、
「
先
子
姓
は
橘
、
幼
字
は
五
三

郎
、
初
め
尚
事
と
称
し
、
後
曙
覧
と
改
む
」
「
嘉
永
七
年
、
大
患
に
罹

な
お
こ
と

り
死
に
瀕
せ
ら
れ
し
が
、
か
ら
う
じ
て
癒
え
ぬ
。
此
時
自
ら
曙
覧
と
改

め
名
づ
け
ら
れ
た
り
」
と
い
う
記
述
に
よ
っ
て
、
曙
覧
が
四
十
三
歳
の

時
「
曙
覧
」
と
改
名
し
、
そ
れ
以
前
は
「
尚
事
」
と
い
う
名
を
用
い
て

い
た
こ
と
と
、
改
名
の
理
由
が
わ
か
る
。

曙
覧
の
書
風
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
久
米
田
裕
編
『
橘
曙
覧
遺
墨
集
』

に
、
仙
石
亮
氏
注
三

「
橘
曙
覧
の
書
風
に
つ
い
て
」
を
踏
ま
え
て
、
以
下

の
六
点
に
ま
と
め
て
あ
る
。

ア
、
二
十
歳
頃

頼
山
陽
流
の
書
風

イ
、
二
十
八
歳
頃

妙
泰
寺
の
明
導
の
書
に
似
た
遒
勁
な
書
風

ウ
、
三
十
二
、
三
歳
頃

本
居
宣
長
の
筆
法
に
似
せ
た
肉
細
い
柔
ら
か

さエ
、
四
十
四
、
五
歳
頃

生
涯
中
最
も
美
麗
な
書
形
（
王
右
軍
系
の
安

木
石
華
流
の
影
響
か
）

オ
、
四
十
七
歳
頃

顔
真
卿
派

図
４

曙
覧
自
筆
（
福
井
市
橘
曙
覧
記
念
文
学
館
蔵
）
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カ
、
五
十
歳
頃

亀
田
鵬
斎
流
・
唐
僧
懐
素
流

前
掲
の
漢
詩
幅
「
土
牀
爐
足
り
て
云
々
」
と
和
歌
幅
「
心
な
き
云
々
」

「
を
り
を
り
の
云
々
」
は
、
懐
素
な
ど
草
書
の
名
人
に
私
淑
し
た
略
歴

か
ら
察
す
る
に
、
カ
、
の
曙
覧
五
十
歳
頃
も
っ
と
も
円
熟
し
た
時
期
の

書
と
推
定
さ
れ
る
。

（
図

）
写
真
は
、
福
井
市
足
羽
一
丁
目
妙
観
寺
に
あ
る
曙
覧
の
娘

5

健
子
の
墓
で
あ
る
。
健
子
は
曙
覧
の
三
女
で
あ
り
、
曙
覧
三
十
三
歳
の

天
保
十
五
年
（1844

）
二
月
、

天

然

痘

で

四

歳

で

夭

折

し

た
。
詞
書
と
歌
が
刻
ま
れ
た

墓
石
に
曙
覧
自
身
が
記
し
た

も
の
で
あ
る
。
肉
細
い
書
体

で
、
伸
び
や
か
な
線
は
宣
長

の
書
風
（
図

参
照
）
に
似

6

る
。ま

た
、
（
図

）
写
真
は

7

曙
覧
四
十
九
歳
頃
の
書
『
神

本居宣長記念館蔵・宣長筆和歌懐紙

図 6

州
建
国
歌
』
で
あ
る
。
端
正
な
書
体
は
、
荘
重
で
力
量
感
が
溢
れ
る
顔

（
真
卿
）
体
楷
書
（
図

参
照
）
の
書
風
に
も
似
る
。

8

イ
、
の
明
導
及
び
エ
、
の
安
木
石
華
書
は
い
ず
れ
も
未
見
で
あ
る
。
安

図

『
顔
勤
礼
碑
』
（
部
分
）
顔
真
卿
撰
・
書
／

W
ikipedia

8

「
顔
真
卿
」
よ
り

(accessed
2014.4.17

)
図
７
（
引
用
本
の
著
作
権
が
存
続
中
の
た
め
、

画
像
不
掲
載
）

図 5
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木
石
華
に
つ
い
て
、
『
越
前
人
物
志
』
注
四

に
よ
れ
ば
、
通
称
は
正
輔
、

号
は
石
華
、
北
骨
山
人
と
い
う
。
福
井
呉
服
町
（
現
福
井
市
呉
服
町
）

安
木
七
右
衛
門
伯
華
の
養
子
で
あ
り
、
石
場
（
現
福
井
市
つ
く
も
町
）

中
野
屋
に
生
ま
れ
、
七
歳
で
家
督
を
相
続
し
、
質
屋
業
を
し
て
い
た
。

二
十
六
歳
で
王
羲
之
の
淳
化
法
帖
を
購
得
し
、
書
道
に
志
し
て
励
み
、

つ
い
に
書
の
名
家
に
な
っ
た
と
い
う
。
天
保
十
四
年
（1843

）
六
月
十

八
日
に
五
十
七
歳
で
な
く
な
っ
た
。

こ
の
明
導
と
安
木
石
華
に
つ
い
て
、
仙
石
亮
氏
「
橘
曙
覧
の
書
風
に

つ
い
て
」
注
五

の
中
に
、
次
の
よ
う
な
一
段
が
あ
る
。

橘
曙
覧
が
年
十
五
才
頃
、
妙
泰
寺
明
導
に
就
て
書
道
を
学
び
た

る
に
先
に
、
い
づ
れ
七
八
才
頃
よ
り
寺
子
屋
に
入
り
て
、
既
に
学

び
始
め
た
る
な
ら
ん
が
、
其
の
師
は
誰
な
り
し
か
詳
な
ら
ず
。
当

時
の
書
家
小
林
（
後
に
滋
賀
）
嘯
峰
は
、
曙
覧
よ
り
長
ず
る
こ
と

僅
に
九
才
な
る
が
故
に
、
此
人
に
就
て
学
び
た
る
に
は
あ
ら
じ
。

或
は
呉
服
町
に
住
み
た
る
安
木
石
華
に
は
、
あ
ら
ざ
り
し
か
と
思

は
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
曙
覧
は
早
年
、
安
木
石
華
に
つ
い
て
王
羲
之
の
書
を

学
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
と
う
か
が
え
る
。

な
お
、
賀
茂
真
淵
の
筆
跡
（
図

参
照
）
に
つ
い
て
は
、
県
門
江
戸

9

派
の
重
鎮
清
水
浜
臣
著
『
泊
洦
筆
話
』
の
中
に
、
以
下
の
よ
う
な
一
説

が
あ
る
。齢

の
末
に
至
り
て
は
、
『
天
朗
帖
』
を
好
み
て
、
む
ね
と
其
姿

い
き
ほ
ひ
を
似
せ
ら
れ
し
よ
り
、
い
と
猛
に
勢
ひ
す
ゝ
み
て
、
天

飛
ぶ
竜
の
雲
居
を
か
け
る
さ
ま
せ
ら
れ
け
り
。
人
の
よ
く
し
れ
る

物
に
て
い
は
ゞ
、
『
万
葉
考
』
の
う
は
が
き
、
『
古
言
梯
』
の
奥

書
な
ど
そ
の
姿
な
り
け
り
。

『
天
朗
帖
』
（
図

）
は
王
羲
之
の
法
帖
で
あ

10

る
の
で
、
賀
茂
真
淵
は
王
羲
之
の
影
響
を
受
け

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
曙
覧
も
ま
た
、
賀
茂

真
淵
か
ら
受
け
た
刺
激
も
含
め
て
、
王
羲
之
風

の
書
体
を
学
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
。

上
記
の
仙
石
亮
氏
の
論
の
エ
、
と
カ
、
に
着

目
し
、
ま
た
、
和
歌
幅
の
「
曙
覧
」
と
い
う
署

名
が
持
た
れ
た
時
期
を
勘
案
し
、
併
せ
て
漢
詩

幅
「
土
牀
爐
足
り
て
云
々
」
お
よ
び
和
歌
幅
「
心

な
き
云
々
」
と
和
歌
幅
「
を
り
を
り
の
云
々
」

三
点
の
曙
覧
の
遺
墨
資
料
に
つ
い
て
分
析
す
る

と
、
曙
覧
は
書
道
に
お
い
て
、
四
十
三
歳
以
後

図 10 空外記念館蔵・王義之書「天朗帖」

図 9 真淵の奥書（楫取魚彦『古

言梯 再考』(12 － 720) 国

文学研究資料館蔵）
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の
各
時
期
で
顔
真
卿
体
の
楷
書
、
王
羲
之
風
の
草
書
、
亀
田
鵬
斎
流
の
草

書
な
ど
の
書
体
を
修
得
し
、
中
で
も
草
書
に
最
も
巧
み
で
あ
っ
た
と
考
え

た
い
。

ま
た
、
山
田
秋
甫
氏
は
論
著
『
橘
曙
覧
伝
并
短
歌
集
』
の
中
で
、
重

野
安
繹
注
六

氏
の
説
を
引
用
し
、
以
下
の
よ
う
に
曙
覧
の
書
風
を
絶
賛
し

て
い
る
。

（
前
略
）
又
往
年
重
野
文
学
博
士
福
井
へ
来
遊
の
際
曙
覧
の
書

道
に
造
詣
深
き
を
驚
嘆
し
、
『
越
後
の
良
寛
禅
師
と
、
江
戸
の
亀

田
鵬
斎
と
、
越
前
の
橘
曙
覧
は
、
恐
ら
く
近
世
の
草
書
三
絶
な
ら

む
』
と
評
せ
ら
れ
た
る
こ
と
あ
り
、
此
の
言
に
徴
す
る
も
、
如
何

に
曙
覧
が
、
書
道
に
於
い
て
も
全
国
に
重
き
を
為
せ
し
大
家
な
り

し
か
を
知
る
べ
し
。

重
野
安
繹
は
曙
覧
を
良
寛
、
鵬
斎
と
並
ん
で
、
「
近
世
の
草
書
三
絶
」

と
絶
賛
し
て
い
る
。
彼
ら
の
中
、
良
寛
と
鵬
斎
と
の
間
は
、
「
鵬
斎
は

越
後
帰
り
で
字
が
く
ね
り
」
注
七

の
川
柳
が
あ
る
ほ
ど
有
名
で
あ
る
が
、

曙
覧
と
鵬
斎
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
仙
石
亮
氏
「
橘
曙
覧
の
書
風
に
つ

い
て
」
の
中
に
、

（
曙
覧
）
五
十
才
の
頃
、
亀
田
鵬
斎
の
草
書
を
見
て
其
の
筆
勢
の

流
暢
円
滑
無
礙
な
る
を
感
嘆
し
、
其
の
筆
法
の
唐
僧
懐
素
よ
り
出

た
る
を
聞
き
、
彼
も
其
の
法
を
習
は
ん
と
欲
せ
し
が
、
幸
に
し
て

彼
の
知
人
に
懐
素
の
法
帖
を
持
つ
者
あ
り
て
、
之
を
贈
ら
れ
、
是

よ
り
大
い
に
此
の
帖
を
習
ひ
し
も
の
ゝ
如
く
、
書
風
一
変
せ
し
が

（
後
略
）

と
い
う
一
段
が
あ
り
、
曙
覧
が
鵬
斎
の
草
書
に
傾
倒
し
、
さ
ら
に
そ
の

流
派
を
遡
っ
て
懐
素
の
法
帖
を
習
っ
た
と
触
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、

曙
覧
と
鵬
斎
の
さ
さ
や
か
な
ゆ
か
り
が
伺
え
る
。

そ
し
て
曙
覧
と
良
寛
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
同
文
に
は
、
「
曙
覧
と

僧
良
寛
と
の
間
に
、
其
の
書
法
に
於
て
、
何
か
の
関
係
あ
り
し
な
ら
ん

と
言
ふ
者
あ
れ
ど
も
、
是
は
全
然
な
か
り
し
も
の
ゝ
如
し
」
と
、
曙
覧

と
良
寛
の
書
と
は
関
係
が
な
い
と
す
る
が
、
懐
素
の
法
帖
を
習
っ
た
こ

と
が
あ
る
曙
覧
と
、
懐
素
の
自
叙
帖
と
千
字
文
を
学
ん
だ
良
寛
注
八

と
の

間
に
な
ん
ら
か
の
影
響
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
は
充
分
に
考
え
ら
え
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
と
伺
え
る
。

三
、
潤
筆
料
に
よ
る
生
活

さ
て
、
曙
覧
が
学
問
で
生
活
す
る
と
い
う
信
念
を
持
ち
、
家
産
を
す

べ
て
異
母
弟
に
譲
っ
て
、
清
貧
な
隠
棲
生
活
を
送
っ
た
が
、
彼
は
ど
の

よ
う
に
生
計
を
維
持
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

依
田
学
海
注
九

撰
「
井
手
曙
覧
翁
墓
碣
銘
」
（
『
新
修
橘
曙
覧
全
集
』
所

収
）
に
「
弘
化
三
年
卜
居
足
羽
山
教
授
子
弟
」
と
い
う
一
段
、
お
よ
び

井
手
今
滋
著
「
橘
曙
覧
小
伝
」
に
「
福
井
藩
の
重
臣
中
根
師
賢
雪
江
と

号
す
賢
に
し
て
学
才
あ
り
。
先
子
に
長
ず
る
こ
と
数
歳
。
交
最
も
厚
く
、

意
気
相
投
ず
。
遠
邇
之
を
見
て
愈
先
子
を
信
重
し
、
贄
を
執
り
て
門
に

進
む
者
益
多
き
を
加
ふ
」
と
い
う
一
説
か
ら
、
学
問
を
授
け
る
こ
と
を

生
業
と
し
た
曙
覧
の
生
活
の
一
斑
が
伺
え
る
。

そ
し
て
、
曙
覧
は
こ
の
よ
う
な
優
れ
た
書
を
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

当
時
、
ま
わ
り
か
ら
、
書
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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『
沽
哉

集
』
は
、
曙
覧
の
擬
古
文
体
の
文
集
で
、
そ
の
序
文
（
井

こ

さ
い
し
ゅ
う

手
今
滋
撰
）
に
「
此
集
は
、
題
を
設
け
、
文
を
作
り
、
人
の
需
に
応
じ

て
、
屏
風
巻
軸
な
ど
に
、
書
す
る
の
料
に
、
資
し
た
る
も
の
な
れ
ば
戯

が
て
ら
、
か
く
は
名
づ
け
ら
れ
し
な
り
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
曙
覧
が
他

人
の
求
め
に
応
じ
て
、
文
を
作
っ
た
り
、
書
を
書
い
た
り
し
て
売
る
た

め
に
作
ら
れ
た
本
文
集
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
辻
森
秀
英
氏
「
橘

曙
覧
伝
と
作
品
」
（
『
新
修
橘
曙
覧
全
集
』
所
収
）
に
、
「
（
橘
曙
覧
が
）

書
が
上
手
な
の
で
、
揮
豪
を
頼
む
者
も
あ
っ
た
」
と
あ
る
。

ま
た
、
『
新
修
橘
曙
覧
全
集
』
に
収
め
た
曙
覧
の
書
簡
に
は
、
次
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
、

好
時
節
に
相
成
申
候
。
い
よ
い
よ
御
健
勝
御
め
で
度
奉
存
候
。

殊
に
御
め
ぐ
み
物
い
ろ
い
ろ
有
が
た
く
奉
存
候
。

扨
小
屏
風
し
た
た
め
の
事
大
な
ほ
ざ
り
、
誠
に
誠
に
々
々
々
々

申
わ
け
な
き
次
第
、
幾
重
に
も
御

宥
免
可
被
下
候
。
漸
々
の
事
に
て
出
来
さ
し
上
申
候
。
甚
不
調
法

に
御
座
候
。

○
御
近
作
出
来
候
は
ば
御
見
せ
可
被
下
候
。
小
生
春
来
歌
と
ん
と

出
来
不
申
、
後
便
に
少
々
に
て
も
入
御
覧
申
上
度
事
に
御
座
候
。

今
度
は
取
り
い
そ
ぎ
候
故
、
あ
ら
あ
ら
如
斯
御
座
候
。
頓
首
々

々
。

四
月
二
日

ふ
く
ゐ

曙
覧

大
正
寺

平
井
屋
様

御
許

認
物
添
（
平
井
屋
注
十

宛
）

と
、
曙
覧
が
屏
風
の
揮
毫
が
遅
れ
た
こ
と
を
詫
び
る
内
容
で
あ
る
。

彼
自
身
の
歌
に
も
、
次
の
よ
う
な
、
文
や
書
な
ど
を
書
い
て
売
る
こ

と
を
詠
ん
だ
生
活
詠
が
あ
る
。

銭
乏
し
か
り
け
る
時

米
の
泉
な
ほ
た
ら
ず
け
り
歌
を
よ
み
文
を
作
り
て
売
り
あ
り
け
ど

も

（351

）

独
楽
吟
（
七
首
目
）

た
の
し
み
は
物
を
か
か
せ
て
善
き
価
惜
み
げ
も
な
く
人
の
く
れ
し

時

（559

）

さ
ら
に
、
潤
筆
料
に
関
す
る
曙
覧
の
書
簡
も
残
っ
て
い
る
。
『
橘
曙

覧
書
簡
集
』
注
十
一

の
中
か
ら
、
以
下
の
二
つ
を
掲
げ
る
。

潤
筆
料
、
鍋
か
け
て
ま
ち
て
居
り
申
候
、
今
明
日
の
間
に
御
た

の
み
上
申
候
也
、
あ
那
か
し
こ
あ
な
か
し
こ
（
青
木
庄
三
郎
注
十
二

宛
）潤

筆

金
弐
円

あ
り
か
た
九
あ
り
か
た
九
拝
受
仕
候
、
穴
賢

々
々
、
五
月
四
日

曙
覧

中
根
様
御
取
次
中
（
中
根
雪
江
注
十
三

宛
）

前
者
は
潤
筆
料
を
請
求
し
、
後
者
は
受
領
の
時
の
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
『
新
修
橘
曙
覧
全
集
』
に
も
、

い
よ
い
よ
御
き
げ
ん
よ
く
御
め
で
度
奉
存
候
。
大
幅
潤
筆
料
頂

戴
待
か
ね
申
候
。
金
壱
両
御
わ
た
し
に
可
相
成
ね
が
ひ
申
候
。

曙
覧

白
崎
君
（
白
崎
源
蔵
注
十
四

宛
）

と
い
う
よ
う
な
曙
覧
が
潤
筆
料
を
請
求
す
る
書
簡
も
あ
る
。

よ
っ
て
、
曙
覧
の
生
活
上
で
は
、
潤
筆
料
の
比
重
が
い
か
に
大
き
か

っ
た
か
わ
か
る
。
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四
、
筆
紙
な
ど
に
対
す
る
こ
だ
わ
り

こ
こ
で
は
、
橘
曙
覧
記
念
文
学
館
蔵
の
橘
曙
覧
遺
墨
資
料
か
ら
、
岡

崎
左
喜
助
宛
の
橘
曙
覧
書
簡
（
図

）
に
注
目
し
た
い
。

11

こ
の
書
簡
は
、
巻
子
装
で
、
本

紙
の
大
き
さ
は
、
縦16.6

セ
ン
チ
、

横

72.7

セ
ン
チ
。
内
容
は
以
下
の

と
お
り
。御

発
足
前
、
御
い
そ
が
し

き
御
中
、
拙
宅
御
た
づ
ね
被

下
、
あ
り
が
た
く
奉
存
候
。

は
る
ば
る
の
海
路
御
き
げ
ん

よ
く
御
帰
り
の
程
、
い
く
重

に
も
祈
り
申
候
。
此
扇
子
、

あ
り
合
に
ま
か
せ
、
御
め
に

か
け
申
候
。
御
道
中
御
用
ひ

可
被
下
候
。
○
御
や
く
そ
く

の
唐
紙
並
筆
、
御
つ
か
は
し

可
被
下
候
。
価
御
算
用
被
成
、

御
書
付
御
添
可
被
下
候
。
只

今
、
金
子
差
上
申
度
候
。
○

御
た
の
み
申
上
候
。
唐
筆
（
手

絵
図
）
此
く
ら
ゐ
の
太
さ
な

図 11 曙覧書簡（福井市橘曙覧記念文学館蔵）

る
を
、
御
ぎ
ん
み
一
二
本
御
も
と
め
の
程
、
く
れ
ぐ
れ
も
御
た
の

み
申
候
。
価
は
い
く
ら
高
く
て
も
、
は
り
こ
み
可
申
候
。
穴
賢

三
月
十
日

曙
覧

左
喜
助
様
御
許

岡
崎
左
喜
助
は
曙
覧
の
門
人
で
、
福
井
城
下
の
本
町
に
書
店
を
営
ん

で
い
た
富
商
で
あ
る
。
幼
少
の
頃
、
画
家
島
田
雪
谷
注
十
五

の
門
に
入
っ

た
。
始
め
は
曙
覧
に
就
い
て
和
歌
を
学
ん
だ
が
、
曙
覧
の
没
後
、
河
津

直
入
注
十
六

の
門
に
入
っ
た
。
傍
ら
茶
道
に
通
じ
、
又
鷺
洲
と
号
し
て
書

画
を
も
能
く
し
た
。
ま
た
、
福
井
に
お
け
る
最
初
の
印
刷
業
者
で
も
あ

っ
た
（
『
橘
曙
覧
書
簡
集
』
）
。

こ
の
手
紙
は
、
曙
覧
が
長
崎
か
ど
こ
か
に
商
に
出
発
す
る
岡
崎
左
喜

助
に
、
唐
筆
の
購
入
を
頼
ん
だ
内
容
で
あ
る
。
書
簡
に
、「
唐
筆
注
十
七

（
手

絵
図
）
此
く
ら
ゐ
の
太
さ
な
る
を
、
御
ぎ
ん
み
一
二
本
御
も
と
め
の
程
、

く
れ
ぐ
れ
も
御
た
の
み
申
候
。
価
は
い
く
ら
高
く
て
も
、
は
り
こ
み
可

申
候
。
」
と
い
う
一
段
よ
り
、
曙
覧
は
筆
に
対
し
て
か
な
り
こ
だ
わ
り

を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

ま
た
、
野
村
淵
蔵
注
十
八

宛
の
橘
曙
覧
書
簡
（
『
橘
曙
覧
書
簡
集
』
）
に

も
、
次
の
よ
う
な
一
段
が
あ
る
。

（
前
略
）
た
に
さ
く
見
本
筆
等
御
お
く
り
、
御
世
話
さ
ま
之
事

忝
奉
存
候
、
た
に
ざ
く
御
手
本
み
な
み
な
気
に
い
り
不
申
、
依
而

一
葉
手
本
さ
し
上
申
候
、
此
形
に
て
砂
子
遠
山
な
ど
一
切
無
之
、

横
筋
の
み
に
致
し
、
地
紙
余
程
ぎ
ん
み
極
上
品
に
仕
立
遣
し
候
様
、

御
あ
つ
ら
へ
可
被
下
、
数
先
百
枚
計
御
お
く
り
可
被
下
、
し
か
し

別
あ
つ
ら
へ
に
て
面
倒
の
事
に
候
は
ば
、
壱
三
百
に
て
も
よ
ろ
し

く
候
、
猶
又
可
然
御
考
可
被
下
候
、
尤
大
急
入
用
に
御
座
候
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筆
三
本
の
御
手
本
、
い
づ
れ
も
先
よ
ろ
し
き
様
被
存
候
、
三
品

取
あ
は
せ
て
十
本
計
、
御
お
く
り
可
被
下
候
、
筆
の
方
た
に
ざ
く

よ
り
は
い
そ
ぎ
候
間
、
直
に
御
出
し
御
心
配
可
被
下
候
、
先
日
御

は
な
し
申
上
候
、
鳩
居
堂
に
而
、
舟
鼠
の
毛
と
申
一
種
は
、
只
今

無
御
座
候
事
に
哉
、
若
出
来
候
は
ば
、
一
本
手
本
見
た
き
事
御
座

候
、
御
聞
合
可
被
下
候
、
（
後
略
）

こ
の
書
簡
か
ら
は
、
曙
覧
が
「
砂
子
遠
山
注
十
九

な
ど
一
切
無
之
、
横

筋
の
み
に
致
し
、
地
紙
余
程
ぎ
ん
み
極
上
品
」
と
い
う
よ
う
に
、
注
文

す
る
短
冊
の
用
紙
に
つ
い
て
細
か
く
要
求
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
ま
た

「
鳩
居
堂
注
二
十

に
而
、
舟
鼠
の
毛
注
二
十
一

と
申
一
種
」
と
い
う
よ
う
な
、

い
か
に
も
高
そ
う
な
筆
を
発
注
す
る
な
ど
、
筆
や
紙
な
ど
に
相
当
の
こ

だ
わ
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
、
彼
の
歌
に
も
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

た
の
し
み
は
好
き
筆
を
え
て
先
づ
水
に
ひ
た
し
ね
ぶ
り
て
試
み
る

と
き

（595

）

逸
品
の
筆
を
手
に
入
れ
た
時
、
心
底
か
ら
喜
ん
で
い
た
曙
覧
の
様
子
が

よ
く
わ
か
る
。

曙
覧
の
和
歌
か
ら
は
、
家
産
を
譲
っ
て
隠
居
し
、
学
問
を
も
っ
て
清

貧
な
生
活
に
甘
ん
じ
る
姿
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
、
時
に
は
生
活
に
困
窮
す

る
姿
も
想
像
さ
れ
る
が
、
実
際
は
、
文
人
墨
客
な
ら
ぬ
歌
人
墨
客
を
体

現
し
、
書
痴
な
ら
ぬ
「
墨
痴
」
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。
筆
や

紙
な
ど
の
文
房
具
に
対
し
て
、
「
価
は
い
く
ら
高
く
て
も
、
は
り
こ
み

可
」
と
い
う
よ
う
な
執
念
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
曙
覧
の

書
家
と
し
て
の
姿
勢
を
鮮
明
に
表
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

今
回
は
橘
曙
覧
記
念
文
学
館
所
蔵
の
橘
曙
覧
遺
墨
資
料
に
つ
い
て
、

そ
の
中
の
和
歌
幅
二
点
と
漢
詩
幅
一
点
、
書
簡
一
点
あ
わ
せ
て
四
点
に

つ
い
て
考
察
を
試
み
た
。

曙
覧
が
歌
学
、
国
学
の
道
に
精
励
す
る
傍
ら
、
書
道
に
全
身
を
打
ち

込
ん
だ
。
彼
は
一
家
の
書
風
を
修
得
し
た
こ
と
に
甘
ん
ず
る
こ
と
な
く
、

各
名
家
の
書
を
学
ん
で
書
法
を
工
夫
し
、
後
年
は
顔
真
卿
体
の
楷
書
、

王
羲
之
風
、
亀
田
鵬
斎
流
な
ど
の
草
書
書
体
を
会
得
し
、
流
暢
自
在
、

雄
渾
闊
達
な
書
風
を
基
本
に
し
て
独
自
の
風
格
を
も
っ
て
い
た
。
そ
こ

で
、
文
芸
に
対
す
る
幅
広
く
興
味
と
追
究
の
こ
こ
ろ
を
抱
い
て
い
た
曙

覧
の
側
面
を
伺
え
る
と
思
わ
れ
よ
う
。
ま
た
、
書
の
内
容
か
ら
み
る
と
、

書
か
れ
た
も
の
に
は
、
「
心
な
き
云
々
」
、
「
を
り
を
り
の
云
々
」
の
よ

う
な
和
歌
幅
だ
け
で
は
な
く
、
「
土
牀
爐
足
り
て
云
々
」
の
よ
う
な
漢

詩
幅
も
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
書
道
に
お
い
て
も
、
同
じ
く
和
漢
の
両
方

に
渡
っ
て
広
く
題
材
を
求
め
て
、
書
き
ぶ
り
を
自
由
に
表
現
し
よ
う
と

す
る
曙
覧
の
傾
向
を
伺
え
る
。

そ
し
て
、
彼
は
優
れ
た
書
を
も
っ
て
、
潤
筆
料
で
清
貧
な
生
活
を
支

え
た
側
面
が
あ
る
。
一
方
、
拮
据
で
あ
り
な
が
ら
、
筆
や
紙
な
ど
に
こ

だ
わ
り
を
持
ち
、
そ
れ
ら
の
購
入
に
は
お
金
を
惜
し
ま
な
い
彼
の
性
格

は
、
注
意
し
て
よ
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

自
然
清
新
な
歌
風
と
と
も
な
っ
て
、
奔
放
洒
脱
な
曙
覧
の
書
風
は
自

由
無
碍
な
人
間
性
を
表
し
て
い
る
。
そ
れ
と
自
然
性
を
満
ち
て
い
た
清
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逸
な
良
寛
の
草
書
と
は
い
く
ら
か
共
通
の
点
が
あ
る
と
思
う
。
前
文
に

書
い
た
よ
う
に
、
同
じ
く
懐
素
の
書
を
習
う
こ
と
が
あ
る
曙
覧
が
良
寛

と
の
間
に
全
然
関
係
が
な
か
っ
た
こ
と
は
考
え
が
た
い
。
こ
の
点
を
含

め
、
今
後
は
さ
ら
に
範
囲
を
広
げ
て
、
よ
り
多
く
の
橘
曙
覧
遺
墨
資
料

を
対
象
に
し
、
研
究
を
深
め
た
い
。

最
後
に
、
今
回
研
究
調
査
に
よ
り
得
ら
れ
た
、
橘
曙
覧
記
念
文
学
館

蔵
の
橘
曙
覧
遺
墨
資
料
、
及
び
関
連
資
料
の
書
誌
情
報
の
一
覧
を
以
下

に
掲
げ
る
。

一
、
橘
曙
覧
和
歌
幅
「
心
な
き
云
々
」
（Z

井
手
１
）
（
括
弧
内
の
番

号
は
橘
曙
覧
記
念
文
学
館
蔵
資
料
の
通
し
番
号
で
あ
る
。
下
同
じ
）

本
紙
の
大
き
さ
：
縦132

×

横47
（
単
位
：
セ
ン
チ
）

二
、
橘
曙
覧
和
歌
幅
「
を
り
を
り
の
云
々
」
（Z
井
手
２
）

本
紙
の
大
き
さ
：
縦102.5

×

横27.5

（
単
位
：
セ
ン
チ
）

三
、
橘
曙
覧
詩
幅
「
土
牀
爐
足
り
て
云
々
」
（Z

井
手
３
）

本
紙
の
大
き
さ
：
縦135

×

横21

（
単
位
：
セ
ン
チ
）

四
、
橘
曙
覧
書
簡
／
卷
子
本
、
三
月
十
日
付
／
岡
崎
左
喜
助
宛
（Z

井

手
４
）本

紙
の
大
き
さ
：
縦16.6
×

横72.7

（
単
位
：
セ
ン
チ
）

ほ
か
：
表
装
さ
れ
て
い
る

五
、
橘
曙
覧
和
歌
短
冊
「
あ
だ
な
ら
ぬ
云
々
」
（Z

犬
丸
１
）

ほ
か
：
横
引
（
丁
字
引
）
、
裏
書
な
し

六
、
画
幅
／
早
瀬
来
山
画

女
郎
花
図
・
橘
曙
覧
讚
（K

久
米
田
４
）

本
紙
の
大
き
さ
：
縦26.6

×

横33.5

（
単
位
：
セ
ン
チ
）

本
紙
の
材
質
：
絹

ほ
か
：
天
地
は
金
襴
緞
子
、
紫
檀
軸
。
古
い
表
装
で
あ
る
。

七
、
橘
曙
覧
和
歌
短
冊
「
汐
な
ら
で
云
々
」
（K

久
米
田
５
）

本
紙
の
大
き
さ
：
縦36.6

×

横6

（
単
位
：
セ
ン
チ
）

ほ
か
：
墨
色
の
打
雲
、
絹
目
、
若
松
文
散
し
、
裏
書
な
し

八
、
橘
曙
覧
和
歌
屏
風
／
六
曲
一
雙
（K

久
米
田
９
）

本
紙
の
大
き
さ
：
縦117.9

×

横31

（
単
位
：
セ
ン
チ
）

九
、
富
岡
鉄
斎
画
頼
氏
山
紫
水
明
処
図
（Z

井
手
６
）

本
紙
の
大
き
さ
：
縦31.7

×

横51

（
単
位
：
セ
ン
チ
）

ま
た
、
橘
曙
覧
記
念
文
学
館
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
三
点
の
橘
曙
覧

遺
墨
資
料
を
所
蔵
し
て
い
る
が
、
当
館
の
都
合
に
よ
り
、
今
回
は
熟
覧

で
き
な
か
っ
た
。

１
、
橘
曙
覧
和
歌
幅
「
手
は
な
べ
て
云
々
」
（Z

吉
村
１
）

２
、
橘
曙
覧
和
歌
短
冊
「
涙
だ
に
見
せ
ぬ
云
々
」
（K

久
米
田
６
）

３
、
越
智
通
兄
筆
橘
曙
覧
肖
像
画
（Z

井
手
５
）

な
お
、
今
回
調
査
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
同
館
の
学
芸
員
内
田
好
美

氏
を
は
じ
め
と
し
た
方
々
に
大
変
御
世
話
に
な
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、

こ
こ
に
深
く
感
謝
の
意
を
申
し
上
げ
た
い
。

主
な
参
考
資
料

『
橘
曙
覧
書
簡
集
』
永
井
環
・
島
崎
圭
一
編
、
岩
波
書
店
、1937

年
。

『
橘
曙
覧
遺
墨
集
』
久
米
田
裕
著
、
金
井
学
園
、1980

年
。

『
新
修
橘
曙
覧
全
集
』
井
手
今
滋
・
辻
森
秀
英
編
、
桜
楓
社
、1983

年
。

『
日
本
名
筆
全
集
』
佐
佐
木
信
綱
編
、
雄
山
閣
、1930

年
。

『
日
本
書
流
全
史
』
小
松
茂
美
著
、
講
談
社

、1970

年
。



注
一

和
歌
の
本
文
は
久
米
田
裕
編
『
橘
曙
覧
遺
墨
集
』
（
金
井
学
園
、1980

年11

月
）
の
「
遺
墨
解
説
」
に
よ
る
。

注
二

井
手
今
滋
編
、
辻
森
秀
英
増
補
『
新
修
橘
曙
覧
全
集
』
所
収
、
桜
楓
社
、
昭
和
五
十
八
年
。

注
三

明
治
時
代
の
鉱
山
技
術
者
、
経
営
者
。
嘉
永7

年4

月24

日
生
ま
れ
。
工
部
大
学
校(

現
東
大)

で
鉱
山
学
を
学
び
、
工
部
省
佐
渡
鉱
山
分
局
勤
務
を
経
て
、
明

治19

年
秋
田
県
小
坂
鉱
山
所
長
と
な
る
。30
年
か
ら
毛
利
家
の
経
営
す
る
福
岡
県
の
炭
鉱
で
支
配
人
、
炭
坑
長
を
つ
と
め
る
。44

年
故
郷
の
福
井
に
も
ど
り
教
育
の

振
興
に
尽
力
し
た
。
昭
和16

年11

月23

日
死
去
。88
歳
。

注
四

思
文
閣
、1910

・7

発
行

1972

・11

復
刻
。

注
五

山
田
秋
甫
著
『
橘
曙
覧
伝
并
短
歌
集
』
所
収
、
中
村
書
店1926

・11

。

注
六

幕
末
、
明
治
時
代
の
歴
史
学
者
。
文
政10

年10

月6

日
生
ま
れ
。
薩
摩
鹿
児
島
藩
士
。
昌
平
黌
に
学
び
、
藩
校
造
士
館
助
教
と
な
る
。
維
新
後
、
修
史
館
で

久
米
邦
武
ら
と
『
大
日
本
編
年
史
』
の
編
修
に
あ
た
り
、
実
証
史
学
を
う
ち
だ
す
。
の
ち
帝
国
大
学
教
授
と
な
り
、
国
史
科
を
設
置
。
明
治23

年
貴
族
院
議
員
。
漢

学
者
と
し
て
も
知
ら
れ
た
。
明
治43

年12

月6

日
死
去
。84

歳
。
字
は
子
徳
。
通
称
は
厚
之
丞
。
号
は
成
斎
、
隼
所
な
ど
。
編
著
に
『
稿
本
国
史
眼
』(

共
編)

、

『
国
史
綜
覧
稿
』
な
ど
が
あ
る
。

注
七

亀
田
鵬
斎
が
北
越
を
訪
問
し
て
江
戸
に
帰
っ
た
と
こ
ろ
、
良
寛
の
影
響
を
受
け
て
、
み
み
ず
書
き
と
い
わ
れ
る
く
ね
っ
た
字
を
書
く
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

江
戸
の
人
が
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
川
柳
を
作
っ
て
揶
揄
し
た
と
い
う
。
作
者
及
び
作
成
時
期
は
不
明
。
（
杉
村
英
治
著
『
亀
田
鵬
斎
』
三
樹
書
房1981

・6

）

注
八
解
良
栄
重
著
『
良
寛
禅
師
奇
話
』
に
「
師
草
書
ヲ
好
ム
。
懐
素
ノ
自
叙
帖
、
佐
理
卿
ノ
秋
萩
帖
ヲ
学
ブ
ト
云
ウ
…
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

注
九

幕
末
、
明
治
時
代
の
漢
学
者
、
演
劇
評
論
家
。
天
保4

年11

月24

日
生
ま
れ
。
下
総
佐
倉
藩
（
千
葉
県
）
藩
士
。
維
新
後
は
太
政
官
修
史
局
編
修
官
、
文
部

省
少
書
記
官
な
ど
を
歴
任
。
明
治18

年
退
官
後
は
演
劇
改
良
運
動
に
た
ず
さ
わ
り
、9

代
市
川
団
十
郎
ら
を
後
援
、
指
導
し
て
劇
界
の
啓
蒙
に
つ
と
め
た
。
劇
作
に

『
吉
野
拾
遺
名
歌
誉
』
な
ど
が
あ
る
。
明
治42

年12

月27

日
死
去
。77

歳
。
名
は
朝
宗
。
字
は
百
川
。
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『
書
跡
名
品
叢
刊
』
西
川
寧
・
神
田
喜
一
郎
監
修
、
二
玄
社

、2001
年
。

『
日
本
人
名
大
辞
典
』
上
田
正
昭
等
編
、
講
談
社
、2001

年
。
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注
十

猪
間
七
左
衛
門
。
橘
曙
覧
の
門
人
。
加
賀
国
大
聖
寺
の
人
。
通
称
を
平
井
屋
七
左
衛
門
と
言
っ
た
。
国
学
を
学
び
藩
士
に
加
え
ら
れ
、
三
輪
三
隠
と
改
名
し
た
。

（
『
新
修
橘
曙
覧
全
集
』
井
手
今
滋
・
辻
森
秀
英
編

桜
楓
社1983

・5

）

注
十
一

永
井
環
・
島
崎
圭
一
編
、
岩
波
書
店1937

・8

。

注
十
二

橘
曙
覧
の
門
人
。
名
は
夏
彦
、
通
称
庄
三
郎
。
越
前
国
府
中
（
現
福
井
県
武
生
市
）
人
。
南
條
郡
今
庄
村
（
現
南
越
前
町
今
庄
）
の
京
藤
甚
五
郎
の
三
男
で
、

青
木
家
に
入
り
て
同
家
を
継
い
だ
の
で
あ
る
。
青
木
家
は
平
吹
屋
と
い
う
屋
号
の
酒
造
家
で
あ
っ
た
。
（
『
橘
曙
覧
書
簡
集
』
永
井
環
・
島
崎
圭
一
編

岩
波
書
店1937

・8

）

注
十
三

幕
末
の
福
井
藩
士
。
江
戸
後
期-

明
治
時
代
の
武
士
。
文
化4

年7

月1

日
生
ま
れ
。
越
前
福
井
藩
主
松
平
慶
永
に
つ
か
え
、
十
七
年
間
側
用
人
を
つ
と
め
た
。

将
軍
継
嗣
問
題
や
公
武
合
体
運
動
で
活
躍
し
た
。
明
治
新
政
府
に
参
与
。
著
作
『
昨
夢
紀
事
』
『
丁
卯
日
記
』
な
ど
は
維
新
史
の
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
明
治10

年10

月3

日
死
去
。71

歳
。
名
は
師
質
。
通
称
は
靱
負
。

注
十
四

橘
曙
覧
の
門
人
。
（
『
橘
曙
覧
書
簡
集
』
永
井
環
・
島
崎
圭
一
編

岩
波
書
店1937

・8

）

注
十
五

江
戸
後
期
、
明
治
時
代
の
武
士
、
画
家
。
文
政11

年
生
ま
れ
。
越
前
福
井
藩
士
。
岩
尾
雪
峰
に
北
宗
画
を
、
礀
西
涯
に
文
人
画
を
学
ぶ
。
藩
主
父
子
の
松
平

慶
永
、
茂
昭
の
命
で
し
ば
し
ば
制
作
に
あ
た
る
。
武
技
を
こ
の
み,

槍
術
に
ひ
い
で
た
。
明
治17

年1

月19

日
死
去
。57

歳
。
名
は
広
意
。
字
は
樗
園
。
通
称
は
範

左
衛
門
、
多
司
摩
。
別
号
に
青
涯
。

注
十
六

幕
末
、
明
治
時
代
の
国
学
者
。
文
政7

年10
月1
日
生
ま
れ
。
越
前
福
井
藩
士
。
橘
曙
覧
に
学
ぶ
。
藩
校
明
道
館
の
藩
史
職
な
ど
を
つ
と
め
る
。
維
新
後
、

私
塾
を
開
い
た
。
明
治36

年6

月25

日
死
去
。80

歳
。
通
称
は
孫
十
郎
、
善
太
夫
。
号
は
琴
廼
舎
。

注
十
七

唐
筆
、
①
中
国
か
ら
渡
っ
て
き
た
筆
。
中
国
で
作
ら
れ
た
筆
。
か
ら
ふ
で
。
＊
蔭
涼
軒
日
録
―
延
徳
三
年
（1491

）
三
月
二
三
日
「
廉
自
二
袖
裏
一
取
二
出

唐
筆
一
書
レ
之
、
桂
翁
云
、
唐
人
唐
筆
書
二
唐
帋
一
。
座
人
皆
対
レ
之
、
一
時
美
談
也
」
＊
政
談
二
（1727

頃
）
「
日
本
の
内
に
て
も
唐
紙
を
す
き
、
唐
筆
を
結
ふ
人

あ
り
や
と
尋
ね
求
し
に
」
（
『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版
）
』
小
学
館2003
・5
・20

第
二
版
第
三
刷
発
行
）

「
唐
筆
を
お
ろ
す
に
、
和
筆
の
ご
と
く
、
軸
を
持
て
お
す
べ
か
ら
ず
。
筆
の
本
、
ぢ
く
の
内
に
入
ざ
る
故
に
ぬ
け
や
す
し
。
指
に
て
筆
の
本
を
と
り
又
墨
に
ひ
た
す
べ

し
。
」
貝
原
益
軒
『
万
宝
鄙
事
記
』
（
『
益
軒
全
集
』
巻
之
一

国
書
刊
行
会

1973
・5
・5

）

注
十
八

橘
曙
覧
の
門
人
。
後
に
恒
見
と
改
名
し
た
。
家
は
福
井
藩
の
家
老
稲
葉
家
の
家
臣
で
あ
っ
た
。（
『
橘
曙
覧
書
簡
集
』
永
井
環
・
島
崎
圭
一
編

岩
波
書
店1937

・8

）

注
十
九

砂
子
遠
山
、
砂
子
②
金
銀
箔
の
粉
で
、
蒔
絵
・
襖
紙
・
色
紙
・
短
冊
な
ど
に
吹
き
つ
け
た
も
の
。
（
『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版
）
』
小
学
館2003

・5

・20

第
二
版
第
三
刷
発
行
）
。
遠
山
と
は
不
明
。
短
冊
の
下
絵
か
。
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注
二
十

舟
鼠
の
毛
（
の
筆
）
、
「
舟
鼠
」
に
つ
い
て
は
不
詳
。
「
鼠
鬚
」
と
い
う
項
目
に
つ
い
て
調
べ
る
と
、
次
の
よ
う
な
資
料
が
あ
る
。
（
ネ
ズ
ミ
の
口
ひ
げ
で
作
っ

た
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
）
筆
（
ふ
で
）
の
異
称
。
＊
伊
京
集
（
室
町
）
「
鼠
鬚
ソ
シ
ュ

鼠
尾

二
共
笔
名
也
」
（
『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版
）
』
小
学
館2003

・5
・20
第
二
版
第
三
刷
発
行
）
。
「
‥
‥
又
明
の
周
顕
宗
も
、
善
書
筆
を
え
ら
ば
ず
と
い
ふ
は
通
論
に
あ
ら
ぬ
よ
し
を
い
へ
り
、
衛
夫
人
は
崇
山
の
兎
毛
を
用
ゐ
て
筆
と

し
、
王
右
軍
は
鼠
鬚
筆
を
用
ゐ
、
欧
陽
通
（
欧
陽
詢
が
子
）
は
狸
毛
を
筆
と
し
、
‥
‥
」
『
東
江
先
生
書
話
巻
』
（
『
日
本
書
畫
苑
』
国
書
刊
行
会
編

報
文
社

1914

・10

・25

）

注
二
十
一

江
戸
時
代
創
業
の
京
都
の
筆
墨
の
老
舗
。
熊
谷
次
郎
直
実
の
子
孫
と
い
う
。
（
『
広
辞
苑
（
第
五
版
）
』
新
村
出
編

岩
波
書
店

1998

・11

）
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結
び
に
か
え
て

以
上
、
本
論
は
曙
覧
の
和
歌
に
つ
い
て
、
彼
の
和
歌
が
漢
詩
か
ら
摂

取
さ
れ
た
こ
と
の
実
証
に
つ
と
め
、
そ
の
考
察
を
通
し
て
、
彼
の
和
歌

の
表
現
の
特
質
を
究
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

序
章
で
も
触
れ
た
こ
と
だ
が
、
近
年
の
研
究
で
は
曙
覧
は
学
問
の
内
実

が
明
確
に
さ
れ
た
上
で
評
価
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
そ
こ

で
、
本
論
で
は
、
漢
詩
の
摂
取
と
い
う
視
点
か
ら
、
曙
覧
の
和
歌
の
出

典
研
究
を
進
め
る
こ
と
を
起
点
と
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

最
後
に
あ
た
り
、
稿
者
が
曙
覧
の
和
歌
の
研
究
を
テ
ー
マ
と
し
て
取

り
込
ん
だ
経
緯
、
お
よ
び
今
後
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
簡
潔
に
述
べ
て

む
す
び
と
し
た
い
。

稿
者
は
修
士
課
程
の
時
期
（
平
成
十
六
年
四
月
～
平
成
十
八
年
三
月
）

に
、
は
じ
め
て
曙
覧
に
触
れ
た
。
鳴
門
教
育
大
学
大
学
院
・
学
校
教
育

研
究
科
の
修
士
課
程
に
在
学
し
て
い
た
時
、
（
故
）
赤
松
（
柳
瀬
）
万

理
先
生
の
指
導
の
も
と
、
同
大
学
の
学
校
教
育
の
研
究
紀
要
へ
の
投
稿

論
文
（
共
著
）
「
和
歌
と
挿
画
を
活
用
し
た
体
験
的
表
現
学
習
の
方
法

と
研
究

:

韻
文
を
読
む
こ
と
と
書
く
こ
と
の
融
合
」
①

の
執
筆
に
参
加

し
た
。
こ
の
論
文
は
、
和
歌
と
挿
画
を
活
用
し
た
表
現
学
習
の
実
践
例

を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
方
法
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
韻
文
を
読
む
こ
と
と
書
く
こ
と
を
融
合
さ
せ
る
授
業
を
目
指
し
た

も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
の
実
践
例
の
一
つ
と
し
て
は
、
小
学
六
年
生
を
対
象
に
、

古
典
和
歌
を
提
示
し
、
そ
こ
か
ら
連
想
し
て
自
分
の
現
代
詩
を
創
作
さ

せ
る
試
み
が
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
『
万
葉
集
』
か
ら
額
田
王
の
和

歌
一
首
と
曙
覧
「
独
楽
吟
」
か
ら
の
一
首
を
取
り
上
げ
て
解
釈
と
鑑
賞

を
行
い
、
児
童
は
そ
こ
か
ら
連
想
さ
れ
る
詩
を
作
る
も
の
で
あ
る
。
結

果
は
、
曙
覧
の
歌
か
ら
連
想
さ
れ
る
現
代
詩
が
最
も
多
か
っ
た
。
児
童

に
は
曙
覧
の
歌
が
、
わ
か
り
や
す
く
て
親
し
み
や
す
い
和
歌
で
あ
っ
た

か
ら
だ
ろ
う
。

私
も
そ
の
こ
と
か
ら
曙
覧
の
和
歌
へ
の
興
味
を
深
め
、
『
橘
曙
覧
全

歌
集
』
②

、
『
新
編
橘
曙
覧
全
集
』
③

な
ど
を
通
じ
て
曙
覧
の
歌
に
ふ
れ

た
。
中
で
も
、
平
易
な
が
ら
生
活
感
が
あ
ふ
れ
る
「
独
楽
吟
」
歌
は
、

自
分
が
和
歌
に
ふ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
ま
た
、
数
多
く
の
漢
詩
の

風
格
が
た
っ
ぷ
り
感
じ
受
け
ら
れ
る
写
生
の
詠
に
は
惹
か
れ
た
。
そ
し

て
、
曙
覧
の
歌
に
つ
い
て
の
理
解
が
深
ま
る
に
つ
れ
、
『
橘
曙
覧
全
歌

集
』
（
前
掲
）
な
ど
曙
覧
歌
集
の
注
釈
書
の
注
解
が
物
足
り
な
く
思
え

る
よ
う
に
な
り
、
つ
い
に
曙
覧
の
歌
の
研
究
を
志
す
に
至
っ
た
の
で
あ

る
。
近
世
和
歌
の
研
究
を
志
す
た
め
は
、
堂
上
和
歌
研
究
を
枢
要
な
主
題

と
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
う
し
た
趨
勢
と
は
離
れ
る

と
こ
ろ
に
位
置
す
る
曙
覧
の
和
歌
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
こ
の
領
域
に
踏
み

込
ん
だ
こ
と
と
な
っ
た
が
、
今
思
え
ば
無
謀
な
こ
と
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

本
論
は
、
す
べ
て
の
初
句
が
「
楽
し
み
は
」
、
末
句
が
「
時
」
で
揃
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う
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
持
つ
曙
覧
の
「
独
楽
吟
」
の
形
成
に
お
い
て
、

北
宋
の
邵
雍
の
連
作
「
首
尾
吟
」
か
ら
受
容
が
見
ら
れ
る
可
能
性
に
つ

い
て
の
考
察
か
ら
始
ま
る
。
す
な
わ
ち
第
一
章
「
邵
雍
「
首
尾
吟
」
と

の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
―
曙
覧
「
独
楽
吟
」
の
表
現
形
式
と
漢
詩
受
容
の

可
能
性
―
」
で
あ
る
。

そ
し
て
さ
ら
に
、
曙
覧
の
歌
に
お
け
る
漢
詩
の
摂
取
に
つ
い
て
考
究

を
進
め
、
こ
れ
ま
で
ま
だ
指
摘
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
清
詩
人
と
江
戸

漢
詩
人
の
詩
作
の
影
響
の
痕
跡
を
、
曙
覧
の
歌
に
発
見
し
た
。
具
体
的

に
は
、
曙
覧
の
歌
に
あ
る
、
「
寒
」
の
字
を
冠
し
た
歌
題
を
伴
う
一
群

の
連
作
が
、
清
の

蒋

士
銓
の
詩
「
消
寒
雑
詠
和
王
蔗
村
太
守
十
首
」（
消

し
ょ
う

し

せ

ん

寒
雑
詠
王
蔗
村
太
守
に
和
す
十
首
）
及
び
そ
の
影
響
を
受
け
た
頼
山
陽
、

広
瀬
旭
荘
の
詩
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
と
、
「
妓
院
雪
」
「
侠
家

雪
」
「
書
中
乾
胡
蝶
」
な
ど
、
和
歌
に
お
い
て
一
般
に
は
見
ら
れ
な
い

曙
覧
の
歌
題
が
広
瀬
旭
荘
ま
た
菅
茶
山
の
詩
題
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
受

容
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
が
第
二
章
「
蒋
士
銓
及
び
山
陽

・
旭
荘
詩
と
の
関
わ
り
―
曙
覧
詠
寒
和
歌
考
―
」
の
内
容
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
漢
詩
摂
取
の
視
点
か
ら
分
析
す
る
こ
と
を
通
じ
て
曙
覧

の
歌
を
再
発
見
し
よ
う
と
考
察
を
進
め
て
き
た
が
、
こ
こ
で
改
め
て
第

三
章
以
下
に
つ
い
て
も
ご
く
簡
単
に
ふ
り
か
え
た
い
。

第
三
章
「
漢
詩
文
摂
取
の
概
観
お
よ
び
連
作
「
擣
衣
」
」
で
は
、
曙

覧
の
歌
に
、
漢
詩
文
と
か
か
わ
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
歌
が
百
四
首
あ

る
こ
と
を
挙
げ
て
、
そ
の
摂
取
の
様
相
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、
典
型

的
な
例
に
つ
い
て
分
析
を
試
み
た
。
中
で
も
、
二
首
か
ら
な
る
連
作
「
擣

衣
」
は
、
杜
甫
の
詩
か
ら
の
受
容
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
を

中
心
に
考
察
し
た
。

第
四
章
「
正
岡
子
規
の
曙
覧
観
を
見
直
す
―
漢
画
詠
の
評
価
を
中
心

に
―
」
は
、
子
規
自
筆
の
「
橘
曙
覧
遺
稿
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
手
抄
」
（
国

立
国
会
図
書
館
蔵
の
子
規
の
「
和
歌
手
抄
」
所
収
）
の
二
一
一
首
に
お

け
る
子
規
の
抄
出
状
況
を
検
討
し
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
子
規
は
曙

覧
の
歌
の
中
で
新
奇
な
歌
題
や
題
材
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
た
も
の
や
実

景
、
実
情
を
活
写
し
た
も
の
、
長
文
の
詞
書
き
が
添
え
ら
れ
た
も
の
な

ど
に
強
く
興
味
を
持
っ
て
お
り
、
と
り
わ
け
漢
画
詠
に
対
し
て
、
大
い

に
感
興
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
推
知
さ
れ
た
。

第
五
章
「
係
助
詞
「
ぞ
」
と
動
詞
表
現
に
見
る
曙
覧
和
歌
の
特
異
性
」

で
は
、
『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
に
十
五
例
が
見
え
る
「
ぞ
」
の
係
り
結

び
の
表
現
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
中
で
も
、
互
い
に
独
立
し
て
い

る
と
見
ら
れ
る
二
つ
の
動
詞
と
「
ぞ
」
と
か
か
っ
た
係
り
結
び
は
、
曙

覧
の
和
歌
表
現
の
特
徴
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

第
六
章
「
曙
覧
の
文
事
の
一
端
―
橘
曙
覧
記
念
文
学
館
蔵
の
橘
曙
覧

遺
墨
に
つ
い
て
―
」
は
、
曙
覧
の
書
の
方
面
か
ら
、
彼
の
文
事
を
考
え

る
こ
と
を
試
み
た
。
具
体
的
に
は
、
曙
覧
の
遺
墨
四
点
を
と
り
あ
げ
、

彼
の
伝
記
資
料
に
基
づ
く
書
風
の
変
遷
に
照
ら
し
て
考
察
し
た
。
併
せ

て
曙
覧
が
書
道
に
お
い
て
も
、
和
漢
に
渡
っ
て
広
く
題
材
を
求
め
て
、

自
由
自
在
な
表
現
を
求
め
た
こ
と
が
伺
え
、
筆
や
紙
な
ど
に
こ
だ
わ
り

を
持
ち
、
潤
筆
料
で
文
事
に
耽
溺
す
る
生
活
の
中
で
清
貧
の
暮
ら
し
を

詠
み
上
げ
た
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
に
も
ふ
れ
た
。

叙
上
の
よ
う
な
考
察
を
通
し
て
、
曙
覧
の
和
歌
が
い
か
に
当
時
の
時

流
の
埒
外
に
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
正
岡
子
規
は
そ
こ
に
新
し
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さ
を
内
包
す
る
普
遍
的
な
世
界
と
言
葉
を
見
い
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ

の
こ
と
が
、
子
規
の
和
歌
革
新
の
原
動
力
と
な
っ
た
こ
と
は
、
銘
記
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

曙
覧
は
三
十
三
歳
の
時
、
田
中
大
秀
に
入
門
し
て
国
学
に
志
し
た
。

本
居
宣
長
に
私
淑
し
、
「
お
く
れ
て
も
生
ま
れ
し
我
か
同
じ
世
に
あ
ら

ば
履
を
も
と
ら
ま
し
翁
」
（612

）
と
宣
長
の
こ
と
を
偲
ん
で
詠
じ
て
お

り
、
随
筆
「
漢
文
」(
『
新
編
橘
曙
覧
全
集
』
所
収)

意
趣
か
ら
読
み
取

れ
る
よ
う
に
、
宣
長
の
漢
意
排
斥
の
言
説
に
忠
実
に
従
っ
て
い
た
こ
と

が
看
取
で
き
る
よ
う
な
時
期
も
あ
っ
た
。
彼
の
生
き
た
近
世
後
末
期
は

す
で
に
、
桂
園
派
の
平
易
で
清
新
な
詠
歌
の
作
法
と
風
格
が
盛
行
し
て

お
り
、
歌
人
と
し
て
は
漢
籍
の
素
養
を
求
め
づ
ら
い
時
代
で
あ
っ
た
と

い
え
よ
う
。
し
か
し
、
曙
覧
は
こ
う
し
た
「
和
」
流
が
重
視
さ
れ
る
風

潮
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
歌
作
に
漢
詩
漢
文
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
よ

う
に
な
る
。
そ
の
当
時
に
あ
っ
て
の
彼
の
詠
歌
態
度
と
作
法
は
、
さ
ぞ

や
新
奇
で
あ
っ
た
ろ
う
。

曙
覧
の
漢
詩
文
の
摂
取
態
度
は
、
一
般
的
な
作
法
の
よ
う
に
漢
魏
六

朝
や
唐
宋
の
詩
文
に
と
ど
ま
ら
ず
、
蒋
士
銓
な
ど
の
清
詩
、
及
び
そ
れ

に
近
い
時
代
の
旭
荘
や
茶
山
な
ど
江
戸
漢
詩
人
の
詩
作
ま
で
視
野
を
広

げ
、
斬
新
な
感
覚
で
と
ら
え
ら
れ
た
題
材
や
着
想
を
自
歌
に
取
り
入
れ

て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
も
当
時
の
常
習
的
詠
歌
法
と
比
べ
る
と
、
か

な
り
新
鮮
な
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

明
治
十
一
年
に
（
嗣
子
井
手
今
滋
に
よ
り
）
家
集
『
志
濃
夫
廼
舎
歌

集
』
が
刊
行
さ
れ
て
以
来
、
彼
の
歌
は
佐
佐
木
信
綱
と
正
岡
子
規
か
ら

高
い
評
価
を
受
け
、
明
治
の
和
歌
革
新
運
動
の
先
駆
と
標
榜
さ
れ
る
に

至
っ
た
。
近
代
日
本
の
歌
壇
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
わ
け
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
平
成
六
年
（1994

）
、
ク
リ
ン
ト
ン
米
大
統
領
が
、
日
本
の

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
訪
米
歓
迎
ス
ピ
ー
チ
に
お
い
て
、
「
独
楽
吟
」

の
一
首
が
引
用
さ
れ
た
こ
と
で
、
彼
は
「
清
貧
の
歌
人
」
と
し
て
再
び

脚
光
を
浴
び
た
。
そ
し
て
今
や
、
彼
の
和
歌
の
独
自
な
表
現
は
、
学
界

の
み
な
ら
ず
社
会
全
体
に
お
い
て
も
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
一

般
書
も
数
多
く
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
橘
曙
覧
は
昔
に
も

今
に
も
新
し
い
歌
人
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
本
論
で
考
察
し
た
も
の
以
外
に
も
曙
覧
の

和
歌
に
は
漢
詩
文
と
関
わ
り
が
あ
る
ら
し
き
も
の
が
見
ら
れ
る
の
で
、

今
後
も
引
き
続
い
て
そ
れ
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。
併
せ
て
曙
覧
の
周

辺
の
文
人
達
と
の
交
流
な
ど
に
も
目
を
向
け
る
ほ
か
、
ま
た
彼
が
幼
少

期
に
学
ん
だ
妙
泰
寺
や
漢
学
の
啓
蒙
の
師
と
さ
れ
る
住
職
明
導
の
関
連

資
料
の
調
査
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
彼
が
読
ん
だ
可
能
性
が
あ
る
和

漢
の
幼
学
・
啓
蒙
書
類
を
分
析
す
る
こ
と
な
ど
を
通
じ
て
、
そ
の
漢
文

の
素
養
を
、
さ
ら
に
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
本
論
文
に
は
「
曙
覧
和
歌
の
中
国
語
訳
」
を
附
録
と
し
て
加
え
、

曙
覧
の
十
首
を
抄
録
し
て
中
国
語
訳
を
試
み
た
。
そ
の
目
的
は
、
近
年
の

中
国
に
お
け
る
日
本
文
学
研
究
者
・
愛
好
者
達
の
間
で
盛
り
上
が
り
つ
つ

あ
る
曙
覧
和
歌
に
つ
い
て
の
鑑
賞
や
議
論
に
資
す
る
こ
と
で
あ
る
。

翻
訳
に
際
し
て
は
、
は
じ
め
て
曙
覧
の
歌
に
ふ
れ
る
読
者
に
受
け
入
れ

や
す
い
よ
う
に
、
自
然
を
詠
む
歌
な
ど
、
い
ず
れ
も
感
覚
で
優
美
・
温
和

な
も
の
と
思
わ
れ
る
歌
か
ら
十
首
を
選
ん
だ
。
思
え
ば
、
当
初
は
自
分
も

こ
う
し
た
曙
覧
の
歌
に
惹
か
れ
て
、
徐
々
に
興
味
が
深
ま
っ
て
き
た
も
の



①
柳
瀬
万
里
、
王

暁
瑞
、
中
野

友
美
子
、
柳
瀬

真
子
著
、
『
鳴
門
教
育
大
学
学
校
教
育
研
究
紀
要
』
第
二
十
号
所
収
、
鳴
門
教
育
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
編
、
平

成
十
七
年
。

②
水
島
直
文
・
橋
本
政
宣
編
注
、
岩
波
書
店
、
平
成
十
一
年
。

③
井
手
今
滋
編
、
辻
森
秀
英
増
補
、
桜
楓
社
、
昭
和
五
十
八
年
。
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で
あ
る
。
だ
が
、
連
作
「
赤
心
報
国
」
「
示
人
」
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る

曙
覧
の
愛
国
詠
を
初
め
て
詠
ん
だ
時
は
、
や
は
り
違
和
感
を
禁
じ
得
な

か
っ
た
。
ま
た
、
曙
覧
の
尊
皇
憂
国
と
い
っ
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
つ

い
て
拡
大
し
て
論
じ
る
戦
前
の
先
行
論
文
を
読
ん
だ
際
に
は
不
快
を
覚

え
る
時
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
曙
覧
に
つ
い
て
の
理
解
が
深
ま
る
に
と
も
な
っ
て
、
そ
う

い
う
論
調
は
東
ア
ジ
ア
全
体
で
共
有
さ
れ
て
い
た
当
時
の
危
機
意
識
が

然
ら
し
め
た
も
の
で
、
歴
史
を
客
観
的
に
受
け
止
め
ら
れ
な
い
狭
隘
な

心
性
に
よ
る
こ
と
で
あ
る
と
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
し
て
、
今
回
改
め
て
曙
覧
の
愛
国
詠
を
読
む
と
、
幕
末
の
激
蕩
な

時
代
の
背
景
に
生
き
た
彼
は
、
こ
う
し
た
歌
を
作
れ
る
彼
の
精
神
の
あ

り
よ
う
は
む
し
ろ
敬
わ
れ
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
し
て
、
曙
覧
の
素
朴
な
人
柄
へ
の
好
感
が
ま
す
ま
す
強
く

な
っ
た
。
そ
こ
で
、
曙
覧
歌
の
中
国
語
訳
を
著
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼

の
精
神
の
あ
り
よ
う
を
改
め
て
中
国
の
日
本
文
学
研
究
者
を
は
じ
め
と
す

る
多
く
の
人
々
に
紹
介
し
、
曙
覧
の
魅
力
を
引
き
出
す
新
し
い
視
点
の
発

見
や
議
論
を
促
す
契
機
と
し
た
い
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
営
み
を
通
じ
て

こ
そ
、
稿
者
の
進
め
て
き
た
橘
曙
覧
の
作
品
研
究
が
近
世
和
歌
研
究
の
一

角
に
据
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
。

【
謝
辞
】

最
後
に
、
章
を
締
め
括
る
に
あ
た
り
、
長
い
間
ご
指
導
を
く
だ
さ
っ
た

鈴
木
淳
先
生
・
相
田
満
先
生
・
陳
捷
先
生
・
大
友
一
雄
先
生
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
日
頃
に
ご
指
導
と
ご
支
援
い
た
だ
い
た
所
属
す
る

総
研
大
日
本
文
学
研
究
専
攻
の
先
生
方
に
も
記
し
て
深
謝
の
意
を
表
す
次

第
で
す
。

ま
た
、
本
論
文
を
公
開
す
る
に
あ
た
り
、
画
像
の
転
載
を
御
快
諾
い
た

だ
い
た
図
書
館
・
記
念
館
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
転
載
許

諾
の
関
係
で
、
画
像
の
説
明
文
は
付
加
に
よ
り
、
博
士
学
位
請
求
論
文
の

審
査
時
と
比
べ
て
多
少
字
数
の
増
加
が
あ
っ
た
こ
と
を
お
こ
と
わ
り
し
て

お
き
ま
す
。
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【

附
録
】

曙
覧
和
歌
の
中
国
語
訳

は
じ
め
に

近
年
、
中
国
に
お
け
る
日
本
文
学
研
究
者
・
愛
好
者
達
の
間
で
、
橘

曙
覧
の
和
歌
が
学
術
論
文
や
読
書
エ
ッ
セ
イ
な
ど
に
取
り
上
げ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
①

。
特
に
、
用
語
が
平
明
で
わ
か
り
や
す
く
、
生

活
味
に
富
む
「
独
楽
吟
」
の
歌
が
中
国
語
訳
さ
れ
、
評
価
が
得
ら
れ
て

い
る
。
橘
曙
覧
の
歌
集
『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
に
は
、
自
然
風
景
を
描

い
た
、
風
格
の
清
新
な
歌
が
多
く
見
ら
れ
、
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』

（
第
四
巻
「
橘
曙
覧
」
の
項
）
に
よ
り｢

自
然
の
歌｣

と
分
類
さ
れ
て
い

る
。こ

れ
ら｢

自
然
の
歌｣

は
、
取
材
が
広
く
、
表
現
が
自
由
で
あ
り
、
優

美
で
繊
細
な
感
覚
で
、
自
然
風
物
や
日
常
身
辺
を
詠
ん
で
い
る
。
そ
れ

ら
を
中
国
語
訳
に
す
れ
ば
、
中
国
の
読
者
に
は
親
し
ま
れ
や
す
く
、
日

本
の
四
季
や
自
然
の
風
物
に
対
す
る
美
意
識
を
喚
起
で
き
る
だ
ろ
う
と

考
え
る
。

そ
こ
で
、
曙
覧
歌
の
中
国
語
訳
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
広
い

読
者
の
眼
に
触
れ
る
機
会
を
作
り
出
し
、
中
国
の
日
本
文
学
研
究
者
に

も
新
し
い
曙
覧
和
歌
の
分
析
や
議
論
を
促
す
こ
と
が
で
き
よ
う
と
思
わ

れ
る
。

以
下
、『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』（
岩
波
文
庫
『
橘
曙
覧
全
歌
集
』
所
収
）

か
ら
、
自
然
を
詠
む
も
の
な
ど
、
い
ず
れ
も
感
覚
で
優
美
・
温
和
な
も

の
と
思
わ
れ
る
歌
か
ら
十
首
を
選
ん
で
抄
録
し
、
中
国
語
訳
を
試
み
た
。

な
お
、
古
典
韻
文
学
に
対
す
る
中
国
人
の
鑑
賞
習
慣
な
ど
を
考
慮
し
、

古
典
和
歌
と
相
応
し
て
、
中
国
古
典
の
詩
の
形
式
を
採
っ
て
訳
し
て
み

た
。
ま
た
、
和
歌
の
長
句
と
短
句
と
相
互
に
組
み
合
わ
せ
る
音
律
的
な

特
性
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
一
部
の
訳
文
の
形
式
に
、
宋
詞
の
形
式
を

採
っ
た
。
な
お
、
現
時
点
で
は
、
訳
文
に
は
押
韻
な
ど
の
施
さ
れ
て
い

な
い
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
今
後
は
さ
ら
に
検
討
し
た
い
。

一
、

遅
日

の
ど
か
な
る

華
見
車
の

あ
ゆ
み
に
も

遅
れ
て
残
る

夕
日
か

は
な

み
ぐ
る
ま

げ
か
な

（8

）

❑
読
み

の
ど
か
な
る

は
な
み
ぐ
る
ま
の

あ
ゆ
み
に
も

お
く
れ
て
の
こ
る

ゆ
う
ひ
か
げ
か
な

❑
現
代
日
本
語
訳
文

春
の
の
ん
び
り
と
し
た
日
に
、
花
見
に
で
か
け
る
車
が
進
ん
で
行
く
。

夕
日
の
光
が
そ
れ
に
遅
れ
て
、
ゆ
っ
く
り
と
残
っ
て
い
る
よ
う
だ
な
あ
。

❑
中
国
語
訳
文
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迟
日

驱
车
游
春
樱
花
林

春
荫
午
日
暖

赏
尽
繁
花
日
犹
长

慵
倚
半
卧

闲
情
唯
欲
睡

困
眼
开
处
夕
阳
斜

意
拟
转
归
途

莫
道
不
留
恋

日
脚
斜
长

余
辉
步
步
迟

二
、

舟
中
雪

枯
れ
残
る

渚

の
葦
に

こ
ぎ
ふ
れ
て

散
ら
し
つ
あ
た
ら

柴
ぶ

か

な
ぎ
さ

し
ば

ね
の
ゆ
き

（12

）

❑
読
み

か
れ
の
こ
る

な
ぎ
さ
の
あ
し
に

こ
ぎ
ふ
れ
て

ち
ら
し
つ
あ
た
ら

し
ば
ぶ
ね
の
ゆ
き

❑
現
代
日
本
語
訳
文

枯
れ
た
ま
ま
渚
（
水
辺
の
砂
地
）
に
残
っ
た
葦
に
せ
っ
か
く
に
積
も
っ

た
雪
は
、
水
の
上
を
漕
い
で
ゆ
く
柴
舟
に
触
れ
た
た
め
、
ち
ら
ち
ら
と
落

ち
っ
て
し
ま
っ
て
、
惜
し
い
こ
と
だ
。
け
ど
、
積
み
荷
の
柴
の
上
の
雪
は

ま
だ
新
し
い
も
の
だ
。

❑
中
国
語
訳
文

舟
中
雪

寒
芦
疏
横
沙
渚
白

雪
积
苇
梢
头

江
舟
唉
乃
时
时
触

残
雪
落
纷
纷

方
为
残
雪
恼
心
情

那
厢
柴
舟
来

玄
色
柴
舟
载
琼
玉

雪
色
新

乐
开
怀

三
、

山
家

白
雲
の

行
き
か
ひ
の
み
を

見
お
く
り
て

今
日
も
さ
し
け
り

し
ら
く
も

蓬
生
の
門

（62

）

よ
も
ぎ
ふ

か
ど

❑
読
み
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し
ら
く
も
の

ゆ
き
か
い
の
み
を

み
お
く
り
て

き
ょ
う
も
さ
し
け

り

よ
も
ぎ
う
の
か
ど

❑
現
代
日
本
語
訳
文

空
の
白
雲
が
往
来
す
る
の
だ
け
を
見
送
っ
て
、
今
日
も
ま
た
来
訪
者
が

な
く
、
粗
末
な
自
分
の
家
の
門
戸
を
閉
じ
た
こ
と
だ
。

❑
中
国
語
訳
文

山
家

目
迎
白
云
来

目
送
白
云
去

此
日
亦
无
客

默
默
掩
柴
扉

四
、

古
渓
蛍

み
谷
川

水
音
く
ら
き

岩
か
げ
に

昼
も
ひ
か
り
て

飛
ぶ
ほ
た

る
か
な

（77

）

❑
読
み

み
た
に
が
わ

み
ず
お
と
く
ら
き

い
わ
か
げ
に

ひ
る
も
ひ
か
り
て

と
ぶ
ほ
た
る
か
な

❑
現
代
日
本
語
訳
文

谷
川
の
水
の
音
も
暗
く
響
く
よ
う
な
岩
の
影
に
、
蛍
が
昼
間
に
も
光
り

な
が
ら
飛
ん
で
い
る
な
あ
。

❑
中
国
語
訳
文

古
溪
萤

山
中
日
午

溪
涧
曲
回
崖
岩
巨

水
声
幽
咽

崖
下
岩
影
暗

岩
影
暗
中

几
点
星
火
闪

诧
异
间

聚
睛
细
察

原
是
流
萤
舞

五
、

静
処
落
葉

ち
り
ち
り
て

つ
も
る
木
の
葉
の

う
は
じ
め
り

風
も
音
無
き

こ

お
と

な

庭
と
な
り
け
り

（89

）

❑
読
み

ち
り
ち
り
て

つ
も
る
こ
の
は
の

う
わ
じ
め
り

か
ぜ
も
お
と
な
き

に
わ
と
な
り
け
り

❑
現
代
日
本
語
訳
文

散
っ
て
散
っ
て
積
も
っ
た
落
ち
葉
の
上
の
湿
り
気
、
そ
の
せ
い
で
風
が

吹
い
て
も
物
音
ひ
と
つ
し
か
な
い
ほ
ど
、
静
か
な
庭
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

❑
中
国
語
訳
文
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静
处
落
叶

落
叶
纷
纷
飘
零

重
重
叠
叠
覆
径

秋
深
露
重
华
浓

片
片
皆
被
染
浸

风
过

风
过

小
院
万
籁
俱
寂

六
、

春
よ
み
け
る
歌
の
中
に

す
く
す
く
と

生
ひ
た
つ
麦
に

腹
す
り
て

燕

飛
び
く
る

春
の

お

つ
ば
め

山
は
た

（105

）

❑
読
み

す
く
す
く
と

お
い
た
つ
む
ぎ
に

は
ら
す
り
て

つ
ば
め
と
び
く
る

は
る
の
や
ま
は
た

❑
現
代
日
本
語
訳
文

す
く
す
く
と
成
長
し
た
麦
の
穂
に
腹
を
す
り
つ
け
て
、
燕
が
飛
ん
で
く

る
春
の
山
の
畑
よ
。

❑
中
国
語
訳
文

春
歌

麦
子
陇
里
穗
青
青

掠
腹
齐
腰
竞
相
长

花
信
风
里
燕
飞
来

山
间
田
野
好
春
光

七
、

雪
朝

雪
ふ
り
て

拾
ふ
落
葉
の

乏
し
さ
に

朝
げ
の

煙

た
て
ぞ
お
く

と
ぼ

け
ぶ
り

る
る

（129

）

❑
読
み

ゆ
き
ふ
り
て

ひ
ろ
う
お
ち
ば
の

と
ぼ
し
さ
に

あ
さ
げ
の
け
む
り

た
て
ぞ
お
く
る
る

❑
現
代
日
本
語
訳
文

雪
が
降
っ
た
た
め
に
、
拾
い
集
め
る
落
ち
葉
が
少
な
く
な
っ
て
朝
食
の

準
備
の
煙
を
立
て
る
の
が
遅
く
な
っ
た
こ
と
だ
。

❑
中
国
語
訳
文

雪
朝

落
叶
拾
为
薪

夜
寒
以
燃
之

更
为
落
雪
故

平
明
炊
烟
迟

八
、

寒
婢

鶏
の
音
に

よ
び
お
こ
さ
れ
て

う
つ
石
も

と
る
手
わ
な
な
く

と
り

ね

暁
の
霜

（211

）
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❑
読
み

と
り
の
ね
に

よ
び
お
こ
さ
れ
て

う
つ
い
し
も

と
る
て
わ
な
な
く

あ
か
つ
き
の
し
も

❑
現
代
日
本
語
訳
文

夜
明
け
を
告
げ
る
鶏
の
声
に
起
こ
さ
れ
て
、
火
を
起
こ
す
た
め
の
火
打

ち
石
を
と
る
手
も
冷
た
さ
に
こ
ご
え
る
明
け
方
の
霜
だ
な
あ
。

❑
中
国
語
訳
文

寒
婢

晨
鸡
唤
起
时

灶
间
燧
石
冷

手
僵
不
能
捉

平
明
晓
霜
寒

九
、

落
葉
深

今
朝
見
れ
ば

簀
の
子
つ
づ
き
に

な
り
に
け
り

夜
一
夜
ち
り
し

け

さ

す

こ

よ

ひ

と

よ

庭
の
も
み
ぢ
葉

（63
）

❑
読
み

け
さ
み
れ
ば

す
の
こ
つ
づ
き
に

な
り
に
け
り

よ
ひ
と
よ
ち
り
し

に
わ
の
も
み
じ
ば

❑
現
代
日
本
語
訳
文

今
朝
見
る
と
、
竹
で
編
ん
だ
家
の
外
に
敷
い
た
簀
の
子
が
一
枚
に
続
い

て
見
え
る
ほ
ど
に
、
夜
通
し
降
っ
た
紅
葉
の
落
ち
葉
で
あ
る
よ
。

❑
中
国
語
訳
文

清
晨
起
来
，
院
子
里
落
满
了
红
叶
，
那
些
铺
在
屋
子
周
围
的
竹
条
踏
板
，

竹
条
之
间
的
间
隙
都
被
红
叶
给
填
满
了
，
看
上
去
成
了
一
整
块
。
哦
，
这

些
红
叶
落
了
整
整
一
夜
。

十
、

夏
夜

寝
よ
と
い
ふ

鐘
は
つ
く
と
も

一
す
ず
み

こ
の
小
夜
風
に

せ

ね

か
ね

ひ
と

さ

よ

か

ぜ

で
は
あ
ら
れ
じ

（106

）

❑
読
み

ね
よ
と
い
う

か
ね
は
つ
く
と
も

ひ
と
す
ず
み

こ
の
さ
よ
か
ぜ
に

せ
で
は
あ
ら
れ
じ

❑
現
代
日
本
語
訳
文

就
寝
の
知
ら
せ
の
鐘
の
音
は
聞
こ
え
て
く
る
が
、
も
う
一
涼
み
、
こ
の

夜
風
の
中
で
、
し
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
。

❑
中
国
語
訳
文

虽
然
已
经
听
到
了
就
寝
的
钟
声
，
可
是
在
这
习
习
的
晚
风
里
，
不
再
乘

一
会
儿
凉
可
太
遗
憾
了
。
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①
例
え
ば
、
聶
嘯
虎
著
「
中
外
古
代
休
閑
体
育
思
想
縦
横
談
」
（
『
体
育
文
化
導
刊
』2008

年7

月
号
、
国
家
体
育
総
局
体
育
文
化
発
展
中
心
『
体
育
文
化
導
刊
』
編

集
部
）
に
は
、
「
独
楽
吟
」
の
中
の
、
自
然
山
水
や
家
庭
、
田
園
な
ど
を
楽
し
め
る
内
容
の
歌
を
、
健
康
運
動
と
関
連
し
て
ふ
れ
た
。



博
士
学
位
請
求
論
文
『
橘
曙
覧
の
研
究
―
漢
詩
の
摂
取
を
中
心
に
―
』
誤
記
・
誤
植
の
お
詫
び
と
訂
正 

 

標
記
論
文
に
以
下
の
誤
記
・
誤
植
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

※
訂
正
箇
所
の(

上)

、(

下)

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
二
段
組
み
本
文
の
上
段
と
下
段
を
表
す
。 

 

P

74 

P

74 

P

73 

P

53 

P

52 

P

45 

P

39 

P

39 

P

38 

P

17 

P

16 

P

16 

P

16 

P

14 

P

8 

P

3 

p

1 

p

1 

頁 

(

下)

一
～
二
行
目 

(

上)

一
〇
行
目 

(

下)

行
末
か
ら
二
～
三
行
目 

(

上)

八
行
目 

(

下)

行
末
か
ら
二
行
目 

(

上)

行
末
か
ら
一
〇
行
目 

(

下)

一
七
行
目 

(

下)

一
五
行
目 

(

下)

行
末
か
ら
七
行
目 

(

上)

八
行
目 

(

上)

八
～
九
行
目 

(

上)

二
～
三
行
目 

(

上)

一
行
目 

(

上)

一
二
行
目 

(

下)

行
末
か
ら
二
行
目 

(

上)

一
〇
～
一
一
行
目 

(

下)

行
末
か
ら
二
行
目 

(

上)
四
行
目 

訂
正
箇
所 

く
れ
ぐ
れ 

は
る
ば
る 

…
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
わ
か
る
。 

大
田
南
畝 

…
を
自
撰
し
た
も
の
で
、
物
名
歌
と
思
わ
れ
る
。 

「
孝
経
」「
史
記
」
「
漢
書
」 

…
詠
ん
だ
で
あ
る
。 

…
よ
る
句
題
和
歌
で
あ
る
。 

「
孝
経
」「
史
記
」
「
列
子
」 

定
形 

…
に
同
じ
の
句
… 

固
分
拙
陋
特
、
愧
失
体
録
、
呈
乞
刪
云 

聞
各
人
既
成
体
、
限
七
絶
。 

定
形 

「
独
楽
吟
」
を
倣
っ
て
… 

…
論
説
が
い
く
つ
見
ら
れ
る
の
で
、 

「
近
世
歌
文
の
位
相
－
橘
曙
覧
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」 

明
治
十
一
年
（1

8
7
8

）
刊
行
さ
れ
て 

誤 

く
れ
〴
〵 

は
る
〴
〵 

…
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
が
わ
か
る
。 

太
田
南
畝 

…
を
自
撰
し
た
も
の
で
あ
る
。 

『
孝
経
』『
史
記
』
『
漢
書
』 

…
詠
ん
で
い
る
。 

…
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

『
孝
経
』『
史
記
』
『
列
子
』 

定
型 

…
に
同
じ
句
… 

固
分
拙
陋
、
特
愧
失
体
、
録
呈
乞
刪
云
。 

聞
各
人
既
成
、
体
限
七
絶
。 

定
型 

「
独
楽
吟
」
に
倣
っ
て
… 

…
論
説
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
の
で
、 

「
近
世
歌
文
の
位
相
―
橘
曙
覧
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」 

明
治
十
一
年
（1

8
7
8

）
に
刊
行
さ
れ
て 

正 
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